

















天 野 光 三

序近年における産業 ・人 口の都市 集中は著る し く、都市の経 済活動規模 は
急激に増大 しつつ ある。 そ うして これ に対応 す るための都市公共施設 の不
足や、 公害 の増大な ど、いわゆる都市 問題は.世 界のほ とん どすべ ての大
都市の共通の悩み となつてい る。
このさまざまの都市問題の うち、通勤交通に 関 して、現在わが国のすべ
ての大都市に澄 いては、 その急激な増加 に対応 し うる交通施設の整備 ・増
強 を行な いえないため、路線施設 の極限 に近い高密度 な電車運行や、 時差
通勤に よる通 勤時間分布の調 整な どに努力 しているが、は なはだ しい混雑
が慢性化 している実情 である。 この ように、 通勤交通 は市民 生活 にとつて
最 も身近かな、かつ 緊急の課題である と同時 に、そ れが都市交通施 設の最
大容量 を必要 とし、整備 ・増強計 画の 目標値 と考え られるので、われわれ
は、通 勤交通に関する課題 と真剣に取 り組む必要が ある。
この課題 に対 して、従来 のよ うに単に一 輸送路線、一輸送系統ごとに輸
送量をと らえ る不合理 は もち ろんの こと、単な る輸送力の増 強 とい う直接
的な方策 のみでは根本 的な解決 をはか ることはで きない。都市に関する さ
まざまの課題は、 いずれ も根底 で密 接に結合 してお り、経済的 ・社会的 に
み た共通の基盤か ら派生する事象 として取 り上げ ねば ならな いか らで ある。
この見地 から、本研究 に訟 いては、将来にゑ ける都市域の発達 と土地利
用、都市の経済活動機能、入文地理的客観条件 などの変化に伴 な う通 勤交
通 の分析 と将来の推計 を行 ない、長期的 ・総合的 な都市問題の解決の一環
として、通 勤交通 に蘭する根本的 な解決策 を見い 出すための方法論 にっい
て考察 した。
本 研究に対 して終始御指導 を賜わつた、京都大学 教授米谷 栄二先生、御
鞭錘 を賜わつた、京都大学 教授石原藤次郎先生をは じめ、有益 な御助言を
戴いた京都 大学助教授 佐佐 木綱先生、 資料その他に御助力を載 いた 日本国
有鉄道 田中行男建設局長、 な らび に同東京工 事局の関係各位 に対 して、 心
か ら感謝の意 を表する次第である。
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人 口密度 の増 加過程 に関する分析
住居地地価の時間距離的分布 に関する分析
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都市にお ける通勤OD表 の地 域の限定





路線勢力圏推定 のための実査 法 と実験式
幾何学 的路線勢力圏 による推計 法











吸収 マル コ フ過程 に関 す る理 論
吸収 マル コ フフ程 と してみ た都 市 通 勤 流 動


































































本研究の 目的をのべ るにさ きだつて.ま ず現代 にお ける大都市 の形成 の歴
史 について概 観する。
19世紀末以来、独 占資本の成熟、産業構造の高度化 に伴 な い、近代産
業 を象徴す る大工場群 や大企業 の管理事務機構、誇 よびそ こに働 く多数の就
業者 を擁 する大都市が世界の各地 に成長 をは じめた。そ うして第2次 大戦以
後 に於け るめ ざま しい技 術革新の進展は、工業生産力の飛躍的な増大 と近代
国家の経済規模の拡 大を実現させ た。そ うして人 口は労働の生産性の より高
い産業へ、資本は資本の生産性 の より高い産業へ と移 動 した。
そ の結果、第2次 産業 ・第3次 産業の流通 ・管理の中枢的な機能 を もつ大都
市の繁栄 と、その比重を減退 した第1次 産業就業者、す なわち農 漁村人 口の
都市へ の流 出が必然的趨勢 として招来 され、大都 市の膨脹の経済 的 ・社会的
基盤が形成 された6
さ らに大都市の有 する経済の支配的機能 に加えて国家 の政 治的機能が結合
し、強大化 され た誘 引力は、つい に人 口1.000万を も超え る巨大都市 さえ
出現 させた。
さ らに一方、 大都市 にお ける高い生活水 準 と、 それ に比例する市民 の旺 盛
な余暇享受への欲求は、ぼ う大な消費需要を うみ 出し、 これを充足す るため
の第3次 産業部 門が繁栄 して大 都市 の膨脹 の傾 向を助長 してい る。
'この ように
、一見華 やかな現代都市文 明を護歌するかに見え る大都市 にも、
そ の増大 に伴ない、都市計画の面におけ る新 らしい次元の さまざまの課題が
現 わ れ は じめてい る。 すなわち、 この よ うに急激な人 口増加に対応す るた
めの交通施設、 上下水道施設な どの最 も基礎的な都市 公共施 設や、市艮 生活
の基盤 であるべ き住 宅 が不足を きたす。 さらには大気 汚染 ・河川 汚濁 ・騒
音な どの公害や都市犯罪 の増大 などな ど、そ こに営まれ る市民の 日常生活 を
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圧 迫 し、 ひず ませ 、 人 間 み ず か らが つ くつ た都 市 とい う人 間 社 会 が・ そ こに
住 む 市民 の人 間 性 の喪 失 を 迫 る とい う、 は なは だ 不 可解 な 現 象 が 醸 成 され つ
つ ある。 の み な らず 、 近 年 にお い て は、 大 都 市 の と くに都 心 に み られ る混 乱
が、 資本 の活 動、 す なわ ち都 市 の経 済 活 動 機能 自身 を も阻 害 す る形 で 現 わ1
れ て きつ つ あ る。
こ うして 、現 在、 世 界 の ほ とん どす べ て の 大都 市 に とつ て 共 通 の 悩 み は ・
国 民 生活 と国 民経 済 に及 ぼ す影 響 の大 きさ と緊急 性 か らみ て ここ にの ぺ たい
わ ゆる都 市 問題 が、 最 大 の 課題 となつ て い る に もか かわ らず 、 そ の解 決 が 著
るしく困難 を伴 な つて い る点 に ある。
と くに わが 国 では 、 浅 い経 済 基 盤 と後 進 的 な地 域 構 造 ・都 市 構 造 の 基 礎 の
上 に、 性急 と もいえ る経済 の高度 成 長 を は かつ て きた た め 、 均 衡 を 欠 い た 都
市化 現 象が 大都 市 を 中心 と して 急激 に進 み、 そ の 矛盾 が 近年 一 挙 に顕 在 化 し
た。
換言 すれ ば、 い わ ゆ る二 重 構造 と よば れ る 日本経 済の特 質 、 そ の さ ま ざま の
矛 盾 の結 合 した形 が 都 市 に最 も鮮 明 に 象徴 的 に現 われ て い る と もい うこ とが
で きる。
こ う して東 京 をは じめ とす る わが 国 の 大 都市 は 、 活 勤 力 に富 む が、 恐 ろ し
く混 乱 した都 市の姿 を現 出 して い る。
こ こにの べ た よ うに、 い ま や われ われ の 大 きな 課題 とな つ た さま ざま の 都
市 問 題 の うち、 都 市 交 通難、 す なわ ち道 路 の ま ひ 現 象 と事故 の 多発 、 都 市 鉄
道 の通 勤錐 と過 密 ダイヤ な どが、 市 昆 生 活 の 福祉 に とつ て 最 も 身近 か な、 か
っ 緊急 の課 題 とな つてい る・ ま た さ らに これ らの 交 通 に関 す る 課 題 の うち で
もと ぐに 重要 な 通 勤輸 送 の役 割 は、 単 に市 民 生活 へ の影 響 の み な らず、 事業
所群 に 対す る 大 量 の就業 者 の 輸送・ い わば 都市 の あ らゆ る経 済活 動 を 始動 さ
せ る た め の生 命 活 動そ の もの で あ る ともい え る ことで ある。 同 時 に の ち に 第
2章 §3に の べ る よ うに.・通 勤交通 は短 時 間 に 集中 され た 大 量 輸 送 を要 請 す
る特 性 を もつ てい るか ら・ ほ とん どの都 市 交通 施 設は これ に 対応 し うる十 分
な規 模 と構 成 を 有す る もの で な けれ ば な らな い。 これ が本 研 究 に細 い て都 市
交 通 の うち と くに通 勤 交通 を取 り上 げ た理 由で あ る。
これ らの 諸点 を勘 案 し、 本 研究 で は た とえ ば東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 の よ うに
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そ れ ぞれ の都 市 圏 あ るい は地 域経 済 圏 に澄 け る中 心 的、 主導 的地 位 を しめ、
かつ著 るしい膨 脹 傾 向 に あ る こ とに よつ て 生 ず る種 々の都 市 問 題 を かか え る 大
都 市 を 対 象 として 、 この通 勤 交 通 に関 す る 課題 を と りあげ る。
しか しな が ら、上 に のべ た都 市 問題 の それ ぞ れ の 課 題 は、 個 々の解 決 の方
策 が 根 本 的 で あれ ば あ る ほ ど、 さま ざ まの視 野 か らの総 合 的 ・有 機 的 な施 策
の 究 明 が 必 要 とな る。 なぜ な らば 、 都 市 に関す る さま ざ ・まの課 題 は、 い ずれ
も根 底 で は 密接 に結合 し共 通 の基 盤か ら派 生 して い る ともいえ るか らで あ る。
た とえ ば、 通 勤交 通 の 直接 的 な 混雑 緩 和 のみ を 目的 とし、 単 純 に輸 送 需要
の増 加 に対 す る追 随 的 な 輸送 力増 強 に努 力 した と して も、そ れ は決 して 根本
的 な解 決 のた め の施 策 とは な りえ ない 。 し よせ ん は 局部 的 ・一 時的 なび ほ う
策 にす ぎな い と もいえ よ う。 長 期 的 かつ 総合 的な 解決 は、 地 域計 画 の概 念 に
も とず く都 市 構造 の再 開発 計 画 の一 環 と して都 市 交 通施 設 計 画 が 策定 され、
み
そ のすぺての施策が計画的 ・秩序的に推進され るととに よつては じめて可能
といい うる。
本研究 に齢 いて は、 通勤輸送に関する都市の交通施設計画を この観点に澄
いて把 握し、 つ ぎの3つ の課 題を研究 の目的 として設定 する。
1将 来 にteける都市域 の発達 と土地利用、都市 の経済 活動機能、人文地理
的客観条件な どの変 化に伴 な う通 勤交通構造 の変化に関する計量的 な分析。
2都 市交通施設の量的 ・質的整備 条件 からみた都市発展傾 向の計 量的 な分
析 と予測。
3こ れ らを総合 し、 将来の さまざまの都市構造 と交通施設 の整備条件 の変
化に対応 して、都市交通路線網を流動す る将来 の通勤輸送需要 の推計。
以上に よつて通勤交通 問題の根本的解決、 したがつて ほとん どの都市交通施
設ののぞましい規 模 と構成を見い出す ための基礎的 な課題 を解 明しよ うとす
る ものである。
§2本 研究 の立場
都 市 交通 は そ の 内容 が 多岐 にわ た り、 輸 送 対 象 か らみ て 旅 客 ・貨物 に まず
分 類 され、 また 輸 送 目的 か ら見 る と、 生産 的 ・消 費的 交 通 に大別 され る。 た
とえ ば、 旅 客 交 通 に つい て.生 産 的 交通 は通 勤 ・通 学 ・社 用 ・商 用 な どが あ
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り、 消 費的 交通 は買 物 ・訪 問 ・娯楽 ・集 会 ・休 養 ・観 光な どの 目的 に細 分 さ
れ る。
さ らに 交通 手 段 にっ い てみ る と、 都市 高速 鉄 道 ・路 面電 車が あ り、 また道
路 上 には 各 種 の旅 客 ・貨物 自動 車 と三 輪 ・二 輪 車 の ほか・ 徒 歩交 通 な ど も含
まれ る.'宅うして そ れ らは い わ ゆ る剰 合 い か、 否 か に よつ て 私 的交 通 手 段
と公 衆的交 通手 段に分類 され、また交通企業は経 営主体に よつて公営交通機
関と私営交通機 関な どに も区別 される。
か ように種 々の交通事象を総称する都市交通 を研究対 象 とす る場合・ 従来
行 なわれている研究を大別すればつ ぎの ようになる。
(1)交通流動を解 明する立場か らの研究
(2)交通経営政 策を見い 出す立場か らの研究
(3)交通施設の改良計画を樹て る立場 か らの研究
㈲ 都市活動機能 を分析する立場 か らの研究
⑤ 交通路線網の構成 を合理化する立場か らの研 究
山は路線上 の交通流動に関す る理 論的 ・実験 的研究 がそ の主体となつてお・
り、交通車両群の流動の円滑化 を主な 目的 とする。
②の立場は交通企業経営 の実務家に よる ものであ り、経営基 盤の強化のた
ぬ。市場 調査 ・需要 予測 ・運賃論な どに もとずいて 経営的施策 を見い 出すご
どが主な 目的 となつてい る。
(3)の立場は輸送需要の量 と質 の変 化に対応 し、 交通 施設の増 強 ・改 良計画
の策定 を 目的 とする ものであつて、鉄 道 ・道路の管理 当事者に よつてそ れぞ
紘個 々に、かつ多分に経験 的な検討が行 なわれてい る。
㈲の立場は主に都市経済学、都市社会学、都市地理学の分野 か ら、 都市に
営なまれ る経済活動 と市民生活を支えるため の手段 としてみた交通 を取 りあ
酵る。
㈲の立場は主 として、土地利用計 画 との関連 において、都市活 動の動脈 と
して の交通路線網の構成 と規模を 見い出し、各種 の路線網か ら成る交通体 系
の〉設計 ・改良 を論ず る ものであつて、都市計 画学者 や市政の担当者に よつて
取吻上 げ られ る。




な い うえ に、 相 互 の 関連 性 にっい ては 、 ほ とん ど考 慮 さ れて は いな い とい え
る。 、
一 般 に都 市交 通 は、 た とえ ば こ こに さま ざ ま の立 場 を 掲げ た よ うに、 社 会
万 股 の 事 象 に 複雑 に関係 してい る。 し た がつ て、 これ を対 象 とす る科 学 も建
設 のた めの 広義 の工 学 を は じめ と し、 経 済 ・社会 ・法 律 ・地 理 ・心理 な ど の
そ れ ぞ れ の学 問分 野 か らの研 究 対 象 が 多岐 に わ た り、 そ れ ぞ れ の 立場 に よつ
て 目的 と内 容 が相 違 す る。
そ う して す で に のべ た よ うに 、 さ まざ まの分 野 に関 す る総 合 性 と相 関性 を
有 す る 「都 市交 通 」 とい う研 究 対 象 は、 従 来 の科 学 の 分類 の いずれ に も属 さ
な いた め、 これ を純 粋 に科学 的 に取 り扱 う研 究は ほ とん ど現わ れ な かつ た と
もい え る2)
し か し政 策 や 手 段 は、そ の基 礎 に科 学 が なけれ ば な らな い ことは い うま で
もな い。 都 市交 通 問題 とそ の 対策 とい う課 題 に こた え るた めに は、 われ われ
は都 市交 通 事 象 の 本質 を解 明 する総 合 的 ・科学 的立 場 か らの研 究 を行 な わ な
け れ ば な らな い。
この 見地 に立 つ て、本 研 究 で は都市 と交 通 を切 り離 す こ とな く、 都市 交通
現 象 を 直接 の対 象 と し、 都 市 の発展 と交 通 手 段 との 関係 に焦 点 を澄 い て これ
を総 合 的 に解 明 し よ うとす る。 た とえ ば、 都 市 の 発展 と構 造 変化 は必 然的 に
・ 交 通 需要 と交 通手 段 を変 化 させ 、10)さらに これ が 都 市 の発 展 を 誘 引す る原 因
とな る。11)地理学 的 な見 方 を す れば、 都 市 の発 展 は 人 口 と経 済機 能 の平 面 的
な拡 が りと密度 分 布の 変 化 で あ り、 ま た交 通 は 平 面 的 な 距離 の 克 服 手 段 と し
て 、 と の両 者 は 共通 の 基 盤 に あ る事 象 と認 識す ぺ きで あ る と もい え る。 こ の
点 を考 慮 し、 本 研 究 では 、 い わ ば 前述 の5っ の立 場 の うち(3)(4)(5)につ い て 総
合 的 に取 り扱 うこ とを 目標 と した。 そ うして 可能 な 限 りこれ に接 近す る こ と
に 努 め、 都 市 地 域形 成の メ カニズ ムに直 接 ・間 接 に作 用 す る機 能 を有 する 事
象 として 広 く交 通 を と らえ、 そ の 現 象 面 のみ な らず 供 給 ・需 要の 発 生 の根 源
を解 明 し、 さら にそ れ を通 じて 将来 の都 市 構 造 の形 成 と交 通 網 の 関係 につ い
て考 察 する。
っ ぎに 本研 究 の 工学 的 立揚 に関 して のべ る。
土 木 ・建 築 な ど広 く都 市 の 公 共 施 設 の 建設 のた め の工 学 は 、 個 々の溝 造 物
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をそれぞれ の目的に対して最 も合理的 ・経済的 に設計 ・施 工するための技 術
を、 さ らに進歩 向上させ るよ うに努め るべ きは論を またな い。
しか しながら、 これ らの施設投資計画策定の適 否が、 国民経済 と市民福祉
に及ぽす影響の大 きさを考え るとき、 この設計施工技 術の向上 と併行 して・
計 画技 術の向上 の努力が不可欠 の条件 として、建設技 術者 に要請 され る。 そ
の場合の 目標 とすべ き都市公共施設計 画とは、 都市 の有 するあ らゆる機能 に
対 して矛盾がない ことは もちろん、長期的 ・総合的 にみて、最 ものぞ ましい
都市形成への施 策を見い出すための ものでなければ ならない。
同時に工学的立場である以上、それ を具体的に施設計画に導入 し うること
が前提 とな り、計 量的な答を見い 出す ことを要 求され る。 都市 に関する 従来
の議論の ほとん どは、 抽象的 ・定性的 ・観念的 な もの であると もいえるが、
われ われの工学的研究は、 ここにのべた よ うに具体的 ・定 量的 ・実証的であ
る ことが必要である。
このため、本研究では都市通勤交通に関する種 々の事 象を理 論的 ・実験 的
な数式模型に よつて取 り扱い、社会心理 的要素にっいて も可能 な限 りの計量
化 を試み ることによつて、将来の輸送需要 推計のための計 量的 な方 法論 を提
案 する こととす る。
§5本 研究の内容
本論文の構成 について、各章の関係を明 らかにする と同 時に、各章 に論述
した研究内容 をその順序にしたがつて概説する とつ ぎのよ うで ある。
都市通勤交通需要の推計に際 しては、 まず将来の通勤交通構造の変化に影
響 を及ぼす外 生的要素 として・ §1に のぺたよ うに、まず国土 ・地域 の経 済
髄 の変化の観点12)からみた都市 の発展 とs後 の産業 ・人 。の集 中傾 向
に対す る科学的分析 が必要で ある。
そのため第2章 にお いてまず近年の経済成長、 産業構 造の高度化、地域構
造の変 化の もとに澄 ける都市の発展の過程につ いて論 述す る。つ ぎにこの都
市人 口と都市内部の通勤入 口との関係を考察 し、 都市入 口の増 加傾 向を上回
つて都市の通勤人 口増加率が高い とと・都市通勤交通 需要の増 加が今 後に知
いて さらに著るしい と想定 される ことな どについて論述する。
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また この通 勤交 通 は、必然的 に朝夕の短時間に集中し、 かっ固定 した起終
点 を もち、一方向性 とい う特性を有する。 したがつて、通 勤交通の大量 輸送
に対応す る交 通施 設を 目標 とす ることに よつて、 ほとん どすべての都市交通
施設ののぞ ましい規模 と構 成がえ られ る ことを論 述す る。そ うして この通勤
輸送の役割 を果すべ き各種交通機関の特性 にっい て考察 し、 わが国に誇 ける
諸都市 の街路の後進性 をも勘案 して、都市高速鉄道 の通勤交通 に占める比重
はな澄増大が予想 され ることをのべ る。
第3章 に澄いては、都心地域に関する交 通地理学的 な考察を行な う。す な
わ ち都 心事業所地域 を労働力の需要地域、近郊住宅地域 を労働 力供給地域 と
し、 この間における空聞的な距離を克服す る手 段 として第2章 にのべた通 勤
流動が発生 する。 したがつて、 この両地域の将来 の構造変化が直接的に将来
の通勤交通需要の量的 ・質的変化 を促がすか ら、そ の推計 のためには両地域
の交通地理 的な検 討が必要である。
このためまず労 働力の需要地域 としてみ た都心に営 なまれる経済活動の性
格 と機能、 さらには都心集積の メカニズムを分析 し、今後に澄 いてそ の都市
経 済圏(首 都にお いて はさらに国家経済 と政 治)の 管理中枢機能 が、都心地
域にさ らにその集積 の度をます傾向について概観 する。 また都心地域に澄 け
る労働力需要の平面的 な分布 の過去の推移 とと もに、都心の内部 の個 々の地
区について、 各住居地域か らの供給依存度 に差がある ことをのべ、都心 と近
郊 のそれぞれの地区間の結 びつ きの強 さによつて、 将来の通 勤の起終点関係
が支配 される ことについ て論述する。 さ らに、 都心地域の今後 に澄 ける発展
の傾向を推計する ための方法論 を提案 する。
第4章 に診 いては、 都市近郊地域を労働力の供 給地域 として とらえ..その
発展を主 として人 口分布 と通勤交通手 段 との関係 において考察 する。すなわ
ち、 都心に対す る所要時分を異 にするそれぞれの近郊地域について、夜間人
口、夜間人 口密度、通 勤発生入 口を都心 に対す る時間距離の指数 関数 として
1表 わ し、都市近 郊ICteける人 口の地理的 な分布の形 態を解 明す る。
また、都市近郊のそれぞれ の地域につ き、年度経過 に伴 な う人 口密度 の増
加過程 を成長 曲線の モデルに あては める ことによつて、都心 に対す る時間距




さ らに、都市 近郊の人 口増 加の制約条件 とな る住宅地 としての地価の形成
要因の うち、交通条件が大 きな比重 を 占めている ことか ら、 都市近郊の地 価
を都心に対する時間距離の 関数 と して表わ し、人 口密度 分布の形 成に密接に
関連 する将来 の地価を予測 するため の方法をのぺる。
第5章 にお いては交 通路線の整備に起因す る沿線入 口の誘発効果 の推計 に
っいて のべ る。各種 の都市交通施 設は、従来、 輸送 需要 のあるところにその
要 請を充足する ことを目的 として建 設され、増強されて きた。
しか し一 般に交 通機関はそ れ 自体輸 送需要 を誘発する機能 を有 し、 また地
域構造は新た な交通路線網の方向に誘発 され る経済的 ・社会的必然性を もつ
てい る♂4)すなわち、交通施 設の量的 質的改善は、潜在需要 を顕 在化させ、
またこの便益 の付加が刺激 となつて、その受益圏への人 口の新たな定着 をも
た らし、 これ がまた交通 需要 を うみ 出す根源 とな る。
既成 都市 に論 いて も、 新た な鉄道沿線 には住宅地 化が進行するか ら、交通
施設投資に よつて市街地形成 を先行的 に誘導 した り、好 まし くな い発展傾向
を抑制する こと もまた可能 といえる。
のぞま しい都市交通施 設計 画 とは、当然 これ らの影響 を も含めて最 も効果
的 ・経 済的な体系 の形 成を 目指す ものでなけれ ばな らない。 したがつて、交
通施設に付加され た所たな機能 に追随する人 口分布の変化は、 当然、 需要想
定 に ブイー ドバ ツクして取 り扱 う必要がある。 われわれの都 市交通施 設計
画に際 しては・このメカニ ズムの計量的分析が最適 計画への接近の ため に必
要 な課題 といえる。
この見地に立 つて・第5章 ではN都 市近 郊の交通路線の相 対的 な速度変 化
が将来の 沿線人 ロ分布の変化 にみ よぼす影響を、計量的に把握する ための方
法論 を提案す る。すなわ ち・第4章 で 明らかに した よ うに、都 市近 郊の人 口
瘡度 を都心か らの時間距離の関数 として表わし、 これを各交 通路線の勢力圏
にっいて積分する ことに よつて沿線人 口が求め られる。 この方 法を応用 し、
各交通路線 の将来 の速度 の相 対的変化に起因する沿線入 口分布の変 化を推計
するため の方法論を提案 する。
第6章 に澄 いては労働力の需要 ・供給 のそれぞれの地域間 の交通 量にっ い
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て考察 する。一般 に交 通流は 目的地 と始発地 を有する。都市通 勤交通にっ い
てみる と、すでにのべた よ うに、都心事業所地域 とそれぞれの近 郊住宅地域
がそれ に相当する 。前者の将来の溝造変化 に もとず く労働 力需要量の推計 に
つい ては第3章 に、後者 の労働力供給 量の推計に関しては第4章 、第5章 に
それ ぞれ論述 した。 これ らの推計値を応用 し、第6章 に澄いては個 々の労 働
力需要 ・供給地域を 目的地 ・始発地 とするそれぞれの地域 間交通量(分 布交
通 量)を 推計するための方法論につ いて論述する。
すな わち、 まず この 目的のための従来の重 力モデル法、現在パ ターン法 に
つい て説明す る。 つ ぎに、都市通勤交 通については第2章 §2に のべる よ う
に、労 働力需要地域が都心に集中 し、供 給地域 とかな り判然 と区別 しうる こ
とか ら、 分布交通量の推計 に際 しては、 各地区の地理的性格に よつて対象地
区 を限定 しうる ことをのぺ る。
さらに、都市通勤事象に関 して、地域間輸送構造を変化 させ る要素は、そ
れぞれの地域 の需要 ・供給 量の増 加率ではな く、その増分 と考えるべ きこ と
を論述 し、これにもとず いて将来の地域間交通需要を推計する ための効果 的
な収束計 算法を提案する。
第7章 に澄いては通 勤経路の選定 に関する諸条件について考察 する。 都市
近郊 と都 心のそれぞれ の地域間にお ける将来 のOD交 通需要が第6章 に よつ
て 知 られ た場 合、 都市交通施設計画のためには、さ らに各交通路線の区間別
交通需要(配 分交通量)を 推計 する必要が ある。 そのため の方法論 について
は第8章 、第9章 に論 述す るが、 まずそ の前提と して、 通勤者 が各 路線のい
かなる輸送の質的条件 を比較 して利用路線 を選択す るか とい う課題がある。
この課題の解明を 目的 として、経 路選定に関する社会心理的事 象の計量的
分析 の方法論につ いて論述する。
まず各路線の輸 送需要に変 化を もた らす根源 ともいえる駅勢圏の形成、 な
らびにそ の要因 に関す る従来の研究についてのべ る。
つ ぎに、 通常多 く用 いられ るよ うに、 アンケー トなどの実査 を行 うことな
く、過去 における種 々の統計値 のみを利用する ことによ り駅勢圏を推測する
ための2っ の方法論 を提案す る。 第1は 地 図上 で幾 何学的 に容易に設定 され
る駅勢 圏か らの発 生通 勤人 口の推計値 と、実際の各訳乗車入数 との差 にもと
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ずいて実際の鵬 圏を推定する もので効 、 第2は 経 路選定 に関す る各路線
の輸送の質的諸条件 の うち所要時分 と運賃 のみに着 目し・通 勤費用 一時分換
算係数を明 らかにす る ことに よつて、駅勢圏を推定 す る方 法である。
さ らに通勤経 路におけ る乗換えや 混雑度 な ど も・ 経路選定の大 きな要 素 と
考え られ る。 これ らの社会心理学 的要素が通勤者 によつて感 じられる精神的
・肉体的負担 の大 きさを計量化するための従来の方法 をのぺ るとともに、 新
たに重回帰分析 の手法が 適用 し うるこ とを 提案す る。 また、経 路選定理 由を
尋 ねたアン ケー ト回答数 の ウエイ ト付け に よつて、 上述の 目的のための1つ
の方法論 を提案す る。
第8章 、第9章 は ともに各交通路線の区間別輸送需要 を予測 し、交通施設
の今後の増強計画 に直 接必要 なデー タを得 るため の方 法論にっいて論述 した ・
もので ある。
まず第8章 では、 吸収 マル コフ過程 の理論 を応用 し、路線 網の各接続点に
お ける遷移確 率が与え られ た場合 に、各区間の交通 量を推計する佐佐木綱博
士 の研究 について のべ る。 つ ぎに これ を応用 し、与え られた将来の土地利用
計画 と第6章 にのべた地域間交通 量の推計 の方法論、お よび現在の交通路線
網にお ける流動構造 に もとずいて、各区間 の交通量 を推計するための方法論
を展 開する。
第9章 においては、都市近 郊と都心の各地 域を結 ぶ交 通路線網の相互依存
関係 を各産業 間の需給関係 をあらわす産業 連関表 と同 じ構造を有する連関表
に よつて表 現することを提案する。 この表 を応用 し、 ある仮定の もとに解析
する ことによ り・都心各地区の将来 の労働力需要人 口のみ、 あるいは さらに
近郊地 区の労 働力供給人 口を も与 えた場合について各路線の区間別交通量を
予測するため の方法論 を提示する。
以上の ように・本論文の各 章にと りあげた研究課 題が、 実際 の都 市交通施
設計画にみける意義 と位置付けについてのべ るとつ ぎのとお りで ある。
一般に・都市醐 交通計画に当効 考慮せ ねばな らな 磯 素は相互
に密 接
に関連 し合つているが・そ の関係を 単純 化 し・主要事項につい て シス テムチ
ヤー トを作る と図1--3-1となる。























結 節 点 とし て 輸 送の 質 的条 件 に よって 利 用 者 の選 択 が 行 なわ れ る もの と して、
施 設 投 資の 実施 に踏 切 るま で に検 討 すべ き事項 とそ の手 順 を示 した もの で あ
る。
なお 、 この シス テ ムチ ヤ ー トの なか で本 研究 の各 章 が 該 当す る箇 所 を太線
澄 よび 厘 コ に よつ て 示 したが 都 市通 勤 交 通計 画 の さ ま ざ ま の課題 の うち、
本研 究に お いて は 将来 の 通 勤 交 通 需要 の 推計 に関す る すべ て の事 項 を研 究
の 対 象 と して取 り上 げ てい る ことが わか る。
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本章では第3章 以 下に論述す る方法論的研究の前提として、 まず都 市通 勤
交通需要の形成 と交通流動 としての特性な ど、通勤事象に関する基本的な 性
格について概観する とともに、 これ らに対する適合性か らみた各交通手段 の
機能について論述 する。
一 般に、 都市交通施設の合理的 な計 画を策定するためには、 まずそ の都 市
圏全域 を巨視的にみ た交通構造の変化の方向を正し く把握する ことが必要で
ある。 すなわち、国土 ・地域のなかに誇 ける地位 と、経済 的 ・社会的客観条
件の変化に対応 して、個 々の都市が将来 に果して ゆ くべ き役割 に訟 いて、都
市交通計画の基 本的 な方 向づ けが見い 出されなければならな い。 したがつて、
将来の ためには、 まず過去に体験 して きた交通構造の変化の うち、 将来 も継
続的 に増大する と想定 される もの、 あるいは巨視的 にみた交通構造に新た に
変化 を及ぼす要因な どについて まず概観する必要 がある。
また、 本研究に とりあげた都市通勤事象について、それがさまざまの都市
活 動のなかに果 している役割 と、そ の発展 に及ぼす影響な ど、通勤交通の も
っ基本的な性格 についてまず 正しい認識が必要である。 さらに、 都市 に澄 け
る種 々の交通機関の特性 と通勤交通需要の要請する交通手段 の機能 との関係
について も、 あ らか じめ明 らかに して澄 ぐ必要が ある。
このため本章 にお いては、 まず都市に澄ける通 勤交通需要 の増加要因 の分
析 と、そ れを通 じて巨視的 にみた都市通勤交通 の将来の傾 向について概 説す
る。そ うして、第3章 以下 にのべる都市内部の交通需要の分析 と推計 の方法
論の ために、基礎的な方向づ けを示す こととする。
まず §2都 市通 勤交通 需要 の増加 とそ の要因 においては、経済成長 と人 口
の都市集 中、 都市入 口の増加 と通勤交通需要な どの関連性に関す る過去 の推
移 や、就業地 ・居住地 の分離な どの経済的 ・社会的客観条件か らみ て、都市
通 勤交通 需要の増大は、 今後 始 著るしい と想定 すべ きことをのべ る。
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っ ぎに §3通 勤交通 の時間分布 と方 向性 に澄 いては、通勤交通が都心に澄
け る経 済活動の起動力とな るべ き本質か ら、短時間 の一方 向集 中需要で ある
ことを指摘する とと もに、交 通施 設の計 画に際 しては、 この最大交通需要 に
対応す る ことが必要条件 で ある ことを明 らか にす る・
また §4都 市通 勤に診 ける交通手毅 に澄 いて は、 通勤交通の要請す る輸送
の量的 ・質的諸条件を各交通機関の特性 と対応させてその利害 得失を比較 し、
各交通機関が通勤交通 に果たすべ き役割の比重 とそ の今後の推移 につい て考
察 する。
§2都 市 通勤 交通需要 の増加 とその要 因
本 節 に診 いて は、 都 市 に知 け る通 勤交 通 需要 が 増 加 す る経 済 的 ・社会 的 基
盤 に つ い て 分析 し、 これ に もと ず い て 今後 の 増 加 傾 向 を 予測 す る ため 、以 下
順 を追つ て考 察 を進 め る。
(1)産業 構 造 の 高度 化
わ が 国 にお け る経 済 成 長 は 、 まず 第2次 産 業 の 比重 の増 大 、 工業 にお け る
重 化 学工 業 化の 進展 に よつ て 支 え られ て い る。 す な わ ち、 貿 易 依 存度 の は な
は だ 高 い わ が 国経 済 の特 性 か らみて 、 国際 収 支 を も考 慮 した 健 全な 経 済 の発
展 と規 模 の拡 大 を前 提 と しな けれ ば な らな い。 そ の た め 、 わ が 国 の今 後 の産
業 構 造 は、 世 界 市場 に対 す る 輸 出に適 合 した高 度 加 工 産 業 に 重点 を指 向 し、
機 械 工 業 と化学 工 業 を基 軸 と して 展 碗 され ねば な らな い。
この線 にそ い・ わ が 国 の 産 業構 造 は第2次 産 業 の 比 重 の増 大 とい う姿 で 高
度 化 の 道 を歩 み つ つ ある 。
た とえ ば 、 現 行長 雛 爾 画2)(日召36-45)に よれ ば、 昭 和32年 に
対 す る 昭 和45年 のiJ民総 生 産 の規 模 を2.67倍 に増 大 する こ とを 目標 と し、
これ を達 成 す る た め には ・ 同 期 間 に澄 い て 鉱工 業 生 産水 準 を4 .32倍、 輸 出
額 を3・16倍 に拡 大 す る ことが必 要 で ある が、 反 面、 農 林 水 雇 弟の 生 産 水 準
は わず か に1・44倍 程 度 の 向上 に と どまる もの と 予想 され る と して い る。
また・ こ の間 に詮 け る紘 人 口層 加は 約1.12倍 程 度 と考 え られ るか ら、 こ
れ に よつ て1入 当たb国 民 所 得 は藩るしく増 大 し、 この 所 得 水 隼の 向上 は 国 民







こ うして、 わ が 国の産 業 構 造 は 第2次 ・第3次 産 業 の 比 重の 増 大 につ れ て、
表2-2-1に 示 す よ うに 第1次 産 業 の 比重 が 減退 し、 い わ ゆ る先 進 国型 の 産
表2-2-1産 業 構 成 の 変 化
第1次産業 第2次産業 第3次産業 計
就業人口
構 成
25年 48.3% 21.9% 29.8% 100%
30年 4LO 23.9 35.5 100
35年 32.8 29.2 38.0 100
所得構成
25年 26.0 31β 42.2 100
30年 22.7 30.2 47.1 100
35年 15.1 37.8 47.1 100
参考文献3)よ り作成







第2次 産業人口比率 → 参考文献5)P.83より引用
芙 唐 成 へ の 道 を 着 実 に 歩 み っ つ あ る と い え る。 これ を 世 界 各 国 の 産 業 構造 の
催 移 と 比 較 す る と 図2-2--1と な り、 近 年 にお け る わ が 国 め 産 業 構 造 の 高 度
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化 が 顕 著 に示 され る。
(2)都市人 口の 増大
この よ うな 産業 構造 の 高度 化 は、 す で に第1章 §1に のべ た よ うに、 都 市
に診 け る経 済活 動 の 規 模 の 拡 大そ の もの を意 味す る とい うこ と が で きる。 一
例 と して 、 こ の よ うな経 済 活 動 の 都 市 集 中の 実 態 を と らえ るた め、 金 融 ・各
産 業 規 模 ・事 務所 建 築 な どを測 度 と して わ が 国 の3大 都 市 圏 の 中 心 を な す都
府 県 の 対 全 国 比 を求 め る と付 表2-2-1と な る。 この 表 か ら、 いず れ の 面か
らみ て も この3大 都 市 圏 に 対 す る経 済活 勤 の顕 著 な集 中傾 向 を 知 る ことが で
きる。
ま た ・ 経 営 立地 上 、 付 表2-2・一.2に示 す よ うに 昭 和35年 度 に お け る 全 国
総 数 の40%以 上 ・ 資 本金 額 では70%近 くま での 法 入 事業 がそ の本 社 を6
大都 市 に集 中 させ る結 果 とな つ て い る。そ の うえ 、 付 表2-2-3に よつ て 明
らか な よ うに ・ 資 本 規 模 が 大 きい ほ ど大都 市 、 と くに東 京 に対 す る 集 中度 が
高 ぐ、 しか も集 中 の 傾 向 が なお・著 る しい。
この よ うに ・ 大 企業 の管 理 中枢 機 能 、 流 通 と 消 費機 構 の 繁 栄 は、 都 市 に於
け る雇 用 機会 の増 大や ・ 都 市 生 活 者 の 所 得 水 準 の 向上 とな つ て あ らわれ る。
す な わ ち・ 国 内 に澄 け る地 域 間人 口流 動 の変 化 を 考 え る場 合 、 これ が経 済
的 ・社会 的 誘 引力 とな つ て、8)
第1次 産 業 入 口の流 出 と こ
れ に 比 例す る人 口の 都市 集
中 は 著るしいテンポ で 進 展 し
つ つ あ る。 一 例 と して、 図
2-2--2に示 す東 京 の人 口





市 と比較 して 最 も増 加率 が 人6・000
局 い こ とが わか る。
'また
、
中 の傾 向を、 た とえ ば 東 京
・京 阪神 ・名 古 屋 の3大 都
市 圏 の 昭 和30年 以 降5年






図2-2-2世 界 の 大 都 市 人 口
し+大 ロン ドン
}翰一一ニユ ー ヨ ー ク
ニユ ー ヨー ク リー ジ ヨ ン
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間 の人 口推移 で み る と、 これ らの都 市 は 付表2-2-4の よ うに、 全国 平 均 の
人 口増 加率(約7%)を は るか に上 回 つ て膨 脹 した。 同期 間 の 全 国増 加人 口
414万人 に対 して、 この3大 都 市 圏 の増 加人 口合 計 は442万 人 で あb、 また





図2-2-3に 示 す 各 大都 市入 口の推 移 に よつ て も都 市 に対 す る顕 著 な人 口集
中傾 向 が 明 らか とな る。
(3)都市通 勤人 口の増 大
付図2-2-1に 示 す 都 道 府 県別 の産 業別 就 業 人 口構成 か ら類 推 され る よ う
に、 都 市 に澄 け る この増 加入 口の構 成 は、 そ の ほ とん どす べて が 第2次 ・3
次 産業 就 緒 で あつ て 、一 般 に住 居 地 と就業 地 を異 にす る 比率 が 高 い9)ので、
都 市人 口の増 加 は た だ ちに 通 勤 輸 送需 要 を急増 させ る原 動 力 とな る とい え る。
この よ うに 、 通 勤交 通 需 要 を発 生 させ る労 働 力の 需 要 地域 と して は、 の ち
鵬3章 §2に の べ る よ う・・、 都,d,地蜘 こ対 す る 集 帳 が は な は縞 い10)
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の で、 大者肺 の都 略 区 の昼 間人 ・は、 それ ぞ れ の 夜 間人 ・に 対 して ・ た と
keiil図2-2-・に示 す よ うには な は だ 大 き砒 率 を 示 し て い る・ ・の昼 夜 間
人 口の落 差 が 原 因 となつ て、
限 られ た通 勤 時 間帯 に、 都
心 地 域 に 向つ て 付 表2-2-
5に 示 す 大 きな入 口の流 入
が 行 な われ る。
同 時 に、 国 民 教 育水 準 の
向上 は所 得の 上 昇 とあい ま
つ て.付 表2-2-6に 示 す
よ うに、 大 学 ・高 校 生数、
した が つ て通 学 者 数 を第2
・3次 産 業 就 業 者 数 の増 加
とほ ぼ同 じ比 率 で増 加 させ
て い る。



























さ らに、 都 市 に於 け る労 働 力供 給 地 域 と して の 近郊 夜 間 入 口の 地 域 的構 成
の 変化 を み る と、 た とえ ば 、 東 京 につ いて 付 表2-2-7に 示 す よ うに、 一般
に夜 間人 口の増 加 傾 向 が 顕著 な地 域 は 周 辺地 域 に拡 が り、 都 心 に近 い ほ ど増
加 傾 向が 停 滞 して、 都 心 にお い て は 、 付 表2-2-8に 示 す ア メ リカ諸都 市 の
例 の よ うに、 逆 に減少 傾 向 さえ 認め られ る。 これ は 都 心 部 の 住 宅用 地 が よ り
経 済 性 の 高い 事業 所 用地 に変 化 して、 周 辺 部 は都 心 部 か らの 転 出 と新 た な社
会 的 流入 人 口 を も吸収 して い る ことに 起 因 して い る')
こ うして 、 夜 間 人 ロ分 布 の遠 隔 化 に よ り、 通 勤 ・通 学 交通 需 要(以 下 単 に
通 勤交 通 需要 とい う)の 増 加傾 向 に拍 車 をか け て い る。
(5)都市 通勤 交 通 需 要 の 増 大
こ こに のべ た通 勤 変通 需 要 を、 た とえ ば 国電 の 定 期 券 に よ る旅 客 輔 送 量 に
よつ て と らえ 、 昭和30年 以 降 の東 京 都、 大 阪府 下 の人 口増 加 率 と対 比 す る
と表2-2-2と な る。





表2-2-2東 京 都 ・大 阪府 の 人 口k・よび 国電 粛送 量の 推 移
全 国 東 京 都 大 阪 府














昭和30 89,276100 8,037100 100 100 4,618100 100 100
35
『}
93,419105 9,684120 131 144 5,505119 142 146
36 94,280106 9,936124 138 159 5,733124 154 163
37
一
95,180107 10,177127 146 170 5,{氾4 130 160 168
38 96,160108 10,428130 159 187 6,230135 172 181一
参考 文献1)P.191より要約
電 輸送 人 員 の増 加 は この人 口の増 加傾 向 を さ らに上 回つ てい る ことが わ か る。
しか もそ の うち で も、 ほ とん ど大 部 分が 通 勤 ・通学 者 と考 え られる 定 期旅 客
輸 送 人 員 の伸 び率 は、 国電 輸 送入 員 よ りざ らに 著 る しい こ とがわ かる。
以 上 の べた よ うに、 都市 に澄 け る通 勤交 通 需 要 を、 国土 ・地 域 の 社会 ・経
済 構 造 の変 化 の 面 か ら都 布 に関す る外 生的 要 因 と して考察 す る ことに よ り、
今 後 に詮 いて は な澄 いつそ う著る しい 都 市へ の 入 口集 中 と、 さ らにそ れ を上 回
る通 勤交 通 需 要 の増 加傾 向 が 続 くで あろ う ことを 指 摘す る こと がで きる。
§ろ 通勤 交通の時間分布 と方向性
都 市 に澄 け る通 勤 事 象 に は、 す で に の べた よ うに、 主 と して都 心 に集 積 す
る 事業 所 に対 して 近 郊住 居地 域か ら就業 者 を流 入 させ 、 都 市経 済 活 動 の 起 動
力 を一与え る とい う意 義 が あ る。 こ の場 合 、 都心 地 域 に集 積 す る 事業 所 群 は、
の ち に第3章 §2に の べ る よ うに、 これ ら相 互 の 関 連 に よつ て は じめ て 事業
活 動が 可能 で あ る。
し たが つ て.始 業 時 刻 は た とえ ば 表2-3-1に 示 す よ うに ほ とん ど8時 ～
9時 の時 間 帯 に一 致 し、 前 節 §2に の べ た都 心 に 対 する 大 量 の昼 間 人 口の 流
入は 、 限 られ た短 時 間 に 集 中 する一 方 向 性 の輸 送 需要 とな る とい う本 質 的 性
格 が あ る。
これ を具 体 的 に 示す た め、 まず 東 京 に澄 け る通 勤 事 象 の典 型 的 な路 線 と し
一・20一
2-8
て 灘 線を とb6げ ・3・ 分 ごとの
通過 入数 を 図示 した のが 図2-3-1
で あ る。 この よ うに、 朝 の通 勤 ラ ツ
シユ時ICk・い ては 輸 送 力 の3倍 を ζ
え る ピ ー クを 示 す が、 他 の時 間 帯 に
お い て は、 線 路施 設、 車 両 に か な り
の余 裕 が あ る こと が わか る。 また 、
夕方 に も逆 方 向 の ピー クが あ るが、
これ は 朝 より時閲 的 分 布 も大 き ぐ、
最 大交 通 量 も小 さい か ら、 通 勤 輸 送
施 設 の 容 量は 朝 の ピー クに対 応 で き







































































東 京 にお け る 始業 時刻別 人 員 比率
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し たが つ て 、 ほ とん どす べ て の 都市 交 通施 設 の計 画 に 際 して は、 この最 混
雑 時1時 間の交 通 量が 問 題 とな る。16)いまそ の 終 日交通 量 に対 す る 比率 を、
東 京 に澄 ける 各鉄 道路 線 に つ いて み る と付 表2-3-1と な り、 昭和30年 現
在ectoいて.国 鉄 ・地 下 鉄 ・都電 と も、 都 心 に 向 う方 向 では ピー ク1時 間 に
終 日交 通 量の 約20～25%が 集 中 して いる こ とが わ か る。
ま た、 この 朝 夕の 混雑 時 の 輸送 量 集 中度 の経 年 変 化 を東 京 の 地 下鉄 銀 座 線
に つ い てみ る と、 付表2-3-2に 示 す よ うに、 昭和24年 以 降 にお いて 集 中
度 は なお・一 層 高 くな りつ つ あ る。
こ こに、 わが 国 の 諸都 市 の 例 に よつて 示 した交 遜 量 の 時 間別 波動 と通 勤 交
通 の 短 時 間集 中は 、 当然、 世 界 の諸 都市 に共 通 の現 象で あ る。 た とえば 、 ニ
ユ ー ヨー クの鉄 道 近郊 輸 送 の 峙 間別 波動 を付 図2-3-1(1)に示 す よ うに、 朝
の 最 混 雑 時1時 間 の 輸送 量 は、1940年 か ら1959年 に至 る間 に著るしくその
集 中度 を 高 め た こ とが わか る。 同様 に、 付 図2-3--1(2)はフイ ラ デル フイ ア
に澄 け る鉄道近 郊 輸送用 車 両 の 時間 別利 用 状況 を示 す。
また、 付 図2-3-2は 、 ニユ ー ヨー ク ・ロン ドン ハ ノ ーヴ ア ーの 時 間別
波動 を 曜 日別 に示 した もの で あ り、 それ ぞ れ の都 市 の通 勤 輸 送 に 占め る都 市
鉄 道 の 比 重 に よつて 、 最 混雑1時 間 の 集中 度 には か なbの 差が あ るが、 ほ ぼ
共 通 の 周期 性 を もつ てい る こと が わか る。
付 図2-3-1澄 よび2に お いて.土 曜 ・日曜 の 旅各 数 が は なは だ 小さ い こ
とは 、 通 勤の た め の 輸送 が 交通 施 設1と くに 高速 鉄 道施 設)の 輸送 力 に 支 配
的 な影 響 を もつ て い る ことを 顕著 に示 して い る。
つ ぎに、 路 線 の延 長 方 向に各 区間 別 通 過交 通 量 の 時間 的 な波 動 を分 析 す る
た め、 東 京 に澄 け る通 勤 発 生交 通 量 の 時 間 波 動の、 数 式模 型 に よる定 式 化 を
18)行な
っ た研 究 につ い て の べ る。
これ は、 時 間分 布 にっい て 、そ の原 因 に 深 く立 ち入 る ので は な ぐ、 現 象 的
に表 われ るい ろ い ろ の規 則 性 に 着 目してそ れ を模 型 化 し、 そ の上 に 立つ て 、
諸 種 の環 境 条 件の も とに、 通 勤 時聞 分 布 が どの よ うな 形 態 で行 なわれ るか を
実験 的 に研 究 した もの で あ る。
まず 、 国鉄 中央 線の 東 京近 郊 の5つ の 駅 にっ いて 、 時 間 経過 と1分 当 たb
の 通 勤定 期 券 に よ る乗 車人 数 と の 関係 を 図示 した の が 図2-3-2で ある。 こ
一・22一
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の 図か ら、 都 市近 郊 駅か ら乗車 す る 通.勤者数 は 、 早 朝 か ら徐 々に増 加 し、 あ
る 時 刻に な る とそ の増 加が 急 激 に な るが、 ピー クを す ぎる とま た急 に 減 少 す
る もの と考 え る こ とが で き る。












豊 田 7時30分 34分 64分20秒 8時34分20秒 6時56分 ～8時04分
武蔑 」・金井 741 36 46.50 8.27.50 7。05～8 .37
荻 窪 8.00 35 32.40 8.32.40 7.25～8.35
阿 佐 ケ 谷 8.00 37 30.10 8.30.10 7.23～8 .37
中'野 8.12 36 22.30 8.34.30 7.36～8.48
各 駅 か らの 通 勤 者 の この 乗車 時 間 分布 を仮 に正 規 分 布 にあて は め、 図2_
3-2の実測 値 に も とず い て 分 布 の標 準 偏 差aを 求 め る と表2 -3-2と な る。
この 表 か ら・ いず れ の 駅 につ い て も共 通 に σ÷35分 を得 る。 か つ任 意 の 駅
iか ら東 京 搬 での 表 定 運 欝 分 をT
iと す る と海 分 の 乗 轄 数 が最 大 と
な る 時 刻 衛 は 次 式 で一与え られ る と考 え る こ とがで き る。
TM=TA-Ti
(2-3-1)
ここccTAは8時30分(た だ し38年12月 ～39年3月
では8時50分)
この式(2-3-1)は都心に向つて進酪 区間髄 轍 の繭 はすべての駅の
乗輯 間肺 の ピ『"喋 中 して鍼 される ・とを鰍 し
て 鴨 。
以上は定勝 に よる醐 客の緯 輔 飾 である・・、 それ以外 の旅客 につ
ha'zrみる と・ 図2+3の よ うに欄 とと もに直線蹴 増
加 して全 ぐ財 っ
塒 齢 布と畝 これ との比轍 よつて・醐 輸送譲 の鞘 的馳 纐
著に うかがい知る ことが で きる。
偽TM'2σ か らT・+2σ 姪 る欄 帯の定期券以夘
こよる総緯
磁 は訓 により多少の差は ある・碇 期券 によ課 車





図2-3-31分 あた9旅 客数 の時 間 分布 の モデ ル
/1σ 一
ToTM時 間_鼻
い こ とが 知 られ てい る。 この こ とか ら、 中央 線 に関 して は、 ピー ク時 の乗 車
客 は ほ とん どす べ て通 勤 客 とみ な す ことが で きる とい え る。
以 上 を要 す るに、 都 市 交 通 施 設 の計 画 に 際 して は、 まず 通 勤交 通 の一 方 向
性 と短 時 間の 集 中 性 を考 慮 し、 最 混雑 時間 帯 の交 通 需 要 に 対応 す る こ とが 必
要 がつ 十 分 条 件 で あ る。 した がつ て 、 都 市 交通 施 設 の適 正 な改 良計 画19)の
た め に は、 ここに の べ た最 大 交 通 量 に着 目 し、 これ を正 し く予 測 す る こ とが
ま ず 前 提 とな る。
§4都 市 通勤 に お け る交 遍 手 段
都市 にお け る旅 客 交 通手 段 には 、一 般 に、 高 速 鉄道 ・路 面電 車 ・パ ス ・ ト
一25一
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ロ リー バス ・自家 用 乗 用車 ・タ クシ ー ・2輪 車 ・徒 歩 な どの さ ま ざ ま の交 通
手 段 が あ り、 あ るい は これ らが 複合 され て利 用 さ れ る。
本 節 に澄 い て は、 ま ず これ らの 各 交通 手段 の特 性 と、 通 勤 を 目的 とす る場
合 の 選択 条件 との 関係20)に つ い て の べ、 つ ぎに大 都 市 に詮 け るそ れ ぞ れ の
利 用 者数 の 実 態 とそ の今 後 の 推移 にっ い て 考 察 する。
〔1〕交 通手段の特 性 と選択条件
ここに挙げた各交 通手段には、 量的 ・質的にそ れぞれの利害 得失が あり、
ここでは各交通手 段の有する特性 と都市通勤交通 に占め る地位 との関係 にっ
いて考察 する32)
表2-4-1各 交 通 機 関 の 主 な る特 色






効 率 安全度4)総 原 価5)
歩 行 者 12,000 4 48,000 0.30 } 極 小
自 転 車 4,000 12 48,000 1.00 1.7 極 小
自 動 市 内 道 路
自騨{醐 自動輔
650 18 12,000 1.00 0.5 3.25
一}
1,800 36 64,000 1.00 2 20.60
乗用車嶋 諜 620一 一 「 18 11,000 2.50 2 13.00
1,700 36 60,000 2.50 8 46.50
パ畷 環 10,800 12 130,000 0.40 8 7.00
12,600 22 280,000 0.40 32 7.45
ト ロ リ ー バ ス 12,600 12 150,000 0.40 8 7.00





24,000 25 600,000(0.30)100 4.85
50,000 36 1,800,000(0.30)1GO 4.10








まず 、M.Langevin4交 通手 段 の特 性 と して表2-4-1を 挙 げ て いる 。
ここに示 す 輸送 力 ・土 地 効率 ・総 原 価な どの諸 条件 の うち、 通 勤交 通 手 段 と
して 最 も重 要な ことは 、 前 節 §3に のべ た よ うに、 大量 の交 通 量 を短 時 間 に
都 心 に流 入 させ る た めの 輸 送 力で あ る。 角本良 平 氏 は この面 か らニ ユ ー ヨー
ク ・ ロサ ン ゼル ス ・シ カ ゴに詮 け る各交 通施 設 の実 績 値か ら図2-4-1を 示
して い る。




































































通 勤 ・ 通 学 ◎ ○ ○
社 用 ・ 商 用 ◎ ○
買 物 ・ 訪 問 ◎ ○
行 楽 ・保 養 ◎ ○
注)◎:最 も比重大と考えられる要因
Olっ ぎに比重大と考えられる要因
っ ぎに、各 交 通手 段 の
質 的 条件 にっい て み る と、
個 々の通 勤 者 は 自らが最
も有 利 と判 断す る交 通手
段 を 適宜 選 択 して 利用 す
る。 い ま、都 市 内 に澄 け
る さ ま ざま の旅 客交 通 流
につ い て 、利 用 者 が交 通
手 段 を選 択 する 質的 条 件
の 比重 を交 通 目的別 に類
推すると、所 得水 準 や個 人
差 によ る相 違 もあ るが、
一 般 に は表2-4-2の よ
うに な る と考え られ る。
この表 は 、 た とえば 通 勤




廉 さと快適性 をほぼ同 程度 の
比重 として、利用交通手 段が
選ばれ る場合が多いと想定 さ


















の 比重 につ いて は、 の ち に第7章 でそ れ ぞ れ の要 因 の 計 量 化 の方 法 を提 案 す
る ことと し、 こ こでは 各交 通 手 段 に よる輸 送 の質 的 な 比 較 にっ い て のぺ る・
まず 第1に 、 早 さにつ い て は 表2 -4-3東 京 都 の 交 通 機 関別 平 均 時速
表2-4-1の ほか、 表2--4-3
に 示す よ うに、 高 速鉄 道 が 著る
しく有利である。 しか も、 路 面 電
車 ・バス ・乗 用 車 は、 道 路上 の
交 通渋 滞 が激 し くな るに つれ て
速度 が さ らに 低下 する 傾 向 が あ 注)国 鉄は中央線緩行.地下鉄は営団銀座線
る。 た とえ ば、 東 京 で は 昭和
29年 度 の平 均 時速 が、 バ ス16.53㎞、 都 電14.06㎞ で あつ た の に 対 し、
37年 度 はそ れ ぞ れ14.80㎞(10.5%低 下)、お よび12.87㎞(8.5%
低下)と な り、 同様 に 大阪 で は 、 昭 和37年 度 を30年 度 に くらべ る と、 市
電11%、 バス15%の 速 度 低 下 となつ て い る。23)乗用 車;Cついて も同様 に 、
機 関 別 平 均 時 速
都 電 12.87㎞
}
都 バ ス 14.80
高速鉄道(地下鉄) 29.00
高速鉄道(国 鉄) 38.20















今 後 も平 均 速度 の低 下 が 避け られ な い と考え られ る。
第2に 、 各交 通 手 段 別 の旅 客 輸 送の た め の経 費24)ICついて 、 角本 良平 氏は
1人 キ ロあたbの 輸 送原 価(昭31年 価 格)を 図2-4--2のよ う に試 算 して
い る。25)
この 図 に澄い て 、 高速 鉄道 は 地下 鉄 路線 の新 設 費 の金利 負 担 を含 む た め、
年 間 輸送 量 が少 な い 場合 には 輸 送原 価 は著るしく高くな る。 輸 送 量 が少な い場
合 は バ スが 最 も安 い が、 これ は道路 な どの固 定施 設 費 に 関す る負 担 を 全 く含
ま な い ため で あ り、 また 高速 鉄 道以 外 の すべ て の路 面 交通 機 関 には 、 道 路容
量 に 制約 され る輸送 力の限 界26)があ る とい う重大 な 共通 の 問題 点 が ある。
すな わ ち、 図2-4-2に お いて 、 混 雑 時1時 間 にた とえ ば1分 間隔 に運 行
す る と仮 定 した 場合 の 輸送 力の限 界 を0印 に よつ て 示 した。 これ に よれ ば 、
バ スは年 間1,500万 人 前後 、 トロ リーバ スは2、000万 人 前後 で輸 送 力の
限 界 に達 す る こ とと なる が、 バス、 トロ リー バ スの実 績値 に よれ ば、 道 路交
通 の渋 滞 に よ り今 後 に澄 いて も1、000万 入 に達 す る こ とは 起 こ9え な い と
25)もい わ れて いる
。
した がつ て 、通 勤 交通 の よ うな 大量 輸 送で は、 路 面交 通 機 関 に は まず 容 量
の限 界が あ る27)こと と、 つ ぎに 輸送 量 が多 くな る と多額 の固 定施 設 費 を含 め
て も高 速 鉄 道 に よる1人 当たbの 輸 送原 価が 他 の交 通 機 関 のそ れ とほぽ 同 等
と な る こ とが指 摘 され る。
第3に 、 快 適 性 ・機 動 性 に つい て は、 こ こに のべ た速度 ・運 賃 な どの よ う
な具 体 的 な 比較 の ため の測度 が ない。 し か し、 た とえ ば 乗車 駅 まで の 徒歩 に
伴 な う疲労 や、 乗 換え1回 当 た りの精 神 的 ・肉体 的 負 担 、 車 中 の混雑 の苦 痛
な どにっ いて 考 え る と、 まず 乗 用 車 の快 適 性 ・機 動性 か らみ た優 位 さ は 明 ら
か で あ る。 そ の ほか 、 高 速鉄 道の 駅 間距 離が長 い ことは、 そ の まま平 均 速 度
が 大 きい原 因 で あ るが 、 反 面 補助 的交 通 手 段 と して バ スや路 面電 車へ の 乗換
え を 必要 と し、 機 動 性 に欠 け る欠点 が あ る こ とな どが考 え られ る。
第4に 、 以上 にの べた3つ の 条 件 の よ うに、利 用 者 の直 接 の 選択 条 件 とは
な らな い が、 交 通 施 設の 土地 利 用 効 率(spacefactor)の 比較 が あ る。
この課 題 は、 今 後 に海 け る都 市 交 通 手段 の 比較 に 関 して 最 も重要 な 条件 とな
る こ とが 予 想 され る。
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す な わ ち、 一 般 に大 都 市で は、 と くに 都心 に 近ず くにつ れ て 、 交 通 施 設 の
輸送 力 を増 強 す る ため に必 要 な 土地 の 入手に著るしい 経 済 的 困 難 と社 会 的 抵 抗
を伴な い 、 都 市公 共 施 設 の 整備 の 可能 性 の す べて は 土 地 の 入 手 に か かつ て い
る と もい え る。 した がつ て、 大量 の通 勤 者 を都 心 の 目的地 ま で 輸 送す る こ と
が通 勤 の ため の 交通 機 関 の 目的 で あ り使 命 で あ る限 り、 今 後 に澄 け る交 通 需
要 の増 加 に対 応 する た め に は、 土 地 利 用 効率 の 最 も大 きい 交通 施 設 の 増 強 が
不 可欠 な 前提 条件 にな る と考 え られ る。 図2-4-1は いず れ も1車 線 あ た り
の比較 で ある が、 道 路 ・鉄 道 の1車 湶 の 巾 には 大差 が ない か ら、 この値 が ほ
ぼそ の ま ま各 交 通 磯関 の土 地利 用 効率 と考 え られ る。
以 上 に の べた よ うに、 各 交通 施 設 の さま ざ ま の 量的 ・質 的 な 諸 条 件 と表2
--4--2をあわ せ考 え る と、 各交 通 機 関 の長 所短 所 が あ き らか に な る。 大都 市
の通 勤輸 送 に関す る 限 りで は、 一 般 に 高速 鉄 道 の 優 位 性 を 指 摘 す る こ とが で
き綿 ・っ、 この傾向は今後 ますます 離 る もの と考え られ る9・)なぜな らば、
他の路面交通機関は道路容量の不足に よる渋滞 の程度 がはなはだ しく㌍)これ
に対して・街路 と くに都心街路の容 量増加のための用地取 得は極 端な困難が
予想 され るからである。
これ を現在の実態でみれば§o)大都市近郊 か らバスによって都心 に直通する
通勤者は、表2-4-4の よ うに極
大阪市 に流入する全通勤者めて少な く
、 したがつて、通勤輸 表2--4-4に対 ナる バス通 勤者の割 合
送に論け るバスの役割は、 高速鉄
道網の疎 らな近郊地 区か ら最寄 り
の鉄道駅 までの培養的 な補助交通
機 関 と して で あ り§1装とえ ぱ 、 東
京にお いては全通 勤者 の約25%
1沼39年 現在)が 高速鉄道に乗
車す るため、その最寄駅までの補
助機関 と して バス を利 用 して い る毫2)
この ほか、 乗 用車 に ょ る通 勤 に は
大量の騨 需要を伴な う3脇 、そ
の用地確保 も大 きな課題 となぞ
守 口 市 9.6%
布 施 市 5.9
八 尾 市 4.2
三 島 郡 3.1
豊 中 市 2.7
大 東 市 2.6




河 内 市 1.3





この こ とは 、 都 心 内 に直 通す る8車 線 ・10車 線 の 高 速 自動 車道 路 網 が 仮 り
に建 設 され た と して も、 ラツシ ユ時 の容 量 不 足か ら郊外 駐 車(parkand
ridesystem)や地 下 鉄 道 の建 設 な ど、 都市 高速鉄 道 へ の 再認 識 が 高 まつ
た ア メ リカ諸都 市 の 例34)によつ て も推察す る こと が で きる。
〔2〕 交通機関別輸送量の実態
こ こでは 、上 に のぺ た各 交 通 機 関 の量 的 ・質 的 条件 の も とに構 成 され た、
各大 都市 の交 通 手段 別 輸 送 量の 実 態 につ いて の べ る。
まず 、 大都 市 内 に澄 け る終 日の全交 通 量に つ いて 、 旅 客交 通 機 関 の 輸送 量
構 成 比 とそ の過 去 の推 移 を考 察 す る。付 表2--4-1は世 界の 大都 市 に澄 け る
高 速 鉄道 と路 面交 通 桜 関 の輸 送人 員 の比 較 で ある。 この うち ロン ドン ・名 古
屋 を除 けば 、 いず れ も高 速鉄 道 が60～75%の 輸 送 量 を負 担 して澄 り、 ま
た一般 にそ の比 率は 年 と と もに増 大す る。 さ らに、 高 速鉄 道の 交 通 量は、 ロ
ン ドン35)36)以外 で は、 郁市 人 口の増 加 率 を上 回 り、 ～二の傾 向は わ が国 で は
ことに 著 るしいことが わ か る。 ま た、 さ らに詳 し く、 各 交 通機 関 の 比率 の 推移
を、 一 例 と して 東 京 にっ い て み る と付 表2--4-2とな り、 路 面電 車 が急 激 に
減 少 し、 ほ ぼそ れ に 相 当 して 高 速鉄 道 の比 重 が増 加 して い る。
っ ぎに人 キ ・に よる わが 国 の3大 都市 の輪 送 量 の実 績 は付 表2-4-3と な
b、 高 速鉄 道の 比率 は付 表2-4-1よbさ らに 高 い こ とか ら、 平 均 輸送 距 離
が路 面交 通機 関 に くらべて 長 い ことが わか る 。
以上 は 都市 内 にお け る 終 日の全 交 通 で あ るが、 これ を通 勤時 間 帯(午 前7
～10時)に 限 定 して 、 ニユ ー ヨー クk・よび ロン ドンの 輸 送機 関 別 の 比重 を
み る と付 表2-4-4澄 よび5と な る。 す な わ ち、 この 時 聞帯 に診 い ては 、 付
図2-3-2に 示 す 輸送 力の 時間 分 布 が原 因 とな つて 、 高 速鉄 道 の 比 重は ニユ
・ー一ヨー ク、78.4%、 ロン ドン、74.1%に 増 大 し、 と くに ロン ドンに澄 い
て は、 付表2-4-1に 示 す 終 日交 通 量の 比 重 を著るしく上 回つ て い る こ とが わ
か る。
わが 国 の大都 市 に澄 いて も、 図2-3-1.付 表2-3-1に 示 す 通 勤交 通 の
時問 分 布 に 起 因 して 、 通 勤 時間 帯 にお け る高 速鉄 道 の 輸送 量の 比重 は、 当 然、
付 表2-4-2.3よ ジ さ らに 高い こ とが容 易 に推測 され る。
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こ の よ うに、 通 勤 輸 送 が短 時間 に 集 中す る 大 量 交 通 で あ る ことか ら・ これ
に対 応 する た め の都 市 交通 施 設 を論 ず る場 合 、 終 日の 全 交 通 量 に よる比 重 は
ほ とん ど意 味 がな く、 交通 需 要 の ピー ク時 間帯 につ い て 考 察 す る 必 要 が ある・
これ に よつて は じめ て、 通 勤 とい う目的 の ため にそ れ ぞ れ の 都 市 交 通 施 設 が
果 た す 役 割 を 明 らか に す る ことが で き る。
っ ぎに別 の 見方 か ら、通 勤 のた め の 交通 機 関 の組 合せ に よつ て ・ 都 市 交 通
手 段 の利 用 の 選択 状況 をみ る と付 表2-4-6と なb、 高 速 鉄 道 の利 用 者 数 の
合 計 は 全通 勤 者の ほぼ66%・ バ スは30%・ 路 面電 車8%・ 徒 歩 のみ24
%で ある とい う ことが わ か る。
な お、 参考 として、 これ を企 業規 模 別 にみ る と、 小企 業 で は 徒 歩 のみ が 多
い こ とか ら一 般 に近 距 離 通勤 が 多 く、ま た 大企 業 では鉄 道 のみ が 多 い ことか
ら、 社 宅そ の他 の 居 住地 が、 近 郊 鉄 道 駅 に近 い こと、 中小 企 業 で は 鉄 道 と バ
ス を と もに利 用 する通 勤 者 が 多い か ら、 居 住地 が鉄 道駅 か らか な り離 れ て い
る ことを表 わ す もの と考 え られ る。
以 上 〔1〕お よび 〔2〕に 吾 い て の べ た よ うに、 大 都 市 に澄 け る通 勤 交 通 で
は、 各 種 の交 通 機 関 の 量 的 ・質的 特 性 か らみ て 、 高 速鉄 道 の 果 た す役 割 は は
なは だ 大 き くρ7138)また そ の 比重 は 今 後 なお 一 層増 大 して ゆ く39)もの と推 定
さ れ る 。
§5結 語
1っの都市内に澄け る交通路線網上の分布交通量 ・配分交 通量 を推計 する
ための方法論 は第3章 以下にお いて論 述するが、 これ に先 立つて、都市 通勤
交通需要の形成 と交通流動 として の通勤交通の特性 な どに関する基礎的な考
察が必要で ある。
本章 にお いては、まず国土 ・地 域の発 展 との関連 にお ける、個 々の都市の
経済活動規模の拡大 と構造変化を考察 し、 さ らに都市通勤交通 の将来傾 向に
ついて概説 した。すなわ ち、 脊後にお いて都市へ の人 口集 中はな澄著 るし く、
しか も通勤交通需妥の壇大傾 向は、 この人 口増 加率 をさらには るか に上 回る
と想定すべ きことを明らかに した。
また通勤交通 は、短 時間に集中す る一 方向性の 大 之誌輸送で あるとい う基 本
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的 な性 格が あ り、 交 通施 設の 計 画 に際 して は、 朝 の8～9時 前後 の最 大交 通
需 要 に対応 し うる こ とが 必要 条 件 で あ る こ と と、 同 じ時 刻 に 都 心 か ら遠 ざか
る方 向 には一 般 に輸 送 力 に関 す る検 討 を必要 と しな い ことを のべ た。
また 、 通 勤交 通 の 要請 す る輸 送 の量 的 ・質的 諸 条 件 を、 各交 通 機 関 の特 性
と対 応 させて そ の利 害 得失 を比 較 し、 ま ず 大 量輸 送 に対 応 し うる こと と、 輸
送 速 度 お よび± 地 利 用 効率 に澄 いて 、 高速 鉄 道が 格 段 にす ぐれて いる こ とを
指摘 した。
諸 外 国 の 大都 市 に澄 け る 実態 か らみ て も、 都 市交 通 の うち と くに 朝 の ピー
ク時 に集 中す る 通 勤 輸 送 に 占め る高速 鉄 道の 比 重 は大 き く、 今 後 に澄 い て な
澄 増 大 が 予想 され る こと を 明 らか に した。
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都市 の経済活動は、都市近郊 に鉛 ける住宅地域 と、 都心におけ る事業所地
域 との問の大規模な昼間人 口の移 動によつて支え られ、 このた めに通 勤交通
需要 が発生す ることにつ いては、 第2章 §2に海 いて すでにのべた とお りで
ある。
この観点か ら、 通勤交通 需要 の発生 源で ある都市 近郊 住宅地 域の発 展 と交
通施設 との関係にっいては第4章 にとbあ け ることとし、 本章に訟 いては通
勤交通需要の吸収地域 として、 主として都 心に集中す る業務地 域を とりあげ
る。すなわち、まず都心地 域に営 まれ る経済活動の性格 と機能 を分析 し、 こ
れ らの事業所が都 心に集 債す る要因 とメ カニズムについて概観 する。そ うし
て、 これを前提 として、通 勤交通 に診 ける輸送需要の 分析を行 な うとと もに、
交通施設の整備条件 か らみ た、都 心地域の発展過 程 に関する計 量的な予測の
た めの方法論 を提案 する。
まず、 §2都 心地域 の発 展とその要因に澄 いて は、 第2・3次 産業の中枢
管理機能が都心に集中す る メカニズムとその外 部経済的利益 ユ)について考察
す る とと もに、そ こに集 積する資本 と産業活 動機能の実態 につ いて、主 とし
てわが国 の3大 都市を例 として、 現象的な観察 を行な う。
§3都 心各地 区に対す る労働力供 給構造に澄いては、都 心地域の各 ゾー ン
が近郊地域の各 ゾーンに相互依存する労働 力需給 の構造 につい て考察 し、 そ
の形成 要因の うち・ と くに通勤所要 時分 と労働 力の需要 ・供給 の結びつ きの
関係 を分析する・そ うして・ これに より将来の地域間交通 量 を推 計する1っ
の方法を提案する。
§4交 通条件に よる業務地域発展 の方向 と速度 にみ いては、都 心地域 に詮
ける就業人 口の密度分布 の変 化を もた らす種 々の要因の うち、通勤交通手毅
に よる影響 を入 口重心の移動 とい う形で分析 し、 これ を利用 して 将来 にお け
る都心地 域発展の方向と速度 を推計 する ための2っ の方法論 を提案 する。
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§2都 心地域 の発展 とその要因
通 勤 交通 と い う定期 的 流 動 を 発生 させ る ポテ ンシヤ ルの 大 きさは、 す で に
のぺ た よ うに、 都 市 圏 内に澄 け る昼 間 ・夜 間 両人 口の 落差 と両者 の地理 的 な
位 置づ け に よつ て 支 配 さ れ る。
した が つて 、 これ を正 し く把握 す る た め には 、 の ち に第4章 に のべ る夜間
人 口の分 布 と と もに昼 間 入 口の性 格 と分 布 の 推移 に つい て分 析 し、 ま た、u」e
の今 後 の変 化 を 予測 す る ため には、 ま ず 都 心 にお け る昼 間人 口の 形 成 の メ.カ
ニズ ムを解 明す る必 要 が あ る。
す な わ ち、 昼間 にお け る労 働 力需 要 地 域 で あ る都心2)につ い て、 そ こに営
な まれ る就 業 構造 を 明 らか に しな けれ ば な らない 。
生 きて 活 動す る 都 市 の生 命 活 動 に もた とえ られ る31通勤事 象か らみ て も、
この よ うに都 心 は 大都 市 交 通 圏 の核 で あ り、 ぼ う大 な労 働 力人 口を 吸収 す る
ため のtwasその もの で あ る4)ともいえ る.し た がつ て、 都 市 に関 す る他 の さ
ま ざ まの 課題 と同 じ く、 都 市交 通 問題 の根 源 もまた す べて 都 心 に あ る と言 つ
て よい。
た とえ ば、 大都 市 の例 として東 京 ・大 阪 の各 区 の 夜間 人 口に対 する 昼 間人
口の 指数 の 推移 をみ る と、 表3-2--1のよ うに 、 都 心各 区 が 著る し く大 き く、
表3-2-・1主 な 労 働 力需 要地 区 の昼 間入 口指 数
〔 東 京 都 〕
昭15 昭22 昭27 昭35
区 部 計 98 103 104 108
千 代 田 215 316 316 548
中 央 149 211 267 3雲2
港 1工8 143 143 170
新 宿 94 114 117 114
文 京 97 113 114 118
台 東 96 109 112 125
注)昼間人・緻 ≒辮%









福 島 118 128
浪 速 121 122




しか も非 常な勢いで増加 してい る ことがわかる。




すでに第2章 §2に のべた ように、技 術革新 に支え られ た近年の経 済成長
は、第1次 産業 か ら第2次 産 業へ、 第2次 産業か ら第3次 産 業へ と資本 と入
口の移 勤を促 がし、 これが経 済的 ・社会的基 盤 となつて、産業 ・人 口の都市
集 中が進み、 大都市 が膨脹す る。 と くに、 この産業構造 の高度化にっれて、
大都市 の有する経済の支配的機能に よつて強大化 され た誘 引力が大都市の膨
脹傾 向に拍車をか ける。
この よ うに、 都市膨張の根源は第2・3次 産業 の中枢管理 機能 である。 こ
タ
れ らが都 心 に集 積 す る 実 態 につ いて 調 べ る た め 、 まず 一 例 と して 、 東 京 にお
け る就 業 者 の大 分 類 に よ る管 理 的 業 種別 の 構 成 比 率 を示 す と表3-2--2とな
表3-2-2東 京 に澄 け る 管理 的 ビジネ ス人 口の比 重























8.6 、、.、多 、7.1野 14.2多
35 7.0 5.1 18.5 4.9 23 …4い4・ ・2 22.67 18.27
参考文献6)P.5より引用
り、 全 国平 均 に くらべ て、 管 理 的 ビジ ネス入 口の 比 重 が 著 るしく高い。 す なわ
ち、 昭 和35年 に於 いて 全就 業 者 の約30.6%を 占め る の に対 し、 全 国 平 均
のそ れ は17・6%に す ぎな い。 ま た別 の見 方 か ら、 東 京 に本 社 を もつ東 証 第
・部 上 場 の 計 ・28社の ア ンケー 瀦 果6)によれ ば、 そ の 全 役 員 、 従 業 者 数
565・025入の 職別 勤 務 構 成 は表3-2-3と なb、 管 理 、 決 裁 権限 の 本 社 へ
の 集 中 を これ に よつ て推 察 す る こ とが で きる。 この よ うに、 そ れ ぞ れ の 企業
体 の管 理 中枢 で あ る本 社群 が 付 表2-2-2・ 付 表2-2-3に 示 す よ うに東 京、
大 阪 な どの大 都 市・ しか もそ の 都 心 に集 中 し、 わ が 国 の経 済活 動 の 中 枢 管理
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表3-2-3従 業 員 の 配置 状況





重 役 1,舘3入(0.3)% 100.0%81.5% 6.3% 12.2%
部 課 長 19,062人(3.4) 10Q.0 35.5 18.5 45.5
技 術 系 職 員 83,353人(14。8) 100.0 12.0 12.4 75.5
事 務 系 職 員 109,861人(19.4) 100.0 27.7 26.9 45.4
工 員 ・作業員 350,856人(62.1) 100.0 3.2 4.7 92.1
計 565.025人(100.0) (10.6)(10.① (78.8)
的 機 能 を担 当 してい る と考 え られ、 大都 市 入口の著 るしい増 大 の根 源 は、 都 心
に券 け る この よ うな管 理 機 能 の集 積 に あ ると い うことが で き る。
(2)都心地 域 の 機能 と外 部経 済
大 都 市 が 当面 して い る諸 問題 を明 らか に し、 将来 の あ り方、 さ らには 再 開
発 の方 向 を考 え て ゆ く上 で 重要 な点 は 、 都 心地 域 に集 中 ・集 積 す る 種 々の都
市 機能 と、 そ れ が もた らす外 部経 済 的 利 益1)の実 態 を正 し く把握 す る こ とで
あ る。
そ れ ぞ れ の都 市 の もつ性 格 に よつ て 多 少 の相 違 は あるが 、 一 般 に都 心 は 政
治、 経 済(金 融 ・生産 ・消費 ・流 通 そ の 他)文 化、 情報 な どの そ の地 域 に澄
け る 中枢管 理 機 能 を集 中的 に形 成す る。 そ うして 、そ こに営 な まれ る都 市 活
動 を現 象的 にみ る と きわ めて 多面 的 、 総合 的 で あ り、 大 都 市 の 最近 に澄 け る
急 激 な発 展 は 、 これ らの 諸機 能 の相 互の 結 び つ き と、 集 中的 な秩 序の も とで、
各 部 門の支 配 的 な 影響力 が ま す ます 大 き くな っ た こ とに 起 因 して い る とい え
る。
一 例 と して 、 前 にの べ た ア ンケ ー ト調 査 の うち の計161社 につ い て 、 官 庁
・金 融 機 関 ・宣 伝 関 係 な どに 対す る接 触 状況(直 接 の企 業 活 動そ の もの の た
め の接 触 を のぞ く)の 調 査 結果7>を付 表3-2-1に 示 す。
参=考と して この関 係 省 庁数 の 内訳 を、 主要 な接 触 官庁 と して 回答 した会 社
数 で示す と、 付 表3-2-2の よ うになb、 これ に よつ て経 済 と政 治 の密 接 な
一39一
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結 合 の一 端 を知 る ことが で き る。
同 時 に、 こ こに の べ た よ うに、 そ れ ぞれ の部 門 の機 能 中 枢 がそ れ ぞ れ 密 接
な接 触の もとに、 互 に結 合 し合 い、 総合 化 され て活 動 す る た め に・ 都心 は 最
も好 適 な場 で ある とい うこ とが 上 に のべ た こ とか ら推察 され る ・
ま た、 東 京都 内 に鮒 る7。。社 を抽 出 した ア ンケ ー ト調 査8)(昭38.・2
実 施)で は、 昭 和20年 以 後 に事 務 所 を移 転 した 会 社 に 対 して 現 在地 を選定
した 理 由を 問 い、 付 表3-2-3の 結果 が え られ て い る 。 この 表 か ら、 新 た な
事 務 所 の位 置 の 選定 に 際 して 、 取 引 ・交 通 の便 を 重祝 した 比 率 はい ず れ の場
合 に も60～70%に 達 し、 相 互 接 触の 外 部経 済 的 条件 が企 業 活 動 に重 大な
影 響 の あ る こ とが推 察 され る。
以 上 を要 す る に、 こ こにの べ た 資本 ない し企 業 の都 心 集 中 は、 資本 主義 的
な政 治経 済 体 制 の もとで、た しか に合 理 性 と必 然 性 を もつ て い る ことが推 察 さ
れ る。 そ の必 然 の結 果 と して この郡 心地 域 の効 用 は、 付 図3-2-1に 示 す よ
うに、 都 市 入 口の 増 加 と と もに都 心 の 地 価 を指 数 関 数的 に急 騰 させ る。 この
こ とは ま た、 この 高 騰 した 地 価 を 前 提 と して も、 な お か っ 都心 集 積 を有 利 と
す る外 部 経 済 的 優位 性 が 存 す る こ とを 意 味 して い る。
しか し反 面 、 この 集 中 が一 定 の 限度 を こえ る と、 道 路 面積 、通 勤交 通施 設
を は じめ とす る あ らゆ る都 市 公共 施 設 の不 足 か ら、 局地 的 な 高度 の集 中 の外
部 不経 済 が 漸 次 増 大 をは じめ る。 そ うして、 資 本 主 義 的 体 制そ れ 自体 に とつ
て もマ イ ナス に な る弊 害 が 現 わ れ は じめ る。
現 在 の 大 都市 の 混 乱 は ・ 多 くの人 口 ・企業 が す で に過 大 都 市 の 弊 害 に苦 し
み な が ら・ 依 然 と して 一 層 の激 しさ で、 これ らの機 能 の 都 心 へ の 集 中が 進 め
られ て い る こと を大 きな原 因 と して 指 摘 す る こ とが で き、 都 心集 積 の合 わせ
もつ 合 理 性 と非合 理 性 の矛 盾 の端 的 な 象徴 で あ る とい うこ とが で きる
。
しか し・ 現 実 の 問題 と して ・ 現 在 の大 都 市 の都 心地 域 の もつ 諸機 能 の 実態
は必 ず し も正激 把 握 されて い る とは 嫉 な い.た とえ ば 、そ れ らの 諸機 能
が ・ どの 灘 を主 導 力 と し・ どの よ うな ・ カー ズ ムで結 び 飾 な が ら中枢 管
理 簾 を形 成 し・ 外 部締 白腰 因 と して 作用 して 幡 か につ い て の分 析 は決
して 十 分 で あ る とは いえ ない。9)
しか し・以 下 に繍 て は・ ・の よ う扁 昼蔽 会学 的
、 経 済 学 的 な課 題 の 深
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い 分析 には ふ れず 、 これ らの 諸機 能 の集 積 とそ の 集 中 化 が原 因 とな つて もた
らされ た 都 心地 域 の発 展 を 現 象 的 に と らえ た2・3の 分析 につ い て考 察 す る。
(3)都心 集 積 の実 態
た とえば、 昭和35年 の 法入 企 業 の6大 都市 へ の集 中状 況 を見 る と、 付 表
2-2-2,2-2-3の よ うに、 全国 会 社数414,894社の41.9%は6大 都
市 にあ り、 資本 金 額 に よれ ば67%、 固定 資産 総額 で は72%ま でが6大 都
市 に あ る。 しか も、 大 企業 ほ ど大都 市、 と くに東 京 へ の集 中度 が 高い ことが
わか る。
表3-2-4業 種 別本 社,支 社 の 分 布 比率(東 京 都)
(昭和38年7月現在)
; 業 種 本 社 件 数 件 数 比 支 社 件 数 件 数 比
都 心 陶 辺部 都 心1 周辺部 都 心T周辺部 都 心1周辺部
鉱 業 161 %94.0 %6.0 40 %100.0 %0.0
建 設 24i・ ・ 4&Oi52.0 111 91.0 9.0





繊 維 22 3 8&ollao詑 3 91.5 8.5
紙 ・ バ ル ブ 21 0 100.00.0 9 0 100.0 0.0
化 学 115 24 紐 ・81172 63 4 94.0 6.0
金 属
158L21剛 ・⑥・ 46 5 90.0 10.0
機 械 7611191 鐙.颪61.0
1
100 5 95.5 4.5
卸 小 売 錦19 8D・8い 軌・ 25 0 100.0 0.0
金 融 保 険 並 93.訂 ◎7「 19 0 100.0 0.0
運 輸 通 信 36{14 72.oi箆OI 22 1 96.0 4.0
娯 楽 サー ビス 、。}7 盟.・i26』1・ 2 78.0 22.0
参考資料10)pp.202～203より要約
この よ うな会 社の 大 都市 集 中 が、 大都 市 内の と くに 都心 地域 に限 られ て い
る こと を東 京 の例 で み る と表3-2-4と な る。 ま た 別 に、 東京 に本 社 を澄 く
計397社 につ い て、 昭和38年 末 現 在 の 各 区別 の礁 成 比 を 見 る と付 表3-2-














































































































































れ た 異 常 な ま での 集 中が 明 らか にな る。 しか も、 大企 業 ほ どそ の傾 向 は強 い
が 、 仮bに 社数 のみ でみ て も、 この3区 の合 計 が 第2部 上 場 会 社 で59。0%、
第1部 で は83.9%に 達 して い る。
ま た別 の 見 方 か ら、 この 都心 集積 の推 移 を 明 らかにす る ため、 昭 和25年
6月 か ら37年6月 ま での12年 間 に澄 け る大 規 模 な建 築 物(床 面積600那2
以 上 ま たは4階 建 以 上)の 、 主 都 心k・よび3つ の副都 心地 域 へ の集 積 の過 程
について考察する訓
この期 間 に澄 け る東 京都 内 の総 建 築件 数 は、 付 表3-2-5に 示 す よ うに計
9,362件で あb、 そ の うち、 件 数 で32.5%を 占め る 事務 所 として の建 築物
のみに っ い て、 建 築 床面 積 の1ヵ 月当 た り増 加速度 伽2/月)を 図3-2-1
に示 す。 この図 か ら、 副都 心 で も近 年 よ うや ぐ大規 模 な建 築 物 が建 ちは じめ
たが、 都 心地 域 の 高 密度 な集 中 傾 向 には は る か に及 ぱ ない ことが わか る。
そ の 結果 、 東京 に澄 け る高 層 事
務腱 築物の分布は図・一・一・と 図・一・一・ 薯嚇 瓢 灘 藷
な り、 い わ ゆ る都 心3区 だ け で 実(昭 和37年.数 字は%)
に73.9%の 建築 床 面積 が集 中 し
豊島区2.1
てい る こ とが わか る。
そ の結 果 、 半 径50kelcも及 ぶ
広 大 な東 京 通 勤 圏 か ら の通 勤 者 の
大 半は、 そ の 目的地 を 唯一 の都 心
に 求め る傾 向 は ます ま す強 め られ
て い る とい わね ば な らな い。 そ う
して、 都 心3区 へ の 流 入人 口合 計
は、 表3-2--5eC示す よ うに、 ・眉
和35年 度 に論 い て 計118.2万人




渋 谷 ・2 .区






千 代 田 区30.5＼一 ノ'
参 考 文 献10)p.204より引用
駅 では 朝 の7～10時 の3時 間 に終 日降車 客 の 約51%が 降 車 し、 神 田、 東
京 駅の ご と きは60%以 上 が 同 時間 内 に集 中 して い る♂2)
この よ うに交 通 量の 地 域的 、 時間 的 偏 碕 が 著 るしぐなった ことは、 東京 に澄
け る事 業 所 と住 居 の地 域 分 化 が一 層 は げ し ぐ進行 した こと を意 味 し、そ の う
一43一
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表3-2-5 東 京都 心3区 昼聞流入人 口推移
(単位千人)
1940年 1947年 1955年 1960年
千 代 田 区 217,691 190,960 381,236 538.5
中 央 区 128,068
一
159,626 288,209 407.2
港 区 102,415 95,855 148,878 236.4
計 448,174 446,441 818,鎗3 1,18≧.1
参考文献5)よ り作成
ち で もと くに都 心 の業 務 地 と して の 純 粋 化 ・高 密度 化 が進ん だ こ と を物 語っ
て い る とい え る 。
(4)都心 集 積 に関 す る 課 題
前項 に 知 い て は、 都 心地 域 に 対す る 集 中 の 実 態 とそ の発 展 の 推 移 を、 企 業
体 の 数、 建 築 床 面 積、 昼 間 流 入入 口な どを測 度 とす る 現 象的 な 面か ら観 察 し
た 結 果 を の べ た。
しか し、 現 在 の大都 市の 都 心地 域 が もつ て い る諸 機 能 の実 態は 、 必ず し も
正 確 に把 握 され てい る とは いえ な い。 た とえ ば、 都 心 に集 積 す る政 治 ・経 済
・情報 な どの 中枢的 な 諸 機能 が、 ど の機 能 を主 導 力 と し、 どの よ うな メ カニ
ズ ムで結 び合 い なが ら中 枢管 理 機 能 を形 成 し、 外 部 経 済 的 要 因 と して 作用 し
て い る か につ い て の 分 析 は十 分 では な い。 すな わ ち、 従来 とか くこの 面の 調
査 研 究 が閑 却 され・ ブイ ジ ヵル(Physica1)な 面 で の構 造 改 革 とそ の計 画
化 が先 行 しが ちで あ る。 これ を改 め るた め には 、 今後 、 都 市経 済学 、 都 市 社
傘学・都市地理学 な どのあ らゆる分野を含めた総合的 婦 究 が必要 である9)
が・ 本研究では労働力供給地域 と需要地域を結 ぶ交通手段 に着 目して、 この
面 冷 ら都心を とbあ げ・ 次節 §3にお いて・都心地域内の各 ゾー ンと近郊地
域 との相互間の労働力の需給 の機構について考察 し、 将来 の都心地域に対す
る労働力の地域間依存度 の変化 を予測するため の方 法論 を展開する。 また §


















§ろ 都心各地区 に対す る労 働力供給構造
前節に澄 いて、企業 と くにそ の中枢機能が都心地域に集積す る利害得失に
つ いてのべ、 さ らに、都心地 域に澄ける都市経 済活動の集積が都市 の構造変
化 に及 ぼす影響にっいて のべた。本節にみいては、郡心地域 の内部のそれぞ
れ の ゾ『ンに着 目し、その将来 の発展傾 向予測のための基礎的な分析 を行な
う。
一般に、 都心事業所地域内の地区別発展傾向予測のための ゾーニン グに際
しては、 た とえばつ ぎの諸条件を勘案する必要がある。
地理的 条件1平 面的な位置 と行政区画など
経済的条件:業 種種別 と事業 所規模の分布な ど
社会的条件:就 業入 口密度分布や交通手段の整備条件な ど
これ らを考慮 して、 区分され たそれ ぞれの ゾーンにつき、就業人 口の需要に
対す る供給構造 を分析 し、都心地域 の各 ゾーンがそれぞれの近 郊住居地域 に
依存 してい る比重の比較にっいて考察する。
この課題を 目的 とする従来の1っ の例 として、丹 下健三研究室に よb東 京
通 勤 圏の 通 勤構 造 の分析 が行 な われ て い るま3九すな わ ち、 各 住 居地 域 か ら圏 内
の計10の 労 働 力需 要地 区(区 ・市 単 位)に 対 す る通 勤 発 生 率 の逆 数 ρを 指
標 と して 、 図3--3-1のよ うに労働 力の 地区 間 需給 関係 を示 して い る。
この 図 か ら、 い わゆ る 都心3区 にっ いて は、 労 働 力供 給 地域 が各 近 郊 地域
に均 等 に、 広 ぐ拡 が つて い る のに 対 して.そ の他 の需 要地 区 につ いて は局 部
的 で ある こ とが わか る。
この方 法 は、 都 心 に対す る労 働 力 の 流入構 造 の定 性 的 な分 析 で あ る とい え
る。 しか し、 第1章 §2に の べ た よ うに 、 本 研究 の 立場 か らすれ ば、 労 働 力
の 需要 ・供 給 に関 する 地 区間 の この相 互 依存 関係 か ら都 心 地域 に 対す る 将来
の流 入 交 通 量 を予 測 し、 これ を交通 路 線施 設 の計 画 に応 用 す る ことが 必要 で
ある。 この た め、 任 意 の 都市 に澄 け る現 在の 労 働 力 の需 要 ・供 給 湾 造 に もと
ず く計 量 的 な分 析 の1っ の方 法 を以 下 に提案 す る。14)
まず 、 労 働 力人 口の 需 要 地 域 を、 こ こに のべ た 諸 条件 に よつ て、1ノ ・2'・
…… .nt、……,N'tの各 ゾー ンに分 割 す る。 同様 に、 都市 近 郊 の労 働 力人 口
一45一
3-11
図3-3・-1労 働 力需 要 地 区 に対 す る ρ分 布














の供 給 地 域 を、 行 政 区 画 、 交 通 路 線 勢 力 圏、 需要 地 域 か らの距 離 な どの地 理
的条 件 に よつて 、1,2.… …,m,… …,!ifの各 ゾ ー ンに 区 分 して 、 通 勤交 通
流 のOD表 を作成 す る。




















とすれ ば、 都 市 にお・け る通 勤OD表 は 表3--3-1のよ うに表 わ され る。
表3-3-1通 勤OD表
＼ 1, 2ノ o・ ・,■. π! N! 計
1
ノ1×1 1×2ノ ●.,, !1Xπ
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つ ぎに、各離 地区に対する供給地区餌 奪成比は、 次式の 冊♂ 伊 濯




ま た 次式 に 示 す 肌α'は、 こ の交 通 圏 の昼 間 総移 動人 口にっ いて 、 供 給 地 区 の
構成 比 を 示す。
-47一
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この 加〆 ノ の値 は つ ぎの よ うな 相互依 存 関 係 を 意 味 してい る。






さ らに、 供 給地 区 η と需要 地 区 ガ との 問 の相 互 依 存度の大きさを 表 わ す 指 数






と な り、 供給 地 区 彿 か らの 総 流 出量 の うち、 需 要地 区 πノ へ 流 入 す る通 勤者
ノ
の比 率 が、 総移 動 人 口の うち需 要地nXへ 流 入す る 総 通 勤 者 数 の 比 率 のmpn
倍 で あ る こ とを示 して い る。 同 様 に 式(3--3-1)を変 形 してノ
峯 ・一 ザ 峯(・+・)
とすれば、需要地 パ へ流入する総通勤者数の うち、供給地 区 ηか らの通勤
者の比率が、総移 動人 口の うち供給地郷か ら流 出する総通勤者 数の比率の
脇〆'倍 で ある
ことと勧 、 全 個 じ関係 を表わ してい る.そ うして詫 の
皿 π'
.ρの 値 は、就業 人 口供給地 区ηと需要地区 ガ の聞の相 互依存 関係 を示
す指数で、 この交通圏全域 に関する標準値を1と した指数 と考え る ことがで
きる。
mnt
このPの 値 を地 域 間 通 勤交 通 量 の 推 計 に応 用 す る方 法論 にっ いて は、
の ち に第6章 §4に の べ る こと と し、 以 下 に、 大 都 市 に澄 け る 適 用 例 として 、
各 需 要地 区 と供 給 地 区 との 相 互 依 存度 に つ い て考 察 す る ため の 試算 を行 な つ
た。 まず 、 東 京 通 勤 圏 に知 け る通 勤交 通 発 生 ゾー ンと して は
1.都 内23区
2.都 下 の市 鄙 ・郡 部
3.隣 接 す る千 葉 ・埼 玉 ・神 奈川 の3県
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4.静 岡 ・山梨 ・長 野 ・群 馬 ・栃 木 の5県 の合 計
の計29ゾ ー ン と し、 主 要 な 労 助力需 要 ゾー ン と して は 、 昭和35年 度 に誇
け る昼 間 流 入人 口が、 全 昼 間移 動人 口の3%(約8.8万 人)以 上 で あ る11
ゾー ン とした。
ま た、 昭 和35年 度 国 勢調 査 の結 果15)によれ ば、 これ らの地 区 聞 の通 勤O
D表 は付 表3-3-1と な つ た。 この表 か ら、東 京通 勤 圏にお いて 、 東 京都 内
に 就業 地 を持 っ昼 間移 動 人 口(自 区 内移 動 を除 く)の 合 計 は291.99万入 で
あb、 付 表3-3-1に とbあ げ た11ゾ ー ンで この うち205.38万人(約
70%)を 吸 収 して い る ことが わか る。 そ れ 以外 の ゾーン に流 入 す る通 勤交
通 流 は、 一 般 に 求 心的 な流 動 で はな ぐ、 第2章 §3に の べ た よ うに、 通 勤時
間 帯 に訟 け る輸 送 施 設 の上 り方 向 の限 界容 量に は 影響 が な い と考 え る こ とが
で きる。 そ こで、 こ の計11の ゾー ン を就 業 人 口の 需要地 区 と し、 この 各地
区 に 対 する就 業 者 の各 地 区 か らの供 給 構 造に つ い て考 察 す る。
す な わ ち、 式(3_3_1)に よつてml)n!を求め 、 付表3_3_2が え られ る。
ま た 、 こ のmpnノ の 値 を労 働 力 の需 要 地 区別 に整理 して 図 示 した の が付 図3
-3-1(1)～(2)であ る。 この 図か ら、 各 需 要地 域 は 、各 供給 地 域 の うち地 理 的
に 接 近 した ゾ ーンに つ いて 配〆!の 値 が 大 き く、 労働 力の 需 要 と供給 につ い
て 両地 区 が相 互 に依 存 して い る比 率が 大 きい ことが わか る。 ま た、 労 働 力需
要 繊 の各 ゾー ン ご と略 供 給 ゾー ンとの 問 の 耶〆 を図 示 した のが 図3-3
-2で あ る。 この 図 か ら つ ぎ の こ とが わか る。
a)新 宿区 、 渋 谷 区 は と くに西 部各 区 との 関係 が 密 接で あ る。 しか し、 新
宿 区へ は環 状 線 内3区 澄 よ び北部 か らか な り流 入 比率 が 高 いの に 反 して、
渋 谷 区 は 南 部各 区 澄 よび神 奈 川県 か らの流 入比 率 が顕 著 であ り、 東部 各
区 に 対す る 依 存 度 が小 さい 。
b)豊 島 区は 、 北 部 各区 お よび埼 玉 県 との 関係 が密 接 で あb、 南部 各 区 に
対 す る依 存 度 は 低 い。
c)台 東 区は 、 東 部 各 区、 千葉 県 の 供給 入 口に 大 き く依存 し、西 部 との結
合度 は 低 い。
d)港 区 は、 西 部海 よび 南 部 か らの 供給 の依 存度 が 高い。






















































































































































































































































































る 方面 につい て いず れ も1に 近 く集 中 して い る こ とで あ る。 この こ とは、
首都 交 通 圏 の 中枢 に位 置 し、 主都 心 と して 各方 面 と均 等 に結 合 して い る
ことを 示す。 これ に反 して、 他 の各 区 の す で に のぺ た性 質 は いわ ば 副都
心な い しは各 地 域 の 中心 とし て の 局地 性(Locality)を示 す もの とい
え る。
f)千 代 田、 中央 、 港 のい わ ゆ る都 心3区 は、 西 部 各 区 との結 合度 が やや
高い。 逆 の 見方 を すれ ば、 東 京西 郊 の住 宅 地 か らは、 都心3区 に流 入 す
る通 勤 老 の 比率 が東 郊 な どに 比 して 高 い こ とを示 して い る。
この よ うに 、 労 働 力 の供 給 ゾー ン彫 と需 要 ゾー ン ガ の 相 互依 存 関係 を示 す
指数mp"/の 大 きさ に影 響 す る 要 素 として は 、 っ ぎの 諸 条件 が 指 摘 され る。
1)ゾ ー ンnlの 主 要業 種 と事 業 所規 模
2)ゾ ー ンmの 居住 者 の 就 業業 種 と所 得 階 層
3)ゾ ー ンmと ゾー ン ガ の 間の 距離
4)ゾ 『 ンmと ゾー ンnlを 結 ぶ通 勤 のた め の交 通手 段 と所 要 蒔 間
す でに のべ ゼ 〆 ノ の値 は 、 これ らが結合 され て形 成 され る樋 依 醐 係 の
実雛 であ るが、 この う ち4)に 挙 げ た各 ゾ ー ン間 の 所麟 ガ 〆 と 肌〆
との 関係 を図 示 す る と付 図3-3-2(1)(2)とな9、 この 図 か らつ ぎの こ とが わ
か る。
a)千 代 田区 と中央 区 は、mpnノ の値 が所 要 時分 に関 係 な ぐ近郊 の各 方 面
別 に ほぼ一 定 した 値 を示 して い る。 しか も、 他 の各 区 の場合 と くらべ、
全体 と して1に 近 く、 主 都 心 は通 勤 圏 の全 域 か ら均 等 に就 業人 口を 吸収
して い る。
b)新 宿 ・豊 島 ・渋 谷 の3区 で は、 所要 時分 が長 ぐな るに つれ て 一 般的 に
相 互 の労 働 力 需給 の結 びつ きが 弱 くな る。 しか し、 そ れ を供 給 地 域 の方
面別 にみ る と、 所 要 時 分以 外 の 局地 性 が あつ て、 新 宿区 で は西 郊 と北 郊、
豊 島区 で は北 郊 、 渋谷 区 で 晒 郊 楠 郊 がmpnノ のosLiost大きい 。 副都 心
3区 に 対 す る流 入人 口の絶 対数 は主 都 心 に く らべ て小 さい が、 こ の こ と
は、3っ の 副都 心で は旧 来 か らの経 済 的 ・社会 的 結合 な どの た め、 所 要




しか し、 さ きにの べ た よ うに、 同一 方 面か らの 流 入 にっ い て は・ 所 要
時 分 の 増 加 こっ れ て 那〆 ノの 値 が規 貝旺的 に減 少 す る.
c)港 区 にっい て は、 上 にの べ たa)とb)の 中間的 な 性 格 で あ る とい う
こ とがで きる。 す な わ ち、 南郊 各 区 との 労 働 需給 関 係 は 明 らか に所 要 時
分 に 影響 され るが、 そ の他 の方 面につ い ては 、 千 代 田 ・新 宿 の 両 区 と同
灘 所麟 分 に 関係 な く、 ほぼ一 定 の 配〆'の 値 を 示 して い る。
以 上 の よ うに、 労 働力 の供 給 ・需要 両地 域 間 の労 働 力 需給 に 関 す る 相 互依
存度 と、 両地 域 間 の 所要 時 分 との 関係 を 明ら か に し、 これ をそ れ ぞ れ の地 域
間 の 将来 の 分 布交 通 量の 推 計 に応 用 する こ とが で きる。
§4交 通条件 による業務地 域発 展の方 向 と速 度
都心地 域は、事業所群 の集積 にっれ、 事業所建 築物 の高 層化 に よって、み
ずか らの就業入 口密度 を高めるが、 ある程度 の限 界に達する と、都心的機能
地域の範囲を漸次平面 的に拡 大 して ゆ く。31
本 節では、まず東 京都心に澄 けるそ の現 象的な観察 を目的 とした従来の研
究 をのべ、つ ぎに、 通勤交通 手段 の整備条件か らみて、今後 の都心業務地域
の発展 の方 向と速度 を予測 するため の方法論 を提案 する。
〔1〕 都心にお ける労働 力需要 動態に関する従来の研究
新 た に 建 築 され た建 築 物 床 面 積 の 空 間 分 布 構 造 の変 化 に着 目 し、 都心 に詮
け る 労 働 需要 人 口の地 区別 の増 加過 程 を推 測 した 従来 の 研 究111にっ いて のべ
る とつ ぎの よ うで あ る。
す な わ ち、 東 京 都 内 で昭 和25年6月 以 後 に着 工 され た 床 面 積600m2以
上 、 蓑た は4階 建 以 上 のい ず れ か に 該 当す る 建 築 物 は、 付 表3-2-5に すで
に 示 した よ うに 総計9,362件 で ある 。 この研 究 は、 建 築 件 数 、 階 層、 澄 よ
び1ヵ 月 あ たb増 加 床 面 積 をそ の完 成 時 期、 用 途別 、業 種 別、 位 置 別 に パ ン
チ カー ドに よつ て集 計 整理 した もの で あ る。
そ の場 合、 建 築 時 期 につ いて は、 付 表3-2-5に 示 す よ うに、 昭 和25年
6月 か ら37年6月 まで を5っ の期 間 に わ げ、 また 建 築 物の 位 置 につ い ては 、
東 京 駅 を原 点 に、 東 西 軸 をX軸 、 南 北 軸 をY,/,Ltt'cと夕・ 地 図 上 に500彿 間 隔
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で メ ツシユで 切 っ て建 築 物 の位 置 を座 標 に よつ て表 現 した。 これ に より、都
心 地 域 の地 区 別 の発 展 の方 向 と速 度 に関 して 大 要 つ ぎの よ うな 分 析結 果 が え
られ て い る。
1)こ の 期間 に施 工 され た 建築 物 を用 途 別 にみ る と、 各 期 を通 じて 事務 所 が
最 も高 い 比重(件 数 で32.5%)を 示 し、 店 舗(同 ⊥2.1%)と と もに都
心 地 域 に非 常 な集 中傾 向が 認 め られ る。
2)そ の結 果 、2,3,4.5と 期 が新 らし くな る につ れて 、 都 心地域 が次 第
に周 辺地 区 に向 つ て拡 大 して ゆ くプ ロセス が地 図上 に示 され る。
3)業 務地 域 と して の発 展 は 都 心部 が異 常 な ま で強 く、 副都 心へ の 集 中 の テ
ン ポはそ れ に くらべて な 冷 は なは だ 小 さい。
4)第3期 ごろ か ら皇居 を とbま く環 状分 布 の事業 所 の集 積 がみ られ 、 第4'
5期 と漸 次そ の傾 向 を強 め て い る。
5)1ヵ 月 あた り増 加 床 面積 でみ る と、 都 心地 域 の 中心 部 は他 の地 域 に く ら
べ て著 るしく高 く、また期 を追 うに し たが つ て増 加 速度 の 高 い地 域が拡 大 さ
れ 、 空地 を求 め て 都 心 が急 激 に拡 がつ てい る。
6)都 心 部 で は件 数 分布 よb増 加 速度 分 布 の 方 が高 い ことか ら、 大規 模 な事
務 所 建 築 が 多い ことが実 証 され る。
7)あ る時 期 にお い て、 新 た な 皐業所 群の 急速 な巣 積 の行 な われ た地 域 の 床
面積 増 加 速度 が 低 下 し、 集 中地 域 が他 に移 動 して ゆ く過 程 を知 る こ とが で
きる。
以 上 の よ うに、 通 勤 交通 の 吸収 源 と して都 心地 域 を見 た場 合、労 働力人 口を
収 容 す る建 築物 の空 間 分 布 構造 にっい て まず 現 象観 察 的 な考 察 が行 なわれ た
もの で ある。 この分 析結 果 に もとず いて 、 著者 が作 成 した 図3-4-1(1)～6)
に よつ て、 上 に のべ た都 心 地域 あ 拡 が り を 巨視 的 に見 る こ とが で きる。
ま た、 この 分 布 構造 の メ カニ ズ ムを見 い 出す た め に、 前節 にの べ た よ うに・
事業 所 の移 転 動 機 と現 在地 選 定 条件 を ア ンケー トに よ り調査 され て い る。 そ
の結 果、 現 在地 を 選定 した 理 由と して は、 取 引 ・交 通 のた め の便 宜 がは なは
だ大 き い比 重 を 占め て い るの で、 本 研究 に誇 いて は そ の うち通勤 交通 との関
























































〔2〕 通 鋤交通条件か らみた都心発展の予測
大 都市 に澄 け る労 働 力 需 要地 域 と して の都心業 務地 域が 、 〔1〕 にの べた
よ うに発 展 の 方 向 や 拡大 の テ ン ポ を示 すの は い か な る メ カニ ズ ムに起 因す る
か とい う課 題 が ある。 これ 塗研 究 せ ず・ 現 象 を い かに 詳細 に把 握 して も・ 密
度 分 布 の 進展 の予測 は不 可能 と もい え る。 こ こでは、 この課 題 を まず通 勤 の
た め の交 通 施 設 との 関連 に澄 いて 考 察 し、 都 市近 郊 に澄 け る労働 力供 給 地 域
と都 心 の労 働 力需要 地 域 を結 ぶ 交 通手 段 の 質 的 向上 効果 に関 して2っ の方 法
論 を提案 す る、1の
そ の1つ は 、 労働 力需 要地 域 内 各 ゾ ーンに 対 す る労 働 力人 口の供 給 認の拡
大 に着 目す る もの で あb、 第2は 労 働 力需 要地 域 内各 ゾー ンへ の流 入逓 勤 者
の 受 益度 の大 きさに つい て考 察す る もので ある。
これ らの方 法 に よ り、都 市 交 通路 線網 の 整 哺 に と もな う業 務 地 域 の各 ソー
ン 内就芙 人 口 の重心 位 置 の移 動 とい う形 で都 心地 域 の今 後 の発 展 傾 向 を推 定
す る ことが で きる と考 え る。
(1)業務地 域 の発 展要 因
一 般 に、 大 都 市 の構 造 は、 す で に のべ た よ うに、 都 心 の業務 地 域 を 中核 と
して 発展 し、 こ こに営 な まれ る経 済活 動 のす う勢がその ま まそ の都 市の発 展傾
向 を 支 配す る。 ま た一 方、 都 心 の発 展 は 昼 間流 入人 口の 増 大 を招 き、都 市 鉄
道 施 設 や街 路 の負 担 力の増 大 を要 請 する な ど、 す でに の ぺ た よ うに、 さま ざ
ま の都 市 問 題 の根 源 は 直 接的 ・闇 接 的に 都心 地 域 の 発展 機 構 に起 因 してい る
と もいい つる。
こ こで は、 あ る期間 中 に澄 け る新 たな 就業 入 口の増 加 が 都心 地 域 の いか な
る部 分 に集 積す る か とい う課 題 を と りあげ る。
そ の場 合 、 一 般 につ ぎの 諸要 因 が考 え られ る。
1)既 成 業 務地 域 の昼 間 人 口密 度 の飽和
2)企 業 集 積利 益 に 関 する 新 た な客 観条 件 の変 化
3)企 業 経 営 の た め の公共 施 設 整蒲 条件
4)通 勤 輸 送施 設 の整 蒲 条件
5)郁 心 各 地 域 の業 務 用 地地 価 の 推移
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この うち通 勤輸 送施 設 の整 備、 た とえ ば都 心 に至 る地 下 鉄 建 設 、 走 行 速 度
向上 、 混 雑度 緩和 な どに よる通 勤 手段 の 質的 向上 効 果 に つ い て 以 下 の 考 察 を
行 なつ た。
(2)都心 地 域 の 発 展 方 向
都 心業 務地 域 に任 意 にX・Y座 標 を 設 け、 そ の各 象 限 に つい て、 都心 地域
の ある 野 ガ の位 置(x〆1)・T・ 年 お よびT・ 年 に鮒 る ゾー ングの 就
業 入 口Q・ノ ・Q2ノが与 え られた 場 合 ・T1年 澄 よびT,年 の就 業 人 口の 重心 位














この場 合 ・ 動 の舗 の額 か ら(X2`Y2)の 点 は(文1・ア、)と(瓦 ∫ア)
を結ぶ直塑 働 ・都諮 地区の物 ・就業人・が・の象靹 就業人三の米重
碓 置を(x・・Y2の 方敵 謝 しt・・とを意 味 する
。
こ唖 心移動を生ぜしめる鞭 因の うち・すでにのべ た よ うに、翻 臓賜
の短 繭 果 燗 してつ ぎの ・っ のモデル を提紺
る。
(3)蕨 賜 短献 よ砺 鋤 供給圏の蹴 効果

















しい近 郊 地 域 内 の夜 間入 口が変 化 すれ ば、 都 心の ゾー ンプ に対 す る就業 者 の
供給 ポテ ンシ ヤル が 変化 し、業 務地 域 の発 展 傾 向 に 影 響す る。
す な わ ち、 あ る象限 の任 意 の ゾー ンノ にっい て、
4,:粉 で ゾー ン ノに 流 入可 能 な地 域 のT・ 年 か らT・・LEF-・e至る輔 に
誇ける増加 夜間人 ロ
ヒ
1嬬響 鵬 ∵ 蜘 　 励　 「＼
P島鴫嘱 ノ
β':♂ 分 で都 心地 域 に流 入可 能 な地 域 の夜 尚人 口に対す る通 勤 者数 の
比 率(通 勤発 生 率)
とす れ ば、 ゾー ンブ に 対す る通 勤 所 要 時分 か らみ た就 業者 の供 給 ボテ ンシ ヤ
ルのT1年 か らT2年 に至 る期 間 の変化P短 は 次 式 で与え られ る。
P癒「 翌μ ・鴫
都 心 地 域 の 発 展 傾 向 は 、 ゾ ー ン ノ'(Xノ.Yi)に 澄 け るP々 の 大 き さ に 影 智
され る か ら、
ろ÷
ち一響
ecよつ てP縛 の重 心位 置を 求め れ ば・ この(Xp・Yp)は 前 述 の(X米 ・Yx)
に対応 し、 通 勤手 段 の 改 善に よ る業 務 地 域 の今 後 の発 展方 向 を示す もの とい
うこ とが で き る。
④ 所 要 時 分 短 縮 に よ る都 心 の ゾー ン別 受 益度 の増 大 効果
別 の 見 方 か ら、 通 勤所 要時 分 の 短 縮効 果 に よフて 都 心の 業 務 地 域 の各 ゾー
ンが受 け る受 益度 の大 きさ が都 心地 域 の発 展 方 向 に影 響 す る。
い ま、 通 勤 に関 す る交 通 路線 乞の 沿 蕨 か ら都 心へ の昼 間 流 出人 口を ρ`、





また 、T、年 か らT2年 に至 る期 間 にみ け る交 通 路 線 乞か ら都心 へ の 流 出人
口増 加 をAQ`、 路 線iか ら業務 地 域 の ゾー ンノ に流 入 す る経 路 のT1年 か ら
T2年 に 至 る短 縮時 分 を ち1と する。
この場 合、 一股 に 大都 市 の 主 都 心 地 域 は 、 前節 §3に の べ た よ うに 、 ほぼ
同 じ 皿〆 ノ を もつ て い るか ら、 峨 の うち ゾー ンブ に流 入 す る通 勤 者数




逓 勤 に 関 す る交 通施 設 の整 備 に よ り・ こ の通 勤者 がそ れ ぞ れtiノ分 ず っ受 益
す るか ら・ ゾー ン ノの受 益 度 の 大 き さASノ は 次 式 とな る・
dSi=ギ麗 ゴノちプ




この(Xs・Ys)は ・ す で にの べ た増 加 就 業 入 口の 重 心(X米 ・YK)に 対応
す る と考 え られ る。
以上 の よ うに・ こ こに 提案 した2っ の 方 法 論 に よつ て(XpYp)・
(Xs・ 「s)を 求め る こ とに よb、 た とえ ば 地 下 鉄 建 設 な ど に よる交通 施 設
の 整備 条件 か らみ た都 心 地 域 の 今 後 の発 展 傾 向 を、 就 業人 口重 心 の移 動 の 面











通勤に関係す る都市交通施設の計画に際 しては、まず、 都心地域に澄 ける
将来の事業 所群 の規模 と構成 に もとず いて、通 勤交通需要 を予測 することが
前提 となる。
本章にお いては、 この観点か ら、企業、 とくにその中枢機能が都心地域 に
集積する実態の 現象的な観察 によつて、都 心の業務地 としての純粋化 ・高密
度 化がはげ し く進行する ことをのべ、今後に澄 いて もこの傾 向がつづ ぐと予
想され る ことを明 らかにした。
また、都心地域澄 よび都市近郊地域のそれぞれの地区相互の労働力人 口の
需給関係 に着 目し、そ の形成要因の うち、 と ぐに通 勤所要時分とそ の地区間
の労働力需給 の相互依存度 との関係 を表わす方法を考察 した。そ うして、 こ
れ を応用す る ことに より、通勤交通手段の改善 による通 勤交通構造の変化を
予測 しうる こと をのべた。
また、都 心地域の発展 の方向 と速度 を、通勤のための交 通手段 との 関連に
澄 いて考察 し、都市近郊 におけ る労働 力供給地域 と、都心の労働 力需要地域
を結 ぶ交通手段 の質的向上 効果に関して、2っ の方法論 を提案 した。 この方
法に より、 都市交通路線網 の整備 にと もな う業務地域 の就業人 口分 布の重心
位 置の移 動とい う形 で、都心地域の今後の発展 の方向 と速度 を巨視的に推定
しうる ことを明らかにした。
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す で にの べ た よ うに、 都 市vak・け る第2次 ・3次 産業 の就 業 構 造 は、住 居地
と就 業 地 の分 離 の 一 般的 傾 向 ∵を指 摘 する こ とが で き る。 この両地 区 を結
ぶ 通 勤交 通 需要 は 朝に は都 市近 郊 の住 居地 域 に澄 い て発 生 し、 主 と して 都 心
に 集 中す る事業 所 地 域 に求 心 的 に 吸収 さ れ る。 夕方 に は この交 通 需要 の方 向
は 全 く逆 に、 各近 郊 住 居地 域 に対 する 遠心 的 な流 動 となつ て、一 日を周 期 と
す る昼 夜 間 人 口差 をつ くり出 す役割 を果 し、 い わ ば都 市経 済 活 勤 の 原動 力 と
な つて い る とい う ことが で き る。
したが つ て、 都 市 通 勤 輸送 施 設 に 関す る計 画策 定の た めに は、 この交 通 需
要 の 発 生源 で ある近 郊 住 居地 域 と、 吸 収 源 で あ る都 心事 業 所地 域 のそ れ ぞ れ
にっ い て、 過 去 に澄 け る発展 過 程 の分 析 が まず 必要 で あ り、 これ に よつ ては
じめて 計 画 の基 礎的 デ ー タを得 る こ とが で きる。
この うち都心 地 域 の発 展 に 関 する 諸要 因 につ い て は 第3章 に す でに のべ た
の で、 本 章 に澄 い て は、 あ る 大都 市 に対 す る人 口集 中が 行 なわ れ た場合 、 そ
れ がそ れ ぞ れ の 近 郊 地域 別 に い かな る夜 間人 口分 布 の変 化 とな つ て あ らわ れ
るか とい う課 題につ い て 、 主 と して 都心 に対 す る通 勤 時 間距 離 との関 係か ら
分 析 する 。
一 般 に、 都布 に 対 する 新 たな 転入 入 口は、 その 都 市 近 郊 のそ れ ぞれ の 地 区
の 自然 的 ・社会 的 ・経 済 的 条件 を比 較 し、そ の うち 最 も有利 とす る地 区 に新
た に定 着 し、 そ の 地域 の 人 口増 加 の原 因 と なる。
た とえば 、 この よ うに して 任意 の 地 域 に新 た に居 住す る 転入 者 と、 同 じく
転 出者 の合 計 を知 れ ば、 一定 の期 間 内に詮 け る この 両者 の 差 に よつ て、 人 口
密度 分 布の 地 域 間 の均 衡 の変 化 を 明 らか にす る こ とが で きる。
現 在 の大 都 市 に つい て は 、 第2章 §2に の べ た よ うに新 たな 夜 間人 口の増
加 率 の 高 い地 域 は、 都心 か らよ り遠 くへ と拡 が り、近 郊 住宅 地 域 、 したが つ
て 都市 の外 縁部 は地理 的 に も著 じる し い勢 い で拡 大 しつ つ あ る。
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この現象を説明す るには、すで にのべた よ うに、い ぐつかの要因 を あげる
ことがで きるが、本 章において はそ の うち都心 に対する 時間距離に 関 して各
近郊地 域の発展 過程 の分析 を試み る ～二ととす る。
まず §2居 住人 口の時間距離的分布に関す る分析に誇いては 、過 去の実績
値 に もとず き、 都市 近郊 の各 ゾーン別人 口、人 口密度 と、 そ の各 ゾーンか ら
主都 心までの時間距 離診 よび経過年度 との 間の一 般的法則を見い 出す ことを
目的 とし、一つの都市の例 として東京通勤圏につい て これ らの数値を関数関
係に よって あらわす。
§3入 口密度 の増 加過程 に関する分析に於 いて は、それ ぞれの近郊 地域の
人 口密度 が増加 し、住居地域 として成長 してゆ く過程 を数式模型 として とら
え、それ ぞれ の地域 を主 として都 心に対する時間距離に関する 区別 によつて
比較 し、 今後の成長 を予測するための方法論を考察 する。
§4住 居地地価 の時間距離的分布に関す る分析 にお いては、それぞれの近
郊地 域の住 居地 としての地価の 推移 と時間距離 との関係 を 明らか にす る。 こ
のため、 まず実績値 に もとず く東 京通勤 圏内各地域 の住 居地 と しての平均的
地 価を都 心に対する時間距離澄 よび年度経過 の関数 として表わ し、地 価の一
般的な高騰過程を数式模型に よつて 説明する。 これに よつて 将来の地価の予
測値がえ られ、 これ がさらに一 つの制約条件 として人 口密度 分布に影響す る
そ の大 きさを予知 し うる ことをのべる。
§2居 住人 ロの時間距離的分布 に関す る分析
都市 における新たな増 加入 口は、近 郊地域それぞ れの 自然的条件 ・社会的
条件'経 済的条件 を総合 して 最も有利 と判断 した地 域に居住地 を選定す る')
近年 に澄いては、その うちの地 価の高騰が主な原 因となって、人 口増 加率の
大 き馳 域が より遠い郊外へ と拡勧 つつ ある ことはす でにのべ た と効 で
ある。
このよ うに都市近郊の人 口・入 口密度 の推移に大 きな影響を及ぼ して いる
地価につ いては §4に海 いて都心か らの時間距離お よび経過 年度 との関係 を
分析する こととし・ 本節に詮いては、 これ らの各条件に よる都市近 郊各地域
の人 口増加の メカニズムの解 明にさ きだって、雛 地 としてのすべての選定 条
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件 を総合 して増加入 口の定 着が行 なわれた結果、人 口と人 口密度が時 間距離
か らみて どの よ うな分布を示 して きたか について過 去の実績値 を分析 した。
すなわ ち・ このよ うに都市近郊地域の夜間入 ロ分 布とそ の推移 を、通勤 交通
手段 と関連づ けて分析す ることを 目的 とする場 合、 たとえ ばつ ぎの ような方
法が考え られ る。
(1)都市近郊各地域の 自然的条件 ・社会 的条件の相違に よる夜閻入 口 ・入 口
密度お よびそのそれぞれの増加率 を交 通手段 と関連づけて比較するために
は、 主要な交通路線の勢力圏に よつて都市近 郊を方面別に区分 し、 そのそ
れぞれの特性 を比較する。
(2)都市近 郊各地域か ら都心に対する時間距離に よつて近 郊地域を等聞隔の
ゾーンに分割 し、 この各 ゾーンの夜間入 口を単位 と して近 郊地域の人 口動
態を分析する。
この実験的な方法に よれば、 対象とする任意の都市 について近 郊地域 の発展
過程 の分析の 目的に即 した結果 が得 られる。すなわち任意の都市にっいて近
郊地域 の夜間人 口分布 とその推移を通 勤交通手段と関連づ けて分析する こと
に より・近郊地域の発展 に関する共通的要 素と各都市 ごとの特 性を見い 出す
ことが で きると考え られる。
本研究 では この実験的手法の一っの適用例 と して、時間距離のなるべ く大
きい範囲 に都市近 郊地域が拡がつて いることが望 ま しい点を考慮 して、東京
通勤圏(こ こでは東京駅を中心 とし、 ほぼ80分 で到達 し うる地域 とす る)
をとりあげ、その近郊地域の発展過程 を時間距離との関連にお いて分析す る
ため、 つ ぎの ように過去 のデータを収集 し集計 整理 した。5)
a)昭 和25、30、35、36、37年 の各年度Vatsける市区町丁の行政区画
の 面積 と夜間入 口
b)各 行 政区画の面積比に よつて按分されたそれぞれ の幾何駅 勢圏(第7章
§3参 照)内 の入 口 ・入 口密度
c)近 郊各駅か ら都 心に至るための各経路の うち最 も早い手段による所要時
分(第7章 §4参 照)
d)東 京通勤圏の近 郊地域 をそ の 自然的条件、過去における発 展の経過、隣
接都 市 とのi接触条件な どを勘案 して東郊 ・北 郊 ・西郊 ・南郊に分割する。
一65一
4-4
そ の 場合 、 第2章 § 、に の べ た よ うに都 市通 勤 輸 送 ・・占め る高 速 鉄 道 の 比 重
か らみて 表4.2-一・に 示 す各 放 射 状 鉄 道 路線 の 鵬 圏 を単 位 と して 集 計 す る・
表4-2-1調 査 対 象 鉄 道 路 線
方面別 国 鉄 私 鉄 地 下 鉄




山 手 環 状 線
中央 線(新 宿一東京)
丸 の 内 線
日 比 谷 線
東 総 武 線 京 成 上 野 線 都 営1号 線
郊 常 盤 線 京 成 千 葉 線
北
京 浜 東 北 線





中 央 線 西 武 池 袋 線 荻 窪 線
西 〃 新 宿 線
京王帝都 京 王 線
"井 の 頭 線
郊 小 田 急 小 田原線
東 急 玉 川 線
東 急 東 横 線
南 京 浜 東 北 線
〃 日 蒲 線
根 岸 線 "池 上 線
横 須 賀 線 "田 園都 市線
郊 東 海 道 線
京浜急行 本線
この よ うに して東 京近 郊 を4っ の 方 面別 と所 要 時 間 帯 に よつ て 分割 す る場
合、 そ の各 ゾー ンは 図4-2--1のよ うに な る。
とこ ろで 、東 京 通 勤 圏 内総 夜 尚 人 口は、 昭 和25年 度 に約498万 人 で あつ
た が、 昭 和37年 度 に は約793万 人 に 増 加 し、 しか もそ の増 加 率 は 年 々大 き
ぐなつ て、 東 京通 勤 圏 の入 口は 加 速 度 的 に増 大 を つ づ けて い る。
一66一
4-5



























しか し東 京近郊の各地域 に澄 いては、 都心に至 る所要 時分や方面別 に増加
傾 向に相違があ り、 過去にお け る この推移 を分析する こ とは近郊地域 の今後
の発展傾 向の予測のために基 礎的な示唆を与え る もの と考え られ る。
このため の分析を 目的 とし、 都市近 郊の発 展を以下 に凄 いて夜間入 口、 通
勤発生率、 入 口密度 のそ れぞれの面か らとりあげた。
〔1〕 ゾー ン別 夜 闘人 口
表4-2-1お ・よび 図4-2-1に 示す 方 面 別 、 都 心 ま で の 所要 時間 帯 別 に近
郊 各 ゾー ン の年 度 別 夜 聞人 口を 諸 種の 基 礎 資料6)7)8)によつて 集 計 し、 付表
4-2-1を え たo
この 付 表4-2-1に よる各 ゾ ー ンの 夜 同人 口の年 度 別 推移 を 図示 したの が
付 図4-2・一・1(1)k・よび(2)であ る。 ～二れ か らつ ぎの ～二とが わか る。
a)夜 間人 口の 絶 対 量か らみ て 、西 郊 ・南 郊が 大 き く、 そ れ に ぐらべ て東 郊・
北郊 が 小 さい。
b)東 京 駅ま で の所 要 時分 に よつ て 近郊 各 ゾ ーンを 区 別 す る と、 東 郊 以外 で
は20～30分 圏 は 山手 環 状線 内 の地 域 が含 まれ る ため 東 郊 だ け は異 なつ
た傾 向が あ らわれ る。
c)す な わ ち東 郊 だ け を 例外 と して30～40分 圏 に ピー クが あb 、 この ゾ
ー ンに夜 闘 人 口の集 中度 が 高い。
d)都 心 か らの距離 に よ る影 響 につ い て は、 ほ ぼ均 等 な 人 口増 加 傾 向 を 示 し
て い る。 しか し西 郊で は30～40分 圏の 入 口増 加 の停 滞 が 見 られ る とと
もに・40～50分 圏 が急 激 に増 大 しつ つ ある。
つ ぎにa)に のべ た よ うに夜 間人 口は西 郊 ・南 郊 に 大 き く、 東郊 ・北郊 が
小 さい こ とを 鉄道 網 の粗 密 と関 連 させ て 考 え る。
表4-2-1澄 よび 図4-2-1に 示 す4つ の 方 面別 のそ れ ぞ れ に つい て、 各
年度 別 の夜 闘入 口 と領域 内 の 放射 状鉄 道 路 線延 長 との 関係 を求 め 、 表4_2_
2を え た。
凌た これ を図示 す る と図4-2-2と な る。
この 図 か ら20～80分 の時 間 距 離 に あ る東 京 近 郊 では 、 放 射 状 鉄道 路線
延 長1㎞ 当た りの平 均 夜間 人 口は 、 昭 和25年 度 に 澄 い て約9.000Aで あつ
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80.0 85 10,625 119 14,875 1.40
西 郊 194.8 168 8,624 270 13,860 1.61
南 郊 177.0 172 9,717 262 14,802 1.52
計 560.1 505 9,015{793 14,158 1.57
た が 昭 和37年 度 に お い 図4-2-2
て 約14.000人 となb、
そ の値 は どの プ ロ ツ ク に
つ い て もほ ぼ 等 しい こ と8
が わ か る。
7
この よ うに 各 ゾー ンの 面
積 には ほ とん ど無 関係 に 、6
夜 間人 口、 さ らに は そ の 夜
5増 加人 口 もま た鉄 道延 長 間
にほぼ鯛 するとい う・ 合 ・SW
とは、 鉄 道 網 の 疎 な 中(
1003間
地 域 に はほ とん ど人 口 万
の集 積 が な く、 都 心 地 域 人2)
に対する流入手段 として
三
鉄 道 に 依 存 して い る比 重
が 著 じる し く大 きい こ と
を示 す もの と考 え られ る。
ま た各 ゾ ーンの 人 口増
東京近郊 鉄道延長 と夜間人 口
一〇123456
-+放 射状鉄道延長(100K)
加がほぼ鉄道路線延長 に比例 してい る ことか ら、東郊 ・北 郊が住宅地域 とし
ての発展が 遅れているのは、 都心に向 う放射状鉄道網がす くない ことが大 き
一69-一
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な理 由で ある と もいえ る。
したがつ て 、 高 速 鉄 道 が 都市 近 郊の 発 展 に 密 接 に関 連 して いる こ と・ 澄 よ
び 第2章 §4に の べ た よ うに、 都 市 にお け る 通 勤手 段 と して 高 速 鉄 道 がは な
は だ 大 きい役 割 を果 して い る こ とが 図4-2-2に よつて も裏 ず け られ た もの
と考 え る ことが で きる。












のそ れ ぞれ の値 を付 表4-2-1に も とず い て 集計 し、 付 表4-2--2をえ た。
この α1は 、 昭和25年 に対 す る 昭 和n年 の それ ぞ れ の ゾー ンiの 夜 間人
口増 加率 で あb、 付 図4-2-2に 知 い て 棒 グラ フで示 す。 折 線 グ ラフは 同 時
分 圏合 計 人 口の 昭和25年 に 対 す る 各年 度 の 人 口増 加 率 を 示 す。
したが つて 折 線 グ ラフ は同 時分 圏 に つい て 各方 面 と も共 通 で あ り、 棒 グ ラ
フと折 線 グ ラ フの差 は同 時 分 圏の 東 ・西 ・南 ・北 方 面別 の 発 展 過 程 の相 違 を
示 す。
この付 図4-2-2か ら、 た とえ ば つ ぎの こ とが わか る。
a)西 郊 は各 時分 圏 と も、 各 年度 と も平 均 伸 び 率 を上 回 つ てい る。
b)西 郊 につ い て は40分 を境 界 とし て各 年度 の 伸 び 率 に差 が ある。
以 内に は35年 度 以 降 や や停 滞 傾 向が み られ る。







50分 以 遠 ほ ど著 る し くはない 。
d)北 郊 の40分 圏以 遠 は 他 の 全域 に比 し伸 び率 がか なb下 回つ てい る。
e)南 郊 に つ い て は 各 時分 圏 と も、 各 年度 と もほ ぼ平 均 的 な傾 向に 近 いが 、
40～50分 圏 だ け は多 少低 い。 これ は入 口絶 対 数 の 大 きい 西 郊40～
50分 圏の 入 口増 加が 著 し く大 きか つ た こ とが原 因 で あ る。
つ ぎに式(4-2--2)に示す 罵 の 値 に よつ て、 同 じ方 面 に属 す る各 ゾー ン
の 人 口増 加率 を比 較 する ことが で きる。
す なわ ち式(4-2-2)に 示 す β:の 値 が1よb大 きい場 合 、 ゾー ンiの 人
口増 加率 は、 そ の ゾー ンiが 属 す る方 面 全体 の人 口増 加率 よb大 き く、1よ
り小 さ い ときは ゾー ン`の 人 口増 加率 はそ の属 す る方 面 全 体 の入 口増 加 率 よ
り小 さ い ことが わか る。
この 関係 を 図示 したの が付 図4-2-3で あb、 この 図 か らた とえ ばつ ぎの
ことが わか る。
a)ま ず 一 般 的傾 向 と して 伸 び率 の 高い の はつ ぎの ゾ ーンで あ る。
西 郊 →40分 以 遠
北 郊 一→30～40分 圏 のみ
東 郊 →50～70分 圏
b)南 郊 で は距 離 に よる差 が小 さ く、 平 均 的 な伸 び を示 すが、60分 闘以 遠
の 伸 び率 は や や低 い。
c)西 郊を年 度別 にみ る と、 昭和25年 か ら30年 ま で は20～30分 圏 も
な 澄 平均 以上 で あつ たが、35年 以 降 で は平 均 以 下 となb、 逆 に60分
圏 以 遠が 平均 以 上 に 転 じた。
d)西 郊 では40～50分 圏 の伸 び率 が最 も高 いが 、37年 にお いて は50
～60分 圏 に や や拡 がっ た傾 向 がみ られ る。
さ ら に 式(4--2-4)に 示 す δ1の 値 に よつ て 、 昭 和 π年 に お け る ゾ ー ンi
の 夜 間人 口の、 東 京 通 勤 圏全 域 の 夜 間人 口に しめ る 比率 が 、 昭和25年 の そ
れ の何 倍 に達 する か を知 る こ とがで きる。
す なわ ち この値 が1よb大 きい こ とは、 ゾー ンiの 夜 間 人 口が、 東 京通 勤
圏 全域 に対 して 昭和25年 よb比 重 を増 し た ことを 意 味 し、1よ9小 さい こ
とは この 逆 を 意 味 する 。
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付 図4--2-4はこれ を 図示 した もの で あb、 この 図か らた とえ ば つ ぎの こと
が わか る。
a)ま ず 夜 間 人 口の相 対 的 な 比 重 が、 昭 和25年 に くらべ て著 し く減少 した
のは 北 郊 の各 ゾー ンで あb、50分 圏以 遠 に 誇 い て と くに 目立 つて い る。
これ を年 度 別 にみ る と、 昭 和25年 か ら35年 に至 る期 間 に澄 け る これ
らの ゾ ー ンの 人 口増 加 が、 他 の ゾ ー ンに くらべ 相 対 的 に小 さか つ た こと
が顕 著 に 示 され て い る。
b)昭 和25年 以 降 にお い て 夜 聞人 口の相 対的 な比 重 を増 大 した の は西 郊 で
ある が、 そ の うち で も40～50分 圏 が と くに著 しい。 しか し40分 圏
以 内 で は む しろ逆 に比 重 の 減少 が 認 め られ る。
c)南 郊 に澄 い て は各 ゾー ンの 比 重 は 減少 したが 、 そ の 低 下 の 比 率 は60分
圏 ま では 小 さ く、 東 京 通 勤 圏 全 域 の平 均的 な人 口増 加 率 にほ ぼ 比 例 して
夜間 人 口が 増 加 した と いえ る。
d)東 郊 にお い て は50～70分 圏 が夜 間 人 口の 構 成 比 率 を増 大 させ たが、
これ は京 葉 工 業 地 帯の 造 成 に伴 な う千 葉 市 周 辺 へ の人 ロ集 中 を 示 す もの
と考 え られ る。
以上 の よ うに 夜間 人 口の構 成 比率 の変 化(δ 『)を 求 め、 これ を 付 図4-2
-4の よ うに 図示 す る ことに よb 、 都 市近 郊 の ゾー ン別人 口の 構成 変 化 を総
合 的 に把 握 す る ことが 可能 とな る。
〔2〕通 勤 発 生 率
昭 和 π年 にお け る ゾー ン 乞の夜 間人 口 ・通 勤発 生入 口をそ れ ぞれ 哲 、
P`と す る と き、
ん?ム(、 一、一、)
P7
の 鰐 を通 勤 発 生率 と称す る こと と し、 各 ゾー ンか ら都 心 に対 す る 時間 距 離
と ぢ との関係 を 求め る。
す な わ ち・ 東 京 近 郊各 駅 の通 勤定 期 発 売 枚 数 の過 去 の実 績値9)を もつ て 通
勤発 生人 口の 近 似 値 とみな し、 図4・一2--1に示 す 各 ゾー ンに っ い て、 まず
plを 付 表4--2・-3(1)のよ う に 集 計 し た')
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っ ぎに付 表4・-2-1k・よび 付表4-2-3(1)にもと ずい て通 勤発 生 率 樗 を
求 め、 付 表4-2-3(2)および付 図4-2-5を えた。
こ うして え られ た付 図4-2-5か ら、 た とえ ば一 般 に東 蜘 よび 南 郊 は夜
間 人 口当 た りの通 勤者 が 多 い こ とが わ か る。 これ は独 身者 の 比率 が 高 い こ と
や、 同 世帯 か らの 就業 者 が 多 い こ とに起 因 する もの と考 え られ る。
また 南郊50～60分 圏 の通 勤発 生 率 が は なは だ小 さ くあ らわれ て い る の
は、 通 勤発 生 人 口の 多 ぐが 横 浜 市に 吸収 され るが 、計 数 の基 礎 資料 とな つ た
通 勤 定 期 発売 枚 数 が、 東 京都 心 流 入 の もの のみ を 集 計 して い る ことな どが原
因 とい え る。
な凄 、 西 郊20～30分 圏が 昭 和37年 度 に急 増 した のは、 地 下 鉄 荻窪線
の完 成 に よb20～30分 圏 の範 囲 が拡 大 した影 響 と考え られ る。





を 求 め 、 そ れ ぞ れ 付 表4-2--3(3)およ び4-2-3(4)を え た 。
また こ うして え られ た η1を 図示す る と付 図4-2-6と な り・ 東 京通 勤 圏
全域の通勤発生率の標準値 を1と した場 合、それぞ れの ゾーン別 の通勤発 生
率 の相対的な大 きさを示す ことがで きる。
〔3〕人 口 密 度
す で に の べ た 〔1〕〔2〕vateいて は、 い ず れ も各 ゾー ンにお け る夜 間人 口、
通 勤 発 生 人 口の増 加過 程 を分 析 した もの で あ り、 した がつ て これ らの 値 には
各 ゾー ンの 面 積 の相 違 の 影響 が除 去 され て い な い。
都 市 近郊 の 発 展 を 計 量 的 に取 り扱 い、 峙 問 距 離 に よつ て 与え られ るそ れ ぞ
れ の ゾー ン ご とに将 来 の人 口分 布 を論 ず る場 合 に は、 過 去 の各年 度 にお け る
ゾー ン ご とに 入 口密度 の変 化 を 把握 す る 必要 が あ る。
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す で 隊 め た ・!(付 表 、一・一・参 照)絃 び ゾ ー ン別 醐47)・ ・xつ
て 昭和 。年 肋 け る ゾ.ンi。 人 。般4を 求 め討 表 ・一・一・を えた.5)
ま た これ を 図示 した の が付 図4-2-7(1)澄よび(2)である。
この 図 の4つ の方 面別 の うち、 東 郊に澄 いて は40～50分 圏 に千 葉市 が
あ るた め、 この時 分 圏に 人 口密度 の1つ の 山 が あ るが ・ そ の ほか では い ずれ
も遠 くな る に した がつ て ほ ぼ指 数 関 数 的 に 減 少 して い る。
す な わ ち通 勤 の 主 目的 地 が1っ の都 心 地 域 で あつ てそ れ以 外 に就 業 入 口の
大 きな需 要 地 域 が な く、 し か も 自然 的 条 件 が 均一 で あ る とい う都 市 近 郊地 域
に お いて は、 入 口密度 ρは 第5章 §1に の べ る よ うに都 心 ま で の 直線 距離x
に関 す るC.Clarkの式10)で は な ぐ都 心 に対 す る時 間 距 離 ごに、 よb大 き
く支配 され る1っ の モ デル と して、 つ ぎの指 数 関 数 を 仮 定で きる もの と考え
られ る。
ρ=オ ブ 診 (4-2-8)
こ こに オ.B:定 数
東京 の 西 郊全 域、 お よびそ の うちの西 武 新 宿 ・池 袋 の 両線 にっ い て・ 諸種
の基 礎 資料7)8)にもとず い て過 去 の 実績 値 か ら常数 オ,Bを 求 め る と表4--
2-3と な り、 この場 合 の 相 関係 数か らみ て、 いず れ もは なは だ 高 い相 関性
を もつ て い る ことが わ か る。



























さ らに ぐわ し く、 東 京 西 郊 の5本 の放 射 状 鉄 道 路線 の 各 沿線 人 口密 度 の 分
布 につい て、 定 数Bを 求 め、 この値 を各 年 度 別 に 図4-・2-3に示 した。
指数 関 数 の形 か ら容易 に わか る よ うに、 このBの 値 が 大 きい こ とは 時間 距
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離 彦の方 向 へ の人 口密度 の 低 減 が 急で ある ことを 意味 し、 そ の沿 線が 住 宅地
と して 比較 的 な澄 開発 の余 地 を残 して い る と も考え る こ とが で きる。
図4-2-3か らわか る よ うに、 中央 線 では 他 の線 に比較 して 各年 度 と もB
の値 が小 さ く、 したが つ て 人 口密 度 は 沿線 の 時 間距 離 方 向 に減 少 の程 度 が 小
さ い。 この こ とは乗 換 え に 要 する損 失 時分 を含 む都 心 まで の所 要 時分 は同 じ
で あつ て も、 中央 線 に よれ ば都 心 装 で 直 通 しうる た め に肉 体的 ・精 神的 負 担
が す くな い ことや、 定期 運 賃 の安 さ な どが他 の 路 線 に くらべて 有利 な ため 、
時間 距 離 の 遠 い地 域 まで 夜 間入 口の 集 積 が及 ん だ こ とを示 して い る。
また この図 か ら、Bの 値 が年 度 と と もに急 に減 少 して い る小 田急線 ・西 武
新宿 線 で は住 宅地 と して の 沿線 の開 発 が 時間 距 離 の遠 い ところ にま で 進展 し
て 、 住宅地 域 の い わ ゆ るス プ ロール 化 が 著 しい こ とを示 して い る とい え る。
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§5人 ロ密度の増加過 程に関す る分析
本節に齢 いて は都市近 郊のそれ ぞれ の ゾーンに澄 ける人 口密度の年度経過
に伴な う変化について考察する。
まず一般 に人 口密度の 増加過程 の分析 を 目的 とす る場合、数理的関数を用
いる解 析的平滑化 よ りも移 動平 均 などを用 いる補整法 の方 が、動態系列の発
展傾向を解 明す る よい方法で あるといえる。11)なぜな らば、発展 法則 を表わ
す関数の選択について 、あ らか じめ何 ら前 提を立て る ことを要請 され ること
な く、発展傾向を数式的模型 として解 釈する ことを強要 されず、また同一の
公式 を質的に異 なる時期 に適用する危険 を さけ うるか らであ る。
しか し半 面そ の数 理的取 り扱 いが非常に限 られ るとい う移動平均法な どの
補整法の欠点が あり、人 口分析や予測 のために は種 々の理 論式 ・経験 式が用
い られる。 ここでは通 常の入 口分析に際 し、最小 自乗法 を適用 して あてはめ
が行 なわれ る種 々の傾 向曲線 についてまず簡単に述べ る。12)
a)直 線 傾 向
比較的短期間の人 口増加、 ことに入 口移動 の影響を受ける ことが多い場
合に適用 され る。
b)2次 放物線傾向
天 災や戦争 などの影響 を受ける場合 をのぞ き、 入 口増 加傾 向 として2次
放 物線が適合 する ことは 比較的稀 である。
c)3次 曲線 傾 向
3次曲線が人 口増 加傾向 として もつ ともよ くあてはまる場合 は経験的に
非常に多 く、 わが国国勢調査 の報告 にも使われ ているき3)
d)指 数 曲 線 傾 向
人 口増加率が安定的な場合 に適当であるが、 実際人 口に澄い ては比較的
長期にわたつて この ような条件 を もつ ことは非常にす くない。 しか し指
数関数は・以下にの ぺる各種 の曲線傾 向の数理 的な基 礎 となつて いる。







⑳:経 過 時 間
1(,c,c:定数
を漸 近 増加 曲線(asymPtoticgrowthcurve)とし(うこ と もある。
この 式は の ちに のべ るGompertz曲線 の 両辺 の対 数 を とつ た場 合 の式
(4-3-5)と全 く同 じ形 で あb、 人 口 の大 きさが 上限 また は 下限 の1(に
漸 近 して ゆ く場 合 に 適 す る。
以上 の よ うに単 純 な数 式 模 型 に よる 曲線 傾 向の ほか
雛il鋼
こ こ にP二 人 口
謬:経 過 時 間
A.B,c,D:定 数
(4-3-2)
な どの 純 然 た る経 験 曲線 を あて は めて 良好 な適 合度 が え られ て い る場合 が あ
る。
以上 にの ぺ た 種 々の 傾 向 曲線 に 対 して 、 生 物学 的 理 論に もとず いて発 達 し
た成長 曲線14)(growthcurve)が 人 口増 加の 分 析 に適 用 さ れ る。 そ の
最 も重 要 な もの にGomperts曲線 とLogistic曲線 が あ る。 以 下そ の大 要
をの べ る.15)16)
a)Gompertz曲線
特 定 の条 件 の 下 に澄 いて 入 口増 加 に限 界点 が 考 え られ 、 これ らの 条件 に
対 し、 人 口増 加 に つれ て 人 口増 加 の傾 向 が減 少 してゆ くと想 定 され る場
合 に 用 い られ る もの で あ り、 そ の 曲線 の 方程 式 は
P一 勿 〆(4-3-3)
こ こにP:人 口
ω:経 過 時 問
k.9、 〇 二定 数
一一7'/一
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で示 さ れ る。




となb、3AV個 の 躍に 関 す る等 間隔 の 実 績値 に よつて 定 数o,0,Kを
求 め る こ とが で きる。
ま た このGompertz曲線 を修 正 したGompertz-Makeham曲 線
P=ksXgeX(4-3-6)
が あ るが、Gompertz曲線 よb計 算 が 複雑 で あb、 人 口増 加傾 向 と して
は経 験 的 にそ れ ほ ど効果 的 で あ る とは い え な い。
b)単 純Logistic曲 線
古 来 い くた の 生 物学 ・人 口学 者 に よつ て 導 か れ、17)生物学 的 人 口理 論 と
して 最 も重要 な傾 向 曲線 とい うこ とが で きる。 すな わ ち、 同一 条 件 の も
とに 訟 け る人 口増 加 の極 限Cを 想 定 し、 人 口増 加速 度 は極 限 に対 す る余
地(C-P)に 比 例 する と考 え る と
4P
CIx=bP(C-P)(4-3"一'7)




が え られ る。
以 上 は 人 口増 加 に 関 する 成 長 曲線 で あるが 、 これ が 成 立 す る ため の 前 提 条
件 は つ ぎの と澄 りで ある。18)19)
1)空 間 は有 限 で あ る こ と。
2)一 定 条 件 の 下vak・い ては 入 口増 加 の 最 大限 が ある こ と。
3)そ の 最小 限 は0で あ る こ と。
4)そ の増 加 は文 化 段 階 的 ある い は循 環 的 で あつ て、 循 環 は 累重 的 で あ る こ
と。
5)人 口増 加 の一 般 的 形 態 は・ 最 初 は 増 加 速度 が.上昇 す る が 、 つ い に最 大点
一78一
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に達 し、 以 後そ れ は漸 減 して人 口は特 定 の空 間 と文 化的 段 階 が期 定 す る
極限 に到 達 す る こと。
都 市 近郊 の各ヅ ー ンに澄 け る人 口密度 に 関 して も、 この 条件 は い ず れ も適合 ・
す る と考 え られ る の で、 こ こに のべ たLogistic曲線 の 理 論 に本 章 §2に
示 す基 礎 デ ー タを適 用 し、 以 下 にみ い て年 度経 過 に伴 な う人 口密度 の 変 化 に
関 する 分析 を 試 み る。
付 表4-2-4に 示 す 東京 近 郊 各 ゾー ン別 ノ＼口密度の うち西 郊 の各 ゾー ンに
関 して時 間 距 離 との関 係 を 付図4--2-7(1)に示 した が、 これ を 年度 経過 に 関
(2)
して 図示 し たの が 図4-3-1で ある。
こ の図 か,ら、 入 口密度 につ い て 成長 曲線 を考 え る と、 図4-3-2に 示 す モ
デル にお い て 、そ れ ぞ れ の ゾー ンは各 成 長 曲線 にお け るx・ニXlか らαv=X2
ま で の年 度 区 分に 対 応 す る成 長 過程 に あ る と仮 定す る こ とが で きる。
す な わ ち、 成長 の 初期 の 段階 に は下 に凸 の 曲線 で あ るが 、 中期 には 変 曲点
を経 て 上 に1凸の 曲線 に なb、 さ らに あ る一 定 の上 限 値 に漸 近す るLogistic
曲線 とな る。
す な わ ち、 ゾー ンiに 夢 け る飽 和人 口 密度 をCと す る と、Logistic曲線
は式(3-3-8)と 同 様 に
c(
4-3--9)ρ ε(即)= 一う蛋1十ae
こ こ に ρ`@):詔 年 度 に 澄 け る ゾ ー ン 乞の 入 口密 度
α,b,C:正 の 定 数
に よつ て 表 わ され る 。
したが つて、 過 去 に 診 け る人 口密度 の推移 に 関 する調 査 デ ー タを用 い、 最
小 自乗 法 をLogistic曲線 に適 用 して式(4--3-9)の定 数 α.b.Cを 求め、
将来 にお け る人 口密 度 を推定 す る こ とが で きる。
た だ し、 そ の場 合 に求め られ る ゾ ー ン別 の将 来 の人 口密 度は 、 現 在 の土地
利 用 条件 ・交 通条 件 。生活 環 境 条 件 な どの現 在 ま で の傾 向が 将来 も変 化 しな
い と仮定 した場合 の予 測 値 で ある。
人 口密度 の成 長 過 程 につ いて 過 去 の多 くの デ ー タが え られ る場 合 は・ ここ










































































































去 の デ ー タが わず か しか え られ な い場 合 に は、 そ の た めの計 算 の繁 雑 さに比
して 求 め られ る定 数 α,b,Cは そ の 信頼度 に乏 しい。 した がつ て、 わず か
な過去 の デ ー タに よつ て パ ラメ ー ターを 求 め るた め の近 似 的 推定 法 の方 が よ
り有 利 な場 合 が 多 い。
この 目的 の もと に、 す で にのべ た よ うに 現在 ま で の傾 向 が 将来 ま で続 ぐ と
仮定 す る場 合、 最 小 自乗 法 に よらず に飽 和人 口密度 を求 め るた め に は、G.U.
Yuleの3点 法15)の ほか に近 似 的方 法 が導 かれ て い る5)ので これ につ い て
説 明す る。
まず 、 式(4-3-9)の3っ の パ ラ メー タ α,b,Cを きめ るた め に、 ゾ～
ンiに っい て 任意 の3っ の年 度 に捨 け る人 口密度 の デ ー タす なわ ち年 度x、,
x2・Je3の人 口密度iOi(x1),tOi(x2)・tOi(x3)によつ て 連 立 方程 式 をた
て る。






















す なわ ち、 年 度 経 過 が 等 間隔 で あ る3う の年度 に つ い て そ れ ぞ れ の 人 口密
度 が与 え られ れ ば、 そ の3点 を満 足 す るLogistic曲線 の 飽 和入 口密 度 を式
(4-・3-12)によつて 求 め る こと がで き る。
い ま この式(4-3-12)に よ り試 算 す るた め、
a)対 象地 域1東 京 西 郊 の都 心 に 対 す る 時 闘 距 離20～30分 圏、30～
40分 圏 お よび 南 郊 の30～40分 圏
b)デ ー タの 年度:
(1)昭和25,30,35年 度
(2)昭和35,36,37年 度
の場 合 につ いて そ れ ぞれ の ゾー ンの飽 和 人 口密 度 を試算 す る と表4-
3-1(1)(2)がえ られ た。





ρ25 10,700 13,800 10,300
ρ30 13,400 18,400 12,500
島5 15,400 19,900 14,400
i/ρ25 適9.35×10 一57.25×10 9.71×1C戸
1/&o 一57.45×10 5.44×1σ 弓 8.00×1(r5


















ゾ ーン計算 値 S30～40 W20～30 W30～40
ρ35 15,400 19,900 14,400
ρ36 15,800 20,900 14,900
禽7 16,200 21,500 15,100
1/ρ35 6.51×1(戸 5.04×1σ 雨
一5
6。95×10

















分 子 一5-0 .05×10 一〇.13×1σ5 _5-0 .11×10
分 母 一〇.3×1(戸o _10-0 .6×10 一〇 .7×1(rlo
c 16,700 21,700 15,700
デ ー タの 年度 と して(1)'②の2種 類 に よb試 算 したCの 値 が 相 違 す る理 由
は、(1)の場 合 に は第2次 世 界大 戦 後 の経 済 復興 期 の特 異 な人 口増 加 の影 響 が
含 まれ て齢 り、 また、(2)の場 合 で は 年度 間 隔 が短 い こ とに よる推定 誤 差 が あ
る こ とな どが原 因 とな つ て い る と考 え られ る。
この結=果に よつ て 飽和 人 口密度 の 近 似 値 を推 定 す る と、 東 京 西 郊30～40
分 圏 の 飽和 人 口密度 は ほぼ2万 人/Km2程度 で あ る とい うことに なb、 この こ
とは20～30分 圏 の人 口密度 がす で に現 状 で、2万 入/Kr・2程度 で横 ば い状
態 で ある ことか ら考 えて 一 応 妥 当 な値 で ある と考 え られ る。
ま た こ こに 試算 した西 郊 の2っ の ゾー ンだけ で い え ぱ、30～40分 圏 の
飽 和人 口密度 は20～30分 圏 よb小 さ くなつ て お り、現 在、k・よび将 来 の
交 通施 設 の 整 備 条件 、 生 活 環境 施 設 の改 善条 件 な どに よつ て 制 約 され 、 各 ゾ
ー ンに より飽 和人 口密度 に 差を 生 じた もの と考 え られ る。
§4住 居地地価の時間距離的分布に関す る分析
ある近 郊地域 の入 口・人 口密度 の増加は 当然住宅 需要の増加、 したがつて
一85一
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地 価 の 高 騰 を 招 く大 きな原 因 とな るか ら、 都市 近 郊 の発 展 を考 え る場 合・ そ
れ を さま たげ よ うと する 制 約 条件 と して 作用 する 地 価 高 騰 の影 響 を 明 らかに
す る ことが 必 要 に な る。
ま た別 の 見方 か ら、 近郊 地 域 の地 価 は、 そ れぞ れ の地 域 の 住 居 地 と して の
価 値 の大 き さ(効 用)を 示 す 、っ の 、 ジヤ ー と考 え る こ とカ・で き る.21)22)す
な わ ち、 ある 地 域 の他 地 域 に対 す る 相 対的 な地 価 の変 動 要 因 の うちに は、 短
期 的 ・局部 的 な もの もあ るが、 一 般 に土 地 需要 の 大 勢 は 各 地 域 の 効 用 を反 映
し、 需要 と供 給 の 均 衡 の上 に、 合 理 的 な評 価 が 行 な わ れ る もの と考 え られ る。
鍍 言 す れ ば、 長 期 的 ・普 遍 的に み た地 価 は 郊外 各地 域 の 住 居 地 と して の 価値
に比 例 して い る とい え る。23>
一 般 に 近郊 住宅 地 域 の地 価 を 左 右 す る 要素 と して は
、 つ ぎの諸 条 件 を あげ




気 候 ・風 土 ・景 勝 ・自然 災害 そ の 他
都 心 に 対 す る 時聞 距 離 ・運 賃 ・混雑渡.
乗 換 回 数 ・そ の他
上 下 水 道 ・ガ ス ・道 路 ・そ の他
学 校 ・商 店 街 ・公 園 ・公害 ・そ の 他
この うち住 宅 地 と して の 地 価 を支 配 す る 比 重 は、 住 宅公 団 の調査 に よれ ば、
自然 的条 件15・3%・ 交 通 条件62.0%・ そ の他22 .7%と い う結 果 が得 ら
れ て籾 ・24)交通 条 件 の 占め る雌 が圧 倒 敵 大 額 と嫉 る.25)
そ こで本 研 究 に診 いて は交 通 条 件 の み に着 目す る こと と し、 そ の うちで も
と くに都 心 に 対 す る時 間距 碓 と地 価 と の 関係 、 詮 よぴ そ の 年度 別 推 移 につ い
て 分 析 す る こ とに よ り・東 京 近 郊の発 展 過 程 の 予 測 に 関 す る理 論 の た めの基
礎 的 資料 がえ られ る もの と考 え られ る。
ま ず東 京 近 郊 鯛 別地 価 の 調 鹸 料26,27)28)から醐 鯛 別ifefdiの加 重平
均 値 を駿 別 鵬 出 し・ この値 か ら一 槻 して 中央 線 沿 線 の 各 鵬 鵬 呼 均
地 価 の 推移 を付 図4-4-1に 示 す。

















この 図か ら、 地 価は 所 要 時分 の増 加 につ れ て 指数 関 数 的 に減 少 し、 ま た年
度 と と もに 距 離 にか か わ らず、 ほ ぼ一 定 の 高騰 傾 向 を示 した こ とが推 定 され
る。
そ こで、 昭 和 α・年 に お け る時 問 距 離が 云で ある駅勢 圏 の平 均地 価C`(X)
を次 式 で あ らわ す もの とする。
c、(・v)=c(x)・""・t
O
こ こにCo(x),αxはx年 に澄 け る定 数
あ るい は西 郊 の各 駅 の時 間 距離 は いず れ も20分 以上 で ある か ら
C、(`v)-C、 。@)・ 一a・〈t"20)
こ こ にC、 。@)=C。@)・-20αx
と表 わ す こ と もで き る 。
(4-4-1)
(4-4-2)
中央 線 につ い て、 最 小 自乗 法 を適 用 してc,。@)誇 よびa。 を 求 め る と表
4-4・-1(1)とな り、C20@)は 年 とと もに増 大 して い る。axに つ い て も昭
和36年 度 の調査 サ ン プルか らえ られ る数値 以外 につ い て は やは9増 加傾 向
が認 め られ る。
この こ とは 、 都 心 に対 す る時 間距 離
表4・-4・-1(1)地価 指 数 関数 の定 数
が20分 で あ る沿 線地 域 の 住 宅地 と し
て の 平均 地 価 が 年 と と もに大 き くなつ
て い る こ と とと もに、 時 聞 距 離方 向 へ
の低 減 率 が年 と と もに小 さ くな りつ つ
あ る こ とを示 してい る。
同 様 に東京 西 郊の小 田急 ・京王 ・西
武新 宿.西 武池 袋 の各 路線 に式(4-4
-2)を あて はめ て定 数C20(x),αx
を求 め、 表4-4-1(2)をえ た。 この 表
4-4-1(1)および(2)の値 を式(4-4-2)に 代 入 して 、各 沿 線 の地 価 を年 度 別
に半 対数 方 眼 紙 に 図示 すれ ば付 図4-4-3と な る。











表4--4--1②地 価 指 数関 数 の 定 数
無
年風
小 田,急 線 京 王 線 中 央 線 西武新宿線
一
西武池袋線















時 間 距 離 方 向へ の減 少 傾 向を 知 る ことが で き る。 す な わ ち、 年度 に よ る α
の変 イヒを各 路waSUtrc図示 す る と付 図4-4-4と な り
.一 般 に昭 和36顯 に
axの 働 ∫ノj'さくなb・ 昭 和37年 ・昭 和38年 に 再 び 増 大傾 向が 見 ら泌
。
これ は醐 騨 方 向へ の地 価 の相 対 的 な変 化 が 昭 和36年 数 小 さ ぐ劾
、
そ の後再 び 増 大 す る傾 向 を 示 した こと を意 味 して い る
。
ま た・ 表4-4-1(1)・(2)からさ らに 時 間 距 離20分 の地 点vatoける昭 和 x
年 の平 均 地 価c・・(x)が洛 路繍 線 と も鞭 の 経 過 につ れ て 著 し ぐ増 加 し
つ つ ある こ とがわ か る。
そ の関 係 を半 対 数 方 眼 紙上 に 図示 す る と、 付 図4+5と なb、 この 駒 、
らc・・(x)移 礪 して 融 関 数 で あ らわ し うる ・と 勘 か る
。
た とえ ば 中央 線 に ついて は
C20(x)=9 .753>く10-4《30'3235x
となる。
c20(E17)を変 化させ る鑛 は吻 鯖 数
の変 化や辻 地霰 と供給 のバラ
ンスの変 化な どの経醇 象であ り凍 京近郊
の場飲 は譲 ら嫉 土地 の供
給 に対 して饒 地 融 鰭 し く蜘 ため
、表 ・一・一・(・).倣示すよ うに
c・ (・・)の値が急激に増 大 した といえ る
。
各識 線 沿線の地鰍 今後に撫 て ももし
式(・+、)の 高騰傾 向を




る αx,C20(X)の値 を用 いて 任 意 の 時聞 距離 の 土 地 の、 任 意 の 将来 時 点 の
地価 を予 測す る こと がで き る とい い うる。
これ に よつて え られ る将 来 ゐ地 価 の分 布 は 居 住入 口増 加 を制約 す る 大 きな
要 素 と な る と考 え られ 、 これ を勘案 して将来 の都 市近 郊 地 域 の人 口密 度 分 布
を 予 測す る た め の基礎 的 な 指標 を与 え る ことが で きる。
§5結 語
近 年 に澄 い て.大 都 市 の 新 た な夜 間 人 口増 加 率 の高 い地 域 は 都心 か ら より
遠 くへ と拡 が り、 都 市外 縁 部 の 住居 地域 は著 しい勢 い で拡 大 しつつ あ る。 同
時 に この住 居地 域 の 遠 隔化 は都 心事業 所地 域 に対 す る求 心的 な通 勤交 通 流 の
増 大 に 拍車 をか けてい る。
本 章 に澄 い て は都 市 近郊 地 域 に分 け る この 現 象の メ カニ ズ ム を解 明す る こ
とを 目的 とし、 近 郊地域 の人 口分 布 の 構成 変 化 を把 握 す る ため、 各 ゾー ンか
ら都 心 事業 所地 域 に到 達す る ため の通 勤所 要 時分(す な わ ち都心 に対 す る時 『
間距 離)と 各地 域 の人 口 ・人 口密度 との 関係 を分 析す る 手 法 を提案 した。 こ
れ に よつ て、1っ の都市 に語 け る人 口分 布 の構 成 変 化、 さ らに は都 市 域 の ひ
ろが りの 方 向 とテ ン ポを 巨視 的 ・総 合 的 に論 ず る ことが 可能 とな る と考 え る。
っ ぎに1っ の都 市 の 例 と して 、こ の方 法 を東 京 通 勤 圏 の各 ゾー ンの 人 口に
関す る 実 績値 に適 用 し、 ま ず 近 郊地 域 の入 口配置 が、 都 心 流 入 の た めの 交通
手 段 、 と くに鉄 道 路 線網 の 疎 密 に よつて 大 き く支配 され る こと を明 らか に し
た。 また 、 時 間距 離 に よっ て分 割 され た各 ゾーンに つい て本 章 に示 した入 口
に 関 する 種 々の指 標 を比 較 する こ とに よ り、 都 市 夜 間人 口の構 成変 化 を 巨視
的 に論 じ うる ことを のべ た。 さ らに東 京 近 郊にお い て人 口密 度 は都 心 に対 す
る時 間 距離 に関 す る 指数 関数 に よつ て表 わ し うる こと を 明 らか に した。 この
人 口密度 の 指数 関 数は、 た とえ ば 第5章 に訟 いて 交 通 路線 の勢 力 圏入 口 の予
測 に応 用 され る よ うに、 都市 近 郊に澄 け るさ ま ざ まの 人 口分 析 の ため の基 礎
的 な 数式 模 型 で あ る とい う ことが で きる。
また、 人 口密度 の増 加 過程 に成長 曲線 を あて は め る ことに よ り、 都 市 近 郊
各 地 域の 将来 の 飽和 入 口を 予測 し うる こ とをの べ、 これ に よつ て土 地 利 用計




さ らに、 都市近郊の入 口分布の因 とな り果 となつて密接 な関係 を有す る地
価について も、時間距離に関する分析 を行 なつた。 す なわ ち、東 京通勤圏に
お・いては、近 郊地域の地価 もまた入 口密度分 布と同様 に、時間距離に関する
指数関 数によつて表 わ され る ことを明 らかに し、 これに よつて東 京近 郊にお
ける将来の発展傾向を予測 する ための基礎 的資料がえ られた。
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都市 問題の根本的な解決のた めには、総合的 な再開発計画を通 じて 都市構
造を望ま しい姿 に誘導す るとい う施策が 必要であ る。
本章ではそのための基礎的な分析を 目的 として、大都市近郊 の発展 と交通
の関係 を明らかにす るため、人 口 ・人 口密度 と都心への時間距離 との関係 に
っいて考察 し、都市交通手段(と くに高速鉄道網)の 整備条件が今後の近郊
地域の人 口 ・人 口密度 に及ぼす影響、 な らびに各交通路線 の将来の交通需要
を推計 するための手法についてのべる。
まず大都市に対する人 口集中を都市圏 内でみると、 夜間人 口増 加の分布は、
第2章 §2で のぺたよ うに、 都心か らの距離に よって大 きな相違があb、 大
都市近郊の主 として住 宅地需要の増大に基因する地価の高騰に よつて、 新た
な人 口は都市周辺部お よび外縁部に集積 して人 口増加率の大 きい地域が遠隔
化 してい く傾向が認め られる。
一方 都心地域では、第3章 §2に のべた ように、昼間就業人 口がますます
増大 し、都市近 郊住宅地域 と都 心事業所地域を結ぶ一方 向性の通勤交通需要
を増加させ る。
この ように大都 市の通 勤交通 に果 してい る交通機 関の役割 は、反面、近 郊地
域の夜間入 口を放射状交通路線沿線に集積させ る結 果とな り、各地域か ら都
心に至 る所要時分(す なわち都心 に対する各地域の時間距離)が 夜間人 口、
さ らにはその増加人 口を も支配する大きな要素 となつてい る。
この よ うに都市近郊の 住宅地は、都心に対する直線距離、あるいは経路延
長距誰ではな く、 時間距離 に大 き く影響されてい る。
この点に着 目し、 本章では放射状交逸路線網 を有する場合の モデルにっい
て各路線沿線人 口と都 心への時間距離 との関係 か ら、交通 路線の速度 向上が
行な われ、 または新路 線が開通 した場合の勢力圏人 口の変化、ひいて は各路
綜 っ輸送需髪の変化を予測する一方法 を明らかに した」)
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まず、 §2時 間距離 と人 口密度 分 布の数式模型にお いては.都 市近 郊の入
口密度が時間距離 に関 して指数関数 的に減 少している ことをのぺる。 つぎに
この関数 関 係 を 応用 して、 §3交 通路線が都心 に集 中する場合、 §4交通
路 線が中間で分岐する場合、 §5相 互接続点 を有 しない路線 の場合のそれぞ
れ について、各交通 路線勢力圏内人 口を求め る式を導いた。
さらにこれ を利用 し、 §6に 澄 いては、 いずれかの路線の 他の路線に対す
る相対的な速度 向上、または新踏線の 開通 が行なわれ た場合、それ が誘因 と
考え られ る沿線入 口の今後の変化 を予測する方法をのべ、 §7にお いては こ
の手 法を東京西 郊の鉄道路線網に適用 し9三 の仮定の もとに将来の勢力圏
人 口を試算 した。
§2時 間距離 と人 ロ密度分布 の数式模型
本 節に澄 いて は、 都 市 近 郊 の人 口密度 が都 心 に対 す る 時 間 距 離 に関 して 指
数 関数 的 に 減 小 して い る こ とをの べ る が、 そ れ に さ きだっ て 時間 距 離 で はな
く、 平 面 的 な 直線 距 離 との 関係 につ い て 分 析 したC.Clarkの研 究4)5)にっ
い て の べ る ∫ノ7)
C・Clarkは世 界 のほ とん どす べて の都 市 に つ いて 、 時 代 の いか ん を問 わ
ず、 都 心か らの 距 離 が遠 くな る につ れ て 人 口密度 が 低 下 す る こ とを 見 い 出 し
た。 そ の 関係 は 指数 関 数 で あ つて 、人 口密度 を ρ、 都 心 か らの直 線 距 離を の
とす れ ば
rbxρ =Ae (5-2-1)
で 表 わ され る。 こ こに 定数 オはx=0す な わ ち都 心 に 海 け る理 論 上 の 人 口密
度 で あ る。bは 都 市 に よb、 ま た 時 代 に よつ て 相 違 する が、 第4章 §2に の
べ た よ うに・ 都 心か ら離 れ るにつ れ て 人 口 密度 がい か に低 減 して ゆ ぐか を示
す定 数 で あb・ このbを 決 定 す る要 因 と して 、C.Clarkは 交 通 機 関 の整備
条 件 が 最 も大 きい 影 響 を もつ と して 重 要視 す ぺ き こと をの べ て い る。 そ うし
て ・ 表5-2-1に 示 す計53の 世 界 の 大 都 市C(つい て 定 数 ・4とbを 計算 し、
都 市 の近 代化 が 進 む に つ れ て 一一般 に定 数bの 値 が 表5-2-2の よ うに 小 さ ぐ
な る傾 向 を 指摘 して い る.5)
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オ セ ア ニ ア 6
イ ギ リ ス 6
●




ロ ン ド ン 1.26(1801)0.20(1951)
シ カ ゴ 0.60(1880>.18(1950)
ニ ユ ー ヨ ー ク 一 0,17(〃)
名 古 屋 一 0.44(〃)
岡L1」 『 2.12(〃)
大 阪 一 0.20(")
東 京 『 0.21(")
図5-2-1都 市 域 の モ デ ル
さ らに この関 係 を応 用 し、 都 市 の総 人 口P
を求 め る式 が提 案 され て い る5)ので簡 単 に 説
明す る。
図5-2-1は 都 心地 域 を 中心 と して 円形 に 拡
が つ た都 市 のモ デル を示 す。 半 径 諾お よび
(ca十ax)の2っ の同 心 円に は さ まれ た 面
積 を43と し、そ の居 住 人 口を4Pと す れ ば
翻=ρ(卿)伽
als=π(x+ax)2-・ π〆 ÷2πxa・c
ま た 式(5-2-1)か ら
ρ(x+dx)=Ae-b(x+dx)
Taylor展 開 して
ε一う(多+血)=召 一ゐπ一 去 ビ 飲 面+・ …一
したが つ て
CIP-A(・ ・x・-bXCI・e-・ ・xie-bxalx・+・ 一 ・一)













P-・ ・A〔 一去、e　 〕τ ・Ab'`' (5-2-3)
この式 は都 市 人 口の 郊外 化(suburbanization)の問題 に適 用 され る
が、 現 実 の 都市 人 口に くらべ て 過 大な 値 を与 え る可 能 性 が あ る点 が 指摘 され
て い る')その理 由 の1っ は 式(5-2-1)に お け る都 心 の人 口密度Aは 、 実 際
の 都 心 にお け る人 口密 度 よb大 で あ る こ とが 多 い点 で あb、 第2に は都 市の
発 達 は 図5-2-1に 示 す よ うに各 方 向 に一 様 で は な く、 山 や川 の地 形 が部 分
的 に そ の 発 達を さ ま たげ てい る か らで あ る。
本 章 §3以 下 にお い て は、 こ こに のべ た よ うに、 あ る 領域 に 対 して 人 口密
度 ρを 積分 す る こと に よつ て 領 域 内人 口を 求 め る考 え 方 を応 用 す る。 ただ し
都 心 に 対す る直 線 距 離 で は な く都 心 に 対 す る 時 間 距離 に よつ て表 わ され る人
口 密度 分 布 の 指 数 関 数 を 適 用 す る と と もに 、 都 市の 全域 の場 合 の上 にの べた
2っ の欠 陥 を 除 去 して 放射 状交 通 路 線 の 勢 力 圏人 口を 求め る方 法論 を展 開す
る。
一 般 に都 市 近 郊の任 意 の 地 区 か ら1っ の 目的 地 に通 勤 す る場 合 、 の ちに第
7章 §1に の べ る よ うに、 そ れ ぞれ の ル ー トの 輸送 条件 を考 慮 し、 そ の うち
最 も有利 と判 断す る ル ー トがそ れ ぞ れ の通 勤 者 に よつ て 選 ば れ る。8)9)しか し、
こ の うち所 要 畔分 の 影響 の 此重 が 大 き く、 都市 近郊 の人 口密度 は 第4章 §2
で 明 らか に した よ うに、 一 般 に都 心に 対 する 時闘 距離 に関 して 指 数関 数 的 に
滅小 して い る 。
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そ こで式(5-2-1)の 代 わ りに 人 口密度 ρを 時 間距 離6の 関 数 と し、
_Bt
ρ(t)=Ae
こ こに ご:都 心 に 対す る時 間距 離
ρ(の:時 間 距 離 が 孝で ある近郊 地 区 の人 口密度
A,B:定 数
(5-2-4)
とお く。 一 例 と して、 東 京 西郊 の西 武池袋 線 、 同 じ く新 宿 線 ・国鉄 中央線 ・
小 田急 線 ・京 王 線 の 沿線 につい て、 そ の近 郊各 駅 か ら東 京 駅 に対 す る時間 距
離10分 ご との プ ロ ツクを単位 と して、 そ の そ れぞ れ の 入 口密度 の過 去 の推
移 か ら定数A,β 澄 よび標 本 相関 係 数 γを求め る と、 表5-2-3の よ うに な
り、 各 年度 と も時間 距離 に 対 して は なは だ 高 い相 関性 を もつてい る こ とが わ
か る。
そ こで、 以 下本 文 で は都 市 近 郊にお け る入 口 密度 分 布 の マク ロ的 な 把握 を
主 眼 と し、 駅 勢圏 の形 成 に関す る 諸 条件 の うち最 も大 き く影 響 す る 時間 距 離
の み を と りあ げ る こ と と して 、 つ ぎのそ れぞ れ の 場合 の放 射 状都 市 鉄 道 路 線
の勢 力圏人 口を 求 め る。
表5-2-3入 口密度 指数 関数 の定 数
年 度 浸 B 相関係数
昭25 75,736 0.06585 一 〇.97078
30 107,918 0.06839 一〇.98105
35 116,520 0.06516 一〇 .98657
一
36 121,590 0.06493 一 〇.98795
一
37 121,845 0.06392 一〇 .98808
§ ろ 交 通 路 線 が都 心 に集 中 す る場合
図5-3-1に 示 す モ デル に澄 い て 、 極座 標 上 の位 置(T,θ)に あ る住 居
地Aか ら目的 地0に 通 勤 する 場 合 、 放 射 状交 通 路 線Rま たはRノ を利 用す る
場合 のそ れ ぞ れ の 時間 距 離 渉、 が を 次 式 と仮 定 する 。
一97一
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交 通 路 線R,R!の そ れ ぞれ の平 均 表 定 速度
住 居地Aか ら路 線R,Rノ に 到 る そ れ ぞ れ の平 均速
時 間 距 離iからみ た 路 線R・R'の 勢 力 圏 の 境 界 線 が 路 線Rと な す 角 θBは
t=が と於 い て つ ぎの よ うに 求 め られ る。
v_v!θouu/e
B=(副+7)。+。'(・+・)
レ、'まV!=hvV・Uノ=h uUと お・く と
θ・ 毒 歳(11-1)+θ 。}(・ 一・一・)
昌"
す な わ ち・0・ の 角度 を な す2っ の交 通 路 線 にっ い て、 速度 比kv=vl/v・
死=ガ/払 お よび%/η に よつ て 等 時 閥 距 離 線 す な わ ち 勢 力圏 の 境 界 を知
る こ と が で き る 。
一98一
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同 様 に、v"/v,u't/uがわか れ ば 図5-3-1に み け る交 通 路 線RとR"
の間 の境 界 角度 θみ を も知 る こと が で きる。
まず 図5-3-2に 示 す よ うに、 都 心 か ら放 射 状 に伸 び てい る交 通 路線 の う
ち・ 路線Rの 勢 力圏 の 境 界 線が 路線Rめ 側 に、 θBの 角度 をな してい る もの
とする。
この 勢 力 圏 内の 任 意 の 微小 面 積d3は 図5-3-2に お い て
c}ls=γ(孟θ4γ











都 心0か らの直 線 距 離 がr・か ら γ2まで の 区 間 の夜 間人 口Pri～r2は









。、一。。〆 睾{κ(e-e「 ・-e-BT・)一(ビe「 ・2-〆 τ・・)}
(5--3-7)
こ こ にT、,T2,To、,To2は 図5-3-2に お・け るA,D,B,Cの そ れ
ぞ れ の 地 点 の 都 心 に 対 す る 時 間 距 離 で あ る 。 同 様 に 、 図5-3-2に お け る路
線R"側 の 勢 力 圏 に つ い て も式(5-3-6)・(5-3-7)に よつ てPr 、～r2・
PT
。、～T。、・を も と め る こ と が で き・ これ とRノ 側 との 合 計 が 路 線Rの 勢 力 圏
内 人 口 と な る。
§4交 通 路線 が 中 間で 分 岐 す る場合
さ きの モ デル にお い て は・ 都 心 か ら放 射 状 に のび る交 通 路 線 網に つ い て 考
え た。 しか し・ た とえ ば 高速 鉄 道路 線 に つい て考 え る と、 都 心 ま で乗 り入れ
ず 環 伏碧 上 に 終 端 沢を もつ もの も多 く、 ま た一 般に は路 線 が都 心 に 近 ず くに
つ れ て 震 形が轡 曲 し・ 勢 力圏の 両側 の 境 界 隷 の交 点vlと 実 際 の 都 心0と が
一IOC・一
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一 致 しな い 。






しか し沿 線地 域 の 人 口密 度 分 布 はす で にの べ た よ うに、 都 心 か らの時 間距
離 に も とず いて 形 成 され る と考 え られ る。 そ こで この場 合 に対 しては 図5-4
-・1のモ デル の よ うに、0ノ を原 点 とす る極 座標(γ ノ.θ)を とれ ば、 境 界
角度 θBは §3と 同様 に式(5-4-1)に よつ て 求め られ る。
θ。一(v一 が θo
ηが 十 ω!)・ 鑑,(・ 一・一・)
この θBに よb、ABCDの 地 域 内 の 人 口Pr、～r2は 〆/v=ti,γu/v
=toと す れ ば
脇 一親 ㌦ 粥 〆)・聯 ・・(・ 一・一・)
イ か ε』幌 ・禦)・・姻 〆
一 望6-・ 夢{κ(・ 一・(}・嚢)ろ 一・一・(1・雲)弓)
一(_Brる_Br～ev-ev)}(・ 一・一・)
こ こに K= u十vθB
一101一
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ま た 式(5-3-7)と 同 様 に
P。
。、..To,一肇 ビ8㌔ 〔κ{e'B(T・'一`・Lビ 叩1一`0)}
一{¢-8(T・2-`・)一 ε一B(T・・-t・)}〕 (5-4-4)
こ こに
to=ヱ⊃ ……0か ら0ノま での 時 間 距 離
、一。、_Lt+t。_・ か らBaで の 嘲 騨
T。2_並+・ 。…… ・か らCま で の 醐 醗
γ塩 γ塩θ。
十to"…0か らBを 経 て ・4まで の 時 間 距 離T1=一十む%
γる γ灸 θ。
十to… …0か らCを 経 てDま で の 時 間 距 離T2= 十vz6
式(5-3-6・7)と 同 様 に 、 式(5--4--3・4)に よb相 対 的 な 速 度 変 化 が
勢 力 圏 人 口に 及 ぼ す 影 響 を 求 め る こ と が で き る。
な お 式(5-4-3)に 澄 い てro=0,γ 生=Tl,脆=T2と お い て 式(5
-3-6)が え られ 、 ま た 式(5-4-4)に 澄 い てto=0で は 式(5-3-7)が
え られ る。
§5相 互接 続 点 を有 しな い 路線 の 場合
た とえ ば 都 市 にお け る 高速 鉄 道 路 線 が都 心 まで 乗 り入 れ ず 環 状 線上 に終端
駅を もつ 場合 には 、 乗 換え を要 す る た め、 都 心 に 直 通 す る路 線 に くらべ て通
常 所 要 時分 に 大 きな差 を生 ず る こ ととな る。 す なわ ち 図5-5-1に 澄 い て、
路 線R!はSR!駅 が 終端 駅 となつ て い るた め、 このSRノ 駅到 着 の の ちに都心
0に 到 着す る には 乗換 え を含 めて か なbの 時分 を要 す る が、 路 線RはSR駅
を経 由 して都 心0に 直通 で き る とすれ ば 、SR駅 か ら都 心0ま で の 所要 時 分
は 当 然小 さ くな る。
任 意 の居 住 地A{0ノ を原 点 と して(r,0・)}か ら都 心0に 通 勤 する 場合、
-102一
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放射 状交 通 路線R、 ま た はR'を 利 用 す る場 合 のそ れ ぞ れ の 所 要 時分t、tt
は、 式(5--4-1)と同様 に 次式 とな る。
:1言ご{尊二θ■ (5-5-1)




こ こ に θ.v,v「,u.ulは 式(5-3-2)と 同 じで あ る。tR.tR/は 都 心
0か らそ れ ぞ れSR・SRtま で づ 時 間 距 離 、 γoR,roRノは0ノ か らそ れ ぞ れ
SR,SRノ ま で の 直 線 距 離 で あ る 。
こ の 場 合 ・ 時 間 距 離 か らみ た 両 路 線 の 勢 力 圏 の 境 界 が 路 線Rと な す 角 θB,
を 求 め る た め 、t=tlと お い て






































こ こに α はuとOo.bは(tRt-tR)ど γoに 関 す る 項 で あb、 い ず れ
も"・ 〆 に よ つ て 変 化 す る 。 こ の γ と θの 関 係 を わ か りや す ぐす る た め 、
式(5-5-3)に 券 い て さ ら にv=vlと 寿 ぐ と
θ・・一 券(… 一・・)+争
と な つ て 、 図5-5-2の よ
うに、 時 間距 離 の 境 界点 は
γが 。。で はOo/2に 近 ぐな
るが、 小 さ くな る につ れ て 、
tRノーtRの影 響が 大 き くあ
らわれ る よ うに変 化 す る こ
とが わか る。
さて 式(5-5-3)の 場 合
に つい て 、 図5-5-3に 示
す 路 線Rと 路 線R'の 交 点
0!か らの距 離 が γ、か ら









トγ2ま での沿線入 口は・同様 に次式に よつて求め られ る。 すなわち都心0か
ら け ・の に位置 する 卵 までの 路線 靴 よる所要時分 姻
γθr-Tut=tR十 十 一
〃 衡
で畝 蠣 力圏 は θが ・に よつて・ ・か ら姜(ゐα十 一γ)嬢 化し、 勲
「 は γ1か らr2ま で で あ る か ら
㌃イ ≠ 吻 ・一聯 手 ・望)・一(、 一、一,)
一104一
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To、,T。、:都 心0か らSRを 経 て、01か らの 距 離 がそ れ ぞ れ 「・・「2
で ある地 点 まで の 実 際 の 時 間 距離
T6,,T6、:0ノ か ら速 度 ηに よつて0ノ か らの 距離 がそ れ ぞ れrl・T2
で ある地 点 ま での 架 空 の 時 閲 距離
1。:0→5R間 の 実際 の 時間距 離tRか ら・0ノ →SR間 の 架 空 時聞距
一離 ち を減 じた もの
ま た 式 中の 乃は 時間 距雄 に よ り
ゐ=(tR-'絵)一(6も 一to)
に よつ て表 わ す こと もで きる。 こ こにtkは0→S灸 問 の 実際 の 時間距 離、
垢 は速 度 が に よる01→5灸 間 の 架 空 の 時 間距 離 で あ る。
§6路 線 沿線 人 口増 加 の 予 測
以 上 にの べ た 式(5-3--6),(5-3-7),(5-4-3),(5-4-4),お
よび(5-5-6),(5-5-7)・ を もちい て 、 鉄 道 路 線、 パ ス 路線 の 速度 が相
対 的 に変化 す る場 合 の各 路 線 勢 力圏 人 口の変 化 を予 測 す る こ とが で きる。 た
とえ ば、 放射 状路 線が 都 心 に集 中す る場 合 の モ デル にっ い て、 図5・一3・-1va
訟 け る路 線Rの 速 度VがvXに 増 加 す る場 合 、 路 線Rに よ る(r,θ)の 地
点 まで の到 達 時分tは 次式のtXに 短 縮 され る。
t㌔ 二+γ 冒θ
〃 飛 ω
し た が つ て ・tX-t'と 紳 て θ無 求 め る と、 図5-6--1の よ うに 鰯
Rの 勢 力圏 が路 線R'の 方 向 に 拡 大 する こ とが わか る。
さ らに ・の θ訴 よつ て ・eStWRの鋤 圏 内舶P禿
、一,2を 求 め る と・






+ノ ・〆 ・濯,一・(泰・望)調 θ
0「1














となb、 この式 の 第1項 に よ9路 線Rノ の 勢 力圏 か ら路 線Rへ 転移 す る 勢力
圏 内 の人 口(図 に澄 い てB/CC"B"に 相 当す る)・ 誇 よび 第2項 か らPr1～r、
を 減ず る ことに よb速 度 向上 に起 因 す る 路 線Rの 在来 か らの 勢 力圏 内増 加入
口(ABB/Aノ に相 当 する)を 求 め る ことが で きる。
ただ し、 こ こに の べ る勢 力 圏 内人 口は 、 人 口 密度 分 布 の 指数 関 数 の 定 数 濯,
Bを 一 定 とす れば、 そ の 時点 に澄 い て時 間 距 離 の 短 縮 がす でに 実 現 して い る
ことが 前提 とな つ てい る。 した がつ て 、 現 実 に完 成 する 時点 まで の 自然 増 の
影響 を加 算す るた めに は、 相 対的 な速 度 変化 の 実 現す る 目標 時点 に澄 ける入
口密度 の 指数 関 数 の定 数 踏,BXを 推 定 し、 式5-6-1に 澄 い てA,Bの か
わ りに この値 を とれ ば よい。
この 将来 に澄 け る 指数 関 数の 定 数AX,が を推 定 す る た め の 簡 単 な 方法 と
して は 、表5-2-3に 示す 定 数 翅,Bを 年 度 謬の 関 数 と して傾 向 曲線 を見 い
出 し、そ の過去 の 推移 を将 来 に延 長 す る ことが 考 え られ る。 さ ら に理 論的 な
推 定 の た め には、 都 心 に対 す る 時 間距 離 がtで ある近 郊 地 域 に澄 け る入 口 密
度 の過 去 の 推移 をLogistic曲線11)やGompertz曲Wai2)Oような 成長 曲
線 に あて は め、 人 口密 度 を次 式の よ うに年 度 謬お よび 時 間 距 離tの 関数 と し





しか し・ 必 ず し もA*・B米 を知 らな くて も、 勢 力 圏人 口の 予 測 が 可 能 とす る
の はつ ぎの 理 由に よる。 す な わ ち 図5--6--1vak・い て 斜 線 を付 した 範囲 の入
口密度増 加 は、
ρlt)=∠ 妻¢-8彦
によつて あらわされ る人 口密度 分 布の均衡が路線Rの 速度向上 によつて破れ
るため・他 の地域 と くらべ相対的に人 口密度 が低 ぐなる ことを意味 し、 この
条件 の向上がそ のまま沿線 に人 口を誘引する安因 となると考え られ る。
一108一
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したが つ て、 路 線Rを 速度 向上 して、 あ る期 間 の の ちに は、 そ の 路 線の 勢
力 圏人 口は 式(5-6-1)の よ うに 増 加す る もの と 考え る こ とがで き、 これ に
よつて 交 通手 段の 整 備 に基 因 す る 都 市 近郊 の 発 展 や、 各 鉄 道 路線 の 輸 送 需要
の 誘発効 果 を 予測 す る こ とが で きる と考 え る。
一般 的 に は 式(5-5-6)あ るい は 式(5-5--7)によ9 、 式(5-6-1)と 同
様 に相 対 的 な速 度変 化 がそ れ ぞ れ の 鉄道 路 線 の 勢 力圏 人 口に 及 ぼ す 影 響 を予
測 する ことが で きる。
一 例 と して、 路 線Rの 改 良 に より 〃が 詳 に増 加 し、tRが 嬬 に 減少 さ




















に よb路 線Rの 改 良 後 にお け る勢 力 圏人 口合 計 が求 め られ る。
(4)改良に よる 勢 力圏 増 加人 口合 計dPr1～r,は 、
∠P,、一,、-P責 、-r2-P,、-r2
⑤dPri～r2の うち ・ 路 線Rの 在 来 か ら の 勢 力 圏 内 人 口の 増 加4塔 、～r、
は 、
4P擁rぐ ～(α+9)A・rB(`矩「デ4)Ta・a・ ・-P・、一・r2
一 警 》 査・幽 串'(静 多_6-Br・(}姑量)}
一{e"S・ ・一声}〕-P ,,.-r2(・ 一・一・)
一109-'
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(6)dPr、一,2の う ちexは 路meRtの 勤 圏 で あ つ た 地 域 か ら転 移 した
人 ・dP",、一.,(式(5-6-・)の 第1数 相 当 す る)は ・
∠P7、～r2-dPr、～・,一∠Pチ、～・2
(7)4P7、一,、の うち・ 路 継 の 改 良 に よる増 加 入 ・は・ 翻R1礪 す る
同様 の計 算 に よつ て 求め る こ とが で きる。
§7大 都市 に お け る適用 例
本 章 §2に 述べ た東 京西郊 の 高速鉄 道 の5っ の 路 線(図5-7-1参 照)に
っ いて、 式(5-5--6)、k・よび 表5-2-3のA,Bの 値 に よbつ ぎの 試算を
行な つ た。
(1)昭和37年 度vak・け る各 鉄 道路 線の 勢 力 圏人 口。
そ の試 算 に用 い た 諸数 値 を 表5-7-1(1).(2)に示 す。
表5-7-1(1)各鉄 道 路 線 に関 す る数 値(昭 和37年度)












新宿線 京王線 中央線 小田急線 京王線
乃(19/分) 0.1 0.1 0.1 O.13 0.13 0.1 0.1 0.1
〃(醐) 0.56 0.56 0.56 0.62 0.62 0.57 0.57 0.57
〆(鰯) 0.56 0.56 0.62 0.56 0.57 0.62 0.57 0.57
60(rad.)0.07540.0754Q.17440.17440.19070.19070.13750.1375
娠(分) 33.8 34.75 34.75 19.06 19.06 27.(這 27.63 26.30
6R貿分) 34.75 33.8 19.06 34.75 27.63 19.06 26.30 27.〔B
γo(㎞) 17.1 17.1 5.7 5.7 15.4 15.4 9.0 9.0
γ1(㎞) 20.1 20.1 9.3 9.3 19.5 19.5 13.7 13.7
i
γ2(㎞) 25.1 25.1 14.3 14.3 24.5 24.5 18.7 18.7
α 0,754 0,754 L572 1,916
一
1,607 L325 1,375 1,375




(2)各沿線 ゾー ンの 境 界 駅
記号＼郷 池 袋 線・新 宿 線 中 央 線 京 王 線 小 田 急 線
γ0 推 名 町 下 落 合 東中野～大久保 新 宿 ～初 台
南新宿～
参宮橋
γ1 桜 台 野 方 高 円 寺 明 大 前 梅 ケ 丘
γ2 石神井公園 上 井 草 西 荻 窪 千 歳 鳥 山 成 城 学 園
7
②5路 線 の う ち西 武新 宿 線 の 表定 速 度 が0.62陥〆分 に向 上、 下落 合 駅
(γ=γo)か ら東 京 駅 ま での 所要 時分(tR)が 、 た とえ ば 地 下 鉄 に よる都
心 直通 な どに よb22分15秒 となって 、12分30秒 だ け短 縮 され た と仮定す
る場 合 の 勢 力圏入 口の変 化。
(3)中央 線 と京 王 線 の 中 間 に新 線(v=0.62陥〆分,tR=20分50秒)が 建
設 され た と仮 定 す る場 合 の 勢 力 圏 人 口の 変化 。
以上 のそれ ぞ れの 場合 につ い て 、 図5-7-1に 示す よ うに、 東京 駅 を中 心 と
して、 半 径約11㎞ か ら16Kriiの範 囲 に つい て各 路 線 勢 力 圏人 口の計 算 結果
を図5-7-2に 示 す。
この結果 、 そ れぞ れ の場合 につい て っ ぎの こ とが わか る。
(1)昭和37年 度の 現 状 と して は、 中央 線 の 勢 力 圏が 著 し く広 砲 囲 にわ た
り、 したがつ て他 の 路 線 に く らべ、 は る かに 大 き い人 口を 有 してい る。 と く
に西 武新 宿線 側 に 大 き く侵 入 し、 た めに 西 武 新 宿 線の 中 央線 側 の勢 力 圏 内人
口は、5,000A強と、 きわめ て 小 さ い。 これ は 中央 線 が 都 心 に直 接 連絡 して
い る ため、 他 の 路 線 の よ うに、 山 手環 状線 で 乗 換え に蒔 聞 を 必要 とせ ず 、 そ
れ だ け時 間 距 離が 短 い ため で あ り、 駅 勢圏 の 実査 に もとず く各 駅利用 者 の住
居 地分 布13)14)15)と比 較 し て 現状 を ほ ぼ正 し くあ らわ して い る もの といえ る。
(2)この よ うな 状態 か ら、 前記 の よ うな条 件 で、 西 武新 宿 線 に よる都 心 ま
で の所 要 時分 が短 縮 され、 同時 に平 均 表定 速度 も向上 され た と仮 定 した とき、
西 武 新宿 線の 勢 力 圏 内入 口が27,0eO人か ら、137,000人へ と著 しく増 大
し、 増 加人 口は、110,000人に 達 す る こと に なる。 しか し、逆 に池 袋線 の
新 宿 線 側澄 よび中 央 線 の 新 宿 線側 の 勢 力圏 内人 口は と もに滅 少 して い る。 こ
れ は 西 武新 宿 線 の所 要 時 分 短 縮に よ り、 そ の 勢力 圏 が拡 大 し、 従来 は 、西 武
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(1)昭和37年 度 の 現 状
中央線
京王線
図5--7-2勢 力 圏 人 口 の 計 算 結 果























池袋 線、 中央 線 の 勢力 圏 で あつ た地 域 の一 部 が、 西 武 新 宿 線 の 勢 力 圏 とな っ
た た め で ある。 しか し西 武 池袋 線 と中央 線 に は さま れ た 地 域 の人 口は、 昭和
37年 度 に138,000人 で あつ たが 、 西 武 新 宿 線 の 所要 時 分短 縮 が本 章 §6
に の べ た よ うに す で に完成 され て い た とす れ ば226,000人 に達 す る ことと
なb、 そ の 差88、000人は、 速 度 向上 に よb誘 引 され る増 加 入 口を意 味 する。
す な わ ち、 図5-7・-3va示す モ デル に詮 い て、 最 初 人 口密度 分 布 が ズB/D
で あつ た もの が、 路線Rの 所要 図
5-7-3路 線RとR!に は さ まれ
時分 短 縮 に よb・ABCDと 変 た 地 域 の 入 口密 度 分 布
化 した。 そ の 結果 、 路 線RとRノ
の 勢力 圏 の境 界 が θβ の位 置 か
ら θ毒 の位 置 へ移 動 し、 路 線R
の 勢 力 圏 内 人 口 は 、AA/B/B"
6"C8・4に 相 当 す る 人 口増 加
dPr1～,2があ り・ ま た 路 線R!
の 勢 力 圏 内 人 口 はBIB"C"C・B!
に 相 当 す る 人 口 減 少A2が 生 じ、
さ らに 路 線RとRノ に 囲 ま れ た
地 域 全 体 と し て は 、AA/B/C
β 浸 に 相 当 す る 人 口増 加 〆 が
生 じた こ と に な る 。 これ ら の
dPr1～r2・d1,∠2の 値 を 表5
-7--2va示す 。
(3)さ らに 、 中 央 線 と京 王 線
の 中 間 に 前 記 の び,㌔ を 有 す
る 新 線 が 建 設 さ れ た と仮 定 した
と き、 両 路 線 に 囲 ま れ た 地 域 の
人 口 は、141,000人 か ら
272,000人 に増 大 し、 こ の 新





















路線Rの 圏内の増 加人 口
dP・
、～ ・2=A・材 ・
域 内 の 増 加 人 口4Pr
1～r、は 、131.000人 で あ る と考 え られ る 。
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以上 の よ うに、 さま ざ ま の放 射 状 路線 の速度 に 関す る 諸 条件 が 与え られ 、
そ のそれ ぞ れ の場 合 に 対す る 勢力 圏人 口の変 化 を予 測 す る ことが で きる。 さ
らに将 来vak・け る係 数AX,BXの 推定 値 を適 用 すれ ば、 今 後 の 自然増 を 考
慮 した 勢 力圏人 口を も予 測 す る ことが で きる。
表5-7-2dPr、 ～ ・2・d・ ・d・ の 値
線 名 対 向 線 ∠P71～r2 41 42
新 宿 線
池 袋 線 63,379 51,345 17,034






本章 に澄 いて は、 都市 近郊 の入 口密 度 を都 心 へ の 時 聞距 離 に 関 す る指数 関
数で表 わ した場 合、 放射 状交 通 路 線 のそ れ ぞれ の勢 力 圏人 口を 知 り、 さ らに
各交通 路線 につ い て 相 対 的 な 速度 の変 化 や新 路 線 の建 設 が行 な われ た場合 の
路線別 勢 力 圏人 口の変 化 を予 測 する 方 法 を提案 し、 さ らに この 方 法 を適用 し
て東 京 西 郊の5っ の 鉄道 路 線 にっ いて 二 ・三 の試 算 を行な っ た。
この 方 法 を応 用 す る こ とに よ り、 都市 交通 路線 の 整備 の 面か ら見 た都 市 近
郊 の今 後 の発 展 形 態 を予測 す る と と もに.夜 間入 口に対 す る通 勤 発生 率 に よ
つて各 交 通 路線 の 将来 の輸 送 需要 を想 定す る こ とが で き る。
な澄 、 式(5-3--7),(5-4-4),(5-5--7)によれ ば、 都 心 地域 を基 準
と して 、 そ こか らの 時 間距 離 が701か らT・2まで の 勢力 圏人 口 を求め る こ と
がで きる。 た だ し、 こ の場 合 は各 路線 に 速度差 が あ るの で、TOiが 同 じで あ
つて もそ の地 点 の 遠近 には か な りの 差が あ り、 ま た路 線 改 良 に よる速度 向上
後 に澄 い て は、 同一 路 線 につ い て も時 間距 離T。1の 地 点 が移 動 す る点 に注 意
を要 する が、 等 時 分 距 離 圏 の勢 力 園 人 口の路 線別 比較 や、 電 車運 行計 画な ど
に際 して は、 有 意 義 な 予 測値 がえ られ る と考 え る。
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なお都市近 郊の個 々の地区に関する 分析 を行な うためには・ さらに副都 心
への通勤者の流入や、都心 に対する1次 的 な交通 路線(た とえ ば高速鉄道路
寝)の 駅に対 して培養的な役割を有す る2次 的交通 路線網(た とえば パス路
線網)の 影響などの条件 を付加す ることに より・ この方 法論 の予測の精度 を
高める ことが必要 となる。 しか しこの研 究に澄 いては・各交通 路線の勢力圏
を単位 として、都市近郊の将来の入 口分布を予測 する ため・ マク ロ的な把握
を主眼 とす る方法論を提案 した。
本章にのべた方法論を適用する ことに より、各交通路線の整備 条件に よる
近郊住宅地域 の発展形態 を予測する ことが できる。 さらに進ん で都市近郊の
のぞま しい人 口分布を形成するための基礎的条件 と して、交通 路線網の先行
的 な整備条件 を見い出す ことがで き、都市再開発計画 におけ る交通路線網整
備のあb方 に1つ の示唆 を与え る もの と考える。
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れぞれの最大交通需要を発生す る時間帯に対応すべ きで あり・都心部 の街路
に関 しては昼間に、近郊住宅地域か ら都心事業 所地 域に対する交通路線では、
朝 夕の通勤時間帯に最大交通 需要が発生する ことを第2章 §3に おいてすで
にのべた。
一般に都市交通網計画の基礎 となる交通需要量 としては、計 画 目標年次の
それぞれの地域間交通量が可能 なか ぎり的確に推定 され る ことが必要であ り、
そのための最初の段階 として、本章では、都心に対する交通 路線における ピ
ーク輸送需要のOD交 通量を推計 するための特微について考 察 し、そ の方法
論をのべ る。
まず都市に澄 ける就業人 口、すなわち事業所地域に就業 目的地 を有するた
め、 住居地か らの昼間移動を伴な う人 口の各地区間の流動を分析 し、 これ に
もとずいて 将来 の各地区間通勤交通量 を予測する ことは、都市交通計画の も
つ とも大 きな前提である。そ うして これ に もとずいて各交 通路線の区間別通
勤輸送需要を予測す る ことが必要 とな るが、 これ について は後に第8,9章
にのべることとし、 ここでは将来の土地利 用計画 ・事業所 ・住宅地域の発展
予測などに もとず く各 ゾーンの通勤発 生 ・吸収人 口に よつて各地区間の通 勤
OD交 通量 を想定す る方法を考察する。
これは分布交通 量(ゾ ー ン相互間交通量)を 推定す る作業 であ り、本章 §
2にのべるように、すでに種 々の方法が提案されてい る。
しか しこの問題 を通 勤交通 に限定 して考え る場合、一般的 な ゾーン相互間
交通 量に比 し、種 々の特性 と相違点 を指摘す る ことがで きる。
た とえば、通勤交通 の一方向性や、通 勤発生、吸収 を主とす る ゾーンの か
な り明らか な区別が可能 であり、 また現在 の既居住者の通勤 目的地の比率は
将来に澄いて もほ とん ど変化せず、それぞれ の地域の今 後の供給人 口増分の
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合 計 と、 需要 人 口増 分 の 合 計の、ゾーン相 互 聞 の結合 いか ん が 将来 の 分 布交通
量 を変化 させ る と考 え られ る。
本 章で は まず §2地 域 間 交通 需要 推 定 の 従来 の 方 法に お いて 、 交 通 に関 す
る グ ラ ビテイ量 を 用 い る重 力 モ デ ル法 の計 算 モ デル の 基本 形 と、 通 勤交 通 の
推定 の ため の誘 導形 につ い て の べ、 また 現 在OD表 に もとず い て将来OD表
を 推測 す る現 在 パ ターン 法に於 い て 一 般 に用い られ てい る 収 束計 算 の 方 法に
ついて の べ る。
§3都 市vafoける通 勤OD表 の地 域 の限定 に澄 い て は、 通 勤 輸送vateける
分 布交通 量 に 関す る特 性 をの べ、 そ の一 方 向 性か らみ て 、 交 通 量の 発 生 ・吸
収両地 区 を限 定 して も交 通施 設 計画 に 際 して十 分 な予 測値 が 得 られ る こと を
のべ る。
§4人 口増 分 に よ る地 域 間交 通 需 要 の 収束計 算 法 に詮 いて は、 都 市 の 通勤
交 通 の モ デル で は人 口増 分 を基 礎 と して 分布 交通 量 を 推定 す べ き理 由 をのべ 、
この 理 由 に も とず き、 計 画 目標 年 度 に 至 る入 口増 分 の 推定 値 のみ をOD交 通
量 に変化 を及 ぼ す要 素 と して取 り扱 う分 布交 通量 推定 の収 束 計 算 法 を提案 す
る。
§5大 都 市 にお け る適 用 例 にみ いて は、 一 例と して、東 京通 勤 圏 の 昭和35
年度通 勤OD表 に も とず い て 将来 のOD交 通 量 を予 測 する ため、 §4に のべ
た人 口増 分に よる方法 を適 用 し、 増 加率 に ょる従 来 の 方法 と予測 値、 収 束度
の比較 を 行な う。
§2地 域間交通需要推定の従来の方法
地 域 相 互 間 交 通 量 の 推 定 に一 般 に 用 い られ て い る 方 法 と し て 重 力 モ デ ル 法
(Gravitymodelmethod)と 現 在 パ ター ン 法(Presentpattern
m。、h。d)と が あb、 本 節 で は こ の そ れ ぞ れ に つ い て 従 来 の 方 法2)3)4)をの
べ る。
〔1〕 重 力 モ デル法
重 力 モ デル 法 は 万 有 引力 の 法 則か ら類 推 された もので あ り、 質 量 のか わ り
に交 通 に 関す る各 地 区 の グ ラ ビテ イ量を 用 い た計 算 モ デル で あつ て.そ の 基
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Xii:ゾ ー ンiか ら ゾ ー ン ノへ の 交 通 量
払 幽 ・交通に関す るゾーガ ・ブの グラ ビテ イ量
傷:野 ガ とゾー刀 の間のへだ た り
砥 π:対 象 とす る モ デル ご とに決 ま る パ ラ メー タ
このMi・Mノ はそ れ ぞれ の ゾ ー ンの 発 生 ま た は吸 収 交 通 量 の合 計 を とる
こと もあ るが、 各 ゾー ンの交 通 量発 生 ま た は 吸収 に関 係 あ る種 々の 指 標、 た
とえば 人 口 ・産 業 ・社 会 ・経 済 な どの活 動 を示 す数 値 か ら目的 に 応 じて適 当
な もの が 採用 され る。 またLiノは・ 輸 送距 離 また は 直 線 距 離 を とる こ と もあ
るが、 乞ブ 間の地 域 間 交通 需 要 の増 大 を 制約 す る輸 送 条件 、 と くに時 間 距離
を用 い る場 合 が 多 い。





こ のZiノ(Triprateと よば れ る)に つ い て 回 帰 分 析 が 行 な わ れ る。 こ
うして え られ るk・nを 用 いて 将来 の 地 域 間交 通 量 ㍉ は 式(6--2-1)によ
つ て推 定 する こ とが で きる。
式(6--2-1)に示 した基 本 形 以 外 に 、変 形 され た 重 力モ デル 式 に はた とえ
ばつ ぎの よ うな形 が考 え られ る。
X・i==h¥t'
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こ こ にXご ・Xj:ゾ ー ンi,ゾ ー ン ノ の 発 生(ま た は 吸 収)交 通 量
Diノ:ゾ ー ンiノ 間 の 距 離(ま た は 時 間 距 離)











こ こにWii:ゾ ー ンiか ら7一へ の 通 勤 ト リ ツ プ数
Li:ゾ ー ンiの 発 生通 勤 人 口
ろ:ゾ ー ンブ の 就業 人 口
・-Pず 」
こ こ に5り:ゾ ー ンiか ら7へ の 買 物 ト リ ツ プ数
Pi:ゾ 『 ンiの 居 住 人 口
Si:ゾ ー ン ブ の 小 売 売 上 高
また 基 本 形 の 式(6-2-1)のMi・Mjに 指数 を 加 味 し て つ ぎ の よ うな 誘 導
形 も考 え られ て い る 。
x._k(M・ ・A「t・、)μij
L?∫ノ
こ こ に 彦 ・π,μ は パ ラ メ ー タ
1囚と くに μ=百 とす る と
x=k>1η7り 略
とな り、 この 式 を利 用 すれ ば、 ゾー ン 砥,溜 ノ の グ ラ ビテ イ量 が α倍 に増
大 した と き・Xijが α2倍 に な って 伸 び が大 きす ぎる欠点 を改 良 す る場 合 に
利 用 され る。
これ らの重 力 モ デル 式 を通 勤 交 通 に適 用 す る場 合 、一 般 の交 通 モ デル に比
してつ ぎの よ うな 特 徴 が あげ られ る。
1)通 勤 時間 帯vak・け る一 方 向性 か らみ て、 交 通 発 生 と吸収 の各 地 域 のか
な り明 らか な分 離が 可 能 で ある。
2)ゾ ー ンi,ブ 間 の交 通 需要 増 大 を 制約す る条 件 として は 距離 で はな ぐ、
時 聞 距離7ヴ が 最 も大 きな要 素 で あ る。
した が つて 式(6-2-1)の 基 本 形 は、 た とえ ばつ ぎの形 を と るのが 最 も合




こ こにXi.:通 勤 時間 帯 に澄 け る ゾー ンiの 発 生交 通 量
X.ノ・働 醐 帯 肋 ける ゾー ガ の 吸 収 交通 量
Tij:ゾー ンi・ ノ間 の 時間 距 離
(6-2-3)
これ らの重 力 モデル 式 の長 所 は、 現 在 のOD交 通 量 調 査 結 果 が な くて も、
各 ゾー ンの 交通 量発 生 の基 礎 とな る経 済 量 ま たは 発 生 交 通 量そ の もの が推 測
され る な らば 、それ に よつ て 独 自の将 来 σD交 通 量 が 推 定 で きる とい う点 で
あ る。
そ の反 面、 重力 モ デ ル式 に よつ て 求 め られ る地 域 間交 通 量 は、1っ の 対 象
地 域 で各 ゾーンに 共 通 の パ ラメー タ 彦,π が決定 され るか ら特 定 の ゾー ン相
互 間 の交 通 量 に関 して 交 通 結合 状 態 を特 性づ け る こ とが で きず 、 ゾー ン 乞と
グ の発 生交通 量 と距離 が 同 じ場 合 の ゾー ン間 で は 同一 の 分布 交 通 量 と して 算
出され る。 この こ とは地 域 相 互間 の交 通 量 の 推定 が 機械 的 、 画 一 的 で あり、
と くに 通 勤輸 送 にお け る分 布交通 量 と して は 適 当 で ない ケ ー スが 多い 。 た と
え ぱ図6-2-1に お い て、 住宅 ゾー ンii澄 よび 碗 のそ れ ぞ れ の発 生交通








図6-2-1ゾ ー ン別 発 生 ・吸収 交 通 量 の モ デ ル
(6・-2--4)
ソ 『 ンL1 ゾ ー ンi2
一⑤ 靴,・一
近郊住宅地域











とな る.㍉ 一X、 ゴ の轍 は 、 ・・一(奏 勾 舵〉 ・ とな つて 、 ソーン
i2/1
ら か らの 流 入量 の方 が 多 い とい う推定 値 が え られ る。
しか し、既 成大 都 市 に澄 け る住 宅地 の選 定 条件 と して は、 時 間距 離1～
1.5時間 を限度 と して な る べ く地 価 の安 い ことが大 きな要 素 とな るか ら、 ゾ
ー ン ノ1に 対 する通 勤 者 はむ しろ逆 に ゾ ーンiエ の 方 が 多 い と考 え るの が 妥
当 といえ る場 合 が多 い 。
した がつ て、 通 勤 交通 の 分布 交 通 量 に 関 して は つ ぎに の べ る現 在 パ タ ー ン
法に よるべ きで あ り、 以 下 この 方法 につ い て の べ る。
〔2〕 貌在 パ ター ン法
現 在 パ ター ン法 は、 交 通 ρ 面 か らみ た 現在 の ゾー ン相 互 間 の結合 に関 す る
基 本 的 な性格 が 将 来に澄 い て も保 たれ る と仮定 す る方 法で あ り、 重 力 モ デル
法に よる実験 式 の画一 的 な欠 点 を補 ない 、通 勤交 通の よ うに 将来 の ゾー ン間
交 通結合 がか な り固定 的 と考 え られ る場 合 に適 す るが、 そ の た めに は 十分 信
頼で きる現在 のOD表 が まず 作 成 され る ことが前 提 とな る。
表6-2-1現 在OD表 か ら将 来OD表 の推 定
(1)与え られ た行 列
x・ ・x・2… …x・ ノ ー ・・x・ ・ x1.
X・・X22… …X・ ノ … …X・ ・ x2.
iiii …
x`・x`・ … …xり ・・… ・x∫ ・ X`.
三iii …
x・ ・x・2… …x・ ノ … …x・ ・ x匹.
x.・x・2… …x・ ノ ・一 ・x.・ x..





x「i・=デx・ ズx・ ノ=ぞx・ ・






この方 法 は あ る交 通 体系 に澄 い て、 そ こに 含 まれ る地 区 相 互 間 の す べ ての
交 通 量 を示 す現 在 のOD表 が与 え られ 、 さ らに 将来 の 地 区 ご との 発 生 交通 量
が 別途 の 調査 訟 よび計 算 に よつ て推 定 され た と して、 これ らの デー タか ら将
来 各地 区 相互 間 の区 間 交通 量の 推 定 を す る もの で あ る。
これ は・ 表6-2-1に 示す よ うに・ 一 つ の 行 列 〔Xり 〕が 与 え られ ・ か つ
求 める ぺ き行列 の す べ て の行 和 些.と 列和 乳 ノが与 え られ た と き・ も との行
列 〔Xり 〕の性 格 を で きる だ け保 つ た行 列 〔r`ゴ〕を求 め る とい う問題 で あ
る 。
この方法は・ もとの行列 〔xり 〕のいかなる性格 を将来に齢 いて も保持す
るかに よつて多数 の解が得 られ るが、いずれ も一義 的な計算結果 の分 布交通
量の総計 と発生交通量が一致 しないため、以下にのべる よ うに収束計算 を必
要とする。
〔3〕 現 在 パ タ ー ン法 の収 束計 算
表6"2""1va示す よ うに・ 現 在 ・D表 〔X・ノ〕 か ら将 来 ・D表 〔r、Pの
要 素Yiiを 推測 する場 合 ・ 未 知 数Yijは(iXグ)個 に 対 して 方程 式 は
(乞十 ノ)個 で あ るか ら
ぞ γウ=「 ・ノ
ヂ ・ノ=「 ム } (6--2-5)
を満 足 す るYiiを一 義 的 に求 め る こと は で きず 、 種 々の 仮定 条件 に もとず い
て つ ぎにの べ る よ うな収 束 計算 を行 な わ なけ れ ば な らない 。
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(a)平 均 係 数 法
ゾ。 ン ピ.ブ 間の 交 通 量 は、 両 ゾー ン に澄 け る発 生 ・吸収 交 通 量の 増 加 率
の平均値で変 わると考え る方法である押 す勧 ち ㌦ の第 ・次近似値を
鴫 とすれば
x雰一殉 磯+舞)s(6-・ 一・)
か くしてえ られ るxl馳 よつ て も




によつてえられ鵬 欲 近似値 瑠 の働 収束誤差が+分小さくなるまで計
算 を繰 り返 す。
(b)Detroit法
この方 法は 、 ゾー ン`か らの交 通 は ゾー ン 乞の発 生交 通 量 の増 加 率 に した
がつ て 慨 され、 ゾ.y7'、,対して はY・jX・・ 砒 例 して 卿 され る もの
xY
と仮定する.こ の場合、 ゾーン 乞か らノ磯 る交 通量の第 ・次近似麟 ヲ
は
x(}磯 疑(6-・ 一・)




に よつ て 収束 計 算 が必 要 とな る。





















































この 方 法 の考 え方 は、 ゾ ー ン 乞とプ との間 の交 通 量 を 乞の 立場 か らみ る と、
そ れ は まず 相手 ゾ ーンブ の修 正 係 数 に よつて規 制 され、 同 時 に ゾー ン 乞か ら
の現 在 の交 通 の 動 きに 比 例 す る。 そ して ゾー ンiか らの 交通 量 は ゾ ーンiの
修 正 係 数 に よつ て定 め られ る。





デ(駆 勢 鷹 かのすべて の ゾ『ンが ゾ『ン 乞に及 ぼ平均
吸 引 力 の 逆 数 で あ り、 こ れ は ほ か の ゾ ー ン との 関 連 に っ い て 考 え た ゾ ー ン 乞
の 位 置 を 示 す もの で あ る か ら、 位 置 の 係 数(Locationfactor)と 呼 ば
れ る。














そ こで 乞,プ 閻 の交 通 量 は 、 ゾー ン 乞か らの 全交 通量と、ブか らの全交 通 量 を
考え、 そ の相 加 平 均 を最 確 値 と考え る と、 式(6・-2-13)と式(6-2-14)
か ら
蝋x穀 ÷ き)×s(・ 一・一・・)
・のxl})によつて 、 式(6-2-7)は や は 購 足 さ れk'…か ら、 式(6-・一・5)
鷹 る収 束講 の第 欣 近 似値 を 鰐 とす る と、 ・の廊 次 式 とな る.
xgll4)×(yご.ア.ノ評 疋)+訴 華)xi(6-2-一・6)
(d)塚 原 法
前項 のFratar法を改 善 した もの で あ る が、 基 本 的 にはFratar法と同 じ
とい え る。 相違 点 につ い て の べ る と、Fratar法で は 式(6・-2--16)に示 す
よ うに毎 回の 近 似値 ご とに
x15)一{xl　④+蜘}×5
のよ うに相加平 均値を求め てい るが、 塚原法 にお いては
x恥 組 びx!知
のそれぞれにつ いて、全 く独立 して収束計算 を進め、収束誤差が十分小さ ぐ
なつた第 π次近似値 に海 いては じめて
X曽一 圃 ¢)+伽}× 圭(・ 一・一・7)
の相 加平 均 を求 め て これ を将 来 の 乞ブ間 交 通 量 とす る 方 法で あ り、 これ に よ
9Fratar法よ り収 束度 を高め る こ とが で きる。3}
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(e)調整 行和 、 列 和 を用 い る一 定係 数 法
ここに のべ る収 束計算 法 は"横 山 勝義 編:輸 送 ・運 搬vatsけるOR技 法u8)
に のべ られ た 方 法 で ある が、 そ れ に は計 算 法 の名 称が 付 け られ て い ない の で
以 下 の 論 述の 必要 上 著 者が そ の内容 か らみ て 仮 りに 名 付 け た もの で あ る。 こ
の収 束計 算 法 の考 え方 の 基 礎 とな るの は、 与え られ た 現 在OD表 のパ タ ー ン
をで きる限 り生かせ る とい うこと で ある。 この点 か ら考 え る と、 求 める ぺ き
行 列は つ ぎの条件 を満 足 す る こ とが の ぞ ま しい。
ユ)求 め る べ き行 列 のす べ て の 行和券 よび列 和 が、 与 え られ た 行 列の 対応
す る行 和 知 よび 列和 に 対 して 等 しい倍 率 の と き、 求 め るべ き行 列 のす





2)与 え られ た行 列の2っ の行(ま た は 列)が 等 し く、 求 め るべ き行列 の
対応 す る2っ の行 和(ま た は 列和)が 等 しい と き、 求め る べ き行 列 の
対 応 する2っ の行(ま たは 列)は 等 し くある べ きで あ る。













ここに のべ た1)・2)の 関係 を満 足 させ る た め には、 求 め るべ き行 列の 要
素はつ ぎの構 造 を 持 つ てお れ ば よい。
γ ∫ノ=hki .k.ノXiノ (6-2-18)
ここ に 彦:す べ ての要 素 に 対す る定 数
ち.:第 乞行 の す べて の要 素に対 す る定 数
k.1:第 ノ列 の す べ ての 要 素 に対 す る定数
ところ で(a)から(b)にあげ た4つ の方 法 の うち、 この 構 造 を持 つ て い るの は 式
(6--2-・11)の構 造 を もっDetroit法 の み で あ り、 それ に よれ ば ここに の
べ た1),2)の 関 係 を満 足 しつっ 、 逐 次計 算 が進め られ るが、 他 の3っ の
方法晦 回の計徽 よ妹 められる将来の・鮫 通量xl?は、繭 るべき要
素の構造が理論上 は保 たれていない。
そ ・で本 方法 で はxl?が つ ね賦(・ 一・一・8)の 構 造 を保 ち なが ら、mee
にDetroit法 よb著 し く収 束度 を 高 め る こと を 目的 と して、Fratar法 と
同様に 調 整 した 行 和、 列 和 に よつ て え られ る修 正 係 数 を用 い る の で あ る。
すな わ ち、Fratar法の式(6-2-16)の 代 わbに 、 これ と同 じ記 号 を用
いてX恥 次式に よ妹 め られ る.
xrl一迎 硯 鳩x!l-1)




彦(1}封静 詠 争 ・
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式(6-2-19)は 、 い わばFratar法の 修 正 係 数 を用 い る こ とに よつ て
Detroit法の収 束 度 を 高 めた もの と も考 え る こ とが で き・ 式(6-2-11)
に近 い 行列 に 収 束す る と考 え て よい。 な お この収 束 計算 法 はFrata「法 よb
もさ らに収 束度 が高 い こと を本 章 §5に 試 算 例 に よつ て のべ る。
以 上 に のべ た5つ の 方法 はそ れ ぞ れ の収 束度 を 比較 す る こと も もちろん意
義が ある が、 さ らに重要 な ことは、 交 通 量 の 分 布 の 考 え 方 に い ずれ も相 違が
あb、 これ に よつ て え られ る将来 のOD表 も相 違 す る とい うこ とで ある。
そ の場 合 分 布交 通 量 の 予測 に 際 して は、 そ の 社会 事 象 に対 してい ず れ の計
算 法 が最 も合 理 的 な分 布 の条 件 を規 制 してい るか を 考え る必 要 が ある。 た と
え ば 通勤 交通 に 問題 を限 定 して考 え る場 合 に は、 の ちに本 章 §4に の ぺ る よ
うに、 ここに のべ た 方法 を いず れ もそ の ま ま適 用 す る こ とに は疑 問が ある。
この 点 を修正 し、 実 態 に 即 した 分 布 交通 量予 測 の 方 法 と して 、 次 節 に澄 いて
各 ゾー ン発 生、 吸 収入 口増 分 に もとず く分 布交 通 量 の 収 束計 算 法 を適 用 すべ
きで あ る こ とをの べ る。
§ろ 都市 における通勤OD表 の地域の限定
§2に のべた分布交通量 の現在パ ターンにもとず く収束計 算法を都市の通
勤輸送の 需要 予測に適 用する場合、任意 の加地区か らπ地 区に対するすべて
の昼間流入交通量の現 在OD表 〔mxn〕が与え られ、 かつ将来 のそれぞれの
れ コ ロ ドゐm地 区 の供 給人 口yとn地 区 の 需要 人 口Yが 別 個 の検 討 に よつ て え られ
た場 合、 た とえば 式(6-2-19)の 反 覆計 算 に よつ て 、表6-3-1の よ うに
合 計K個 の地 区 間 の 将来OD表 を求 め る こ とが で き る。
と くに 朝 の通 勤 交通 流 が ほ とん ど一 方 向性 で あ る点 に着 目す れば 、 必 要に
よ りつ ぎの よ うに地 区 を限 定 して も現 実 の計 画の た め には十 分 な近 似値 が え
られ る。 す な わ ち対 象 と す る、 通 勤 圏 内 の総 計K個 の地 区 の うち、 供給 人 口
の 多い地 区M個 と需要 人 口の 多 い 地 区Nノ 個 を区 別 してOD表 を 作成 す る と、
表6-3-2に 示 す4つ の領 域 はそ れ ぞれ つ ぎ の よ うな昼 間 入 口の 移動 を表 わ
して い る。
層→ 耀:主 と して 近郊 住 宅地 区 か ら近 郊 住 宅 地 区 へ。
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こ こにmy``:m地 区 か らn地 区 へ の 将来交 通 量 ≧0































したがつて都市交通機関の整備条件 を論ずる場 合には、第2章 §3に のべ
た よ うに溜 →Ntの 鋼 に示 す一 方 向 性の ・D表 〔肌x〆 〕 の み ・・x9+
分 な 予測 値 が得 られ る と考 え られ る。 す な わ ち、 こ の場 合 に求 め るぺ き将 来
OD表 の各要 素は 表6-3-3の よ うに な る。 以 下 に澄 い て は 、 す べ て この
将来OD表 につ い ての ぺ 、そ の作 成 方 法 と、 さ らに これ を利 用 して 交通 機 関
各路 線 の通 勤 輸 送 需要 を 予測 す る方 法 につ いて 考 察 す る こと とす る。
ノ












都心 が 地区のそれ ぞれの総労働力需要
都心1x～IV'地区以外の労働 力需要人 口の合計
表6-3-3 都 市地 区を限定 した通勤OD表
甚 1ノ 2' 量・ 「.o● π'__N 2η〆;、 阻4!一 計
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… … … ii … …
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… 三 … ii … …




雪 ・'触N' "y～匠ノ 1Vジ
計
・y11 ・}12ノ ・〆 ・yN' ●γ1曜' 'r






=窒 那ゾ'+〃 ゾ ノ
mm'1
・r
=∬ ・Y・+rVY'=∬!・ 〆+・ ジ・ノ
ntW1ガ ロ1ノ
が与 え られれ ば、 す でに の べ た よ うに 式(6-2-19)そ の 他 の収 束計 算 に よ
って行 列のそれ ぞ れ の要 素 を 求 め る こと が で き る。
§4人 口増分による地域間交通 需要の収束計算法
本節に知いては、すでに本章 §2に澄 いてのべた、各地区の需要 ・供給就
業入 口の増加率に もとず く現在パ ターン法ではな く、各地 区の人 口増分に も
とずいて将来 の分布交通量の構成 を予測する方法をのべる。
〔1〕 人 口増 分 に よる分 布 モ デル
まず、 都 市 交通 機関 の 通 勤 輸 送 需要 に 関 して 今 後 の推移 を考 え る と、 交通
事 象に 関す る一 般 的 な分 布 モ デノレに比 してつ ぎの 諸特 性 を指 摘す る こ とが で
きる。
a)都 市近 郊 に澄 け る労 働 力供 給 人 口澄 よび都 心ttCII5・け る労働 力需要 人 口
はい ずれ も増 加 の一 途 で あ り、 減 少 す る こ とは 当 面考 え られ ない 。 す
な わ ち
mY●_mx●=dMx'≧0
ノ ノ ノ'yn-●Sg't=ガXπ ≧O
b)各 住 宅地 域 の既 居 住 者 の通 勤 目的 地 の 構成 比 は一 般的 に み て今 後 にお
い て変 化 しない 。
c)し た がつ て、 将 来 のOD表 の構 成 に変化 を及 ぼ す交 通 流 は、 各 近郊 地
の供 給 す る労 働 力 人 口の増 分dMx'澄 よび都 心各 地 区 労 働力 需要 入 口
の増射'寮 診ることと蝕 各地区の綴 ・供給鋤 加 ・の増
加率 ・菱 「量 で はな くt・mx'・d'xn'・・よつて将来の分 較
一133一
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通 量 の構成 を論 じな けれ ばな らな い こ ととな る。
ノ ノ
すなわち、各地区 の労働 力人 口増分合計(Eガ)ビ+ガXμ)が これ と同
量の(Σ 、・x・+dNx・)で 充 足 され 、 そ 撫 地 区 骸 樋 ・・x・ノ、 、噺
れ
dNxntiOS求め られ ね ば な ら な い と い え る 。
こ の 場 合 に は 式(6-2・-16),(6-2-17),(6-2-19)な ど の よ う に 、
ノ
窪姜;・ギ 編 とずいて将来の分樋 量を齪 する場合と当然異なつた
分布交通 量がえ られ、抜本 的な副都心造成や都心再開発の推進、 大住宅団地
の開発な どが行 なわれる場合 など、 と ぐに増 加率に もとず く方 法に よる矛盾
が現実に即 したODの 構成に修正され る意義 が大 きい。
ノ
この よ うに各地 区 の需 要 ・供 給 就 業 入 口の 増 分dMx-.d'xnに よつて 将
来の 分 布交 通 量 を予 測 しよ う とす る 場合、 す でに の べ たDetroit法 、
Fratar法、 塚 原 法な どの計 算 法 を 直 ちに適 用 す る ことは で き ない。 なぜ な
らば・・れらはいずれも駈 葦 力縣 の分樋 量の基勲 つて
ノ
い るか らで あ る。 した がつ て、 これ らの代 わbにdMx',ガXπ に もとず ぐ
収 束 計算 法 が 必要 で あ9・ そ の場 合 の第1次 近 似値 を求 め る 方法 をの べ る。
〔2〕 分布交 通量の第1次 近似値
ノ
まず地 区mか ら地 区 パ に流 入 す る 労 働 力人 口の 増 分dMxnが 、 通 勤 目的
地 のい かん に よつて 住 宅地 区 を選 定 す る場 合 の 条 件 につ い て 考 察 す る。
図6-4-1は 供 給 地 区 をm=1、2,3。4、 需 要地 区 をnt=1' ,2!,
3ノ に分 割 した場 合 の モ デル を示 す。 図 にお い て
ノ配)♂
二 η地 区か ら ガ 地 区へ の昼 聞 流入 人 口
配x●
・m地 区 か らnt=・ ・～3'地 区 へ の 昼間 流 出人 。合 計
昌 昂!
X:m=1～4地 区 か らn'地 区 へ の 昼 間 流 入 人 口合 計
こ の モ デ ル に お い て ・m→ パ の 両 地 区 間 に つ い て 、 す で に 第3章 §3に の































Pを 用 い る こ と とす る。に よる
この 耽P㌔)値は 労働 力供 給 地 区mと 需要 地 区n1の 間 の結 合 度 を 、この交通 圏
全体 の標 準 を1と して 表 わ した 指数 と考え る こ とが で きる。
さ きに のべ た よ うに、 各 近郊 地 区 の供 給人 口の 増 分dMx'の 通 勤 目的地 、
ノ
各都心地区 の需要人 口増分 ガXπ の供給地のそれぞれの比率 に関 して も、一
般には 皿〆 ノの結合 度 がそ の まま適合する と考え られ るか らノ ノ
dMxn_皿 〆 ノd'xn(6+、)
∠mx'd●X'









で あb、 勲 ・〆 賦(3+・)vaよ つ て いず れ も既 知 で あ る か ら・ 式
ノ
(6-4--2)によbdMxnを 求 め る こ と が で き る 。




UCdiつて4・x㌔ 勅 る こと もで きるが、 この場 合 の ・峡 〔dMx"'〕は式
(6-4-2)の場合 と当 然異 なつ た構 成 とな る。
。 うして.,1.kd・xn'はいず 渦 第 ・次近 備 で あ る か ら一 囑 と記 す と、
ノ ノノ
19dMxn'・… よ朔 ・幅 は ・ 一 般 ・・d'xn・dMx'に 徴 しlthの で ・ そ
の偏差が許容範囲を超え る場合、つ ぎの収束計算が行 なわれ る。
〔3〕 分布交通量の収束計算法
本節 〔2〕 に のべ た よ うに、 式(6-4-2>ま た は式(6-4-3)に よつて 第
1次近 似値 が え られ た場 合 、 入 口増 分 に関 す るOD表 は表6-4-1(1)のよ う
に な る。 す なわ ち、 表6-2-1と 同 じ構 成で あ るか ら、 第2次 近 似値 以後
にお'いて は増 加率 ノ
AMx「' ,_些(1≧2)
dMx(1.、) ガx?1-、)
を用 い る ことに よb、 §2に の べた そ れ ぞれ の収 束 計 算 法 の 考 え 方 を以 下 の








表6-4-1dMxnの 収 束 計 算
ノ
(1)dMxnの 第1近 似 値
∠1鞘) ・1婿,… … ・1縞 ・・…・ ・剛 41苓;)
42柑) ・2緒ドー ・2苓fl-…2圃 42苓1}
… :::●9●
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こ こvadMxll.、)・ ・d'xll-、)・ は 式(6"4'5)胴 じ ・
式(,一 、.・一 ・)鷹 つ てえ られ る 幽 ≦は 、肺 の醐 分 蔽 通 量 ・こ関
して通 常のD,・・。・砿 、 ・・a… 激 ど・こよ る 幅 と くらべ諸 肺 晒
け る 将来 の分 布交通 量 の変 化 の 性格 に 対 応 して い る 点 か らみ て・ よ り合 理 的
な値 を一与え る といえ る。 たX'し、 式(6-4--2～6)に よれ ば・01)交 通 量
の予 測値 は §2に のべ た収 束 計算 法 よbは 合 理 化 され る と して も・ 現 実 の需
要予 測 に際 して は、 反 覆計 算 に よ り高め られ る推 計 の精 度 は 必ず し も反 覆 回
数 に比 例す る とは いえ な い。 そ の理 由 はつ ぎの とお・りで あ る。
1)式(6-4--2>澄よび(6--4-3)に示 す将 来OD表 の 要 素y`ノが もつぺ
き性 格 が、 厳 密 に将 来 の地 区 間 の 現実 の 依 存 関 係 と して保 たれ る とい
う理 論 的 根拠 に 乏 しい。
2)将 来 にお け る想定 値Yi.・Y .iが強 制 力 を伴 な う計 画で ない とす れ ば・
将来 に於 ける 分布 交 通 量Yi1の 合 計 を厳 密 に この値 に収 束 させ る こ と
に 実質 的 な意 味が ない。
したがつ て 、 こ こにのぺ た収 束計 算 の繰 り返 しは、 い わ ば 式(6--4-4・5・6)
闘 るダ・郵 ζ魂 をそれぞ鞠 なくdXl・dX…e近 ずけう
るよ うな 〔譲 駐己ノ〕 をなるべ く少勧 講 に よつて求め るための手 灘 す ぎ
ない と もい え る。 した がつ て 現 実 の 需 要 予測 に際 しては 、 計 算 量の ぼ う大 さ
一138一
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さと計算結果 の収束誤差 の少な さに比例 してその精度 を過信することは誤 り
であるか ら、 必要 な精度がえ られ るとい う前提 に寿いて収束計算の労力と費
用の浪費を避げ る配慮が必要である。
§5大 都市 におけ る適用例
ここにの べ た 分 布交 通 量 の 予 測の 方 法を適 用 して都 市 に澄 け る ゾー ン相互
間の将来 通 勤OD表 を試 算 し、 式(6-2-16),(6-2-19),(6-4・-5),
(6-4-6)のそ れ ぞれ に よ る計 算 値 と収 束度 を比 較す る。
ここで は1っ の 例 と して 東 京 通勤 圏 を とbあ げ、 昭和35年 度 の現 在パ タ
ーンに も とず い て 昭和45年 度 の 通 勤OD表 を推 計 す る。
す なわ ち、 す で に掲 げ た附 表3-3-1に 示 す現 在 のOD表 を基 礎 と し、 っ
ぎに示す各 ゾー ン ご との発 生 ・吸収 量Yi.Y.ノの予測 値 を与え て、 昭 和45
年 の通 勤分 布交 通 量 γ`ノを 試算 す る。
yi.:東 京 都資 料10)に よる近 郊地 域 夜 間人 口の 予測 値 に 現在 に論 け る通
勤発 生 率 をそ の ま ま適 用 して 求め た。
Y.,凍 京都 資料11)の都心地区・こ絢 る労働力額 如 の予醜 を鑓
と して、 上 に求 め た発 生人 口合 計 を 各 吸収 地区 に配 分 した。
こ うして 求め たYi.・Y.ノを表6--5-1に示す 。 さ らに そ れ ぞれ の 労働 力供
給 ・需要地 区oek・け る昭 和35年 か ら45年 に い た る期 間の 労働 力 供給 ・需
要人 口の 増 分dX,.・dX.iも表6-5-1に 付記 し た。
これ らの数 値 を 用い、 つ ぎの4っ の 収 束計 算 法 を適 用 して 試算 を行 なつ た。
(1)労働 力供 給 ・需 要人 口の増 加 率 に よる通 常 のFratar法
式(6--2-16)
(2)同じ く増 加 率 につ い て調 整 行 和 ・列和 を 用い る一 定係 数 法
式(6-2-19)
(13)労働 力 供給 ・需要 人 口の増 分 に よ るFratar法
式(6--4-2),(6-4--5)
(4)同じ く増 分 につ いて 調 整 行和 ・列 和 を用 い る一 定 係 数 法
づこ(on-4--2}.(6-4-6)





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表6-5-1② 各 ゾ ー ン の 流 出 ・流 入 人 口(昭.35.45年)
















千代田区 14.6 14.6 0 538.5 728.5 190.0
中 央 区 17.2 17.2 0 407.2 517.2 110.0
文 京 区 .67.6 70.8 3.2 113.9 123.9 10.0
西
新 宿 区 109.1 121.0 U,9 166.5 266.5 100.0
渋 谷 区 86.3 %.2 9.9 99.1 159.1 60.0
世田谷区 196.6 258.0 6L4
中 野 区 121.2 145.0 田.8
杉 並 区 163.2 207.0 43.8
北
練 馬 区 91.1 16～.0 70.9
豊 島 区 106.1 123.0 16.9 87.9 167.9 80.0
北 区 113.0 132.0 19.0
板 橋 区 89.8 128.0 38.2
埼 玉 県 2012 250.0 48.8
東
荒 川 区 51.6 56.2 4.6
台 東 区 44.1 44.1 0 122.6 132.6 10.0
墨 田 区 40.5 41.8 1.3
江 東 区 5〔}.5 59.0 8.5
足 立 区 70.2 95.0 24.8
葛 飾 区 75.6 103.0 27.4
江戸川区 67.7 90.0 22.3
茨 城 県 19.7 24.4 4.7
千 葉 県 146.1 181.0 34.9
■
南
港 区 50.0 50.7 0.7 236.4 296.4 60.0
品 川 区 99.4 109.0 9.6 98.4 118.4 20.0
目 黒 区 92.9 107.0 14.1
大 田 区 144.6 173.0 28.4 94.6 124.6 30.0
神奈川県 241.5 300.0 58.5 88.7 98.7 10.0
都 市 市 部 190.8 264.0 73.2






(流入人口の空白欄の合計) 866.1 936.1 70.0






を計算 したの が表6-5--2であ る。
表6-5-24つ の計 算 法 の収 束度 の 比較
増 加 率 法 増 分 法
Fratar法 一定係数法 Fratar法
一定係数法







3 2,4972,275 382 364 2,2411,787
r
467 717
4 633 567 65 57 468 364 37 101
5 165 145 32 42 113 101 19 33
6 55 55 33 41 35 48 19 25
7 44 44 41【51 25 愛 31 ・8t26
計算所要時分
(第7次まで)
2分00秒 1分55秒 1分50秒 1分48秒
1
この 表にお い て、 た とえ ば、 第5次 近 似値 の 収束度 を 比較 す る と・
1.増 分に よる一 定 係 数法
Z増 加率 に よる一 定係 数 法
3,増 分 に よるFratar法
4.増 加率 に よるFratar法'
の順 に 次第 に収 束度 が悪 くな る。 ま た増 分、 増 加率 のい ず れ に よつ て も、 表
・一・一 ・に 示 す ・〔!!・・Cl}のイ直に 大 き な 差 が あ る ・ と か ら・ 式(6-2-・9)・
(6-4-6)に 示 す 一 定 係 数 法 はFratar法 よb収 束 度 が 高 い とい う ～二とが で
き る。
本 章 §2に の べ た 収 束 計 算 法 の うち 、 平 均 派数 法 、Detroit法 ・Frata「
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法に よ り、 実例 につ い て計 算 す る と、 収 束度 はFratar法が格 段 に傑 出 して
い ることが知 られ て い る.12)13)しか 、 式(6-2-・9庸 よび式(6-4-6)
に示す計算 法(調 整行 和 ・列 和 を用 い る一 定 係 数 法)は 、 表6-5-2の よ う
にFratar法よbさ らに収 束度 が 高い こ とか ら、 この種 の分 布交 通 量 の計 算
のた め に有 効 に適 用す べ きで あ る とい え る。
さ きにのべ た4つ の収 束 計算 法 の うち 、(1),(4)によ る将 来OD表 を付表6-
5-1(1),(2)に、 ま た千 代 田区.新 宿 区 に対 す る各地 区 か らの昼 間流入 人 口
の計算 値 の相違 を付 図6-5-1(1),(2)に示 す 。
この場合 、 さ き にのべ た4っ の収 束 計算 法 は 、i基礎 条 件 が それ ぞ れ 相違 し
て いるが 、増 加 率 に よる こ と を共 通 とす る(1),(2)の計算 法 と、増 分 に よる こ
とを共通 とす る(3),(4)は、そ れ ぞれ ほ とん ど等 しい値 に収 束 して い る。 この
ことは、す でに本 章 §4に の ぺ た よ うに、 都 市 の通 勤OD表 の推計 に際 して
は労 働 力供 給 ・需要人 口 の増 分 に よる こ とが のぞ ま しい か ら、通 常のFratar
法の よ うに人 口増 加率 に よる場 合 の 予測値 に含 まれ る と考 え るべ き誤差 の範
囲を 示す もの といえ る。 す で に のべ た 方 法(1)によ る将来OD表 の各 要 素 と、
方 法(4)のそ れ に対応 す る各要 素 との差 を付 表6-5-2に 示 す。
以上4っ の計 算 法 を要 する に
a)収 束 度 につい ては 一定 係数 法 がFratar法よbす ぐれ て い る。
b)将 来OD表 の各 要 素は労 働 力供給 ・需 要人 口の増 加 率 で はな く増 分 に も
とず く収 束計 算 の 方 が、 将来 の 分 布交通 量 を よ り正 し く推 計 す る もの と
いえ る。
したがつ て 、通 勤OD交 通 量 の推 計 に際 して は、 方 法(4)、すな わ ち人 口増 分
に よる一 定係 数 法 が 他 に ぐらべ て 優れ た 方 法 で あ る とい う ことが で き る。
§6結 語
計画対象地域の各 ゾーンご との発生交通 量が推定され た場合 に、まず各 ゾ
ーン相互 の分布交通 重を 推計する必要がある。
本章では、 この分 布交 通量 推定 の方法、 分布交通 量の推定値 と発生交通量
との間の誤差 の収束計算にっいて従来の方 法をのべ、 さ らに都市 の通勤交通
に関して は通 勤OD表 の性格 か らみて、人 口増分を取9扱 うべ きことと、そ
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の 方法 につ いて考 察 し、東 京 通 勤 圏 に澄 け る 昭和45年 度 の 試 算 値 に よつて
従 来 の方 法 との 比較 を 行 なっ た 。
すな わ ち まずそ の 分 布交 通 量推定 の方 法 には 重 力 モ デ ル法 と現 在 パ ター ン
法 が ある こ とをの べ、 大都 市 の通 勤交 通 に関 して は発 生 交通 量 と交 通 抵 抗以
外 に分 布 交通 量を より大 き く支 配 す る要 素 が あ る と考 え られ るた め 、 重 力モ
デル法 は適 切 で ない場 合 が あ る こ とを指 摘 した。
っ ぎに現 在 パ タ ーン法 で は、 まず 現 在OD表 のい かな る 性 格 が 将 来 に保 た
れ る とす るか に よつ て 将来OD表 が相 違 する が、 い ずれ の場 合 に も、 ゾーン
相 互間 交 通 量の 推定 値 の ゾー ンご との合 計 が発 生交 通 量 と一 致 しな いた め収
束計 算 を 必要 とす る。 そ のた め の 従来 の 方 法 と して 平 均 係 数 法、Detroit
法、Fratar法、 塚 原 法 と調 整行 和 ・列 和 を用 い る一 定 係 数 法な どの 収束計
算 法の一 般 式 をの ぺ た。
また都 市 にお け る 将来 の通 勤OD表 の 性格 につ い て は、 通 勤 時 聞 帯 にお け
る交 通 の一方 向性 に着 目 し、発 生 ゾーン と吸収 ゾー ンを限 定 して も現 実の計
画 に十 分 な近 似 値 が得 られ る こと、 お・よび分 布交 通 量 の 予 測 に際 して は、 従
来 の 方 法の よ うに各 ゾー ンに澄 け る発 生 ・吸 収人 口の増 加率 で は な くそ の増
分 を取 り扱 うことが必 要 かつ 十 分 条件 で ある こ とを 指 摘 し、 そ の 近 似 値の 求
め 方 を 明 らか に した。
す なわ ち・ 人 口増 分分 布 交 通 量 の収 束 計算 法 につ い て はDetroit法 、
Fratar法・ 調整 行 和 ・列 和 を用 い る一 定係 数法 に これ を適 用 した場 合 の収
束計 算 法 をの べ・ さ らに都 市通 勤 分布 交 通 量 の推計 に関 して 従来 の方 法 よ り
合 理 的 で あ る こと をのべ た。
この方 法 を適 用 し・ 昭 和35年 の通 勤OD表 に も とず く昭和45年 の東 京
通 勤 圏 の分 布 交通 量 を試算 し、 各 ゾ ー ンの 人 口増 加 率 に よる 従来 の方 法 に く
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第7章 通勤経路の選 定に関す る考察
§1概 説
近年の都市の発展、都市入 口の増 加には 目覚ま しい ものが あり、 市街地は
周辺地域に拡がつてゆ くが、都 心に到達するための所要 時分の短かい交通 路
線に沿つて伸び率 が著る しい ことはす でに第2章 §2に のべた とおりである。
本章では都心に流入するための交通路線 と都市近 郊の入 口増 加との関係、澄
よび各交通路線の輸送需要 などを考察す るための基礎条件 として、 まず都市
高速鉄道を とりあげ、そ の駅整圏の形成要因 に関する分析 を行 な う。
以下本文 において は、
「高速鉄道の任意の駅を通勤のための経 路 として利用す る通勤者の大部分
が居住 してい る地域 をそ の駅の駅勢圏 という」
ことと し、 §2に のべ るように、 すべての地域 をそれぞれ単一の駅勢圏に分
割する場合 とともに、一 っの地点 が二つ以上 の駅勢圏に重複 して考え られ る
場合 を も取 り扱 うもの とする。
まず一般 に駅勢 圏はそれぞれの鉄道路線の特性 に もとず き、通勤者の 自由
選択によつて形成され る。そ うしてそ の結果 は各駅の乗降者数ひいては各区
間ごとの通過交通量 とな つてあ らわれるか ら、駅勢圏の変化は都市鉄道の通
勤輸送需要 に変 化を もた らす根源であるという ことがで きる。言 い換えれば
都市鉄道に澄 け る通勤輸送需要は各 駅勢 圏の形成条件に よつて支配 されると
もいい うる。
そ の場合、通 勤者が利用 ルー トを選定 し、駅勢 圏が形成 され るための各路
線の比較条件 としては、 た とえばつ ぎの ような要 素をあげ ることがで きる。
(1)居住地か ら就業 地までの時間距離
居住地か ら駅 までの時間距離 と、そ の駅か ら就業地ま での時問距離の
和であつて、た とえば駅 まではA路 線 の方が早いが駅か ら就業地 まで
はB路 線の方が早い とか、 同 じ路線 で も急行停車駅か ら乗車する方が
有 利 とい う場合 もある。 さ らに電車 の表定速度 の大小や、運行 回数 も
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時間距離に当然関連が ある。 また乗換 えを要す る路 線 と直通運 転の路
線 とで も乗換所要時分がそ の まま時間距離に大 きい相違 を及ぼす こと
とな り、 これ によつて両路線の駅 勢圏 の形成が変化する ことは 明らか
である。
② 居 住地か ら就業地 までの通勤費用
通勤費用は居住地か ら駅まで と、 その駅か ら就業地 までに分 け られる
が、そ の合計費用の大小は経路選定に澄 ける一 つの要素 とな る。
以上 の時間距離や通 勤費用の よ うに、 量的 な取 り扱い の容易 な要素 のほか、
っ ぎのような精神的 ・肉体的な要素 も通 勤経 路選定 に影響す ることは容易 に
考え られる。
(3)徒歩に伴 な う負担
徒歩のために要 する所要時分は(1)にと りあげたそ れぞれ の経路 の時間
距離のなか に当然含 まれており、その大 きさはそれぞれ の経路 による
時間距離 に影響を及ぼ してい る。
しか しもし仮 りに 時間距離の等 しい2っ の経路が あ り、そ のうち ど
ちらかの経路の徒 歩距離が大 きいとすれば、単 に時間のみ に よつて評
価 しえない精神的・肉体的負担が大 き く、 他 の経 路 に比 して不利 と判断
する人 が多 くなる。
(4)乗換えに伴な う負担
単に所要時分のみによつて経路 を選定 しえ ない要素 としてつ ぎに乗換
えが ある。 乗換 えのための所 要時分を加えて も、 目的地に確 かに早 ぐ
到着 しうる経 路が別にあつ て も、乗換回数 や乗換え時の混雑 な どが よ
り大 きな負担 となつてその経 路が選ばれて いない とい う例が多い。
(5)車内の混雑 に伴な う負担
車 内の混雑がそ の度 を増 し、定員 の約2倍 を超える よ うになる と、精
神的 ・肉体的負担 は加速度 的に大き くなる。 この要素訟 よびそのそれ
ぞれの 混雑度 の継続時分が経路選定に大 きな要素 となつてい る。 ・
このほか・座席確 保の可能性 や、 ダイヤの正確度 な どの 要 素 もあるが、要
するにこれ らは、乗換えや混雑 を精神的 ・肉休的負把 と感 じる個人差に よっ
て相違 し、 さらにそれが各個人個人 の出勤時間 とそ の厳格 さな どと関連 し、
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これ らをすべて含めた総合的 な比較に よつて、最 も有利 とす る通勤経路が選
定される。
都市近郊に澄 ける駅勢圏形 成のメカニズ ムを 明らかにするためには 当然 こ
れ らの要 素の分析が必要で あるが、 前掲(3)以下の精 神的 ・肉体的要 素は通 勤
経路選定に関する社会心理的要素 ともい うべ きもので あつ て計 量化 ははなは
だ困難である。
本章においては、 まず これ らの駅勢圏の形成、 な らびにそ の要因に関する
従来の研究について のべ る。つ ぎに上 掲の諸要 素を総合 して判断 された結果
が現 在の駅勢圏 を形 成 して いる点に着 目し、 さまざ まの輸送の質的 条件 を も
っ鉄道路線 の現状か ら前掲 の各要素が駅勢 圏の形成 に及 ぼす影響を分析 する
ための二 ・三 の方法論を展 開する。
まず §2路 線勢力圏推定 のための実査 法 と実験式に澄 いて は、 アンケー ト
に よる実査 によつて現 在の駅 勢圏 を調査 する従来 の方 法と、東 京の一部地域
にお けるその調査結果の実験式 につい てのべる。
§3、 §4に 澄いて は §2の よ うに アンケー トを実施する ことな く、諸種
の統計値を利用する ことに よつて駅勢圏を推計 する方法論 を提集する。 すな
わち §3幾何学 的路線勢 力圏に よる推計 法にみいて は放射状鉄道 路線のそれ
ぞれの幾何駅勢圏内通勤発生入 口お よび各路線 の輸送人員の実績値か ら、幾
何駅勢 圏に対す る比較に よつて 実際の駅勢圏を推計 する方法論を提案する。
つぎに §4通 勤費用 一時 分換算係 数に よる推計 法にお いては経 路選択 に関係
す る諸要素の うち、所要時分 と通 勤費用のみの相互 比較 によつて経路が決め
られると仮定する場合、 所要時分 と費用の換算係数を求 め、 これ を基礎と し
て駅勢圏を推計す る方法論を提案 する。 この方法に よれば、 た とえば ス ピ『
ドアツ プな ど比較路線 との将来の輸送の質的条件が相対的 に変化す る場合 の
駅勢 圏の変化、 したがつてそれぞれの路線の将来 の輸送需要を も予測する こ
とができる ものであ り、 この方法を東京都品川 ・大田両区に適 用して都心に
対する通勤 費用一時分換算係数 を試算 した結果 にっいてのべ る。
§5経 路選定 に関す る社会心理的要素 の計 量化 においては、前掲(3)～⑤の
要素の通勤経 路選 定に対する影響を量的 に分析す ることを目的とす る3つ の
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方 法論 に つ いて の べ る。
まず 〔1〕 経 路 選定 要 因 の判 別 関数 にお い て は この 課 題 の た めの 数 少 ない
従来 の方 法 の一 つ と して 、 日科 技 連 の委 員 会 に よる研 究 成 果 をの べ る・ す な
わ ち路 線 を選ぶ理 由 とな るパ ラ メー ター と して運 賃 一所 要 時 分 ・徒 歩距 離 ・
乗 換 回数 の4っ の要 素 をとbあ げ、2つ の 路 線 の 比較 条件 を 調査 する た めの
ア ンケ ー ト結 果 を 分析 して 路 線 パ ラメー ター を求 め、 そ れ らを利 用 した路線
選 定の 判別 関数 に よつて、 通 勤者 が 路 線 を 選ぶ 構 造 の 分 析 を試み た もの であ
る。
っぎに 〔2〕経 路選定要因 の重回帰分 析に澄 いては、通 勤経路選定 に関す
るすでにのべた諸 種の要素を変数 とし、各路線、 各駅 ごとの幾何駅 勢圏の夜
間人 口に対する乗車実績の比率 に関 して、 重回帰分析を適 用す る要 因分析の
手法を提示する。
また 〔3〕実査 データに もとず く経 路選 定要 因の分析 にお いては、通勤輸
送経路の質的条件 に関す るアンケー トの結果を利用 し、 各通勤経 路の質的条
件が経 路選定に訟 よぼす影響 に関する分析 を行な うた めの一っ の方法を提案
した ものである。すなわ ちまず乗換回数 と所要時分の関係 のみ を とりあげ、
二っの路線の間の利用者数 の分布状態か ら乗換え負担換算 時分、す なわち乗
換えに伴な う精 神的 肉体的 負担 を所要 時分の損失に換算する方法 をのべる。
さ らに アンケー トの回答数に もとず くウエイ ト付 けに よつて 、通 勤経路選定
に関する諸種の条件 を計量化する方法を提案する。
§2路 線勢力圏推定のための実査法 と実験式
都 市 高速 鉄 道 と沿 線入 口、 駅 勢 圏 に関 して は す で に若干 の研 究 が行な われ
て 澄 り、 そ の概 要 をの べ る とつ ぎの よ うで あ る。
(1)小田急 線 の駅 勢 圏入 口の 年度 別 推移
まず 八 十 島義 之 助 博士 ・藤 崎 清 氏 ・大 崎本一 氏 は、 東 京西 郊にあ る小 田急
線 の12駅 につ い て路 線 新 設 後、1957年 に至 る ま で の 駅 勢 圏人 口 を ある仮
1)定 に もとず
いて 推定 し、 そ の変 遷 に っ い て分 析 を試み た。
す な わち25.000分の1地 形 図上 で 判読 され る宅 地 、 空 地 の 区別 の も とに、









す よ うに各 駅
を中心 と して
半 径1㎞ の円
の内 部 を各 駅
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図7-2-1駅 勢 圏 想 定 の一 モ デル
































駅 あるいは他の放射状路線 と重複する場合 は2等 分線 で分割 され る領域 を想
定 した。
この ように して町丁 目別人 口統計 資料に もとず ぐ駅勢圏人 口の変遷につい
て分析 し、 つぎの諸点 が明らか にされた。
a)鉄 道路線 の開業時にお けるとくに顕著な人 口の急増 はない。
b)駅 勢圏人 口の増勢は前期に 緩やか であるが中期 には 急 とな り、後期 には
再び緩やか とな る。そ して急増す る時期の到来 は都心 を離れるに したが
つて遅れる。 ただ し土地利用状況 による例外が ある。
c)駅 勢圏人 口密度 は都心を離れ るにつれて少 くな るが交通要点 は例外的 に
大きいQ
d)駅 勢圏飽和入 口密度は、高級住 宅地区では35A/haく らい とみ られ、
商店街地 区では200ノ～/haを超 す。
(2)小田急線の駅 勢圏の現状分析
第2に 八十 島義之助博士 ・依 田和夫 氏 ・稲村一弘 氏の駅勢圏の現況分析 に
関する研究2)がある.こ れはなるべ く特 徴的な しか も比較的調査容易な駅
勢圏として小 田急線の世 田谷代 田駅 と祖師ケ谷大蔵駅 をと りあげ、 昭和31
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年12月 現在の実態を分析 した ものである。 この2駅 が選 定され たのは・前
老は近辺に他の 併行路線、 交差路線 が敷設 されていて・互い に影 響され る駅
勢圏で あり、 後者 は他の路線 よ り遠 く離れて純粋に単 独な駅勢圏 を形成 して
いると考え られるか らである。











まず、 この周 辺の公立 中学生に交通調査用紙 を配布 し、世帯 員の就業地、
通'勤利用機関、乗降駅、乗換駅、所要 時分な どをアンケー トによつて調査 し
た。 その結果を 図化 した居 住分 布図上 で、 重複 した2駅 の駅勢圏境界をほぼ
一152一
7-7
2等 分線 に置 換 して1本 と した のが 図7-2-2に 実 線 で 示 されて 海 り、 こ
れ を もつ て 実駅 勢 圏 と考 え て よい こ とが の べ られ てい る。 つ ぎに一 っ の駅 勢
圏の考え 方 と して 全所 要 時分 最 少 とい う前 提 に よつて 駅 勢 圏 を設定 す る と図
7-2-2の 破 線 となb、 実 駅 勢 圏 と比 較 的 よ く一 致 す る ことが わか つ た。
そのほ か、 結 論 と して つ ぎの 諸点 が 明 らか に され た 。
a)実 駅 勢 圏の 境 界は 隣接 駅 勢 圏相 互 が入 り混 じ り明 確 に は定 めえ な い が、
はなは だ しい混 乱 は見 られ な い。
b)実 駅 勢 圏を通 勤 ・通 学 交 通 の別 、 急 行 電車 停 車 の有 無 、 利 用路 線 方 向 な
どご とに 別個 に求 め る と境 界 の 混乱 は整理 され る。
c)類 別 され た境 界 線 は、 時間 的要 素 が 非 常に強 く、 そ れ ゆえ に理 論 的 に駅
いの
勢 圏 を描 く場 合 は 全所 要 時 間最 少 に よる設 定 法 に よる の が最 も実 情
に則 してい る。
d)急 行停 車駅 の駅 勢 圏 はそ の駅 か ら 目的 地へ の 到達 時 間 が短 縮 された だ け
拡 が つて い る。
e)郊 外鉄 道か ら離 れ た地 域 では バ ス路 線 の影 響 圏が 発 生 してい る。
(3)中央 線3駅 の駅 勢 圏 の分 析
第3に は、 国鉄 か らの 委託 に よつて 日科 技 連 内 に設 け られ た委 員 会 の研 究
成果3)があ る。
これ は、 国 鉄 中央 線 の 西荻 窪 ・荻 窪 ・阿 佐 ケ谷 の3駅 を とbあ げ、 昭 和
38年4月の定 期券 購 入 原 票 を分 析 した もの で ある。
まず基 本 計数 と して 町丁 別 の人 口、 面 積、 人 口密度 、 上 り通 勤者 数、 上 り
通 勤者 一人 口比 の 累積度 数 分 布を求 め、 図7-2-3(1)～(5)のよ うに、 横 軸
を対数 目盛 に とれ ば、 ほぼ 直線 に な る こと をの ぺて い る。 つ ぎ に上 り通 勤 定
期 客 につい て 居住 地 の町 丁 番 地 を調 べ、地 図上 に図 化 してそ の上 記3駅 利用
者 に関 す る居 住地 分 布 地 図 を作 成 した。
さ らに これ を駅 勢 圏 に関 して定 量化 す る 試 み と して 、地 図上 で各 町丁 の重
心位 置 を 目測 で定 め、 駅 か らそ の 区画 へ の距 離 とし て この重 心 へ の距離 を用
いる こ とと し、 まず 横 軸 に駅 か ら各 町丁 の平 面 的 な重 心 ま での 距離・ 縦 軸 に











































































































































































































































































































































































































































図7-2-4町 丁 別 通 勤 者発 生 率
阿 佐 ケ 谷 駅
△:通 勤 者 が100人 以上(14町 丁)



































△:通 勤者 が100人 以 上(29町 丁)







































(3)西 荻 窪 駅
△ 通 勤 者 が100人 以上(21町 丁)
×100人 以 下(32町 丁)
計(53町 丁)
1Kiri以内平 均14.1%
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これ に よれ ば荻 窪駅 が異 質 的 で裾 の 広 が りを示 す こ とが わか る。 そ う して こ
の グ ラフか ら、 た とえ ば 重心 が1㎞ 以 内 の町 丁 の平均 人 口当 た り上 り通 勤者
発 生率 を もとめ 、 これ と グラ フ上 に描 い た 曲線 との 交点 ま で を駅 勢圏 距 離 と
み なす ことが提 案 された。
また別 に通 勤 者 総数 の 大部 分 を 占め る ゾ ーン を駅 勢 圏 と考 え る とつ ぎの よ
うな方法 も考 え られ て い る。 す な わ ち、 横 軸 に距 離、 縦 軸 に上 り通 勤 者数 の
累積 を とつて 図示 した図7-2-5に 澄 いて 、 た とえ ば90%を 含 む 範 囲を
駅勢 圏 とす る場合 には、 これ に よつ て 求ま る 距 離以 内の ゾー ン を地 図上 に示
す ことに よつて 駅 勢圏 を定 義 す る ことが で きる と して い る。
さ らに この 分析 を2っ の駅 勢 圏 の交 錯 地 区 に拡 げ利 用 者配 分 の 推定 につ ぎ
の よ うに適用 して い る。 す なわ ち この よ うな 地 区か ら両駅 へ の配 分 は 、 両駅
への 距離 に よつ て 説 明され る と考 え、 両駅 への 距 離 差 と配 分 率 との関係 を図
7-2-6(1)～(2)に示 した。
この図 か ら直線 距離 では む しろ遠 いほ うの駅 を通 勤 者が よ り多 く利 用 す る
場合 もある こ とがわか り、 これ は バ ス路 線 の 影響 と考 え られ る とのべ て いる
が、 この種の 分 析 は両駅 へ の 直線 距 離 では な く、 両駅 へ の 到 達所 要 時分 と関
係 づけて 考 察 すべ きで あろ うと考え られ る。
④ 通 勤者 の路 線選 定 に関 する 実験 式
日科技 連 の委 員 会 は 昭和39年 度 に知 い て、 上 にの べ た通 勤 交錯 地 区 の路
線選 択 の問 題 を発 展 させ 、 つ ぎの よ うな実験 式 を 導 いて いる。4)
まず居 住地 か ら就業 地 へ通 勤 する と き、 利 用 可能 な路 線 が2つ あ る場 合、
それ ぞれの 路 線 を利 用す る場合 の 抵 抗 の感 じ方 に は個 人 差 が あ るが、 各人 は
多 くの因 子 を考 慮 して、 よ り 自分 に適 当 と思 われ る方 を選 定 す る。
いま ある人 が 路線1を 利 用 して 目的 地 に行 くの に関 連 した交 通 路 と して の
抵抗 値 をUl路 線2の そ れ をu2と す る。
砺,碗 は 多 くの 因子 の 複雑 な関 数 に な る で あろ うが 、 この 中 で最 も重要
な役 割 を 占 めるの は 目的 地 ま で の 到達 時 間t、 澄 よ びt2で あると 考 え られ・





こ こに γ`:居 住地 区 か ら最 も便 利 な 路線 乞の 駅 ま での 所 要 時 分
cli:路 線iの そ の 駅か ら目的地 ま での 所 要 時 間で ある がそ の
ほ か に心理 的要 素 な どを含 む。
と し、 各 路線 乞の 抵抗 値 の第1近 似値 を
tt,i=ち=o(ri十cti)
と考 え る。
ま た ある 居住地 区 か ら路 線 乞の駅 へ行 く人 数 を 乃 とす る と
ΣTi=const.
ピ
と い う条 件 の も とで
UIT、+U2T2
T1
を 最 小vaす る よ うに7・ 縄 びT・ ・ し た 力斗つ て(T 、+T、 〉が 定 ま る とみ





U、〈U2p(・ 一 ・、一 ・。〈 ・)な らば 蒲r・ ∫
ここにお・いて γ0≡al2-(1,
さ らに よ く適合 させ るため に、 第2近 似値 として つ ぎの よ うに 考 え る。
す なわ ち上 記 の よ うな考 筋 で 醐 率(TlT1十T2)が 決 定 され るの は 全通
勤 客が交通 路 の抵 抗値 砺 の みに よつ て行 動 を決 定 す る場 合 で あ る。 現 実に
はそ のほ か に 路線選 択 に関 連 す る種 々の個 人 的理 由が 存 在 す る はず で ある。
そ れ らは 個 々に とり あげて 論 ず る よ り も、 上 記 の よ うな 総損 失 最小 の 法則
に対 する 乱れ と して 統計 的 に把 握す べ き もの と考 え られ る。
この よ うな 場合 を 記 述す る簡 単 な模 型 と して 統計 力 学 に澄 け るcanonica1
分 布5・6)を適 用 し、T、 拡 びT、 漱 式 縦 が うとす る。
;:二訟 二1:簾 麟=(Tl十Cl1(T2十d,))傷}























⑨ 阿 佐 ケ 谷 ～ 鷺 ノ宮
























中央線阿佐ケ谷、荻窪の2駅 と、西 武新 宿線鷺の宮、 下井草、 井荻の3駅
相互間の実測結果 と、R=1分 、 γ・=1分 とおい た上記 の理論値 とを重ね
て図示 したのが図7-2-7で ある。
この ように同一路線上の選択が同一 の構造的数式 模型 でかな り説 明で きる
ことが 明らかに された。
以上にのぺた(1)～(4)の研究成果のほか駅勢圏に関 す る研究 のための基礎的
資料 としては、 中央線新宿一高尾 間の沿線各 市町村か らの通勤発生比率 や、
中央線の各駅 の利用率 を国勢調査結果か ら分析 した資料7)、同 じく中央線の
武蔵小金井 ・阿佐 ケ谷 ・荻 窪 ・中野 ・吉祥寺の各駅 の通 勤客数の測定結果か
ら、それぞれの駅の駅勢圏の考え方 に言及 した研究報告8)などが あり、 これ
らに よつて都市高速鉄道の輸送の現状分析 に関 して は有意義な結果が得 られ
てい るが、いずれ も駅勢圏の形成要因の解 明そ の もの が 目的では ないので.そ
の面では将来の路線勢力圏推 定を 目的 とす る本 章の 課題 につい て大 きな示唆
は期待 しえないともいえる。
以上にのべた ように、 駅勢圏の形成に関する社会 事象の究 明は都市高速鉄
道計画の最 も基礎的かつ重要 な課題 でありなが ら、その理論的、 計量的研究
はまだ緒についたばか りの段階 とい うことがで きる。 この面か ら駅 勢圏の形
成に関する数量的接近を 目的 として以 下 §3、 §4に のべ る2つ の方法論を
提案 した。
§5幾 何学 的路 線勢 力 圏 によ る推 計 法
前項 に のべ た 推定 方 法 の うち、(1)はま ず 各駅 の 訳 勢圏 を 半 径1㎞ と仮 定 し、
そ の範 囲 内の入 口密 度 か ら勢 力圏 内人 口を 求 め た もの で 駅 勢 圏 の 範 囲そ の も
の を推 定す る こ とが 目的 では ない。
実 際 の駅 勢 圏 を正 し く求 め る ため に は 前 項の ②,(3)の万 法 の よ うに ア ンケ
『 トに よ る実査 が 必要 で あ り
、 この場 合 サ ン プル数 が 多い ほ ど信 頼匿 が 高 く
な る。 しか し時 間、 費 用、 調査 入 員 の 点 で 大 きな制 約 が あ り、 このた め特 定
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の路線や特定の駅のみに関する調査 は可能であつ て も、 ある大都市の近郊を
総合 してそれぞれの路線 や駅 ごとの駅勢圏の特性 を論ず ることは不可能に近
いともいいうる。
そ うい う場合、 多少の正確度 を犠牲 にして も、その都市 通勤圏内各駅 の各
1沢勢圏の近似値 を普遍的 に推定す るため、町丁別通勤発生入 口や路線別輸送
量などの基礎的な統計値のみ を利用し、 アンケー トによる実査 を行なわない
で、駅勢圏を推定する二っ の方法を §3お よび §4に提案する。
本節に澄いてはまず幾何駅勢圏内通勤発生人 口お よび各路線の輸送人員 の
実雛 を利肌 て実駅蜘 雛 定しようとする方法をのべ評
まず、 ここにい う幾 図
7-3-1幾 何駅 勢 圏の定 義
何駅 勢圏 をつ ぎの よ う
に定義 する。
,儲 鋼 誓欝 　町λ アー 一 路線・
どの駅 へ の距 離 よ り
も近 い とい う領域 を
設定 し、 これ をA駅
の幾何 訳 勢 圏 と名ず
ける。 」
すなわ ち図7-3-1
にお・いてA駅 の 幾何 駅











4efす な わ ちA訳 と、A駅 を 取 り囲 む 各駅 を結 ぶ 直線 の 直 交2等 分線 で 囲
まれ る多角形 の 内 部 の領 域 に な る。
した がつ て、 あ る都 市 の 任 意 の 近 郊地域 を と りあげ る場合 、 この 領域 は幾
何学 的 に単純 に地 図上 に設 定 で きるの み な らず、 同一 町 丁 内の入 口密度 を均
等 と仮 定する ことに よ り この 領域 内の 夜 間人 口を計算 に よつ て 求め る こ と も
通常 容 易 であ る。 さて 図7-3-2は 都 心 流入 の経 路 と して の 併行5路 線 と・
各 路線そ れ ぞれ5駅 の場 合 の 幾何 訳 勢 圏 の モデ ル を示 す。い ま
i'iノ=洛 線 吃上の,」ウ の設 何 駅 勢 圏 内夜 間人 口
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ρ7ノ:路 線i上 の駅 ノか ら都 心mへ の 昼 間流 出入 口
の




実際には各路線 の駅ノ とは必ずし も1っ の駅でな ぐ、 路線ご との駅 間距離
を考慮 して2っ 以上の駅を ま とめた ものを も含めて各路線 の駅 ブの相互間に
利用路線の選定 が行なわれ るよ うな地 域になるよ うに し、 これ を環 状圏ノ と
考える と
この環状圏ブか ら都心 加への昼 間流 出人 口合 計 くあ は
ρ吟=ギ ρ男=ぞ9ワノP、ノ(7+1)









と ころで一 般 に同 一 鉄道 路線 の 隣 接 駅相 互 につ い て は、 輸 送条 件 の差 は少
ない の で、環 状 圏相 互 の 交 通流 は ない もの と仮 定す る こ とが で きる。
また、今 駅 勢圏 を 求 め よ うとす る駅 プ=1,2,… …ブ,… … ノ か ら都 心
加までの距 離 が か な り離れ て い る場合 に は、 それ ぞ れ の幾 何駅 勢圏 内夜 間入
口に対 する 都心 彿へ の昼 間人 口流 出率 は 同一 路 線 の各 駅 につい て ほ とん ど相
違が ない と考 え られ る。 す な わ ち
の
嬬=燭/Pガ=gZ.
と仮 定 す る ことが で きる。











































ところで ρ劣 は環状 圏ノか ら都心 加へ の昼間流 出人 口合計で あるか ら・各
駅か ら都心 ηを 目的 地 とす る乗 車入 数、 あ るい は定 期 券 発 売 枚 数 の 統 計 資 料
に よつ て 知 る ことが で きる。 またPiiは 路 線 乞の 駅ブ の 幾 何 駅 勢 圏 夜 間人 口
で あ り、 た とえ ば町 丁別 人 口の 統計 値 を利 用 して 推 定 され る。
これ らの値 を用い れ ば 連 立方程 式(7-3-3)を 解 いてq7.が 求 め られ
る 。
この9咳を用いて実際の駅勢圏との関係を考えると、環状圏ブに於いて、
路纏 の幾イ噸 媚 と他の路線の幾何駅勢圏との転移率 硯 は
・l」-a'・,;iilii';;il'S
,,(7-・-4)
に よつ て求 め られ る。 そ う して この んの値 は つ ぎの こと を意 味 してい る。
h〈1の 場 合 幾何 訳 勢圏zノ の発 生通 勤人 口の 一 部 はi以 外 の 路 線 を利
用 す る。
k>1の 場 合 乞ブ 以 外 の幾 何 駅勢 圏 の 発生 通 勤 入 口の 一 部 が 駅iノ'を利
用 する。
した が つて この 彦の 値に よつて 、 駅 乞ブ の 実駅 勢 圏 が幾 何 駅勢 圏 よ り大 きい
か、 小 さいか を 判定 する こ とが で きる。
っ ぎに幾 何 駅勢 圏 乞ノ の 発 生 通勤 人 口で あっ て 駅 り 以 外 の 駅 を利 用 す る人
口、す なわ ち幾 何 駅 勢 圏 乞ブ か ら他 の 駅へ の転 移 量 畷 ノ は
喝=9雲Piノ ー 鰐 (7-3-5)
uaよつて求め られ る・ この場合 喝 くoで あれ ば、 逆に他の駅勢圏か ら馳 ノ
への転移量を示す。 この 窃劣 の値 を用いて、実駅勢圏の領域を推定す る ため
には・i)駅 の実際の利用翻 鰐 が97。Piiatb小さ暢 合、す 勧 ち式
(7-3-5)に よつて 略>0の 場合は2つ の駅の実駅勢圏の境界は、幾
イ螺 獺 の境界 よ獄 り 勧 賜 る ・と勧 か る・逆 に 略 く ・の場欲
は 実駅 勢 圏の 境界 は、 幾何 駅勢 囲 の 境 界 よ り駅(i+1)ノ 寄 りに 存 在 す る
ことが わか る。 そ の移 動量 を求 め る ため 、 そ れ ぞれ の幾 何 駅 勢 圏 乞ブ に つ い
れ
て9り 澄 よ び夜 聞人 口密度 が 均 等 と仮 定 し、 境 界 線 の移 動 に よつ て 他 ○ 訳 勢
周 に変 わ る面 積(す な わ ち図7-3-3に お い て 斜 線 を施 し た よ うにそ れ ぞ
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れの騨 圏ivaつい 磯 何 騰 圏iか ら σ+1)購 移 する 酷)6rai
け ると、 この ・、の大 きさを 求 め る こと力弐この 罷 の 目的 とな る・
































に よつ て 幾 何 駅勢 圏iか ら(i十1)に 転 移 す る 面積 を 知 る ことが で き、 ア
ン ケー トに よる ことな く実 駅 勢 圏 を推定 す る こ とが で きる 。
§4通 勤費用 一時分換算係 数による推計 法
通 勤 者 が 自由意 志に よって 利用 ルー トを選 択 し、そ の 結果 と してそ れ ぞれ
の 駅 の駅 勢 圏が形 成 され る こと、澄 よびそ の場 合 の 各 路 線 の 比較 条 件 と して
あげ られ る諸要 素 につ い ては §1に すで に の ぺ た。
これ らの うち計 量 化 の 困難 な精 神 的 ・肉体 的 要 素、 た とえ ば徒 歩 や乗 換え、
車 内の 混雑 に伴 な う負 担 な どに つ い て は §5に 取b扱 う こ とと し、 ここでは
計 量化 の比 較 的容 易 な通 勤 費用 と時 間距 離 のみ に よつ て、 駅 勢 圏が 形 成 され
る と仮定 す る。
そ うして この2つ の要 素の 換 算係 数 を実 績値 に よつて 求 め、 これ に もと ず い
てそ れ ぞれ の 路線 を利 用 す る通 勤 費用 と時 間距 離が 将 来 に澄 い て変 化 す る場
合 に形 成 され る駅 勢 圏
図7-4-1比 較 ル ー トの モ デル
を予測 す る一 つ の方 法
をのべ る。㍉10)1"ハ
(1)通勤 費 用 一時分 換
算係 数 に よる推定
方 法論
まず、 図7-4-1
に於 い て都 市近郊 の任
意 の地 区`か ら都 心 に
流 入す る場 合、 一 般 に
乙個 の経 路 が あ り、 通
勃者 は そ れぞ れ の経 路






質的条件 を考 慮 して もつ とも有利 な経 路を選定する。そ の場合、 すでにのべ
たよ うに、心理的負 担や疲労度は、その影響 を無視 し、各経 路の有利さを判
断する基礎的な要素 として都心 までの時間距離 と通 勤費用 をとりあげる。そ
の場合次式の η1を経路1に よるi地 区から都 心までの交通路線の抵 抗 と考
える こ ととす る。
η1=61+αcl (7-4-1)
ここに 孟1:地 区iか ら都 心 まで の 経路dに よる時 間 距離
cl:地 区iか ら都 心 ま での 経路1に よる通 勤費 用
・α:対 象 とす る 路線 網 に関 す る定数(通'勤 費 用 一時分 換算 係 数)
そ う してそ れ ぞれ の 経 路 に よる1個 の η1の うち、そ の値 が 最小 とな る経 路
が通 勤者 に よ り選定 され 、 そ の結=果が 各 鉄 道路 線 の 輸送 量 の現状 とな つ てい
る と考 え る。
ご
す な わち地 区iか ら都 心 に流 入 す る通 勤者 数 をPiと す る と、mi。rPiに対
応 す るPiの 合 計 が経 路dの 輸 送 量(?iと な り、 次式 に よb表 わ され る。
min(亭 αct)
した がつ て それ ぞ れ のivaつ い て 恥4,4
知ることがで きれば最小 自乗 法に よつ て




こ こに γ≡ 〔♂ 〕
(7-4-2)
ご
を 知 り、 各 路線 のQを
ρ
(7-4-3)
を最小にす るαの値 を求め、 これ を用いて任意の近郊地区が主として どの駅
勢圏に属するかを推定する ことが で きる。
か くして求めた通 勤費用 一時分 換算係数αの値は駅勢圏の形成 に関 してつ
ぎの ような意義を もつて いる。 すなわちαが大 きければその対象地域 では平
均的にみて通勤 費用の相対的変動 が利用経路の選 定に大 きい影響 を与え・ 時
間距離の大 きさが経路選定 に寄与す る比重が相対的に小 さい ことを意味する。
αが小さ くなるにつれて この影響は逆に な り、 所要時分の小 さい経 路を選定
する機会が多 くなる。 したがつてその地域 の通勤者が利用経路を選定する場
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合、 時間距離 と運賃 を負担 と感 じるそれ ぞれ の比重を この αの値に よつてあ
らわす ことがで き各 駅勢圏の現状を分析する ことがで きる。 またある対象地
域について このαの値が得 られた場合、 さ らに これ を利 用 して 将来の駅勢圏
の形 成を予測する ことも可能 であ る。
す なわち、 たとえば新線の建設、新駅の設置、郊 外 路線 の都心直通乗入れ、
速度 向上な どの輸送方式の改善 に よる各路線の時間 距離の短縮や、通 勤費の
相対的 な変動などに よつて駅勢圏が変化する。そり.揚倉すでに求めた通勤費
用 一時分換算係 数αの値 を用いてそれぞれ の経路について 履 を求め、その
値 が 最小 とな る路線 を見 い 出す ことに よつて 駅 勢 圏 の変 化 を 予 測 する こ とが
で きる。
ま たす でに の べ た よ うに都 市 鉄 道 に澄 け る通 勤 輸 送 需要 は各 駅 勢圏 の形成
条 件 に よつ て支 配 され る と もいい うる の で、 この よ うに して え られ た 将来 の
各 路 線 の駅 勢 圏 に もとず き、 各地 区 の夜 聞 人 口お よび通 勤発 生率 に よっ て各
鉄 道路 線 の 輸 送 需要 を推 定す る こ と も可能 とな る。
② 東 京 都 大 田 ・品川 両区 に誇 け る試 算11)
東 京 都 大 田 ・品 川 両区 は 私 鉄 路線 が 複雑 に入 り組 ん で澄 り、 都 心 に対 する
流 入 に際 して 経 路 を選 択す る機会 が 多 ぐ、 輸 送 の質 的 条 件 の 相 違 が α の値 に
鋭 敏 に影 響 す る と考 え られ るの で、 この地 域 を対 象 と し、 昭 和37年 度 の 実
績 値 に つい てつ ぎの よ うに 試 算 を行 なっ た。
a)ゾ ー ンiの 単位
各 町 丁 を ゾー ンの単 位 と し付 表7-4-1(1)(2)に示 す よ うに大 田区123,
品川 区135計258の ゾー ンに分 割 した。
b)関 連鉄 道 路線
国 鉄山 手 線 ・京 浜 急 行線 ・国 鉄 東海 道本 線 ・東 急 田園 都 市 線 ・東 急池上
線 ・同 目蒲 線の計6路 線(図7-4-2参 照)
・樋 勤時間距離4
・1・: 、+tl、+・1、+44
と した 。 こ こ に
4、 ・ゾー・'iから路縦 の最寄灘 での所麟 分
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61、:路線1の 最寄駅に論 ける平 均待 ち時分
4,:路 線 ♂の最寄駅か ら東京駅 までの最小車中時分合計
6{4:経路1に お・ける東京駅までの乗 換え所要時分合計
d撮 額 までの所要時分4、
各 ゾーンの平 面的 な重心位置か ら路線 ♂の最寄駅までの直線距離に もと
ず い て 雛、を 求 め る。 この場 合、 バス に よる所 要 時分 は道 路の線 私 巾
員な どに より大 きい差があるが、 バスの待 ち時分を も加 味した実績値を
調査 して付表7-4-2に 示 すように直線距離のみに よる平均的な換算
値をもちいた。
・)61、,云1、,44
このそ れ ぞ れ の値 につ い て は 国鉄 資料12)vaよつ た。 この 資料 は 瀦 の
提案に よ り、 っ ぎの 仮定 に もとず い て 調査 作 成 された もの で ある。 す な
わ ちまず`12に つ い て は ♂線 最 寄 駅 停車 列 車 運 転 時隔 の1/2、 ただ し5
分以 下 の値 を とっ た。613は 経 路1を 利 用 して東 京 駅 に到 達 す る た めの
最少車 中時分合計 であり、急行電車が ある場合 には これを利用 し、急行
通過駅である場合は急行停車駅で乗換えるものと している。
勲 塩 は主要 駅については各路線のそれぞれの乗換通路の所要時分を
実測 してい る。対 象地域内各 駅か ら東京駅 までの このようにして得 られ
た所要時分 の合 訓61,+塩+塩)を 付表7-4-3に 示す。
f)通勤費用C{
通 勤費用 の うち、 対 象 地 域 内各 駅か ら東 京 駅 まで の通 勤1ヵ 月定 期 券運
賃 は国鉄 資料13)に よっ て求 め付 表7-4-3に 併記 した。 バ ス運 賃 に
つ いて はい ず れ の 社線 と も区 間 制 に よる運 賃 基 準 に準 拠 して澄 り、 単純
に距 離 に比 例 して い な いが、 多 くの デ ー タの付 表7-4-2に 示 す 平均
的な基 準 に よつ てそ れ ぞれ の ゾー ンiか ら路 線1の 最寄 駅 ま での1ヵ 月
定 期 券運 賃 を推 定 した。 ま た バス の待 ち時分 を加 算す る と所 要 時分 が徒
歩 とあ まb差 が な い こと を考 慮 して1Krii以内 を徒 歩 と仮 定 し、 バ スの運
賃は 加 算 しな い こと とした。
g)経 路 の 指 定
この対 象地 域 か ら都 心 に流 入 す る場 合 、 図7-4-2に 示す よ うに 目蒲
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線沿線か らは 目黒と蒲 田、 池上線沿線か らは五反 田 と蒲田を経 由するそ
れぞ れ2っ の経 路 が あ るの で、 そ のそ れ ぞ れ の ゾー ンに つ き4を 比較
して小 さ い方 を とる こと と した。
以 上 に よつ て さ きに のべ た合 計258の それ ぞ れ の ゾー ンか ら任 意 の 路 線 ♂を
利 用す る経 路 につ い て所 要 時 分 と運 賃 を もと め、 所 要 時 分 と通 勤 費 が と もに
他 の経 路 に くらべ て小 さい場 合 、 これ だ け で利 用 路 線 が決 定 され る。
これ を 図 示 した のが 図7-4-2で あb、 駅勢 圏未 定 の ゾー ンは 斜 線 に よ
っ て示 した。
さ らに計 算 に用 いたPi,(?iに っ いて は つ ぎの値 を用 いた。
h)ゾ ー ンiか らの 都 心流 入 者 数p`
大 田 ・品 川 両区 か ら千 代 田 ・中央 ・港 の都 心3区 へ の昼 間 流 入 人 口合計
を町 丁 別 夜 間人 口比 で按 分 す る。す な わ ち、一 っ の 区 に含 まれ る すべ て
の ゾー ンにつ い て夜 間 入[]に対 す る都心3区 へ の通 勤 発 生 率 を一 定 と仮
定 した。
'i)路線別輸送量Q
大 田 ・品川両区内各駅か ら都心に至る定期発売枚数の実績値14)をそ の
まま路線別輸送量 と仮定 する。
こ うして得 られ た 各 ゾー ンか らの 都心 流 入者 数Piを 付 表7-4-4(1)～
(2)に、 ま た各 駅 か らの都 心着 乗 車 人 員(～'を 付 表7-4-5に 示 す。
以 上 の4規 びclに よ り η1を 比 較 する だ け で 図7-4-2に 示 す よ
うに 、 利 用 路 線 ∠が す で に 決 定 す る ゾ ー ン も あ る。 計 算 の 手 数 を は ぶ くた め
に・ これ ら の ゾー ン は 以 後 の 計 算 か ら 除 き 図7-4-2t`CSs・ い て 斜 線 を施 し
た よ うに α の 値 に よ つ て ♂の 変 化 す る 未 定 の ゾ ー ンに っ い て 、 電 子 計 算 機
(MELCOM1101)に よつ て 式(7-4-3)の 計 算 を 行 な つ た。 そ の フ
ロ 『 チ ヤ ー トを 図7-4--3に 示 す 。
な 細 園都 市線 に つ い て は、 表7-4-一 ・に 示す よ うに 雛 と4の 比 較
のみ です で に決 定 した 利用 者 数2Pε が乗 車 実 績eiに ほ ぼ 等 し ぐなっ たの
iεr
で以 後 の 比較 路 湶か ら除 い た。
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表7-4-1各 路 線 の未 定 の配 分量 (単位 人)
山 手 線 京浜急行線 東海道線 田園都市線 池 上 線 目 蒲 線 計
乗車実績ρ` 11,306 4,700 35,816 7,940 12,813 10,10582,680
一
既 確定分 8D656 1,756 28,751 7.田6 9,000 8,891 64,880
今後の配分 2,650 2,944 7,065 114 3,813 1,241 17,800
せ、それぞれの場合 について(4+α61)カ ・最小 とな る 碕 求め ると付表
7-4-6と な つ た。 さ らに 式(7-4-3)の σ2を 求 め 付 表7-4-7
を得 た。
σ2=0と な る α の値 が存 在 しな い の は乗 車 人 員 を ゾー ン単 位 で とり扱 ・、所
要 時分 と違 賃 の比 重 の 個人 差 を無 祝 した こ とな どが 原 因 と考 え られる瓜 付表
7-4-7誇 よび 図7-4-4に 示す よう に α=0.03で σ2は 最 小 とな り、
この値 に よつて 図7-4-2に 示 すそ れ ぞれの 未 定 の プ ロツ クを いず れ の鉄
道 路線 の ・駅勢 圏 と考 え るべ きか を 明 らか にす るこ とがで き る。
さ らに通 勤所 要 時 分 と通 勤 費 用 の比 重 に 関 する ～二の地 域 の特 性、 た とえ ば





を満足 しない場合 には通勤者の利用経路選択条件が変化 し、現在の駅勢圏の
均衡が破れ、 したが つて各鉄道 路線 の輸送需要が変化す ることがわか る。
一般にあ る路線の速度 向上や、 都心直通に ょる所要時分 の短 縮、 さらには
新線建設 な どの計画が ある場合、 それ ぞれの近郊地域か ら都心に対する所要
時分の相 対的な変化を 生ずる こととなる。
この ような場合、 その地域 にお ける現在の実績値 に もとずいて通勤 費用 一
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時分換算係 数αの値 を知 ることがで きれば、 その計 画の完成 後に澄 いてそれ
ぞれの近郊地区がいずれの鉄道路 線の駅勢圏に属す ることになるか を知 り、
その発生交通量か らそ れぞれの路 線の輸送需要 を マク ロ的 に想定 する ことが
で きる。
§5経 路選定に関す る社会 心理的要素の計量 化
すで にのべた ように、一般に駅勢圏はそれぞれの鉄 道路線 の特 性に もとず
き、通勤者の 自由選択に よつて形 成され る。 本章 §2於 よび §3は §1に の
べた経 路選定に影響する諸要素の分析にはふれ ることな く、 これ らを総合 し
て判断され た結果 として形成 される駅勢圏を分析す るため の従来 の方法論お
よび新 らたな方法論の提案をのべた ものである。 また §4で は、 この諸要素
の うち、 量的な取 り扱 いの容易 な時間距離と通勤資用のみ を とりあげて、 駅
勢圏の分析な らびに予測をするための方法論 を提案 した。
本節vak・いては §1にお いてのべた社会心理的要素の通 勤経路選 定に影響
す る要因分析 を行な うための3っ の方 法論 について のべる。
〔1〕経路選定要因の判別関数
同 じ目的地 に 流入 す る ため の い くつか の ル ー トの うち、 そ れ ぞ れ の 路線 の
輸送 の 質的 条件 を どの よ うに 比較 して 通 勤 者 が利 用 す る路 線 を選 ん でい るか
とい う課 題 にっい て、 従来 の 研 究成 果 は は な は だ 乏 しい と いわ ね ば な らない。
〔1〕vak・い て は この うち、 日科技 連 内 に 設 け られ た 委 員 会 が 行 な っ た研 舜5)
につい て 説 明 す る。
路 線 を選 ぶ理 由 とな るパ ラ メー タに つい て は数 多 くの もの が あ げ られ るが 、
まず っ ぎの4個 の パ ラメー タを とり あげ る。
x、:運 賃(普 通 片道)
x2:所 要 時間
艦:徒 歩 時闘
艦:乗 換回 数(パ ス乗 換 を 含 む)
この4個 の パ ラメ ー タに よつ て 第1路 線 と第2路 線 の計 数 を比 較 し、 路線











すな わ ち計数 に用 い た基 礎 デ ー タと して は 国鉄 の 委 託 に よつ て 懸 マ ー ヶテ
ィ・グセ ン ターが 実 施 した 調査 の報 告 書16)が 使 用 され て い る.こ の 調 査 の
主 な実施 内容 はつ ぎの通 りで あ る。
調査 日時 昭39年10月23日 ～10月27日
対 象地 域 中央 線荻 窪駅 を 中心 と し、 西 武新 宿 線、 井 の 頭 線 に よつ て限 ら
れ る範 囲 内 の66町 丁
サ ン プ リン グ 対 象地 域 の66町 丁 内 の世 帯 に つ き1/300の等間 隔抽 出法
に よつて360世 帯 を選 び、 そ の世 帯 に澄 け る通 勤 ・通学 者 を選
ん だ 。
調査 方 法 面 接 調査
回収有 効 票数 回 収 票 数 は333、 うち60%が 通 勤 、40%が 通学 で あ る。
また 利用 交 通 機 関 に よ る分 類 は 表7-5-1の と訟 りで あ る。
この サ ン プル の
表7・一5-1サ ン プルの 利 用交 通 機 関
交 通 機 関 利用者数(人)
公衆交通機関利用者 253
(う ち バ ス のみ の利 用 者) (18)
一
自家 用 乗用 車,バ イ ク,自 転軍 利 用 者 27
徒歩 による通勤通学者 53
計1333
中央線 で、 第2路 線 が 中央 線以 外 の関連 路 線(地 下鉄 荻 窪 線 ・西 武新宿 線 ・
井の 頭線)で ある者、 澄 よびそ の逆 に第1路 線 が中 央線 以外 で 第2路 線 が中
央線 の者 すなわち 表7-5-2に 示 す 計143人 を 選 ん で第1路 線 を決 定 す る
構造 の検 討 を 試み る。
このN==143名のz入 目につ い て、 す でに のべ た4つ の パ ラメー タの うち
第1路 線(中 央 線)に 関 す るもの をXi、,ari、,Xi3,例、 、 第2路 線(そ
の他 の路 線)に 関 する もの を 艦.夙2,xl-3,夙4と し、
♂=αa_x1ε1i/ij
と詮 い て143行 か ら な る 次 表 が え られ る。
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表7-5--2サ ン プ ル の 比 較 路 線





西 武 新 宿 線





西 武 新 宿 線












この 」・LSvaつい て判 別 関 数17)の係 数 を定 め るた め に 第 、グル.プ(中
央 線 利用 者N、=101名)第2グ ル ー プ(そ の 他路 線利 用 者N 2=42名)の
平 均 値 と分散 を 求 め る と表7-5-3と な る。
表7-5--3平 均 値 と 分 散
要 因
グ ル ー プ1 グ ル ー プ2
平 均 値
1
分 散 平 均 値 分 散
1 一6 .346 115.2 8,333 74.6
2 一6 .277 62.9 1,286 84.1
3 0,238 20.0 0,024 19.9
4 一〇.68310.79 0,214 0.64




を求 め ・ こ のyの 値 に よ つ て グル ー プ1に 属 す る か 、2に 属 す る か を 判 定 す
るた めtグ ル ー プ1のyの 値 をy・ 、 グ ル 一ー ブ2のyの 値 をY2と して
E(Yi)一一E(Y2)
一(7'5-2)
こ こ にE(Y1),E(Y2):そ れ ぞ れYi.Y2の 期 待 値
D2(Yi).D2(Y2):そ れ ぞ れy1,Y2の 分 散
をで き る だ け 大 きな 値 に な る よ う に α1.α2,α 。,α4を 定 め る。17)




表7-5-4Yi,y2に よ る平 均 と分 散
平 均 分 散 標準偏差
y1 0.57874 0.5190 0,712
y2 一〇.58379 0.4810 0,693
yの分布を正規分布 と仮定 して、それ ぞれの確率 密度関数 をf1(y)
f・ω とする とx・ ノら は次式を満足するy・ を境にして判別すれば よ
いことvaなる.17)
ノb∫ 、(　3ノ)ol3〆=ノ'一プ2(y)(ty(7-5-4)一。。Yo
実際 の数 値 で は
yo=-0.3787
とな り、 こ のYoに よ つ て
Eαidノ ーyo>0:中 央 線 を 選 ぶ
Σ αi4ノーy。 〈0:中 央 線 以 外 を 選 ぶ
と 判 定 す る こ と と す る。
この と き143個 の サ ン プ ル デ ー タ に つ い て 試 算 す る と、 的 中 率 は 表7-5
この 式 に よつ てyを 求 め、 第
1グ ル ー プに 対 す る各Yi、
第2グ ル ー プに対 す る各Y2
の 平 均、 分散 を求 め ると表7
-5-4と な つ た。




一5と な っ た。
この方 法 に よれ ば、
式(7-5-1)に 示
す4っ の係 数 αノ に ょ
つて そ れ ぞれ の パ ラメ
ー タ1単 位 当た りが、
路線 選 定 に 影響す る ウ
エ イ トを知 る こ とが で
表7-5-5的 中 率 の 計 算 値
総 数 的 中 数 的 中 率
グ ル ー プ1 101 91 0,902
グ ル ー プ2 42 24 0,572
計 143 115 0,804
き る。 た とえ ば表7-5-6の よ うに 乗換 え1回 の増 加 は 片道 運 賃 差1.64
円所 要 時 分差6.15分 、 徒歩 時 分差2.29分 と等 価 で ある と い う結 果 がえ ら
れ る。
表7-5-6各 係 数 の ウエ イ トの比 較
変 数 係 数 各係 数 の ウ ェ イ ト
運 賃 差 ♂1 一 〇.06456 1 3.76 1.40
所要 時分差 ♂2 一 〇 .01719 0,266 1 0.37
徒歩時分差43 一 〇 .04614 0,715 2.68 1
乗換 回数差44 0.10555 1.64 6.15 2.29
この 方 法 は路 線 選定 に際 して 影響 する 諸 要因 の比 重 を求 め る一 方 法 といえ
る。 しか し表7-5-5に 示 す よ うに、 この場 合 の グ ル ー プ2の 的 中率 は
57・2%に す ぎず ・ この よ うに して え られ た 係数 αノ を 実 際 に利 用 す る立場
か らは 、 さ らに吟 味 す る必 要 が あ る。
ま た路 線 選定 に影 響す る要 素 と して、 さ らに混 雑度 や 座 席確 保 の 可能 性 な
ど を加 え て パ ラ メ『 タを増 せ ぱ・ そ れぞ れ の係 数 αゴ の精 度は さ らに 低 くな
る もの と考 え られ 、 この 方 法 の残 され た 課 題 とい え る。
〔2〕 経路選定要因の重 回帰分析
この項 においては、 す でにのべた通 勤経路選定 に影響する僅 々の社会心理
的要 素の計量 化のために重回 帰分析の手 法を適用 しうることを提案 し、その
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場合 の独立変 数、 従 属変 数 の選 定 方 法 につ い て 考 察す る。
(1)重回帰 平 面 の計 算 法
いま通勤経 路 の選 定 を左 右 す る 指標 の大 きさ をG、 た とえ ば §1に のべ た
よ うに この0に 影 響 す る諸 要 素 の うち3つ を選 ん でそ れ ぞ れ の 大 きさ をX,
y・Zと す れ ば・ 次式 の 多重 直 線 回帰 で0とXl・Y・Zと の 関係 が記 述 され
るもの とす る。
G=α 十bX十 〇Y十 αIZ(7-5-5)
すな わ ち4次 元 空間 にお け る平 面 を 示す 式 とな る。
現 実の デ ー タを この 式に あて は め、 回帰 検定 に よつて、 有 意 性 が 証 明 され
れば上 式の考 え方は 是 認 され、 また 他 の要 素は 回帰か らの 誤差 に含 まれ る こ
ととな る。
式(7-5-5)の 場 合 にっい て定 数 α,b,o,4の 決 定 法 すな わ ち 重
回帰 平面の 計算 法 を簡単 に 説 明す る。18'19)まず あ る一 つの デ ー タ(X`・Yi,
Zi)に 対応 す る現 実のGの 値 をGiと し、 式(7-5-5)に よる 値、 す




のQの 値 を最 小 にす る よ うに α,b,o,dを 決 定す れ ば、 求 め る式(7-
5-5)の 定 数 が決 まる こ と とな り、 した が つ てX,Y・Zの 各 要 素 が通勤
経路 選択 に影 響 する そ れ ぞれ の比 重 を計 量的 に取 り扱 うこ とが で きる。
式(7-5-6)に 示 す ρが α,b,e,4に 関 して 極 小 で あ るた めに は、
e=X(0、-0つ2=E{G、 一(・+bX、+・Yi+CIZi)}2`ε
=ノc(α.b,o,{オ)(7-5--7)
に齢い て α,b,o,己 を変 数 と考 え、 それ らの1次 偏 微係 数 を求 め これ を
0と お く。
嘉 一 ・{ぞ(・ 、一・-bX、 一・・、一・az,)}(一 ・)一 ・(・ 一・一・)




嘉 一2{ぞ(Gi-a-bXi-一 ・y、-alZi)}←Zi)一 ・
式(7-5-8)よ り
孝0ご=nα 十 ゐ 万X`十 〇Σy幽`十(孟孝Z`
```呂




こ こ に0.X,Y,Zは 平 均 値 で あ る。








Z)を 通 る こ とがわ
(7-5-13)
式(7-5-12)よbα を求 め 式(7-5-13)に 代 入 す る と
xc・X・=(o-bx-oY_(iz)EXi+ゐ 麟+・E・Xi 、yi+axx、Zi






ヲ(G・ 一一C)(Xl""Xl)一ゐダ(x・ 一 え)2+・ ヴ(x・ 一愛)(r、 一ア)
+己 ヴ(X・ 一一X)(Z
、-Z)(7+・4)









式(7-5-14)(7-5-15)(7-5-16)はb,o,dに 関 す る
3元 連 立 方 程 式 で あ り、 一 般 に は 解 が え られ る 。
い まGi-～}ニolXi一 髪=X',
y._ア=】 〆.z._2=/.t匹`z





















































式(7-5-17)(7-5-18)(7-5-19)に よ つ てb、e.Cl
を 知 れ ば 式(7-5-12)よbα を 求 め る こ と が で き、 し た が つ て 回帰 式
(7-5-5)を 決 定 す る こ と が で き る。
以 上 は 独 立 変 数 を3個 と し た 場 合 で あ る が 変 数 力sm個 す な わ ちX,・X2・
……,X 隅 で あ る 場 合 に つ い て も同 様 に し て 次 式 の 定 数 α・,α1,α2,… ….
α那 を 決 定 す る こ とが で きる 。
G=ao→-alX1十a2×2十 ・一 ・… 十amXm (7-5-21)
(2)変 数 の 選 定
式(7-5-21)に 論 い て 従 属変 数Gは す で に のべ た よ うに 通 勤経 路の
選 択 を左右 す る指標 の 大 きさ であ つて 、 これ を 示 す指 標 として は通 勤 に 関す
る 種 々 の統 計 値 を用 いる こ とが 可能 で あ り、 そ れ ぞれ の 場合 につ い て(1)にの
べ た重 回帰分 析の 手 法を適 用 す る こ とが 考 え られ る。
以 下vak・いて はその うち変 数 の 選定 に 関す る1つ の方 法 を 提案 す る。
まず 原 デー タに つい て は都 市近郊 鉄 道 路 線 の 各 駅 を1,2.… …,i,… …
… gnと し、 そ のそ れ ぞれ の 駅か ら都 心に 至 る経 路 に つい て
Gi=ao十 αlXli十 α2×2i十 … … … 十 αmXmi
の関 係 が成 り立つ もの とす る。
このGiの 数 値 と して、 本 章 §3に の べ た 幾 何 訳 勢圏 の考 え 方 を適 用 す る。
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すな わ ち幾何 駅 勢 圏`の 夜 聞 入 口 をPi・ 夜 間人 口に対 する昼 間流 出入 口、
すな わ ち通 勤 発 生 率 を7i・ 駅 乞か らの実 際 の通 勤 乗 車 人 口を9iと し
9iG=i
7iPi
をと る。llの場 合 も しかbに 各 駅が 経 路 選定 条件 に 関 して 等 しけれ ばGi=1
とな り・ 幾何 駅 勢 圏がそ の ま ま 実際 の駅 勢 圏 に一致 する は ず で ある。 した が
っ てCi>1の 場 合 には 幾何 駅勢 圏 乙の 領域 外か らの通 勤者 の一 部 も駅 乞か
ら乗 車 す る ことを 示 して 澄 り・ 逆 にCiく1の 場 合 は駅 勢圏 乞の通 勤者 の一
部 が他 の駅 を利 用 して い る ことを 示 す。
した がつ て このGiの 大 きさ を経 路 の選 定 に関 す る一 つ の 指 標 と考え る こ
とが で き る。
っ ぎに 独立変 数 と して はそれ ぞれ の駅`に つ い て、 §1に の べた 経路 選定
要 素を た とえば つ ぎの よ うに と りあげ る こ とが考 え られ る。
i)時 間 距 離
駅 εか ら都 心 まで の 所 要 時分 をXli(分)と す る。
紅)通'勤 費 用
駅 乞か ら都 心 ま での通 勤 費用 をX2i(円)と す る。
斑)乗 換 えに 伴 な う負 担
駅 乞か ら都 心 に流 入 す る経 路 にお け る乗換 回数 澄 よび乗換 え の た め の
徒歩距 離(ま た は乗 換所 要時 分)をx3iと す る こ とが考 え られ る。 そ
の 場 合、 次項 〔3〕 にの べ る よ うに、 乗換 え1回 当 たbの 損 失時 分 換
算 係 数 を もち い る こ と も考え られ る。
iv)混 雑 度
乗 車効 率(%)をX4iと す る。 ま た乗 車 効率 を異 にす る2っ 以 上 の 路
線 に乗 換 え る場 合 には、 それ ぞれ の路線 の乗 車 時分 を ウエ イ トとす る
加重 平 均 値 を とる こ とが考 え られ る。
従属 変数 と して こ こに の べ たGiの 値 を取b扱 う場 合 に は以上 のほ か・ 幾 何
駅勢 圏 の 面積Ai、 したが つ て隣 接 路 線 との平 均 距 離 が小 さい ほ ど路 線相 互
の転移 が容 易に な るの で、 た とえ ば そ の 影 響 な ど を も独立 変 数 の一 つ と して、
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考 慮 す る こ とが 考 え られ る。
ltteaこにの べ た 変 数x、i・x,i.・ …一 ・,x。iは 単 蹴 一 次 結 合 に よ っ
て 式(7-5-21)に 示 し た が 、Giとi)～iv)に の べ たそ れ ぞ れ の要
素 との 関 数 関 係 に 応 じて 、
X_1。,x,X。=x・,X-1 諾
な どの変数変換 を行な うことも当然考 え られ る。
以上 に一例 と してのぺたよ うに独立変数、 従属変数 を選 ぶ ことに より・重
回帰分析の手法を適用 して通勤経路選定 に関す る社会 心理 的要素相互間の比
重を計量化する ことがで きる と考え られ る。
〔3〕 実査 デー タに もとず く経路選定要因の分析
本 節 で は、 他 の路 線 と比較 して、 各 通 勤 者 が利 用 路線 を 選 定 してい る理 由
を調 査 した 輸送 路線 の ア ン ケー ト結 果に よつ て選 定要 因 を分 析 す る 方 法20)
を 提案 す る。
アン ケー ト結果 を利 用 す る点 は 共通 で あ るが、 す で にの べた 〔1〕の方 法
が 比較 路 線 を含 むx、,x2,x3,x4を 調 査 したの に対 し、 本 節 では、 さ ら
らに比 較路 線に 比 しな ぜ利 用 路 線 を 選ん だ か とい う理 由 を尋 ね、 通 勤 者 あ 直
接 の意 志 に ウエイ トづ け を 行 な う点 が相 違 して い る。 この 手 法 はわ か りやす
い よ うに 実際 の 調査 例に よつて 説 明す る。 すな わ ち、 著 者 の提案 に よ る調 査
内容 に よつて、 国鉄 東 京 鉄道 管 理 局 が 昭和39年11月 に実 施 した ア ン ケー ト
読査 に澄 いて は、 各 通 勤者 に対 してつ ぎの 事項 につ い て調 査 し、 計 約3,400
枚 の 回答 が 得 られ てい る31)
(1)通勤 のた め に主 と して利 用 して い る ル ー ト
② 上 記 のル ー ト以 外 で通 勤 の た め の利 用が 考 え られ る比較 ル ー ト
(3)比較ル ー トで は な く、 利 用 ル ー トを有 利 とす る理 由(表7-5-7の
うち該 当す るもの にcheckを 付 け る。)
この ア ンケ ー ト結 果 を利 用 す る こ とに よbつ ぎの 分 析 を行 な う2っ の方 法
を 考 察 した。
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表7-5-7路 線 選 定 理 由
1.乗 車駅 まで の バス の便 が よいか ら
2.乗 車 駅 か ら始発 ま たは 増結 車 が 出るか ら
3.乗 車 駅 に急 行 が停 車 す るか ら
4.勤 務先 に[=]分 ほ ど早 く到着 す るか ら
5.乗 換回 数 が{==コ 回少 ない か ら
6.乗 換 え しない です む か ら
7.乗 換 え が楽 に で きるか ら
8.混 み 方 が少 ない か ら
9.運 賃 が 安 いか ら
10.下 車 駅 か ら勤務 先 まで の 便 が よいか ら
11.そ の他
(1)乗換 え に伴 な う精 神的 負 担 の換 算 時分
調査 サン プルのな か で 利用 ル ー トと比 較 ル ー トの間 に所 要 時分 、 乗 換 回数、
あるいは そ の 両 者 につい て差 が ある と回答 してい る もの を表7-5-8の よ
うに分 類 する。
表7-5-8
2つ の 路線 の乗 換 回数 と所要 時 分 の 比較
乗換回数
所 要 時 分
利 用 ル ー トの乗 換 回
数 が 比 較 ル ー トよ り





所 要 時分 が 比











B:利 用 ル ー トと比 較 ル ー トが所 要 時 分、 乗換 回数 と もに等 しい。
C:利 用 ル ー トの 方 が 比較 ル ー トよ り も遅 いか ま たは 等 し く、 か つ 乗換 回
数 が 多 い。
と い う場 合 であ る。 同様 に、
D・誇 よび1)2:利用 ルー トの 方 が 比較 ル ー トよb早 けれ ば乗 換 回 数が 多 く、
遅 け れ ば乗 換 回 数 が少 な い。
とい う場 合 であ り、 通 勤者 が ル ー トを選 ぶ 際 に時 間 と乗 換 回数 の 優 劣 を同時
に比 較 する とい う意 志 が作用 した結 果 で あ る と考 え る こ とが で きる。
そ こでi)1診 よびD2に 属 する サ ン プルiに つ い て、 そ の 所要 時 分 差 士△ち
と乗換 回 数 ±△些 を 用 い て乗 換 え に伴 な う精 神的 負 担 の 所 要 時 分 に関 する


















「乗換 え一 回の 精 神的 ・肉体 的負 担 は、 所 要 時 分T分 の損 失 と等 価 と感 じ
られて い る。 」
と い う時間的 表 現 の平 均 値 に換 算 され た こ とを 意 味 し、 乗 換え 負 担換 算 時分
と名 づ け る ことが で きる。
た とえ ば 前 述の ア ンケ ー トの う ち、 乗 車 駅が 中 央 線 で あ る通勤 者 の サ ン プ







中央線 と他の路線 との乗換 回数 と所要時分の比較
乗換え回数
所 要 時 分
利 用 路 線 の 方 が
比 較 路 線 よ り
計少 い 同 じ 多 い
利用路線 の方 が
比 較 路 線 よ り
短 い 35 18 23 110
同 じ 16 25 6 47






と試算 され る。 これ を利 用 して 駅 勢 圏 を推 定す る場合 、乗 換 え に関 する社 会
心理的 負 担 のみに 関 して は、 乗 換 回数 が1回 少 い路 線 では、 所 要 時 分がT分
多 くて も駅 勢 圏の形 成 要 素は 等 価 であ ると考 え る ことがで きる。
〈2)社会心 理 的 要 素 の 比重 の 分 析
す でにの べ た アン ケ ー ト調査 の よ うに、 た とえ ば 表7-5-7の ル ー ト選
択理 由の該 当事 項 が 集計 され る場 合 に は、 これ を利用 して各 項 目ご との該 当
者 数が 全 回答 数 に 占め る比 率 に よつ て 選 択理 由 の項 目別 に ウエ イ ト付 け を考
え、 駅(ま た は路 線)ご との 社 会 心理 的 負担 の相 対 的 な 大 きさ を 推定す るこ
とがで きる。
すな わ ち、 ま ず第 ん項 目の理 由 の ウエ イ ト 靴 を次 式に よつて 与 え る こ と




こ こに 賊 は、 彦項 目の 総該 当者 数
つ ぎにそれ ぞれ の 駅(ま た は 路線)に つい て 、通 勤 に関 す る社 会 心 理的 負
担 の相 対 的 な 大 き さを比 較 す るた め、 駅 εま た は路 線 ノ につい て 次式 の よう
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ここにnlは 馳 の第 傾 臥 喝 は路 繍 のegh'項目の理 由の該当者
数 で あ る。 ま た 表7-5-7か ら乗 車 駅 に 関 す る項 目 は 第1,2,3項 で あ




と ころ で 第 彦項 目、 第k,項 目 の 理 由 の ウエ イ トWk・ ωk・は 式(7-5
-23)に よ つ て 求 め ら れ る か ら、 駅 乞、 ま た は 路 線 ノ を通 勤 に 利 用 す る場
合 の 社 会 心 理 的 負 担 の 相 対 的 な 大 き さci,Cノ は
::二卸 ∴} (7-5-25)
に よつて 求め る こ とが で きる。
この方 法 の計 算 手 順 を以 下 に示す 。
a)各 項 目に対 す る該 当者 数 を乗車 駅 別





を計 算 す る。
また は 乗車 路線 別)に 表7-5一
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表7--5-11各 選 定 理 由 の 比 重 計 算 表
駅
目
1 2 `,唱 匿,● ● ●, 彦 r.曽oo● ・,● 11
1 1α1 α12 ..塵.,,■ 噛冒
1







・ ・.●,,● ● ●
2
α 為 ■ ●■r● ・-●,
2α
11
: : : : :・
・ ・ 曹
9
… : : : :
・ ・ ・ .









α 左 ● ● ■● ■,.7「
`
α11
: : : :・
曹 ・ ● ・











α2 ● 「.幽 巳 ゆo蟹 ●
1
α 鳶 r.■.,辱 ● ●o
∬
α11
(注)乗 車 路 線 に 関 して はi→7',1→1,k→ ゲ と な る 。
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を計 算 す る。
d)α レ ・歯 よび α1…k・ を計 算 す る・











この方 法 を応 用 し、 先 に のべ た アン ケ ー トの結 果に よっ て
a)東 京 近 郊 の小 田 急 ・京 王 一国 鉄 中央 ・西 武 新 宿 の4路 線
b)国 鉄中 央 線 の各 駅
のそ れ ぞ れ につ い て、通 勤 に 関 する 社会 心理 的負 担 の 相 対 的 な 大 き さを試算
した。 そ の 結果 を 要 約 す る と表7-5-12、7-5--13が 得 られた。
この値 は式(7-5-23～25)か ら明 ら
か な よ うに大 きい方 が有 利 で あ る こ とを示 す。
た とえ ば 中央 線 の各 駅 に 澄 いて は、 始発 電 車 の
ある 駅で は いず れ も大 きな値 となっ て座 席確保
の可 能 性 の あ る こ とが大 きな 有利 さ を もつ て い
る こ とが推 察 され る。
ただ し国分 寺駅 が 他 に比 して著 じる し く小 さ
い値 を示 して い る のは選 択理 由1、2,3の 該











因 で あ り、 現実 の 推定 に際 して は さ らに 多 くの サ ン プル 数 が 必要 といえ る。
一199一
表7-5--13
中央線 各 駅の 社会
心理 的 負 担 の 比 重
駅 名 負担の比重
中 野 2.96
高 円 寺 0.70
阿 佐 ケ 谷 0.83
荻 窪 1.75
西 荻 窪 0.57
吉 祥 寺 1.30
三 鷹 2.16
武 蔵 野 1.10
武蔵小金井 2.08
-一 一




以上 にのべ たよ うに、本節に澄いては、
近 郊住宅地 と都 心を結ぶ さまざまの通勤ル
ー トの特性を比較す る場合、 時間的 ・経済
的条件以 外の 社会心理的要素につ いて経路
選定 の影響を計量化す る方法論を論 述 した。
す なわち実査法の結果を用いて駅勢圏形成
に影響す る相 対的な大き さを数量的に取扱
うために判別関数を応用す る従来 の方法を
のべ るとと もに、新 たに2つ の方法を提案
した。
ここにのべた乗換え ・乗車 駅 ・利用 路線
のそれぞ れの数量化された社会心理的負担
の大 きさは、 通勤手段か らみた近郊地域の
特 性の比較や、 鉄道各路線の今後の輸送需
要の予測 に応用 し うる もの と考える。
§6結 語
都市近郊 に器け る地域別人 口密度 の増 加すなわ ち都市近郊 の発展 と都市交
通路線網 との関係 を明 らかに し、また交通路線に関する質的条件の合理的 な
分析に もとずいて将来の輸送需要 を予測す るためには、各交通路線の勢力圏
形成のメカニズ ムを解 明する ことが基礎 的な課題 といえ る。
高速鉄道路線 に主 として依存 する通勤輸送 に関 していえ ぱ、一毅 にそ の駅
勢圏はそれぞれの鉄 道路線 の質的諸条件 を考慮 した通勤者の 自由選択によつ
て形成され る。
本章においては これ らの通勤者の経 路選定に影響する諸要 素の比重の計量
的な分析 を目的 と して二、三 の新たな方法論 を提案 した。
そ の1つ は幾何 駅勢圏 内通 勤発生人 口詮 よび各路線 の輸送実績値 により・
幾何駅勢圏に対する比較に よって 実際 の駅勢圏 を推定す る ものであり、 第2
は、通勃 愛用一時分換算係数を もとめ、 これ を用 いて将来 の輸送の質的条件
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が相対的に変化する場合の駅勢圏の変化 を予測 しようとす る もので ある。駅
勢圏の推定に関する従来の方 法がいず れ もアンケー トに よる実査法 に頼って
いたのに対 し、 この2っ の方法論は いずれ も実査 を行 うことな く人 口と交通
量に関する統計量のみ によつて駅勢圏の推 定お よび将来の変化 を予 測するこ
とがで きる もの である。
さらに経路選定要因の うち、計 量化 の困難な社会 心理 的要素に対 して、重
回帰分析の手 法を適用 しうることをのべ、 その場合従 属変数 と しては、た と
えば一 つの方法 として幾何駅 勢圏の夜間人 口に対する乗車実績の比率をとる
ことを提案 した。
また経路選定に関す る通勤者の実査 に際 して、同時 に選定理 由の調査デー
タが得 られた場合 には、 これ を利用 して通 勤経路の質的諸条件が経 路選定に
澄 よぼす影響の計 量化をお こな うための一 つの方法 を明らかに した。
以上本章に提案 した方法 論によつて路線勢 力圏形成の メカニズ ム澄 よぴ通
勤経路選定要因を明 らかに し、 これに もとず いて交通 路線網 との関連に誇け
る将来の都市近郊入 口密度 分布の変化 や各交通路線の輸送の質的条件に対応
す る輸送需要の変化 を予測する ことがで きる。
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都市に詮 ける通勤者が利用す る交通機 関 と路線澄 よびそのそれ ぞれの区間
別通勤交通量を分析 し予測す ることは交通施設計画に とつて重要 な課題で あ
る。 なぜな らば都市内の ゾーン相互間 に詮け る将来の輸送需要 の増加に対応
するためには、各 交通路線 のそれぞれの区間別に必要かつ十分 な増 強と、 今
後の投資規模を見い 出す ことが交通施設計画の最 も基礎的 な課題でなければ
な らないか らである。
この各交通路線 の区間別交通 量を配分交通量 と称す ることとし、 本章では、
都市交通機関の うち通勤の ための交通流に問題 を限定 して基礎的 な方法論の
展開と提案を行な う。
一般に都市近郊の居住者が都心事業所地域 に通勤す る場合、その経路 とし
て利用する交通路線の選 択条件と して は、すでに第7章 にのぺたよ うに、 そ
れぞれの路線に よる所要時分、運 賃な ど、 時闇 的条件や経済的条件のほか に、
混雑度、乗換回数、 徒歩距離な ど、計 量的に比較 する ことが困難な社会 心理
的な要素が大きい比重を 占めてお り、通勤者はそれ らの諸条件 を考慮 してそ
れぞれ最 も有利 とす る経路 を選定 してい る。
この ように、 各交 通路線 の有す る輸送の質 的条件が配分交通量となつてあ
らわれるわけで あり、 将来 の予 測に際 して はこれ らの可能な限 りの分析が要
求される。 この課題に関 して は、た とえば第7章 にすでにのべた方法論に よ
るべ きであるが、本章では各交通路線の現在におけ る輸送の質的 条件が、将
来に澄いて も相対的 な変 化がな く、 したがつて各近郊地域居住者が路線を選
定する比率が変化 しな い場合 を仮定 し、 各 ゾー ンの発生、吸収人 口のみが変
化する場合 の各路線 の区間別配分交通量 を予測す る方法にっいてのべ る。
まず §2吸 収 マル コ フ過程 に関する理論 においては、 時局の推移に対 して
ある状態か ら他の状態に確率的に変 化するいわゆる マル コフ過程に ある系 に




次に これ を利用 し、 §3吸 収 マル コフ過程 としてみた都市通勤流動におい
て は、交通路線 網の接続点(以 下nodeとい う)に おいて各路 線に対する旅
客の分岐の比率(遷 移確率)が 与え られ ている場合 、各近郊 地域 の交通発生
量に対応す る各路線の区間別配分交通量 を求めるため、 吸収 マル コ フ連鎖の
理論 を応用する佐佐木綱博士の提案 を紹介 し、 これ を都市通 勤流動に適用す
る場合 について述べる。 しか し一般に都 市に澄け る将来の配分交通量 の予測
に際し、 分岐 の比率一定 とい う仮定は実状にそ わないので §4土 地 利用計画
に もとず く路線別通勤交通 需要 において は、 §3の 理論を応用 し、第6章 に
のぺ た将来の分 布交通量の予測値を利用 して、 各 ゾーンの発 生交通 量、 吸収
交通量 ともに変化す る場合 の各路 線の区間(以 下1inkとい う)別 の配分交
通量を予測する方法を提案する。つ ぎに §5路 線別通 勤交通需要 の図上計算
法に澄いては、 この同 じ問題 を図上計算に よつて 求める方法 をのべ、 §6大
都市にお ける適 用例では §4,§5に のべた方 法論に よb、 東京 に澄ける試
算例に よつて、都市交通網 の施 設計 画に応用するため の予測値 を求め うるこ
とを示す。
1)2)3)§2吸 収マル コフ過程に関する理論
いか な る時問 にお いて も、 考 え て い る系 の 状態 は 有 限 の 数(i=1,2.…
……n)の 中の1つ で あっ て、 時 間 と して は不 連 続 な 時 間t=0,1,2,…
… を考え、 時間 の 推移 に 対 して 系は あ る状 態か ら他 の 状 態 に 確 率 的 に変 化す
る と き、 この よ うな 系 を マル コ フ過 程に ある系 とよぶ。
系 が時 間tの と き状態`に あ つ た とい うこ とが 与 え られ て、 時 間t十1の
と きの状 態 がブ で ある糠 を 馬 と表 わす と・ この 珊 力塒 彫 礁 関 係で・
云以 前 の 状態 に まった ぐ依存 して い ない と き、 この よ うな系 を 単純 マル コ フ






Pijをt行 ノ 列 に 配 置 した 行 列 を 遷 移(確 率)行 列 と よ び・Pで 表 わ す 。
す な わ ち
P=・P、 、,P・2,… ……1)・ 。
1)21・1)22,………P2n
Pn1・Pn2・ ………Pnn
で あっ て 、 各 行 の 和 は い ず れ も1に ひ と し い。 い ま あ る 蒔 亥ljtにゑ い て 状 態
iに あ る 確 率 をTi〈t)で表 わ す と
びり
Ti(t+1)「 弟(t)Pji(8'-2'3)
で 与 え られ 、 こ れ を ベ ク トル表 示 す れ ば
T(t+1)=T(t)P(8--2-4)
とな る。 た だ しTは
T=〔T、,T、,… ……Tn〕(8-2-5)
な る 行 ベ ク トル を 意 味 す る 。
同 様 に し て
T(1)=T(0)P
T(2)==∬(1)」P=T(0)P2
で あ るか ら一 般 に
T(t)=T(0)P`(8-2--6)
が 成 立 す る 。
T(O)はt=0に 澄 け る 状 態 確 率 で あ つ て 、 こ れ と 遷 移 確 率 行 列Pを 与 え る と・
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任意 の 時 刻tvak・け るす べ て の 状態 確 率 が 式(8-2-6)に よつ て 与え られ る
わ け であ る。
マル コ フ過 程 の もつ性 質 と して、Pが 正 則 で あれ ばノ
limp`=upr.(8-2-7)
tLe◎Q








ω1=ω ・P・1十ω2P21十 一 ・・… 十 ω。1)。1
ω2=ωlp12十 ω2P22十・一 ・… 十 ωnP。2
(8-2-9)
ωn:=ω・P・n+ω2P2n十 …・・…・十 ω。P。。
の 任 意 の1行 の 代 わ りに
ω・+ω2+… ……+ωF1(8-2-10)
と い う関 係 式 を 用 い た π 元 連 立 方 程 式 を 解 い て 与 え られ る 。
も し遷 移 行 列Pが 正 則 で な け れ ば 極 限 行 列 は 存 在 しな い 。
系 の 存 在 す る ル ケ の 状 態 の 中 に 、 一 度 そ の 状 態 に 入 つ た と き は 他 の す べ て の
状 態 に 移 る こ との で きな い 状 態 、 す な わ ち 吸 収 状 態 が 存 在 す る 場 合 を 考 え て
み る。
この よ うな吸収 状 態 か ら他 の 状態 へ の 遷移 確 率 は0で あるか ら、 おの れ 自身
の 状態 に留 ま る確 率 だ けが1で あ る ことにな る。
した がつて 吸収 状態 が γケ存 在 す る場 合 、 遷移 行 列 の 中 の γ ケの 行 は ある
要 素 が]で 他 は す べ て0と い う構 成 とな る。
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そこで吸収状態に関係す る部分を行列の最初の方 に配 置する と
P-G;)(8-・ 一・・)
と表 わす ことが で きる。 こ こに1は γXγ の 単位 行 列 でのはす べて の要 素 が
0のr×(n-r)行 列、Rは 非 吸収 状 態か ら吸収 状態 への 遷移 確率 を与え
る(n一 γ)Xγ 行列、Qは 非 吸 収 状態 相 互 の遷 移確 率 を与 え る(n-r>
×(π 一 γ)行 列 で あ る。
この よ うに して で き た行 列 ρを用 いる と
∬十Q+Q2十Q3+… ……=(1-一.ρ)d(8・-2-12)
な る関係 式が成 立 し、('一(～)つ を 吸収 マル コ フ過 程 の基 本 行列 と よん で
いる。 この と きつ ぎの よ うな 性質 が 明 らか に なつ てい る。
へ　
(i)(1-Q)のi行 ブ 列 は系 が状態`を 通 つ たの ち、 状 態 グ を何 回通
るか とい う回 数 の 期 待値 を表 わ して誇 り、
⑪(1-一 ・Q)一'1Rのi行 ノ 列 は系 が 状 態 盛を通 った 後、 状 態ブ に 吸収 さ
れ る確 率 を 意味 して い る。
任意 の時 刻tに 澄 け る状態 を 表 現す る た め に、確 率 関数FKt)va対して つ ぎ








で与 え られ るか ら、 式(8-2-4)の 両辺 の母 関数 を考 え る と、 式(8-2-





したがつ て 式(S-2-15)のT(qをZの 多 項 式に 展 開 した と きのZ'nの 係・数
がT(・)を与 えて み り、 これ は行 ベ ク トル で あ るか らT1(t),7堆),…T(t)
が 与 え られた こ とに な る。 この よ うな 吸収 マル コ フ過 程 の遷 移 行 列Pに 対 し
て は、 式(8-2--7)の関係 式は 成立 しない こ とに 注意 しな けれ ば な らな い。
式(8-2-15)に よつ て 吸収 状 態 に 吸収 され て しま うま での 系 が過 渡状 態
に存在 す る確率 が算 定 され る ので あ る。
§ろ 吸収マルコフ過程 としてみた都市遍渤 流 動
バ ス路 線、 高 速鉄 道 路線、 路 面電 車 路 線 な どか らなる 大都 市 の通 勤 交 通 網
を流 勤す る旅客 の 流れ を 巨視 的 に 見る と、 そ れ ぞ れ の 路 線 ご とに 、 そ れぞれ
のnodeに 寿 い て、 あ る 比率 に したが つ てそ のnodeで 下 車 し、 他 の 路 線 に
乗b換 え、 ま た はそ の ま ま の路 線 でそ のnodeを 通 りす ぎて 次のnodeで ま
た別 の比 率 に した がつ てそ れ ぞれ の 路 線 へ 分岐 して ゆ くの で この比 率 を分岐
の 比率 と称す る こ ととす る。
この よ うな旅 客の1人1人 につ い て はそ れ ぞ れ 固 有 の 始 終点(OD)を 有
し、 そ の0・0のた めの 経 路 と して1つ の ル ー トを 選ん で い る の で あ るか ら各
nodeに知 い てつ ぎに どの 路線 に乗b換 えて ゆ くか は固 定 して お り、 どの 旅
客 にっ いて も一 定 の確 率 に した が う と仮 定 す るの は 実情 に合 わな い と もいえ
る。 しか しあ るnodeに 流 入す る 旅客 を総 合 して考 え る と、 あ る限 られ た時
間 帯 に澄 いて つ ぎに利用 す る路線 の比 率 と して は そ れぞ れ 固 定 した もの と考
え る ことが で きる。 す な わ ち上 述 の分 岐 の 比率 を 、 そ の ま ま §2に の べ た各
nodeにおけ る遷移 確 率 と考 え る ことが で きるの で、 この観 点 か ら、 都 市 の
通 勤交 通 に対 して 吸収 マル コ フ連 鎖 の 理 論 を適 用 して各node間 の通 過 交 通
量 を解 析す る こ とを考 察す る。
この理 論 は佐 佐 木綱 博士 の 提案4・5)による配 分交 通 量 のす ぐれ た 解 析 法で
ある が・ その ま ま都市 鉄 道 網 の旅 客 爾 送 量の 推 定 に も適 用 し うる。 す な わ ち
通 勤 配分 交 通 量の 推定 に 適 用す る場 合 、 一 般 的 な 道 路網 のモ デ ル に 比 して朝
(また は夕方)の 通 勤 時 聞 帯 にみ いて は、 旅 蕃 流 動 は第2章 §3に の べ た よ








図8-3-1簡 単 な交 通 路 線 網 の モ デ ル
いま簡 単の た め 図8-3-一一1のよ うに2つ ず つ のsourceとsinkを 有 す る
交通 路 線網 の モ デル に澄 い てそ れ ぞ れ のnodevak・け る各1inkへ の分 岐 の
比率(遷 移 確 率)が 与え られ て い る もの と する 。
この図 は発 生源 ③ か らlink⑤k・よび⑥ へ 流 れ る比率 はそ れ ぞれ1/3・
2/3、 ⑥ か ら⑨ 、 ⑩へ の 比率 はそ れぞ れ2/3,1/3で ある こ とを 示L矢 印
の方 向に しか旅客 は流 れ ない もの とす る。
この と き発 生 源③、 ④か ら単位 時 間 にそ れ ぞ れu3,th4の 旅 客 が発 生 し、
一与え られ た分 岐 の 比率(遷 移 確 率)に した がつ て 路 線網 を 流れ て 吸収 源① 、
② に到 着 する 場合、 各linkを 通過 す る旅 客交 通 量 を求 め た い。
この問 題 は発 生 源か ら分 岐 の比 率 に した がつ て 交通 量 を煩 次 に 配分 して計
算 を進め る こ とに よ り容易 に求め られ る。
しか し、 一 般 には 路線 網 はは るか に複 雑 で あるの で、 各linkの 通 遍交 通
量を解析 的 に解 くた め に、 §2に のべ た 吸収 マル コ フ連 鎖の 理論 が有 用 で あ
る。
い ま通動 者 の発 生す る各 近郊 地 区(す な わ ち発 生 源;source)を1・
2,3.……,m.… …,fvi,通勤者 を吸 収 す る各 都 心地 区(す な わ ち吸収 源;
sink)を1ノ,2ノ,3ノ,… …,nt,… …,IV!と し、 単位 時 聞 に 細け るそ れ
ぞ れ の地 区 の発 生交 通 量 をu1.u2,u3,… …,Ztm,……9鞠 ・・ 吸 収交
通 量 をVll,η〆,v3ノ,… …,Vif,…,Vlv!とす るQま た 吸収 的 な状 態 す な
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8-8
わ ち吸収 源 が.V!個、 非 吸収 的 な 状態(吸 収 源 以 外 の 状態)がL個 ある と し、
1inkiか らノへ の 分 岐の 比 率P∫∫の行 列を 式(8・-2--2)と同 様 に
P=(Pii)
とす る。
吸収 源にお い てはP。!。ノのみ が1で 他 はす べ て0で あるか ら、行 列 の要 素




こ こに ∬:吸 収 源数 溜 の 元 を もつ 単位 行 列
0:Nノ ×Lの 零 行 列
R:Lxtv'の 行 列
Q:L×Lの 行 列 で非 吸収 状 態相 互 の 分 岐 の比 率 を表 わ してい る。








































































































この よ うに してえ られ た ρに 対 して一Ssi二ξに式(8-2-12)の 関 係 が 成立 す






































































この 基本 行 列 のiプ 要 素 は §2に の べ た よ うにlink④ を 出発 また は通過
した1人 の旅 客 がlink⑦ を通 過 す る 回数 の期 待値 を表 わ してい る。
上の 例 で はた とえ ば2行5列 の 要 素1/4は 、link④ を 荏 た1人 の 旅 客
がlink⑦ を1/4回 通 過 す る こ とを意 味 してい る。 発 生 源③.④ か らの 交
通量 を問題 とする 場合 は、 第1行 、 第2行 のみ が意 脈 を もつ て い る。 す な わ




同様 に発 生 源④ か らの旅 客u4を 加 え る とそれ ぞ れ のlinkの 交通 量は つ





















この場 合③,④ か らそ れ ぞ れ 晦,吻 の交 通 量が 発 生 し、 そ の他か らの発
生量は0で あ るか ら各 状 態の 通 過 交通 量 嶋 は次 式 で与 え られ る。
1×8)一







つ ぎに発 生 源 を区 別 す る ことに よつて 基 本 行 列 の 元 をへ ら し、 計算 を 簡易
化 する ためvaは、 つ ぎの 方法 が ある.5)
す な わ ち1',2',3ノ,… …,nl,… …,1V,のM個 の 吸収 源 と、1,2,
3,……,m,……,MのM個 の 発 生 源詮 よぴ これ らを含 まな いK『個の1inkが
あ る場 合 、 分岐 の 比率(遷 移 確 率)の 行 列Pに っ い てそ の うち の発 生源 に関





・1,a、1賦(8+1)e'(;}5"ける行 列 ρを 配 置 し㈱ し た行
列 で あb・Q・ は、各 発 生 源 から各1inkに対 す る 遷移 確 率行 列、Q,は




糊 ら か に さ れ て い る5)か ら ・ 各li・k・.・ ,・… ・・,k,… …,κ 、 を 胆











この 場合・(tif十κ)元 の発 生 量行 ベ ク トル の要 素 は あ とのK個 が0で あ
るか ら
_豊 甦L_　 喫κ鯉 一、
(U「・ ・X・ ・'"・a'kド ●'・」・'K)=(・ …U・ ・…s・L・,…,ZtA,)Q・(1-一 ρ 、)-1
す な わ ち
(1×K)(1xif)(⑳〈K)(K×K)
x_ue、 衛
さ ら に 各 吸 収 源1ノ,2!,… …9パ,… …,Nノ に 澄 け る 吸 収 量
(Vf・ 四 ・… … ・Vn'・ ・… ■一・VN')=w
は 次 式 に よ つ て 求 め ら れ る 。
(1>ぐt(D(診くK)(K×K)(K×N')
w=XR,=Utρ 、 τ7亡 万 の 辺R、
(8-3-7)
く8-3-8)
式(8-3-7)吾 よび(8-3-8)の よ うに非 吸 収 状態 の うち発 生状 態鍾 個 を
区 別 して取 扱 う こ とに よ り、 式(8-3--7)のよ う に(L×L)の 行列 式の元
の数 を減 ず る こと がで き た の で ある。
ノ
つ ぎ にsourcemで 発 生 し、sinknノ に 吸 収 さ れ るOD交 通 量 隅Xlは
つ ぎ の よ うに 京 め うる こ と が 知 られ て い る')
ノ
い軟 難 し、・鰍 収される騨 響 乏野齢 繍 、・鞭
隅
量 の 確 率 行 列
P。一(ノ π茜 兄P,,)(8-・3--9)
は 次 式 に よ つ て 求 め られ る。
(L)<L)(L>ぐVノ)(tTvt)
ノー 一一《_{/{
(・一¢)㌔ 一 爵 ■ 窪;(・ 一←・・)
一214一
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式(8-3-4)の 部 分 行 列 に よ れ ば
P。・.R、+ρ 、(1-e、)一'R2(8--3--11)
ノ
mで 発 生 し、n'に 吸 収 さ れ る 交 通 量 那X♂ は 、 式(8・-3-10)ま た は 式





000t■ … ・UnL… …0
000… …0・ … 鱒%M
以上 の べた 式 を図8-3-1の 場合 に適 用 する とX澄 よび ρは っ ぎの よ うに


























































































































































































に よつ て 求め られ る。
§4土 地利用計画にもとず く路線別通勤交 逗需要
前 節 §3に 訟 い ての べ た解 析 法 に よれ ば 、 将 来 に お け る近 郊 地 域 の発 生交
通 量 が変 化 す る場 合 で も、 逆 行 列(1-Q2)一'1さえ計 算 され てk・れ ば、 た と
え ば 式(8-3-7)・(8-3-8)に%・ ・u2・ ……pZLms….u〃 の値 を代 入
す る こと に よつて ただ ちに配 分交 通 量が 求 め られ る。
しか し この場 合 、各nodeに お ける 分岐 の 比 率 は 一定 とされ て いる が、 現
実 の 問題 と して は 各sourceに捨 け る発 生 交 遍 量 と と もに 各slnkに 澄 け る
吸 収交 通 量 が変 化 す れ ば、 一一駄 に 各nodeに 澄 け る 分 岐 の 比 率 も変 化 す る と
考 え るの が 妥 当 とい え る。
しか し式(8--3--7),(8-3-8)によっ て 月らか な よ うに、X,uはuと
一217一
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Pに よつて与 え られ るが 、uとuを 与 え た場 合 に は、 この関係 を満 足 す る分
岐の比率 の行 列(遷 移 確 率 行 列)Pは 多 数 存 在す る ため、 一 義 的 に求 め る こ
とが できず、 した がつ て 配 分 交通 量Xを 求 め え な い。
将来 の通 勤 配 分交 通 量 の 予 測 が 必要 と な るの は、 将 来 の発 生交 通 量 ♂ 、
吸収交 通 量 ♂ が 別 個 の推 定 に よつて 与 え られ、 そ の 場合 の 各 路線 の区間別
交通 量 の 予測 を 必要 とす る例 が 多 いの で、 本 節で は、 §3に のべ た理 論 を こ
の場合 に応 用 で き る よ うに 展 開 を試み る。
ま ず §3の 場 合 にお いて は、 そ れ ぞれ のnodevak・け るす べ て の分 岐 の比
率を一 定 と して い るが、 同 一 のODを もっ交 通'量につい て のみ 分 岐の 比率 を
一 定 と仮 定す る。 っ ま り同 じODを もつ 通勤 者が 利用 経 路 を 選 ぶ比 率 は、 そ
のoD交 通 量が 変 化 して も一 定 に保 たれ る とす る の で あ るか ら、 この仮 定 は
実 状に 即 した もの とい え る。
ノ
この場 合、 そ れぞ れ のOD交 通 量 隅xJは 式(8-3-10)ま た は(8
-3-11)と(8-3-12)に よつ て 求 め ら れ る。 しか しODの 確 率 行
列P。 を必要 とし勧 ときは試(8-・ 一 ・)に よっザxJを 鹸 求め
る こ と もで き る。
す な わ ち、
　　
w=ue・(1-a・)R,
に 澄 い て ベ ク トルuの うちu・m以 外 の 要 素 を0と 澄 い て え られ るwは
(・x;!.・xz','一 諏 詳,… ….砺xわ
ノ




-(配xl∵xl1,… ・・∵X♂ ノ,… ・・∵Xわ{8-・ 一・)
ノ
を第m行 とす る(溜 ×N)元 の行 列(mXin〕 を 作れ ば よい。




生 ・吸収交 通 量の合 計 で あるか ら、 表8-4-1の 現 在OD表eX♂ 〕に も
とずいて表・一・一・の将来 ・D表 〔賜X♂;〕の ゾー瑚 醐 交麗 肌紙
を予 測す る 問題 となb、 第6章 §4に のべ た 収 束計 算 法 の うちの い ず れか を
そ の ま ま適 用 す る ことに よつ て求 め られ る。
表8-4-1現 在OD表 の モ デ ル
sink











那xl'砿xlノ …… 醜xJ… ・沼 ぜ〇
三 三i:
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表8-4-2将 来OD表 の モ デル
sink
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0米







を求め る こ とがで きる。
っ ぎに式(8-3-7)に よる各linkの 交 通 量Xの うち、そ れ ぞれのOD交
櫨 ・X♂'の占める部 分 交 麗 皿超 一mx乙 那Xめ 一,nzx:ノ,一,ノ彫X'を 求 め る必 要 が あ る
。 た と え ば 図8-3-1の よ う にsource,sink
と も2個 で あ る モ デ ルvak・い て は 、 図8-4-1に 示 す よ う に1inkiの 交 通
量 合 計Xiは そ れ ぞ れ のODに よつ て4個 の 部 分 交 通 量
ノm=1,2m
xllこ こ に1 π4=1!,2'
に わ け られ る。
sourceηZlink乞
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図8-4--1Xiの 部 分 交 通 量 那X7
一般 に はXiは(M×1Vノ)個 の部 分交 通 量 にわ け られ
Mivtノ
部!X'-X・(8'"4"3)
が 成 立 す る 。
と こ ろ でIinkiか らの 交 通 量 が 図8-4-2に 示 す よ うに1,2,… …,7i,
ノ
ノのli・kva分岐す る もの と し、iか らノへ の分 岐 の 比卿 、声 よボ 鴎
(フ=1,2.… …,7'.… ….ノ)が す べ て 得 ら れ て い る と き 、 同 一 のODに
ノ














sinkn'に 直 接 流 入 す るlinkiに 誇 い て は 、sinknlを 式(8-4-4)
に 誇 け るlinkブ とみ な せ ぱ ノ=1・Pi1=1で あ る か ら
ノ 那X〆mxn/mxl -X、 二 乙 一Xio(8-4-5)
X1刀 ♂
となb、 そ れ ぞ れ 式(8-3-12)ま た は(8-4-1)、 お よ び 式(8-3-8)で
ノ ノ
え られ る ㎜X♂,ガnに よ りmXiを 求 め る こ と が で き る 。 し た が つ て この
》 ゼ4と 純 かえ試(・ 一・一・)に よつて各li。kの。D部 舷 通
量 を 煩 次計 算 する こ とが で きる。
肌 πノ
か く し て え られ たXは 表8--4--3の よ う に 、(忽XArノ)×Kの 元 を も
っ 行 列 と して 表 わ す こ とが で き る。
ノ
別 の 方 法 と して つ ぎの よ うに η}X'を 求 め る こ と も可 能 で あ る。 す な わ ち
ま ず 基 本 行 列(・-e)"の 鋤 行 の りの 要 素E 。、は 、 。。u,'ce.mlr出た ・人
の 旅 客 が1inkiを 通 る 回 数 の 期 待 値 で あ る。 つ ぎ にsinkガ に 直 接 流 入 す
る1inkが1・2・ …… ・ノ … …・,」 で あ る と す れ ば 、1inkiを 出 た1人 の
聯 …k・ ノに入 る回鵜 擁 は
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に よつ て 求 め る こと もで きる。
以上 に よつ てli。ki。 上 の ・Decxる 音tl分交 通 量mx:tが 求 め られ たの
で、 これ を利 用 して、 さ きに の べ た よ うに、 同一 のODを もつ 交通 量 にっ い
ての み分 岐 の比 率 を一 定 と仮 定 す る と、iinkiの 将 来 の交 通 量 踏 の うち、
ノ ノ
それぞれ のOD交 通量 皿誓Kの 占める部分交通量mx7*は次式 に よつ て求め
られ る。










な紋 の場合・分岐 の比率(齢 融 壌 ノは当然変化 して篤 とな り・







パス路線・ 高速鉄道路線・路面電 車路線な どか らなる大 都市の交 通網を流
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れ る通 勤交通 流 は、す で に第2章 §3に のべ た よ うに一 方 向の み を考慮 すれ
ばよい。 した が つ て必 ず し も §3・ §4に の ぺた 吸 収 マル コ フ連鎖 の理 論 を
応 用す る方 法論 に よら な くて も、 各 近 郊 地 域 か らの発 生交 通量 を分 岐 の比 率
に したが つ て図上 計 算 で 順 次 にlinkに 配 分 して ゆ くこと に よb、 通 常容 易
に各路 線 の通 過交 通 量 を 算 出する こ とが で きる。
この 図上 計算 の手 順 を以 下 に 示 す。
ノ
(・)各li・k上にX、ノ・組 び 肌xlノを記 入 す るた め の余 白を設 けて 、 与 え
られ た交通 路線 網 の略 図 を描 く。
(2)それぞ れ のlink,source,sinkに番 号 を付 け る。
この図上計 算 用 紙 をsource数と同 じ枚数 だ け 準備 し、 そ の 第1枚 目に
source1からの 発 生交通 量ca・の配 分計 算 をつ ぎの よ うに して 澄 こな う。
(3)Ulの 最 初 のnodevak・け る分 岐 の 比 率 に した が つて そ のnodeか ら分
岐 す る各linkにu1を 配 分 する 。
(4)同様 にsinkに 近 いnodeに 向い 、 そ れぞ れ の 分 岐の 比率 にし たが つて
順次配 分 計算 を 進め る。 この場 合 、2っ 以上 のlinkか らの交通 流 が合
流 す るnodeに み い て は 各1inkか らの合 計 の交通量 に対 して分 岐 の 比
率 を適用 す る。
(5)～二の計 算 をす べ てのsinkに 至 る まで 遂行 す る ～二とに よbsource1の発
生交 通 量に 関 する 各1ink上 の交 通 量合 計1X;k・よびsource1を起 点
ノ
とするOD交 通量1)ぐが求め られ る。
将来の発生交通 量 ω溢お よび吸収交通量 〃》が与え られた場合、将来 の絡糎
ノ
別 交通 量X挙 を予 測 する た め に は、 §4と 同様 に まず 皿X7を 求 め る必 要 が
ある。 この ため に はっ ぎの計 算 手 順が 必 要 で ある。
⑥ まずsinkパ の 一っ 手 前のlinkiに っ い てsinkガ を1inkグ とみ な










た1inkをiと し、 同 様 に 式(8-4-4)に よつ て1×7を 計 算 す る2
この計 難 各1・。kに つ い て1漱 勧 て す べ て のli・k隠 け る1Xで
を求 め る。
以上 に よってsδurce1に 関 して 第1枚 目の 図上 計 算 を終b・ さ きに準 備 し
た第2枚 目の計 算用 紙上 に、source2の 発 生交通 量 に つい て・(3)～(7)にの
べた同 様 の計 算 を行 な う。 この計 算 を 煩 次進 め、 す べ て のSOU「ceについて
計算 を完 了す る ことに よ り
・x;
,・x3'規 ボxプ ー
が 得 られ る。
。うして求めた現在・D表 の各要虻x麗 よび駁 られ た 嬬 晴 に よ
9、将来 ・D表 の要 譜 紙 を別個の検 誼 よって知る ・とが で きれば試




を計 算 し、 式(8-4-8)に よつ て各link上 の 将来 交 通 量X;を 求 め る こと
が で きる。
以 上 の 計算 手 順 は 各sourceの発 生交 通 量Utと同 時 に 各sinkの 吸 収交通
量wも 与 えてXを 予測 しよ うとす る場合 、 §4に ∩ べ た よ うにXのOD部 分
ノ
交通 量nexnをも図上 計 算 に よつ て求 め る た め最 初 か ら各sourceにつ い てそ
れぞ れ 別 個 に図 上計 算 を進 め た もの で あ る。 しか し §3に の べ た よ うに 分岐
の 比率 を一 定 と仮 定 する計 算 の み で よい場 合 に は 、 こ こに のべ た手 順(5)に引
続 いて 同 じ図上 にsource2か ら《 が発 生 する場 合 の 湾,v:・ を追 加 し
て 記 入 して ゆ くか、 あ るい は最 初 か らuxを 同時 に 与 え て 発 生 源 に近 いlink
か ら順次配 分 計 算 を進 める の が 有利 で あ り、 この場 合 に は 手 順 ⑥ 以下 の計 算
は 不必 要 とた る。
な鉛 本 節 に のべ た計 算 法 を適 用 して 電 子計 算 桜 に よ り直算 を 行な う ことは
通 常容 易 で あb、 交 通 路 湶網 のnode,link,source,sink数が増 すに
つ れて そ の 有利 性 は著 る し くな る。
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本節 に のべ た図 上 計 算 法 と §3,§4に の べ た マル コ フ過 程 の理 論 を応用
する計算 法 を比 較 す る と、そ れ ぞ れ つ ぎの よ うな利 害 得 失 が あ る。
マル コ フ連鎖 の理 論 を応 用す る §3に の べ た解 析 法 は、 道路 網 の よ うに循
環 す る経 路が あ る場 合 で も式(8-3-7,8)に よつ てX,wが 一 義 的 に求 め
られ る とい う利点 が あ る。 ま た発 生 交 通 量が 種 々に 変 化 す る場 合 で も、 た と
えば式(8-3-7ノ,8')のよ うにそ れ に対 応 す るX,wを 容 易 に求 める ことが
で きる。 反 面、node数 した が つ てlink数 が 多 くな るほ ど逆 行 列 を含 む行
列式の計算 のため に大 容 量の 電 子計 算 機 の 利 用が 必 須 とな る。 また 将 来 の発
生交 通量 とと もに吸収 交 通 量 も与 え られ る場 合 の よ うに分 岐 の比 率(遷 移確
率)一 定 とい う仮定 を 前提 と しな い場 合 には、 理 論 的 な取扱 いが 困 難 で あ り、ノ
た とえ ば §4の よ うに 式(8-4--1)に よ りOD交 通 量mxn、 式(8-4-4)
ノ
に よb、 各link上 のOD部 分 交 通 量 俄xlを そ れ ぞれ 計 算 する 必 要 が あ る。
～二れ に比 して、 ことに のべ た作 図法 に は、 つ ぎの特 徴 を 指摘 する こ とがで
きる。
(1)通勤 のた め の交 通 流 の よ うに一 方 向 性 で しか も循 環 す る経 路が な い場 合、
行 列式 の 乗 算、 逆 行 列 な どを一 切 必 要 としな い単 純 な配 分計 算 の み に よ
っ て所期 の 配分交 通 量 が求 め られ る。
(2)また た とえ ば 中 間 駅の よ うにIinkの 中 間 に 多数 の発 生 源、 吸収 源 を設
け る場 合 で も、 全 く同様 な 配分 計 算 に よる こ とが で き る。
ノ
③ 各link〃(誇け るOD部 分交 通 量'nXL1を計 算 す る こ とに より、ma米と
同 時に ♂ が与 え られ た場 合 の 配分交 通量 醇 を予 測 す る こ とが で きる。
以上 を要 する に通 勤輸 送 の よ うに交 通 流 が 一 方 向性 で あつ て 、そ の交 通 路 線
網が、 た とえ ば高 速 鉄道 の場合 の よ うに と くに複 雑 で ない場 合 には 、 本 節 に
のべ た 図上 計 算 法の 方 が通 常容 易 に 所期 の 配分 交通 量が え られ る こ とが わか
る。 ま た本 節 にの べた 計 算 法 を適 用 す る こ とに よb、 交 通 路 線網 のnode・
link,source,sink数が 多 い 場合 で も交 通 流 が一 方 向性 とい う前 提に
おい て は、 マル コ フ連 鎖 の理 論 を応 用 する解 析 法 と比較 して 単純 な ブ ・グ ラ
ミン グに よる電 子 計 算機 の 演算 が 可能 で ある とい え る 。
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§6大 都 市 に おけ る適 用 例
以 上 §4,§5に のぺ た通 勤 配 分 交通 量 の予 測 の 方 法 を・ 東 京 西郊 の西 武
新 宿線、 地 下 鉄荻 窪 線、 国鉄 中央 緩行 線 、 同 快 速 線・ 小 田急 線 の6つ の 路線
か ら都 心各 駅 に流 入 す る交 通 量 にっ い て適 用 す る。 ま ず都 心 各 駅 を結 ぶ 鉄道
路線 網 に、 付 図8--6-1va示すlink番 号 を 付 け、 通 勤 経 路 の 実 績 値 に も とず
いて 各nodeに 細 け る分 岐 の 比率 を付 図8-6・-2に示 す。 この図vak・い てた
とえ ば 中央緩 行 線 に よb新 宿駅 に流 入 す る旅 客は、 そ の うち20%が 地 下鉄
丸 の 内線へ 、15%が 中央 快速 線 、5%が 山手 内廻b線 へそ れ ぞ れ乗 換 え、
残 りの60%が 緩行 線 の まま 新宿 駅 を 通 りす ぎる ことを 示 して い る。
〔1〕 分岐の比率一定 の場合 の路線別 輸送需要 の予測
付 図8-6-2の 鉄 道 路 線 網 の 各link相 互 聞 の 遷 移 確 率 行 列Pお よ び この
行 列Pを 構 成 す るQ・,R2の 行 列 は 付 表8--6-1と な る 。 ま たQ2に よ つ て
求 め られ る(1一 ρ2)一"1は付 表8-6-2と なb、 こ れ を 用 い て 各1ink上 の
配 分 交 通 量(x1,x2・ ……,ω20)は 式(8-3-7)に よ っ て 求 め られ る。 す
な わ ち
x=z・ ρ、(∬ 一 ¢,)-1
付 図8-6-1に 示 す 東 京 西 郊 の6つ の 路 線 の 発 生 交 通 量 をUl,ee2,….u6
と し付 表8-6-1、2に よつ て 計 算 す る と、1ink1,2,… …,20の 配 分 交 通 量
は 次 式 に よ っ て 求 め られ る。
X1=0.59ul
Xl2=0.41Ul
X3==O.59ul十1.Ou2十 〇.2u3十 〇 .1u4十 〇.45us十 〇.44ca6
×4=0十 〇 十 〇.2u3→-0。1u4→-O.45u5十 〇.44u6
×5=0 .0902ui-FO十 〇.6u3-}-Q.05z64-1-Q.2z65-←0.22τ乙6
す な わ ち 式(8-6-1)と な る 。
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いま環 状線 に流 入 す る各路 線断 面 につ き、 昭 和37年 に澄 け る ラ ツシ ユ1時





















と なb、 付 表5--6-1k・ よ び付 表8-'6-2に よbつ ぎの よ う に 求 め られ る 。
さ き と同 様 に 昭 和37年 度 の 実 績 値
u=(30,200,22,900.46,600,119,310.29,020,35,560)













分 岐 の 比 率 が 変 化 し な い と 仮 定 す る 場 合 に は 、 式(8-6・-1)k・ よ び 式(8
--6--2)のuに 将 来 の 発 生 交 通 量 ♂ を 代 入 す る こ と に よb各link上 の 将
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来の配分 交通 量xKk・ よび 各s五nkの 吸 収 交通 量wKを 予 測 す る こ とが で き
る。
〔2〕土地利用計 画にもとず く路線別 輸送需要の予測
同様 に付 図8・-6-1、8-6-2に 示 す交 通 網 に つい て §4に の べ た よ うに
uxと と もにw米 も与 え られ た場 合、 将 来 の 各1inkの 配分 交通 量 を予 測 す
る計 算手 順 はつ ぎの よ うに な る。
ノ
(1)現在OD表(.xg)の 作 成
式(8-・一・)に よって 呵 を 求め る.す な わ ち 式(8+2)・ ・師 て
u=(u。 、 ・0・0・ … … … ・0)
を 代 入 す れ ば(.xlノ,mXi2ノ,……,.X9!)が え られ 、 そ の 結 果 を 表8-6-
1に 示 す 。
ポ ポ
(2)将来 の発 生 ・吸収 交通 量 ㌦,〃 ノ の決 定
ポ ポ
土 地利用 計 画 そ の他 の 別 途 の調 査 に よ り、 ㌦,η 。'を予 測 す る。
付 図8-6-1の 交 通網 の場 合 、 ゾー ン別 就業 人 口券 よび夜 間 人 口に 関す る東
京都の 長 期計 画 資 料 に もとず い て昭 和45年 度 の ゾー ン別 発 生、 吸収 交 通量
をまず 予測 した。 これ を各 ゾー ンの今 後 の増 加率 の 相 違 を考 慮 して交 通 発生
ま ポ
地 域 にお いて は路 線別 、交 通 吸 収地 域に澄 い て は駅 別 に配 分 して 匹.砂 を
決定 し、 表8-6-1に 付 記 した。
(3)将来OD表 作成 の た めの 収 束計 算
表 ・一 ・一 ・1'・も とず き将 来 ・D表 の 各 麟 皿xlノ を 求 め る た め 、 式(・-
4-6)鳳 る △ 肌xlノ。 の 第 ・次 近 似 値 を計 軋 、 付 表8--6--3を得 た.
・れか ダ 紙 の近似値 を計算する と付表8-6-・となる。
(4)各OD交 通 量 の 伸 び ボ ♂
式(8_4_2)に よつ て 皿♂ を計 算 し、付 表8-6--5がえ られ る。
(5)各1i。kの 。D部 分 交 通 量'τxプ
ノ
式(8_4_4)に よ つ て 、 吸 収 源 に 近 い1inkか ら順 次1πxlを 言卜算 し・ 付
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2,38813,873 7,297 8,292 2,541 2,75846,68358,200 1,247 ll,517
8,412 15,779亜灰 16,76513,093 4,013 6,635119,313166,5001939647,187
京 王 線 1,931
一 騙 一 曹一 噌 一 一
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1,114 L341 1,351 1,351 1,310 1,351 1,340 1,362 1,326
i△
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(6)各1i・kの 将 来 交 通 量 ガ
式(8--4-7.8)に した が い 、 付 表8-4--6の そ れ ぞ れ のOD部 分 交 通 量
に付表8-4-5に 示 ヂ ♂ を 乗 じて 合 計 し、XLX穿,… …,X歪。が 付表8
-6-7の よ う に 求 め ら れ る。























































































これ らのlink上 の交 通'量の うち、 そ れ ぞれ のsourceからの 発 生交 通 量
合計 を昭和37年 皿X;、澄 よび 昭和45年mx;xと し、 この値 を求 め る と表
















































































































































































1 2 3 4 5 6【7 9 10 11 12 13 1§ 16 17 18 19 20
1 26,372ユ8,09026,372 0 3,9349,05Q5,05823,0341 92368,7982,7313,5975,5391446,留8 10,7601,6〔B 5,730
2 0 0 27,144 0 0 Q 0 19,10911,8387,271,3156,7204,673673,4135,2688014,729
3 0 0 11,7711 ,77133,7138,7252,925・28,37017,56810,80214,05612,8566,9047299,69314,9772,2857,026
4 0 0 16,89316,8938,27213299⊥58,37050,52Q31,27119,2493,955103,65212,19420853,05279,8381L,6221 ,519
5 0 0 16β0616,3067,14510,761,801'17,92011,0976,823,55612,7254,3631846,79610,5011,6014,437
6 0 0 19,58219,5829,64714,55844322,47913,9208,5594,68316,5895,4732438β7513,7122,0915,565










































































































































































































































































































































































































































































































〔3〕図 上 計 算 法
つ ぎに §5に のべ た 図上 計 算 法 を付 図8-6-1の 路 線 網 と付 図8--6--2の
分岐 の比 率 が与 え られ た場 合 の 実 例 に よっ て示 す。
ま ず付 図8-6-3はUl=30,200の み が 発生 す る 場合 のX`(み ょびv。ノ)
を図 上計 算 に よつ て求め た もの で ある。 分 岐 の 比率 を一 定 と仮定 す る計 算の
み で よい場 合 には す で に §5に の べ た ように、 引 続い てu2=22,930の み
が発 生 する 場合 のX∫,v。 ノを 図上 に追 加 して記 入 して ゆ くか 、 ある い は
u、,tC2.…….u6を 同 時 に与 え て 、 発生 源 に 近 いlinkか ら 順次 配分 計 算
を進 めて ゆ くの が有利 で あ る。
しか し配分 交通 量 の 予測 に際 して1;eXと同 時 にw*も 与 え てxKを 予 測 し
1
ようとする場 合、 §5に の べ た よ うに まず 現 在 のXiのOZ)部 分交通 量ntxI
を も図上計 算 に よつ て求 め る必要 が あ る。
この ため には す で に のべ た よ うに、 最 初 か ら各 発 生 源にっ い て それ ぞ れ 別
個 に図上 計 算 を進 め るのが 有 利 で ある。 図8-6-1は 付 図8-6-1に 示 す6
ノ
個 のsourceの う ち、Ul=30,200の み が 与 え られ た 場 合 の 配xlの 図 上 計
算 例を示 す。 この計算 手順 はつ ぎの とお りで ある。
(1)mで発 生 し、linkiを 通 る交 通 量mx;
図8-6-1の 図上 で付 図8-6-3と 全 く同 じく・ 分 岐 の 比 率P`ノに した が
つてUlを 逐 次配分 し て ゆ く計 算 を 行 な う。 つ ぎに 図8-6--1と同様 にそ れ




mで 発 生 し、sinknノ に 吸収 され る交 通 量mv"は そ の ままmXllで あつ
て(1)によつ て す で に求 め ら れて お り、 本 節 〔2)で 得 られ た の と全 く同 じ表
8-6-1が え られ る。
!
(3)1inkiを通 るOD部 分 交 通 量 砂Xl
式(8-4-4)澄 よび(8-4-5)の 計 算 をsinkか ら 順 次 さ か のぼ る こ と に
ノ
よつ て 耽Xlを 求め る こ とが で き る。
図8-6・-1は 各linkに つ い て この 図 上 計 算 を行 な つ た もの で あ る。
～二れ に よ つ て 付 表8-6-6が 作 成 され る 。
一236一
8-34
(、)将来 。D交1騒 皿イ 。
表8-6-1に 示 す ♂.♂ が一与え られ た とす る と本 節 〔2〕(3)と同様 に
ノ
付 表8-6-4に 示 す 皿X3xが え られ る。
配 πノ
(5)各OD交 通 量 の 伸 び率cr
本 節 〔,〕(、)と購 に、 式(・ 一・一・)に よつ て 珊♂ を計 算 し、 骸8-
6-5が え られ る。 ・
⑥ 各li・kの 将 来 交 通 量xx
本 節 〔2〕(6)と同撚 付 表8-・ 一・を作成 してxf・ 袴 …… ・X:・カ・求
め ら れ る。
§7結 語
本章では第6章 にのべた方法論 によって推定 され る地 域間通 勤交通需要 に
もとず き、そ の利用する交 通路線 の各区間別交通量(配 分交通 量)を 予 測す
るための二 ・三の方法論 について論述 した。
まず 交通路線網の接続点(node)に おいて、 各路線に対す る旅客の分岐
の比率(遷 移確率)が 与え られてい る場合、配分交通 量を求め るために吸収
マル コフ連鎖の理 論を応用 する佐佐木綱 博士の提案を紹介 し、 その都市 通勤
交通への適用についてのべた。
しか し現実の都市交通路線網 に診 いては、都市近 郊地域、 都心地域のそれ
ぞれの将来の土地利用計画に もとず く発生 ・吸収交通 量がまず与え られ、 こ
の条件 に したがって将来の配分交通量を予測すべ き場合が多い。そ こで マル
コフ連鎖 の理論 に澄ける遷移確率一 定 とい う従来 の方 法に 対 して、同一のO
Dを もつ交通量についてのみ遷移確率を一定 と仮定 し、土地利用 計画に もと
ず く交通 路線網計画に も適用 しうる配分交通量予測のための方法論を展開 し
た。
また比較的簡単な交逓路線舶にお ける一方 向性の交 通流に論いては、 上記
の理論による逆行 列や行列式の乗算 を必要 とせず、図上の単純 な機械的計算
のみに よつて将来の配分交通 量を予測す る方法を旋案 した。
上 記の二つの方法論の適用例 として6つ の労働力発 生 ゾーンと8っ の吸収










し交通路線網計画 に十分応用 しうることを実証 した。
都市内の ゾー ン相互闇に募 ける将来の輸送需要の増加に対応 し、それぞれ
の交通路線は必要か つ十分な増強が行なわれねばな らな い。そのためにはま
ず将来に澄け る各交通 路線の区間別輸送需要 を予測 する ことが必要であり、
本章によつて交通施設計画に知 ける基礎的な課題のための方法論がえ られた。
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高速鉄道、 バス、路面電 車な どに よつて構成 され る都市公衆交通機関の路
線網は、それ らの相互乗換 えに関す る依存度 がは なは だ大きい。 もし仮 りに
これ らがいずれ も独立 してのみ機能を発揮 しうる とし、 路線相互問の旅客の
乗換えを認 めない場合 を想 像すれば、 各路線間の相互乗換 が都市交通路線網
の構成 と交通流動に対する影響 と意義 の大 きさを知る ことがで きる。 しか し
従来の都市交通施設計画に除 しては、 まず交通 路線施 設の容量救済に急な あ
まb、1諭送需要や限界容 量など、それぞれ単独の路線上 の輸送 の量の問題に
のみ主眼が澄かれて来 たとい うこ とが で きる。
そ の場合には、 ある路線のある区間 を通過する1入 の旅客は、 その発 生 ゾー
ン、吸収 ゾーンに無関係に単 に1人 とい う交通 量 として取 り扱 われる。 一つ
の路線の輸送量と容量のみ に着 目す る場合にはそれ で十分で あつて も、各路
線相互に有機的 に関連 のあ る都市交通路線網上の交通流動は、 これ らを総合
的に取 り扱 う必要がある。 す なわち都市近 郊住宅地域、 都心事業所地域の各
ゾーンごとに差の ある将来の発展傾向 は、 これ らの ゾーンを結 ぶ交通路線網
の相互依存関係 に直接 ・間接に影響 され た輸送需要の増加 を示す。 また都市
交通機能に知いて大 きな地位 を しめ る交通 ター ミナルの設計 ・計 画に際 して
も、 従来では、単一 のター ミナルに澄け る交遠需要や容量のみが とりあげ ら
れてい るが、合理的 な都市交通網計画のためには、.路線網全体 としての総合
的な需要予測が必要で ある。
本章では、第7章 §1に すでにのべた経 路選定 に関する輸送経 路の質的条
件については、各経路の相対的な変 化がない と仮定 し、上 にのべた谷交 通路
線の連関関孫、すなわ ち乗換 えに よる相互依存関係に着 目し、そ の うち と く
に通勤交通に関 して郡市交逓嘲全域の交通流動を 巨視的に取 り扱い、 将来 に
澄 ける各路線の区 關別輸送需要 を予測するための二 ・三の方法論 を提示する。
まず・ §2路線連関表の作成 とそ の意義に澄いて は、 各交通路,励⊃接続 択
一240-一
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にお ける旅 客 の乗 換 え に着 目 し、 路 線 交 通 量 の 実績 値 に 関す る相 互 依 存関係
をあ らわす表(以 下 路線 連 関 表 とい う)の 作成 を 提 案 する。 そ の場合 、 任 意
の発生 ゾー ンη か ら吸収 ゾ ー ン ガ に 至 るすべ て の経 路 の両 端 におけ る徒 歩
をも一つ の交通 手 段 とみ な す こ とに よ り、 この表 は産業 連 関 表 と全 く同 じ構
造を もつ と解 し うる ことを の べ る。 §3路 線 連 関 表 に よる通 勤交 通 の 現状 分
析 にお いて は、 この表 を 応用 す る こ とに よ りそ れ ぞ れ の島 線 と他 の 銘 線 との
相互依存 関 係 や、 各 路 湶 の 区 間別 輸 送 量、 ゾー ンη か ら πノ に対 す る 流入経
路の 交遍靖 線 施 設 の整 備 水 準 を 示す 指数 な どがえ られ る こ とをのべ る。 §4
路線連 関表 に よる通 勤 交通 需 要 の 推 計に論 い て は、 さ らに路 線連 関 表 を応用
して、 各 路 線の 将来 の区 間別 輪送 需要 を推計 す る ため の二 つ の 方法論 を提案
する。 §5大 都 市 に澄 け る適 用 例 に澄 いて は、 §4に のべ た 方 法論 を適 用 し、
東 京通 勤 圏 にお け る昭 和37年 度 の路 線 連 関表 を基 礎 と して 昭 和45年 度 の
各路 線の 相互 依 存 関係 を試 算 す る。
1)2)§2路 線連 関 表 の作 成 とそ の 意 義
図9--2-1に示 す モデ ル に 澄い て.都 市 近郊 の ゾー ンmか ら都 心 の ゾ ー ン
ガ への 交逓 手 段 と して 、i=1.2,3の3本 の交 通 路線 が 考え られ る場合、
ゾーンη か ら ゾー ン ガ へ 流 入 す る通 勤 者 の利 用 し うるル ー トには 徒歩、 バ
ス を含 め、 そ れ ぞ れ の乗 換 関係 か らみ て さま ざまの 組合 せ が 考え られ る。
す なわ ち各ル ー トの 両端 に澄 け る徒 歩 も一 っ の交 通手 段 とみな し、 一 つの
方法 と して 乗 車 駅 側 をi=0、 同 じ くパ スをi=B、 同 様 に降 車駅 側 を0'
お よびB'の 路 線 とす る。 た とえば ゾー ンmの 表 かの 住 居地 か らパス を利 用
して 踏線i=1の いず れ か の 駅 か ら乗 車 し、S・ 駅で 路線i二2に 乗 換え・
その いず れか の駅 か らバ ス を利 用 して ゾー ン ガ の 通 勤 目的地 に到着 す るル
ー トを(0 ,B,1.2,B',0ノ 〉で あ らわす もの とす る。 そ の勢 合、 本章 §
4に のべ る よ うに、 産業 連 関 表の 付 加 価値、 最 終需 要3)4)と対 応 させ る便 宜
のた め、 ル ー トの 両 端 には 必 ず 徒 歩 を伴 な うもの と してOfoよ び0ノ を付 け
る こ ととす る。 この場 合 、 図9-2-1に 示 す庭線 網 の モ デル にお いて ・ ソー


















これ らのす べ て の ル ー トの利 用者 の合 計 、 す な わ ち ゾー ン彿か ら ゾー ンガ
に流 入 す る 全通 勤 者 の利 用 路線 の 相互 関 連 性 を 表9-2-1の よ うに示 す こ と
が で きる。 ・








:近郊 の ゾー ン篇か ら都 心 の ゾー ン πノ へ 流 入す る(以 下 η→ が
と記 す)た め、 路線 乞,から路 線 プへ 乗 換 え る 交 造量
=規→ ガ の た め、 応 線 乞か ら他 の 路線 に乗 襖 え る交 通 量 の合 計
mx::一ヂ 鶴






X・ 一・2--1m±le区か ら ・t地 区へ 鱗 線 瀬 表(㌦ か 表 〉


































































































ここゼ 鴎(ま た は 配鴎)は ㎜→ ・ノの た め・ 路 纏(ま た は路 励)




ま た 肌X㌧=mx?はm→ ガ のOD交 通 量 に 相 当 す る 。0・●0
さらに この 表に澄 い て
囑:m→ 吻 た媚 勧 を嗣 の矛U脳線とする交樋
㌦ 話,沸 → ・'のため踏纏 を最終の矛朔 繕 とする交通量
であb、 この2つ をそれ ぞ れ付 加価 値、 澄 よび 最終 需要 と考 え る こ とに よ り、
表9-2-1は 産業 連 関 表 と全 く同 じ構 造 を もつ もの と理 解 する ことが で きる
ので この よ うに 構成 され た 表 を 踏 線連 関 表 と呼ぶ こ とにす る。
ηLnノ
さ らに 表9-2-1の 要 素 は 艦 ノ で あ る が 、
厩 ・ 肌 罵ノ
CViノ=ζ コOf1





を 要素 とす る路 線 連関表 を作 成 す る こ とに よ り・ 都 市 近 郊 の ゾ ー ン加か ら流
出す る通 勤 者 の み、 お よび都 心の ゾー ン ガ に流 入 す る通 勤者 の みに よる各





は昼間流 出入人 口の合計に関する路線 乞か ら路線ノへ の乗換者数で あるか ら、
この ●舛ノ を要素 とする路線連関表は各交通路 濃の この通勤圏全域に関する
相互依存関係 を表わ して いる。
ノ ノ
このよ うに ㌦ か ㌦;ノ・'萄 ・ 圃 ノを 各要 素とす る路髄 巌
ノ ノ
(それ ぞバ 褐 一表 ・ ㌦;バ 表 ・'暢 俵 ・'鴨 一表 とい う)は ・ い
ずれ も各路 錬の接続点に着 目して、 ある都市通 勤圏に詮 ける交通械関利用の
相互依存関係 を表わ してい るの で、以下 これ らを路線連 関表 と総称 し、その
各要 素を単に卯り で示すこととする。
§ろ 路線連 関表 によ る逓勤交通の現状 分析
こ こにの べ た路 線 連 関 表 は、 一 例 とし て つ ぎの よ うに通 勤交 通 の現 状分 析
に応 用 す る ことが で きる。
この 方 法 に よる分 析 を 試行 する ため 、 東 京 都 心3区 内 に勤務 する 約3.400
人 に対 す る サ ン プル調査 の 結果 か らまず 小 規 模 な 路 線 連 関表 のモ デル を作成
した。 この うち西 武 新 宿 線 を最 寄 トー各綜 と す ぞ,地区 内 の 居住 者(計118人)に
関 す る部 分 のみ を表9-3-1に 示 ゴ』。 これ は 曲武耕 宿 線 最寄 地 区 をm、 都心
一2仕4-一
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・区 を ・・ とす る ㌦1}表 と咳 る.実 用 畝 は サ ン カ レ数 も不足 で あり、
また ガ を さ らに細 分 化 すべ きは 当然 で ある が、 簡単 の た め、 以 下 この 表 に
ょっ てそ の応 用 方 法 を のべ る。
a)徒 歩お よび バス利 用 者 数
表9--3--1にお い て徒 歩 に よる 当初 利 用 路 線 の 内訳 は 第1行 に、 乗車 駅 ま
での バス利 用 者 の 当初 利 用路 線 の内 訳 は 第2行 の バ ス発 の 欄 に 示 され てい る。
さらに駅 勢 圏 の構 成要 因 を分 析 す る た め に は、任 意の 列 を駅別 に細 分 化 し
効 ・ 徒歩拡 びバスの行 を所要時分轍 細分化 し・ ㌦ 玩 表 ・'蛎 一表
に つい て分 析 す る こ とが有 意 義 で ある。 ま た 降 車 駅か ら勤務 箇 所 へ 、 バス、
都 電 を利 用 しな い流 入 者 の 最 終利 用 路 線 別 内訳 は 右端 の 徒歩 の列 に 示 されて
い る。
b)路 線 相 互 の 乗換 入 数
通 勤連 関 表 の各 要 素 は相 互 乗 換 者数 そ の もの で あ り、 路線 豊の列 を 縦 に見
れ ば・ 他 の 各 路線か らの乗 換者数 が わか り、 ま た そ の合 計 が他 の各 路 線へ 配
分 され て ゆ く構 成 は路線 乞の 行 に 示 され、 当 然 そ のそ れ ぞ れ の合 計 は 常 に等
しい。
こ こに 艦 ノは各 路 線 間 の合 計 で ある が ・ 乗 換 駅 の区 別 が と くに 必要 な場合
に は路 涼網 の構 成 か らみて ・ 乗 換 個 所 を 同 時 に表 記 す る ζと も容 易 で ある。
これ を合 成 した'妬 ノー 表 に よれ ば・ すべ て の ター ミナ ル 駅にお け る各 路線 間
の相 互 乗 換 交通 量 が 明 らか にな る。
c)区 間 別交通 量
相 互 乗換 路 線澄 よび乗 換 駅 を考 慮 して 艦 ゴー表 の 要 素 を集 計 すれ ば各 路 線
に っ いて 乗 換 駅闇 の通 過交 通 量が え られ る。 すな わ ち図9-3-1(1)に示 す路
線 網の モ デル に澄 い て、 路 線1に 着 目 し、 乗 換 駅④,③ 間 の区 聞 交 通 量
鱈 ④⑤ を 求め る方 法に つ いて 考 察 す る。 す で にの べ た よ うに、 通 勤 時 間帯 に
澄 け る逆方 向 の交 通 路 裸施 設 の 容 量 は交 通 量 に対 し、 通 常十 分 な 余裕 を有す
るの で・ そ の 交通 量 を無 視 し、 いず れ の路 線 に ついて も、 発 生地 域か ら吸収
地 域 に 向 う一方 向の 交 趨 量の み を取 り扱 う こ ととする と、 各 区闘 別 交 通 量 と
路譲 間 の 乗換 交 胆 量 のモ デル は 図9--3-1②と なる。 この 図 に示 す よ うに、





路 線 網 の モ デ ル
瞥
図9-3-1(2)区 間別 交 通 量 を示 す モデ ル
Xl⑨ ⑭(=⑳01+MBI)一
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交 通 蚤 必・④⑤ は 次 式 と な る。




一 般 に 乗換 駅④ に詮 い て 路 線1へ 流 入す る路 線(A駅 乗 車 を含 む)をk、 路
線1か ら流 出す る路 線(A駅 降 車 を含 む)を1と す る と・
x・④⑤一x・ ⑨④+ぞx・ ・-ix・1(9+1)
とな る。
都市 近 郊 の放 射 状 路 線 にお い て ま ず式(9-3-1)に 示 す ω1⑨④ の よ うに発
生 側か ら路線 連関 表 の 各要 素 を適 用 し、 式(9-3-1)に よつ て 順 次都 心に近
い 区間 の通過 交 通 量 を 求め る こ とが で きる。
勲 必歌 より表・+・ に示ヂ 婿 表の中央勧 行のよう醐 分化す
る こ と に よ り・ ●x;i一 表 に つ い て もた と え ば ・ 図9-3--2の よ うに 降 車 駅
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とな り、 これ ら の値 は、 η 地区 か ら πノ 地 区に 流入 す るた め の交 通路 線 網
の 整備 の程 度 を 表わ す一 指 標 とい う こと がで きる。
§4路 線連関表 によ る通勤交通需要 の推計
将来の各路線別の通勤交通需要を予測するためにつ ぎのよ うに路線連関表
を応用す る方法 につ いて考察 した。
a)最終需要の変化 に対応する交通 量
ここにのべた路線連関表が、 諸種の縫済分析に広 く応用されている産業 連
関表と同 じ構成を もつてい る ことにつ いては本章 §2に みいてすでにのべ た。
ところで、産 業連関表の最 も代 表的 な利用法は、 その体系の外部か ら将来
の最終需要 を与え、投入係 数を一定、す なわち各産業の投入量は産 出量に比
例する とい う仮定 に より、通 常逆行列 を利用 して各産業 圓の需給を予測す る
ことで ある')5)
これ をそ の ま ま路線 連 関 表 に適 用 す る と、 最 終 需 要 は表9-2-1を 一 般化
し娩 バ 表 肋 け る ・'列 の要 勲 、。・ す 勧 ち各 路線 を 最終利用 繍 と
する通 勤者 数 で あ り、 た とえ ば 各 ガ 地 区 内に お け る将 来 の就 業 人 口需要か
ら最 寄 路線 のCViOノを想 定 す る ことが で きる。
つ ぎに産業 連 関表 の投 入 係 数 に対 応 す る のは 次 式 のaiiであ り・Xii一表






こ こ にi=0,B,1,2,3,一 ・・Bt
ブ=B.1.2,3,… …,B'・ox
_例 と し て ブ を 中 央 線 と し て 、 表9-3-1の デ ー タ に よ れ ば ・ 図9--4-1の
ように鳩 鯨 められる・














地 下 鉄 α=04ノ
(利用 者計
ノーxr}=51)
た とえば地下鉄新線の 開通 の ように路線網の構成の変化や、近郊地域の人
口増加率 の箸 しい不均衡な どがない場合、 これ らの係 数を一定 とする ことが
で きるか ら・産業連関表の場合 と全 く同 じ手法に よっ て将来にお ける例 ズ
表 を 予測 す る ・ とが で きる.す 勧 ち、 表 ・一・一・の 囑 を畷 化 した、










を 得 る 。 こ の 式 に お い て 艦 。ノ は 体 系 の 外 部 か ら 与 え ら れ る か ら 、 未 知 数 は
XB=X.B・X、.=X.、 ・X、.=X.、 ・X、.=X.,・Xg.=X。B・
の5個 で あ9、 こ れ は 方 程 式 の 数 と 一 致 す る 。 し た が つ て 各 最 終 路 線 利 用 者
数 α:ioノを 与 え れ ば 、 た と え ば 式(9--4-2)の 連 立 方 程 式 を 解 く こ と が で き る 。
す な わ ち 式(9-4-2)を 行 列 式 に 直 し て 、
aBBαB、Csi、 αB、 αBB・ べB-XB .一 ㌔ ♂
αBα 、1・ 、2α 、3α 、B・X .1X、.X、6
α 、B・ 、、 α22a23α2B・ 瓦 、X, .X,げ
α 、Ba31a32a33a3B・ 乳3X、 .X、6
・B・B・B・、%',%・3αB・BX)くB・X. .CZbiof/
(9--4-3)
こ こ にX∫.=X.iか つ αii=0で あ る か ら
一1α
B1%、 αB、aBB'X.B=-CVB,。f
αth-1α 、2α 、3αdi・X.、x、 ・ノ
㌔ ・ 、、-1・ 、3α,BtX.2x、 ♂(9+4)
α 、Bα,、a32-1α,9X .、x・ ・1
aB・B・,'、 α、・2・、・3-1X・B・ ㌔ …
し た が つ て
X ・,・一 … … 、aB,a…BBパ1!詔 ・。・ ＼
凡1α 、B-1・ 、2a、3α 、BIx、 。・
X .2α,B・ 、、.、 ・、3・ 、Bレ 、。・(・+・)
X'・・ α・B… α32-…B属 ・・
x .B・aB・Bc}B・ 、 αB・2αB・3-1㍑Bも/
-251一
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与 え られ た将 来 の最 終路 線 利 用者 数SVioノに 対 応す るX『.」を式(9-4-5)に
よつ て 求め、 さ らに式(9-4-1)に よつ て 将 来 の路 線連 関 表 の各 要 素IViノを
求 め る こ とが で きる。
ノ ノれ け れ コ コ れ コ の
すで に の べた よ うに この手 法 は 艦 ノ・ 例 ノ・ 諾り ・ 謬り の い ずれ の 予
測 に も適用 可能 で あり、 そ のそ れ ぞ れ の場 合 につ い てた とえ ば §3に のべ た
分析 に よ り、 将 来 の各 路 線間 の乗 換交 通 量の 相 互 関 係 や 区 間別 交 通 量 な どを
予 測 す る こ とが で きる。
b)供 給 ・需 要地 区 の 就業 人 口増 加 に対応 す る交 通量
こ こでは 都市 近 郊 地 区7π澄 よび都 心 地 区 パ の 将 来 に論 け る就 業 者 の供 給
量 と需要 量 がそ れ ぞれ 与 え られ た場 合 につ い て 路 線 連 関表 を応 用 し、 通 勤 交
通 流 動を 予 測す る手 法 を提 案 す る。
何 らか の方 法、 た とえ ば 式e6-4-5)ある いは 式(6-4-6)によb、 表6-3一
ノ
3の将来OD表 〔myn〕がえ られ た場合・ 将来 踏 ける ㍉ 漣 関表を作成
する ことがで きれば これ を §3に のべ た手法で分析す る ことに よb各 路線ご
との乗換関係診 よび区間別交通量を予 測する ことがで きる。
たとえば、 都蔽 通路舗 の轍 腋 化力・加 と し表 ・一・一・に示ヂ 垢
ノ
ー連 関表 の構 成 比率 は、 ηか ら πノ に流 出入 する 将 来 の 昼間 移 動人 口 肌ジ
の い かん に かか わ らず 常に一 定 に保 たれ る と仮 定 する。 す な わ ちa)に のべ
た方 法 に鮒 る最 終 路線 利用 者 数 の・EiC'tioC/x.。・をそれ ぞれ 一 定 とし た場合






















嘱 一;斐;・曜 一剛 一囑 ・曜 一燦 一嘱
の険孫 が成立する。 したが つて この都市通 勤圏全域におけ る将来 の路線相互



















このyiノ に よつてえ られ る将来 の通勤連関表を前項a)の 場合 と同様に
§3にのべた手 法に よ9分 析す れば、各路線の区間別交通需要 を予測する こ
とがで きる。 そ うして この値がそ れぞれ の区間の輸送容量を超過す る箇所を
見い出すと同時にそ の超過 量 を知 ることに よつて、適正な都市交通路線網整
備計画を策定する ことが可能 とな る。
§5大 都 市 にお け る適 用例
§4に のべ た 方 法 論の 現 実 の都市 へ の適用 を試 み るた め、 東 京通 勤 圏 の交
通 路線 網 を とbあ げ る。 第7章 §5〔3〕 に のべ た輸 送 の質 的調 査 の た めの
アンケー ト(サ ン プル数 約3,400)のう ち利用 路 線 の 経路 に関 す る昭 和39
年度 の実 績値 に もとず いて ま ず 路 線 連 関 表を作 成 した。 この路 線連 関表 の作
成論 よび §4〔1〕 に のべ た 手 法 の適 用 手 順 は以 下 の と澄 りで あ る。
(1)就業 人 口供 給 地 域㈲ と して は、 付 表9--5-1に示 す各 放 射 状 高速鉄 道路
線の 沿線 最寄 地 域 ご とに分 割 して33の ゾー ンを設 け、 就 業 人 口需 要地 域
(ガ)と して は都 心3区 を4つ の ゾーン に分 割 した 。
②et… よつ て計 ・32の・D翻Uご と 醐 糖 臓(ノm・1}一 表)を 作 成
した。た とえ ば 表9--3-1に示 す 路線 連 関表 の例 は 、mを 西 武 新 宿線 最寄 ゾ
の ロ『ンと し・ 都 心 に 対 す る全 通 勤 者計118人 に 関 す る 例1一 表 で あ る。
(・)・れ らの各 ・D翻 」ご との 饗}一 表 を合 成 し、
.● 肌 π!
㍉=ゴ う ㍉
に よつ て え られ る ●」t7;ノー表 を作 成 し・ 経 路の 明 らか なサ ン プル3・008人
につ い て付 表9-5-2を え た 。 ～二の路 線 連 関表 は §2に のべ た よ うに東 京通
勤圏全 域 につ い て 、 昭和39年 度 に券 け る高 速 鉄 道 路線 の全交 通 量 の相 互依
存 脚係 を示 して い る もの とい う ことが で きる。
(4)付表9-5-2に も とず いて 式(9-4-4)に 澄 け る 投 入係数 行 列 式 を計 算
し、 付 表9--5-3がえ られ た。
一253一
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(5)電子計 算 機(MELCα〉【1101)に よつ て付 表9-5-4の よ うに逆 行 列を
計 算 した。
⑥ 就業 人 口需要 地 域 に澄 け る各 路 線 ご との 最 終 降 車 人数 を つ ぎの よ うに想
定 した。
a)ま ず 路線連 関 表 の 基礎 とな つ た 前述 の ア ンケー トの サ ン プル に よb、
都 心 の各 区 へ流 入 す る通 勤 者 が 最 終 に利 用す る交 通 路 線 の 構成 比 を求 め た。
b)付 表9-5-
2の 昭和39年
度 路線 連 関 表に
よつ て最 終 路線
か ら都 心3区 へ
の降 車 入数合 計
を求 め、 これ を
上 に求 め た都 心
の各 区へ の比率
に従 つ て配 分 し
た 。
c)昭 和45年
度 の就 業 者 数の
伸 び率 を東 京 都
長 期計 画 に もと
ず い て 想定 し、
中 央区1.27、
千 代 田 区1.35、
港 区1.25と し





ノく ス 49 60
山手線(外 廻) 220 289.5
銀 座 線 289 370.5
丸 ノ 内 線 538 715.0
日 比 谷 線 90 117.3





都 営 地 下 鉄 44 56.1
東 海 道 線 129 170.9
京 浜 東 北 線 744 5南行)475.1北 516.7
山手線(内 廻) 123 160.7
都 電 ・バ ス 69 95.5
計 3,000 3,972.
てb)で え られ た 現 在 の流 入 サ ン プル数 に 乗 じ、 これ を路 線別 に 合計 して
表9-5-1の よ うに最 終 降車 入 数 を 推定 した 。 な 詮 この 表はa)に の べ た
よ りに アン ケ『 トの サ ン プル 数 に対応 す る想 定値 で あb 、 昭 和45年 度 に




(7)付図9-5-4に 示 す 投 入係 数 の逆 行 列、 細 よび表9-5-10路 線 別 最 終
降車人 数 を用 い、 式(9-4-5).(9-4-1)によつ て 昭和45年 度 に澄 け る路線
連 関表 を計 算 して付 表9・-5・-5がえ られ た。
この将来 の路 線 連関 表 は東 京通 勤 圏 全域 の交通 路線 網 の 目標 年度 に澄 け る相
互 依存 関係 を示 してteb、 これ を §3に の べた手 法 に よつ て分 析 す る ことに
より、 各 路 線 の 区 間別 交 通 量そ の他 を 予測 する こ とが で きる。
§6結 語
各路線相互 に有機 的に結合 して構成 され る都市交通路線網上の交通流動は
これ らを総合 し、各 接続点に吾 ける乗換関係 に着 目して取 り扱 う必要が ある。
本章においては この各交通路線の連 関関係、す なわち乗換えに よる相互依
存関係に よつて都市通勤 圏全域の交 通流動を巨視 的に駁 り扱い、将来 に澄 け
る各路線の区間別輸送需要 を予測するための二 ・三 の方法論 を提示 した。
まず各交通路線の相互乗換関係 を最 も合理 的に表現するためには、産業連
関表 と同一 構造を もつ交通路線別の一種のOD表 を作成するのが有効で ある
ことを提案 し、 この表を交通路線連関表 と名づけた。つ ぎに この表 を応 用す
れば、交通路線網に関する種 々の現状分析、た とえば各 ター ミナルにおける
路線間交通流動や区間別交通量、 各 ゾーン間通勤者の平均乗換回数 な どが容
易に求め られる ことを明らかにした。
さ らに この現在の路線連関表 を応用 し、都市通勤圏全域の交通路線網の計
画 目標年度 に澄ける相互依存関係 を表 わす将来の路線連 関表を予測するた め
の二っ の方法論を展開 した。
その第1は 、産業連関表において最 終需要 を与え、 投入係数を一定 として
産業間の需給関係を予測す るの と同 じ手法を適用する ものであり、 この方 法
を適用 して東京通勤圏の昭和45年 度vatoける各交通路線の相互依存 関係 を
求め、合理的 な予測値がえ られ ることを明 らかに した。
第2の 方法は、各 ゾーン間 の路線連 関表 の各妥素は、た とえば第6章 §4
の手法によつてえ られ る将来 の ゾーン間OD反 通量の増加率に よつてのみ変




第1の 方 法 に澄 い て は 、 就業 人 口供給 地 域 に属 す る各 ゾー ン別 の 将来 の発
展 可 能性 の 相 違 は 予測 の た め の前 提 条 件 とは な らない が 、 全 路 線 を合 成 した
一 っ の 路線 連 関表 の み に つ いて 式(9。4-5)に示 す 連 立 方程 式 を解 けば よ く、
計 算 が 比較 的 容易 で ある。 これ に 比 して第2の 手 法 に よれ ば、 各OD別 に路
線 連 関表 の作 成 が必 要 とな り、 ま た将来 の ゾー ン闘交 通 量想 定 の ため、 た と
え ば 式(6-4-6)に よる収 束 計 算 が 必要 とな る。 しか し将来 にお け る土 地利
用 計 画が 与 え られ た 場合 の よ うに、 就 業 入 口の ゾ ー ン別 供 給 ・需要 量 の変化
を 前 提 とす る 交通 路線 の計 画 で は第8章 §4.§5に のべ た 手法 と と もに区
間 別 輸送 需要 の推 計 のた めに 有効 な手 法 とな る こ とを 明 らか に した。
参 考 文 献
1)天野光三:交 通路線連関の定式化 とそ の応 用につい て .




3)森 嶋通夫:産 業連関論入 門,昭37年5月 ,創文社,PP.7～25.
4)日 本経済の産業連関分析,昭 和32年.通 産大 臣官房 調査統計部編 .
東洋経済新報社,PP.3～17.




都市に関す るさま ざまの課題は、 いずれ も根底 では密接に結合 し、 共通の
基盤か ら派生 してい ると もいえ る。 したがつ て、都市交通 に関する課題の長
期的 ・総合的な解決のため には、単に輸送力の増強 のみを目的とする施策で
はな く、通勤交通 の需要 ・供給 構造を明 らかにし、その形成のメカニズムに
さかのぼって、 この課題 を解 明する ことが必要である。
これに よつ ては じめて、 将来 に澄 ける都市域の発達 と土地利用、都市の経
済活 動機能な どの変化 に伴 な う通 勤交通 の分析 と将来の推計を行な うことが
でき、都市問題の解決 の一環 として通 勤交 通に関する根本的な解決策 を見い
出すことが可能 となる。
この見地 に立 って、本研究ではまず都市通勤交通需要の形成 と、交通 流動
としての特性な ど、通勤事 象に関する基本的な性格を明らかにした。 そ うし
てこれ を前提 として、以下 にのべるよ うに通勤交通需要の推計のたやのい く
つかの新たな方法論 を提起 した。
1)都心事業所地域 ・近郊住宅地域 を労働 力の需要地 ・供給地 として とらえ、
まず このそれ ぞれの地域間に誇 ける将来の需給 関係 を推計するとともに、
労働力需要の平面的 な分布か らみた、都心地域の今後の発展の方向 と速度
を、交通手段の整備条件 と関連づけ て推計 する ことを可能 とした。 また都
心 に対する時間距離の将来の変化 に対応 して、都市近郊地域の人 口密度分
布 を予測 し、 これによつて、通勤交通需要 を推計 しうることを明 らかにし
た。
2)交 通施 設 の量 的 ・質 的 改 善 に起 因 す る 、そ の受 益 圏へ の新 たなく
口増加を推計す ることを可能 とし、交通施設投資に よつて市街地形成を先
行的 に誘導 した り、好ま し ぐない発展傾 向を抑制する ために、 これ を応用
しうることを 明らかにした。
3)都市通勤流動の変化 に関する社会的条件か らみて、地域聞交通 量の今後
の変化 に影響する要素は人 口増分 であることを指摘し、 これにもとずいて、




影響するそれぞれの比重を計 量的に分析するため の方法論を提案 し、 これ
を将来 の路線別交通需要 の推計 に応用 し うることを 明 らかにした・
5)吸 収 マル コフ過程 の理論 を応用する解析法を、 土地利 用計画 にもとず く
通勤交通需要の推計のた めに展開 した。また別 に、産業 連関表 と同 じ構 造
を有する路線連関表の作成 を提案 し、以上の新た な2っ の方法論 に よっ て、
各交通路線の区間別通 勤交通需要 を推計 し、 これ に よつて都市交通施設の
計画に際 して 目標 とすべ き、交通路線の区間別輸送容 量が得 られ ることを
明らかにした。
従来においては、単に一輸送路線、一 輸送系統 ご とに輸送量を論ず る場合が
多かつ たが、 本研究によつて、交通路線網上を流動する有機的 な交通流とし
て通 勤交通を把握 し、労働力の需給機 構 と合わせ考える ことによつて、都市
交通施設計 画の基礎的 な資料を得 るための合理的な方法論を提起する ことが
で きた と考える。
しか しなが ら、都市交 通需要の推計に関する研究且 まだそ の緒にっいた段
階であり、残 され た研究課題 もはなは だ多い。今後に澄 いては、都市 に澄け
る経済 ・社会その他さま ざまの分野の事象との関連の もとに、都市交通施設
計画のための方法論を発展させ、都市 交通工学 の体 系化を確立する ことが必






付 図 ・ 付 表
付2-1
付表2-2-1
対全 国比 で み た3都 府 県 の比 重
1全 国 対 全 国 比 率




















郵 貯 現 在 高 37.3 13,105〃 100.012.21 6ユ4 627 24.62
株数36 螂2夏麻 100.064.3 2.69 399 95.1
融 株式売買高{代金 翻〃98,071 100.063.7 2.70 4◎0 94.7
〕
株 式 分 布 5◎84夢 100.045.321599 6.0567.36
手 形 交 換 高
欄

























































模 小 従業者 数 、 亀44竃86〆k100.012.71 6.34 4.6523.80〕
売 年間販売額
翻43
,068 100.01ag6 835 4.8532.16
百貨店 年間販売額 ∫纒 躯。押 100.03&75 16.45 5.6060.80
〔 全建築物台計 、 61461千 面8100.015.1 7.7 8.7 3L5





100.021.1 7ユ 7.5 35.7
着 鉱 工 業 用 13ン55〃ド年 100.O11.5 10.4 13.7 35.6
工 商 業 用 中4,008〃 100.023.6 14β 8.3 465
状
況
サ ー ビス 業用 3,010〃 100.011.1 5.2 ZO 23.3





6大 都 市 に語 け る会 社数 ・資 本金 額
(昭和35年現在)一
会 社 数 資 本 金 額
実 数 割 合 実 数 割 合
全 国 414,891 100.0 3,015,578 100.0
6大 市 の 計 174,008 419 2,020,183 67.0
『
東京都 の区部 103,740 25.0 1,340,779 145
横 浜 市 10,408 2.5 32,534 1.1
名 古 屋 市 16,392 4.0 105,193 3.5
京 都 市 6,939 1マ 32,967 1ユ
大 阪 市 30,841 7.4 414,41g 13!7
神 戸 市 5,688 14 94,291 3ユ
付表2-2-3
参考文献7)PP.199より引用
資本 階層 別 会 社 集 中状 況





資本金1億 円以上 1419σ00α) 612(431$234σ64窃 84(溺
〃10億 円以上 243(100(ゆ 149⑥3∂ 38(15⑭ 10(4珍






資本金1億 円以上 2430σ000◎ 1109¢56今 368σ5ユ今 140Φ7◎
〃10億 円以上 436¢00⑳ 255(堅4り 74069め 21砕8珍
























































































傘 国 平 均 ㌔・ 一 ＼ ＼ ＼な ロ ミ





































3大 都 市 交通 圏の 都 心 流 入 人 口推 移
昭 和30年 昭 和35年 都心流入














私 私 % 杁 私 % %
首 都 交 通 圏 777 12,887 6.0 1,10115β70 7.2 142
京阪神交通圏 349 8,203 42 494 9,568 5.2 141
中 京 交 通 圏 110 3,999 2.8 152 4,554 3.3 138



















就 業 者 数 大学 ・高校生数
定 期 旅 客 輸 送 量
人 員 人 ・ キ ロ


































昭和35年 人口 昭和15年 人 口を100と する人口指数


































































交通 圏合 計 15,370,049100.0 82 99 121 144
注)地 区別はつぎの と於 り
a)千 代田 ・中央 計2区
b)港 ・新 宿 ・文京 ・台東 計4区
c)墨 田 ・江東.品 川 ・目黒 ・渋谷 ・中野 ・豊島 ・荒川 計8区




都 市 圏 都 心 部
ボ ル テ ィ モ ア 十21.5% 一2 .9%
ボ ス ト ン 十6.5 一14 。9
シ カ ゴ 十19。2 一3 .0
ク リ ー ブ ラ ン ド 十21.9 一4 .9
ニ ユ ー ヨ ー ク 十13.5 一2 .3
ブ イ ラ デ ル フ イ ア 十17。2 一4 .8
セ ン ト ル イ ス 十19.0 _12 .8
サ ン フ ラ ン シ ス コ 十21.6 一7 。1









種 別 路 線 名
昭30 昭35 昭38







山 手 線 外 廻 り
山 手 線 内 廻 り


















































地下鉄 名 古 屋 布 高速鉄道 13.8 1658 5325 31.1
私 鉄 名 古 屋 鉄 道 線 24.7 22.3 30ユ0 ユ2390 24.3




東 海道 線(緩 行)











地下鉄 大 阪市 高速鉄 道 21.7 21.1 50.34 238.82 21」
私 鉄
京 阪 神 急 行











参 考 文 献11)PP.93～102よ り作 成
付表2-3-2
営 団 銀座 線 の輸 送人 員 の推 移
年
度
定 胡 定 期 外
朝 夕 その他 計 朝 夕 その他1計
昭和26 100 100 100 100 100 100 100 100
昭和29 113 96 109 107 98 82 101 97
昭和31 134 110 121 121 ・・「82 92 90
昭和33 150 124 130 134 91179 90 88
昭和34
層
201 172 193 190 1・7[・09 124 121
(74.3)(612)i(・5・ ・9)1(286・5)i(・6・5)1(39・3)(172ユ)(227.9)
(注)()内 は ・実数(単 位千人)























































































































































































午 後 午 前 午 後
時聞一
付図2-3-2曜 日別 、時 闘 別 旅 客 波動 の比 較
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名 古 屋 1,692
Fτ 一 幽一 齢
127 172 180
ロ ン ド ン 10222 103 98 253i 21.3 73 79
ニ ニ巳_一
























190 10 523370 一 199 95 5841ユ07
給 私
4,987
25 751 598 119 1469479 = 194 29 7042,171 5,385
30 1,539 853 菰璽 699 17 456 335 15064,05032 6,900
37 2,2231,475 47714ユ75 607 39 984 576 22066β82 8,613
昭37/昭30 、4象 、7讐3、 窓 、綾 8㍗ 22善2、署 、7豊 、聡 、5㍗㊤・矛 、幽









一 一 一,}-一 一 一
35
















11 8 37 100
τ351
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東京都区部 大 阪 市1名 古屋 市 計
機 関
人 キ ロ 比率 人 キ ロ 比率1人 キ ロ 比率 入 キ ロ 比率
































計 51,174 84 ・2・85い6
脚
7,745 72 81ρ04 83
路面交通機関
路 面 電 車
ノく ス


























Il61348214 2,984 28 16,304 17
総 計 …{・ 臥56・1…1・ 似729}…1・ 第・・8 1001
参考文献1)よ り引用
付表2-4-4
ニユー ヨー ク都心部,交 通手段別入込人員
7～10時(1960)一一
入込人員(単位1ρ00人)
終 日7～10時 終 日7～10時7～10時/終 日
合 計 3,3491,627 100.0100,048.6
自家用車,タ クシー 886204 25,912 ,523.6
パ ス 243101 7.362414
ト ラ ッ ク 8821 2.514239
地 下 鉄 道 19131ユ33 57,169.6592









入 込 人 員
(単位1ρ00人)
同 左 構 成 比
(%)
1953年と1960年の比較





幹 線 鉄 道







































































































































































付 図 ・ 付 表
付3-1
付 表3」2-1
本 仕 業 務 の た め の 接 触 状 況











況 庁 関 社
業 種 社 延 社 延 社 延
ぺ べ べ
数 数 数 数 数 数
鉱 業 721 412 00
建 設 業 1037 29 416
食 品 1560 919 1332
繊 維 工 業 1031 1019 一15
紙 パ ル プ 618 416 25
化 学 工 業 2581 1847 1831
石油 ゴム工業 616 510 515
窯 業 417 37 24
鉄 鋼 業 1546 1028 1231
非 鉄 金 属 825 47 33
機 械 工 業 935 623 723
電 気 機 器 1447 817 513
輸送 用 機器 1658 1241 ユ234
精 密 機 器 618 46 34
そ の 他 36 00 11
商 業 724 412 69
計 161540 103273 93236





主 な接 触 官庁 と して あげた 会 社数
通 産128 外 務25
大 蔵89 経 企23
農 林45 都 庁21
運 輸27 国 税 庁19
建 設26 厚 生 省17
その他計17省 庁 ・公団 ・公社106社
付表3-2-3
参考文献7)pp.122～131より作成






















7α9 L3 5.1 2a7 100 79
F
都 心 新 設 7工2 3.0 9.1 163 100 66
副 都 心'
内部移動
63.6 45 0.0 31.8 100 22
その他の地区
副都心









16.8 2.3 14.9 100 309
都 心
その他の地区
6L6 1ら3 2.3 2L4 100 112
副都心1
その他の地区13B
18.8 0 5α0 ユ00 16





























































































































































































































全 建 築 件 数 表(昭25.6～ 昭5Z6)



































































































































環千 代 田 区 一 a5 L6 L5 α5 0.5 0.9 1.9 0.3 0.3 0.5 3.1 14.6
状年 央 区 昼0 一 恥O qg 軌5 0.4 1.1
一 幽『
5.1
a3 蔓5 04 0.6 4.5 17.2





1.4 語 47 "9 0.7 1.3 1270
一一
67.6
新 宿 区 29.519.16.7 一 5.9 5.3 34 9.6 亀5 1フ 24 23.0
一
109.1
渋 谷 区 18.114.126 軌4 一 2.0 1.91α8 ミ3 1ρ a7 19.5 86.3
西世 田 谷 区 4q1 田.8 5.013.818.73.6 3.321.19.1 7.21L4 34.5196.6
中 野 区 27.517.045 17.96.3 4.0 2.8 8.7 2.4 工6 a2 26.3121.2
杉 並 区 4L3 26.1 臥4 16.58.1 3.7 3.4 13。13.1 2.0 ao 37.5163.2
北
練 馬 区 16.911.45.9 7.8 a3 9.4 2.8 5,111.50.9 1.1 26.0 91.1
豊 島 区120.815.61L1 10」0 ao 一 5.2 6.8 19 1.3 瓦7 田.7 ユ06ユ
北 区12α3】6.4 &1 5.5 1.9 7.5 8.7 7・6 1-9 1.5 1.831.8113.0
板 橋 区1聡.o1(瓦5 8.6 6.0 2.2 11.93.6 4・9 1.6 1.0 1.1 22.4 89.8
埼 玉 県1321 24.17.6 8.6 a4 12.313.811.93.3 a3 一18・ .8 201.2
東
荒 川 区 7.2 6.7 a2 瓦7 α6 1.7 9.1 3・2 0.7 0.6 0.7硲.2 51.6
台 東 区 ao 8.5 a9 20 q8 1.3 一 32 0.7 α6 α9 13.2 44.1
墨 田 区 6.5 6.1 a1 1.1 α5 0.5 5.2 30 0.5 住41軌6 巧,04〔L5
江 東 区 8.113.8瓦9 工4 α6 0.5 2β 3.1 0.7 0.710.8 16.3 5α5
足 立 区 9.3 8.4 a8 乳7匝7 1.610.1 37 1.0 軌7 焼7 29.5 702
葛 飾 区 1α2 8.9 a3 瓦7「τ7「 ・.26.8 37 0.9 砿7 軌8 37.7 75.6
江 戸 川 区 a4 8.8 瓦9 瓦7 07io6●Io 3.7 ∈」1 0.8 0.6 ③8 お.6 67.7
茨 城 県a6 22 q8 q8 霞 住612.・ 玉404 0.4 7.111壁
6亀 ・陣 。・
7.8150.0
千 葉 県2乳2. 21.9 5.3 431恥7 ・.8t・・.2 8.31.9 ・.引 ≡
2.4
南
港 区 聡7 12.5L5 a5艮2 091.2」 諾 L9 1品 川 区 15.315.4 1.9 3.3 ミ8 一1.11.9 18・3 14.18.0婚.319軌4






寮嘉 区23.020.426 43⊥生旦 藁憐 ⑳,22.0
一 匹 ・ 19.3144.6




都 下 市 部 27.8
一 一
】6.4 a7














}1… 一 標 卜
1












































1.800.距 0.400.340.620.64文 京 ↓・車24
西
部
















q89 1β5 150脚 0.743.420.720.690.480.30(』390.96
















一 一 一.一 一 層 一置
台 東
1.56 1.101 4.200.770.420.360,431.C6購騰 一一-2.28謙羅 一 0.890.45軌42耳65ゆ
口
墨 田 α861.σ7 ・濁 軌・・ 0,350.423.030.600.38軌281α….忽
江 東 α87 L96 ・.剰 ・5・ 0,350.351.240.76・.4・}・.・・1α ・・ 1.01
足 立 α73 α86 ・.・31・.鍛 ・・281q74 3・44 0.65・・4・i住32陣 1.42
葛 飾 α73 084 軌7gl・。39 ・.261・.5・2.10(>60塙1・.2g瞬 1.68
江 戸 川1α75
1
093 ・.小 .必 0.3010.羽 1.320=57・.35・.・・[住37 1.77
茨城馴 …1備 ・燗1住 ・8 0.571031 2.430.840.65剛 一 1.訂














〇.55品 月83 玉11 0.49059● 1.1210.370.46酬. 4.36
目 黒88 097 0.750.812.480.490.371.723.221.7712.10【 0.83
大 田 86 ■01 0.47
2




その他5県 α89 σ67 0.8409969 0.78IL56α75・軌84幽 卜 匡43憎

































































(2)北 郊 ・東 郊 ・そ の他 地 域
流 入 目 的 地 域
西 部 北 部 1東 部 南 部 そ の





























































































--一 一...S .一.同甲 帆
r_火 北郊
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付 図 ・ 付 表
付4-1





























































































































































































































































































































































































































































































時 分 圏 P,,乙写P『-7『(×1000)
∫
γン γ2、5一δ『





































































































































































































































































































ゾ ーン別 夜 間 入 口 の推 移


































































































ゾ ーン別 夜 間 入 口 の比 重 の変 化
〔図説 明〕
δ解一%(確:畷 の脳 の












































































































付表4-2-3(2)ゾー ン別 通 勤発 生 比 率(鰐 一表)
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合 計 ,・.・231・,・25 1,126 凪
一294一
付4-15






























































































































































































































































































































































































































付 図 ・ 付 表
付6-1
付表6-5-1(1)昭 和45年 度 通 勤OD表(オ7次 近 似 値)
(1}増加率 ・Far七ar法 (単位 千人/日)
流 入 ・






































千 代 田 区 一 a6 上4
i
1。gio.6 07 0.8 L9 0.3 α3 α5 25 146
中 央 区 。,i一 α9 工1 0.70.6 1.0 24 α5 α4 α5 3.7 17.2
交 京 区 22口
1
121 一 6.9 1.85.3 4.4 4.8 α9 α8 L2 10.5 7α8
西
新 宿 区 お.0 2L4 6.4 一 8。38.5 a21・α7 a7 20 a4 20.5 12工0
渋 谷 区 21.615.92.5130 一a2 工8 1a1 36 23 27 17.5 96.2
世 田 谷 区 55.1 37.45.522.030;66.7 a6 27.21L4 1α0 13.035.6 ゐ8.0
中 野 区 鈎.2 20.04.5 ゐ.9 ⑨36.7 a7 1α2 27 ZO 23 24.5 ]45.0
杉 並 区 55.33ao 5.825.7玖gl6.7 a6 16.5a8 27 3.337.720乙0
北
練 馬 区 317 20.28.816.95.123.741 豆0 2」5 上7 ⊥7 田.5 1620
豊 島 区 26.618.911.314.94.6 一 5.3 8.2 22 1.7 1.827.6 12ao一
北 区 25.919.78.2 8.1 2」9 1Z9 8.7 亀1 Z2 1.9 1.930.4 1320
板 橋 区 23.8】4.8 1α2 10.4ag 23.84.2 6.9 22 ■5 1.4お.0 1田.0
埼 玉 県 44.531.68.413.85.623.015.115.5 42 3.2 一 85.1 ゐqo
東













台 東 区 9.9 8.8 3.4 26 LO 1.9 } a3 α7 α7 α8 1α9 鋼L1
墨 田 区 7.7 6.9 20 1.5 0.70.8 4.9 22 α5 α5 α6 1a4 4乳S
江 東 区 10.717.1aOl2.1 0.90.9 a7 a8 α8 α9 α9 16.1 59.0
足 立 区 14.712.5・・ほ ・ エ31a4 12」6 5.5 上4 L1 α9 34.9 $0
葛 飾 区 】6。4 13.5ag1&21,326 8.6 5.6 上3 工1 L1 45.4 10ao
江 戸 川 区 14.71ao a4 3.1 ・.3巨3 46 46 工1 1.0 LO 41.9 gqo
茨 城 県 5.0 a9 0.9 1.3 q7{L1a2 工8 α5 α6 一 7.4 2雲.4
千 葉 県 38.72凱5 6.0 7.1 2.9 a5 11.51工1 a5 ao 一 66.3 ]8LO一
南
港 区 1a6 12.6
聖
工31a1 4.1 1.3 1.01一 a3 21 Z1 6.3 5q7
品 川 区 17.917.1 1,814.5
1
5.3 瓦7巨81 20.1 一 16.77.814.3 109.0
目 黒 区 18.314.4 26 6.111.32111.4147 1上2 6.5 5.9 12.4 1σ7.0
大 田 区 30.125.22.7 6.5 7.0 a72.7
1 t251 26.2
一 a}.118.9 1730
神 奈 川 県 62.343.55.7 14.8
1
13.6劃 」,41鎗o2L5 54.3 一 39.2 30Q.0
都 下 市 部 44.124.64712271 .1義・図 … ag 31 1a4114.4264.0
都 下 郡 部 2軌31 】6.3 419.9 7.4 8.9 2」4 99 29 L9 47 11Z9 22α6
1

























































1千代 田 区 一 3.5 L6 L5 5α510.9 1.9 0.3 0.30.5 3.1 14.6
中 央 区 5.0 一 工0 α9 0.5 α41・.・ 2,3・0.5 0.4 0.6 4.5 17.2
文 京 区 2乳2 12.2} 5g巨b 4.0 5.2 2.9 0.9 0.71.312,870.8
西
新 宿 区 33.72・.2agi一 7.3 6.9 3.510.72.7 2.0 2.523.6121.0
渋 谷 区 20.8巧.827 1上6 一 2.6 2.0 12.1 3.6 2.1 2.820,096.2
世 田 谷 区 54.937.25.4 2L7 30.76.4 3.627.111.310.212.8お.7 ゐ8.0
中 野 区 3a7 20,1生7 24.2 8.8 5.9 2.910.2 2.8 2.0 2.427.3145.0
杉 並 区154932.9&8 匙」9 12.76.313石 16.43.8 2.7 3.339.62α7.0
北
練 馬 区 329 20.07.3 la2 6.2 28.4 3.4 8.8 2.4 L8 1.4124.2162.0
豊 島 区 25.818.51工7 1a7 4.2 一 5.5 8.1 2.2 1.6 1.829.9
,
123.0
北 区 25.119.5 &6 7.5 2.711.3 9.2 9.0 2.2 1.9 1.9 33.1132.0
板 橋 区 鈎」1 14.7 97 1α7 4ユ 24.7 4.0 6.8 2.・1.β 1.32雲.3 鵬.0
埼 玉 県 44.233.3&3t・a6 5.6 22.2 14.915.4 4.1 3.0 一 87.0250.0
東
荒 川 区 8.2 7.5 33 2L1 0.8 2.3 9.4 3.6 0.8 0.7 0.7 16.6 56.2
台 東 区 90 8.5139 aOO.8 1.3 } 3.2 0.7 0.6 O.913.244.1
墨 田 区 6.9 6.4 a1 工20.6 0.6 5.3 2.1 0.5 0.4 0.6 15.2 41.8
江 東 区 1α3 16.8 aol200.9
1
0.8 2.8 3.8 0.8 0.90.917.1
1
59.0
足 立 区 15.813.0a3 351.5 4.O11.6 5.7 L5 1.2 0.933.0 95.0
葛 飾 区 17.814.227 3.71.6 3.1 7.9 5.8 1β 1.3 1.042.5103.0
江 戸 川区i砥8 13.6 22 a5 ・51・.5 4.3 4.7 1.2 1.1 1.0 39.790.0
茨 城 劇ao 2.9 0.9 1.3 住7iL・ 2.2 1.8 0.5 0.6 一 7め 24.4
千 葉 県 詔.9 29.45.9 7.1 3。d銑4 11.2 ⊥1.1 2.4 2.1 } 62.6 181.0
南
港 区 1ag 12.7工5 a6 3.31α9 1.2 一 3.4 1.9 2.4 7.8 50.7
品 川 区
目 黒 区
17,216.9乙0 ag 4.6 1.4 2.0 20.1 一 16.0 8.3め.6
『
lU9.0
1乳8 14.4 a8 鼠51・0。3 1.8 1.614.81L3 6.4 6.3 14.01σ7.O
大 田 区 29.6お.0 28 a216」 2.4 2.824.8 26.1 一 26.4 20.2 173.0
1神 奈 川 県 6真4 43.3 5.814.113.14.4 4.6 35.821.554.2 一 41.9 300.0 噛
都 下 市 部 146.725.24.3 25.213.96.・12β 13.13.9 3.312.51σ7.0 264.0
都 下 郡 部338 17.7&6 2i5.510.0・a2}2.0 1(瓦613.0 2.3 4.2 鮪.8 220.6
1山梨 ・静 司・砺木
陣 璽 腫 比48
2.7 α9 工7 1.0 1.1 1.6 11.7 ・同 ・3
1
ヨ9・4 茄.3














(1)千 代 田区 にteける昼 聞流 入 人 口
v一一一一一 一一〇一一一rk
(卜 一 一 一 〇 一 一 一 〇
実績値(昭30)
同 上(昭35)
























































よ る推 計 値(昭45)
分 一定係 数 法




















































付 表6-5-2 収 束 計 算 法 に よ る将 来OD表 の 相 違



































千代田区 一 α工 一〇.2 α4 α1 α2 一α1 0 O 0 0 一 α6 一 α1 O
中央 区 α5 一 一α1 α2 iO.2 α21一 α1 α1 0 0 一 〇.1 一α8 十(u
一
〇
文 京 区 α9 一α1 一 エolα3
1
』 仁α8工9 0 0.1 一 〇.1 一2.3+22 0
新 宿 区 工3 α2 一〇5 LO L引 一α3 olo 0 一 〇.1 一a1 十 α1 0
渋 谷 区 α8 α1 一α2 L4 一 α6 一α2 0 0 0.2 一 〇.1 一a5 十α1
一
〇
世田谷区 α2 α2 α1 α3 一α1 (>3 0 q1 0.1『0.2 0.2一L1 十α1 0
中 野 区 α5 一α1 一α2 L7 α5 (}8《).2 0 一 〇.1 0 一〇.1 一28 0 0
杉 並 区 α4 α1 0 q8 α2 α4 0 α1 0 0 0 一L9 十 α1 0
練 馬 区 一上3 α2 15 一a3 一1 .1 一4.7 α7 α2 0.1一〇.1 0.3 12.3十58 0
豊 島 区 q8 α4 一〇4 工2 α4 一 0.2 α1 0 0.ユ 0 『a3 十Qユ 0
北 区 α7 02 一 〇.4 0」6 α2 L6 一〇.5 α1 0 0 0 一a7 『α2 0
板 橋 区 一α3 CL105 一α3 一〇.2 一豆9 α2 α1 0.1一〇.1 0.1 α7 Q 0
埼 玉 県 α3 一よ7 α1 α2 0 α8 α2 α1 0.10.2 一 一 馬9 一L6 0
荒 川 区 α7 α4 一 〇.1 α4 α1 α5 『α5 α1 0 0.1 0 一L5 +α2 0
台 東 区 α9 α3 一〇.5 α6 α2 α6 一 q1 0 0.1 一 〇.1 一a3 一 α1 0
墨 田 区 α8 α5 一 〇.1 α3 α1 α2 一〇.4 α1 0 0.1 0 一工8 一 α2 0
江 東 区 α3 α3 0 α1 0 α1 一〇.1 0 0 0 0 一 耽0 一α3 0
足 立 区 一真1 沿5 q2 一(L4 一〇.2 一q6 1.0一α2 一〇 .1 一〇.1 0 工9 一α1 O
葛 飾 区 一工4 一α7 0.2一α5 一〇.3 一α5 α7 一{12 0 一〇。2 0.1 ag 十α1 0
江戸川区 一工1 一G6 α2 一α4 一〇.2 一α2 α3 一α1 一〇 .1 一〇.1 0 22 一 α1 0
茨 城 県 0 0 0 0 0 0 0 u u 0 一 一α2 一α2 0
千 葉 県 織2 α1 0.1 0 一〇.1 α1 0.3 O 0.1rU.1 一 副7 十40 0
港 区 CL7一α1・ 一α2 α5 α8 α4 一α2 一 一一〇 .1 0.2 一〇.3 一 乳5 +q2 0
品 川 区 α7 α2 一 〇.2 0.6 α7 α3 一α2 0 一 Q.7一〇.5 一a3 0 0
目 黒 区 α5 0 一〇.2 α6 1.0 α 一α2 一α1 一〇 .⊥ 0.1 一〇。4 一 丸6 一q1 0
大 田 区 α5 α2 一U .1 α3 0L3 α 一α1 α3 O.1 } 一〇.3 一L3 十U2 0
神奈川県 α9 α2 一 〇.1 α7 α5 α 一α2 α2 0.1 U.1 一 一a7 十α1 0
都下市部 惚6 一α6 0.4一a5 一瓦8 一α7α3 一α3 0 幽℃ 。2 0.9 7.4十α3 o
都下郡部 啄5 一上4 α6 一5 .6 一2b 一a3μ4 一α7 一〇 .1 一〇、4 0.517.1 0 0
5県 計 一てL1 α1 0 α1 0 o 0 0 0 0 一 一軌2 一 α1 0
計 一α2 一工9 十 〇.4 0
α2
0 十α1 一α2 十ao 十〇.1十〇.5 0 十9.8 0
除計砒 較値 0 0 0.2 祠
F
α匂 0 0101 OI 0 Ol }
一一307一
第7章


































1 大 森1丁目 32 馬込町西3丁 目 63 谷 町4丁 目 94 古 市 町
2 〃2〃 33 〃4〃 64 〃5〃 95 女 塚1丁 目
3 〃3〃 34 桐 里 町 65 北 谷 町 96 〃2〃
4 〃4〃 35 梅 田 町 66 羽 田1丁 目 97 〃3〃
5 〃5〃 36 堤 方 町 67 〃2〃 98 〃4〃
6 〃6〃 37 市 野 倉 町 68 〃3〃 99 御 園1丁 目
7 〃7〃 38 池 上 本 町 69 〃4〃 100 〃2〃
8 〃8〃 39 池 上 徳 堤 町 70 〃5〃 101 〃3〃
9 〃9〃 40 調布嶺町1丁 目 71 〃6〃 102 蓮 沼1丁 目
10 森 ケ 崎 町 41 〃2〃 72 羽 田 旭 町 103 〃2〃
11 入新井町1丁 目 42 田園調布1丁 目 73 荻 中 町 104 〃3〃
12 〃2〃 43 〃2〃 74 羽 田 本 町 1(b 蓮 沼 町
13 〃3〃 44 〃3〃 75 羽田江戸見町 106 安 方 酢
14 〃4〃 45 〃4〃 76 南 六 郷1丁目 1σ7 小 林 町
15 〃5〃 46 〃5〃 77 〃2〃 1(旭 原 町
16 〃6〃 47 〃6〃 78 〃3〃 109 道 塚 町
17 山 王 町1丁 目 48 〃7〃 79 東六 郷1丁 目 110 本蒲田町1丁 目
18 〃2〃 49 調 布 大 塚 町 80 〃2〃 111 〃2〃
19 新 井 宿1丁 目 50 調 布 千 鳥 町 81 〃3〃 112 〃3〃
20 〃2〃 51 調 布 鵜 木 町 82 〃4〃 113 〃4〃
21 〃3〃 52 久 ケ 原 町 83 仲六 郷1丁 目 114 〃5〃
22 〃4〃 53 道 久 橋 町 84 〃2〃 115 仲蒲田町1丁 目
23 〃5〃 54 雪 ケ 谷 町 85 〃3〃 116 〃2〃
24 〃6〃 55 上 池 上 町 86 〃4〃 117 〃3〃
25 〃7〃 56 池 上 洗 足 町 87 西 六郷1丁 目 118 〃4〃
26 馬込町東1丁 目 57 南 千 束 町 88 〃2〃 119 東蒲田町1丁 目
27 〃2〃 58 北 千 束 町 89 〃3〃 120 〃2〃
28 〃3〃 59 石 川 町 90
1
古 川 町 121 〃3〃
29 〃4〃 60 縦 谷 町1丁目 91 下 丸 子 町 122 〃4〃
30 馬込町西1丁 目 61 〃2〃 92 矢 口 町 宿 町
131
レ





























1 北 品川1丁 目 35 五反田町3丁 目 69 大 井 森 前 町 1(8西 中 延1丁 目
2 〃2〃 36 "4〃 70 〃 滝王寺町 104 "2"
3 〃3〃 37 "5" 71 〃 庚 塚 町 1〔5 "3"
4 〃4〃 38 〃6" 72 〃 原 町 106 "4"
5 〃5厚 39 大崎本町1丁 目 73 〃 出 石 町 1σ7 "5"
6 〃6〃 40 〃2〃 74 〃 伊 藤 町 1(B中 延1丁 目
7 南 品川1丁 目 41 "3〃 75 〃 倉 田 町 109 "2"
8 〃2〃 42 西大 崎1丁 目 76 〃 金 子 町 110
一
〃3〃
9 〃3〃 43 〃2〃 77 天王洲町地完埋立地 111 〃4"
10 〃4〃 44 〃3〃 78 小山 台1丁 目 112 〃5〃
11 〃5〃 45 "4" 79 〃2" 113東 中 延1丁 目
12 〃6〃 46 東大 崎1丁 目 80 小 山1丁 昌 114 "2"
13 西 品川1丁 目 47 "2" 81 〃2" 115 "3"
14 〃2〃 48 〃3" 82 〃3" 116 〃4"
15 〃3〃 49 〃4" 83 〃4" 117西戸 越1丁 目
16 〃4〃 50 "5" 84 "5" 118 "2"
17 〃5〃 51 大 井 林 町 85 〃6" 119東戸 越1丁 目
18 東 品 川1丁 目 52 〃 鮫 洲 町 86 〃7〃 珍0 "2"
19 〃2〃 53 〃 元 芝 町 87 "8〃 121 "3"
20 〃3〃 54 〃 立 会 町 88 荏 原1丁 目 122 "4"
21 〃4〃 55 〃 北浜川町 89 〃2" 123 "5"
22 〃5〃 56 〃 関ケ原町 90 〃3" 以 豊 町1〃
23 天 王 洲 町 57 〃 寺 下 町 91 〃4" 鵬 〃2〃
24 上大崎長者丸 58 〃 南浜周町 92 〃5" ユ26 "3〃
25 上 大 崎 中 丸 59 〃 鈴ケ森町 93 〃6" ∬ "4〃
26 上大 崎1丁 目 60 〃 水 神 町 94 〃7" 鵬 "5〃
27 "2" 61 〃 坂 下 町 95 平 塚1丁 目 129 〃6〃
28 〃3〃 62 〃 勝 島 町 96 〃"2 130二葉 町1丁 目
29 "4" 63 〃 権 現 町 97 〃3" 131 〃2〃
30 "5" 64 〃 海 岸 町 98 〃"4 132 〃3〃
31 下大 崎1丁 目 65 〃 鎧 町 99 〃5"
1133 "4〃
32 〃2厚 66 〃 森 下 町 100 〃6" 134 厚5〃
33 五反田町1丁目区 鹿 島 町 101 〃7"
1
135 〃6〃




近 接 駅 までの 距 離 と所要 時分 、運 賃(1ケ 月、通 勤)
距 離
所 要 時 分 一ケ月通勤
定期運賃円徒歩 パス待 バ ス 計
0～0.5㎞ 3分 一 一 3分 0
0・㍗1・0㎞ 8 一 一 8 0
L1～L5 2 5 5 12 420円
1.6～2.0 2 5 7 14 420
2.1～2.5 2 5 9 16 420
2.6～3.0 2 5 11 18 420
3.1～3.5 2 5 13 20 420
3.6～4.0 2 5 15 22 630
4.1～4.512 5 17 24 630
4.6～5.0
}2
5 19 26 630
5ユ ～5.5 2 5 21 28 630
5.5～6.0 2 5 23 30 630
6ユ ～6.5 2 5 25 32 840
6.6～7,0 2 5 27 34 840





東京駅 までの所要時分於 よび運賃付 表7-4-3









五 反 田 山手線 ・五反田に同じ
大 崎 15.5 490 大 崎広小路 23.5 855
五 反 田 17.5 540 戸 越 銀 座 25.5 940






品 川 東海道線 ・品川に同じ 旗 の 台 27.5 1,080
北 品 川 25.0 660 長 原 31.0 1,080
北 馬 場 27.0 730 洗 足 池 33.0 1,130
南 馬 場 28.0 730 石 川 台 34.5 1,130
青 物 横 丁 24.5
,
800 雪 ケ谷大塚 36.0 1,180
鮫 洲 30.0 800 御 岳 山 前 37.5 1,230
立 会 川 26.5 870 久 ケ 原 38.0 1,280
大 森 海 岸 34.0 930 千 鳥 町 36.0 1,210
平 和 島 25.5 990 池 上 335 1,130
大 森 町 34.0 1,040 蓮 沼 30.5 【1,045
梅 屋 敷 36.0 1,090 蒲 田 東海道線・蒲田に同じ




目 黒 山手線 ・目黒に同 じ
雑 色 39.0 1180, 不 動 前 24.01915





品 川 12.0 350 西 小 山 27.5 1,080
大 井 町 15・5620 洗 足 29.0 1,140
大 森 18.5 720 大 岡 山 30.5 1,130






大 井 町 東海道線 耕 町に同じ 田 園 調 布 34.5 1,460
下 神 明 21.5 855 多 摩 川 園 36.5 1,500
戸 越 公 園 23.0 940 沼 部 35.0 1,320
中 延 24.5 1,020 鵜 の 木 33.0 1,270
荏 原 町 26.0 1,020 下 丸 子 ・L・i勾 …
旗 の 台 27.5 1080, 武 蔵 新 田 29,511,210
北 千 束 29.5 1080, 矢 口 渡 27.5匡 ・3・
大 岡 山 30.5 1,130 蒲 田 東海道線・蒲田に同じ
緑 ケ 丘 33.5 1180,
自 由 ケ 丘 37.5 1,370
九 品 仏 37.5 1,230 r
尾 山 台 39.5 1,280 19
等 々 力 41.0 1,320 }





















































2 6574 435 5 479 32 4,343285 1 888 60
3 ・Q塑 660 61・4・932 990i9 2,066135 2 L939 130
4 ¢492 430 7i6β98 460i70 2β33 175 3 ら425 290
5 6,2034・0!8 4,012 265 1 釧765 250 4 3282 215
6148623801916289 LO75 2 ,615 40 5 a906 190
7i&37255514013528 89513 8,883585 6 銑229 610
8 8,0515301・ 1α885 720147,029465 7 7,639 505
9 乞439149012 a280 215 5 2・'・18 a887 255
10 a7321・8013 6,026 400 6 5.3783551g6,854 455





5 6,471 425 8 2,086・401・ a163 210
3 ε8621385 6 Z240 150 9 5,9293gol23070 135
4 5.01gl330
1
7 Z424 160 80 2β75い75 3 752 50
5 お681170
ヒ





2i3・395 225 5 5,179 340











2 21,3061410 5 亀211 210 8 舎262 280
311β32}120 6 12 ,582 170 9 a710
一一
245
3,180210 4 26・781・425 7 17,724510 120}4,6881 310
2 6,15740515 21,1291,395 817,・77 475 1 5,476
.一.
.亜o













281411851815,255L186 1 13,831910脚1 ト
9 2β78 190}2 11β20 780 合計 713β2gi4Z159
7β53
ρ
520 60 10」515 69593 5,977395 寸 一
i-「一 }『 一一一










・α4・・}690 214β ・713・5 5 5・8・213851
30 生0611270
1
3 15,130 340 6 ・…i36司 †1
-十 一一一一 一一一.
1 ao361200{4559 3717 4,299 }2851








































1 4,9601430i371L639145173 a406 2101 、。gl急 、。2 270
2 臥486{48・ 81
噛 弩工55 190 4 8,496 740 110 a553 220
3 3,732 325 9 口56 100 5 5,528 485 1
12・442
215
4 2727 240 40 琴116 185 6 亀863 340 2 14 ,906 430
5 757 66 1 1,875 165 7 3 4.1181360
6 835 73 2 5,847 530 8 a160 275 4 亀438 300
7 ag49 260 3 亀425 300 9 虫669 400 5 名930 255
8 亀318 290 4 a211 195 80 L515 135 6 亀087 270
9 3,053 265 5 舎350 380 1 傷537 395 7 3,968 345
10 6,002 525 6 へ783 145 2 先050 355 8 4,718 410
1 8,075 705 7 370 32 3 亀554 310 9 3,828 350
2 3β77 340 8 5,109 445 4 亀317 270 120 亀257 285
3 272 24 9 2,873 245 5 5178 455 1 亀696 325
4 656 58 50 勾248 110 6 897 79 2 3β66 310
5 5,052 440 1 2,573225ド, 999 88 3 2584 225
6 6,187 563 2 4,356 38018 2β74 250 4 3,639 320
7 3,432 300 3 ミ928 340 9 2617 230 5 5,006 440
8 1,706 150 4 4β09 395 90 a668 235 6 2,320 200
9 2,337 205 5 5,551 485 1 2,372 205 17 4,305 375
20 1,503 130 6 象991 260 2 a120 、851、 3,180 280
1 2552 220 7 1,917 165 3 2β67 250 9 4,190 340
2 818 71 8 1,522 135 4 3,341 290 130 亀443 300
3 667 59 9 a131 185
闘5
五,337 115 1 3,119 270
4 1,740 150 60 亀691 32016 a897 255 2 a289 200
5 1,312疵 †-u5 1 馬013 90 7 2」930 255 3 島402 210
6 Z309 200 2 再841 160
181一 ZOI7 175 4 亀654 320
7 1,854 160 3 淵馬2961115ig a861 335 5 4,310 375 冒
8 1,251 110 4 L470130 ユ00 5,137 450
9 1ン91 155 ・隔370 11 1479 130 含計 406,92535,521
30 489 43 66.26545 2 葛775 240
1 571 50 ・…3瞳 i3
馳
亀707 325




285 9亀171 275 國 ・99・260


























山 手 線 小 計 65,74235,816御岳 山前 5,0σ7 896
品 川1・脚 ・障 履 久 ケ 原 6,5501,171
大 崎2q749 2,ユ84 田 園 都 市 線 千 鳥 町 4,622 827
五 反 田 15,9493,672大 井 剛 1 池 上 10,ε67 1,944
目 黒 16,096,299下 神 明 5,334 849蓮 沼 4,148 742
小 計 74,08315,909戸越公 園 10,942 741小 計 75,75512,813
申 延 4,667 742 1
京 浜 急 行 線 荏 原 町 10697, 1,7(2 目 蒲 線
「
品 川i 旗 の 台 】4,773 2,ε50目 黒 i
北 品 川μ 路 272 北 千 束 2,666 421不 動 前 9,田0
1
589
北 馬 場 2,お8 お6 大 岡 山 武蔵小山 18,4101,169
南 馬 場 2,511 306 緑 ケ 丘 4,246 675西 小 山 1鳴311 718
青 物 横丁 5,5鎗 310 自由ケ 丘 4,α72 489洗 足 6,390 妨
鮫 洲 1,716 i39九 品 仏 8,706 1,385大 岡 山
立 会 川 亀924 5G4 尾 山 台 8,700 1,384奥 沢 響 ド響
大 森海岸 L646 113 等 々 力 4,470 711田園調布
「
電87111,8鍬
平 和 島 6,617 685 上 野 毛 4,566 726多摩川 園 11,031 701
大 森 町 3286 422 小 計 83839, 13,175沼 部 4,538 487
梅 屋 敷 2,327 333 i 鵜 の 木 6,921 743
京 浜 細14・60・ 547 池 上 線 下 丸 子 13,5851,459
雑 色!蛋912 514 五 反 型i 武蔵新 田 10,469再迎
六郷土手 に 罎 199 大崎広小路11.413 229矢 口 渡 11,831再282
小 計 仏48gi傷700 戸越銀 座 8,(右0 1,3α7小 計 12③56gi1甥4
Il
l 荏原中 矧 鰯5 1,330一一
東 海 道 線 旗 の 台1 0
品 川
L
長 原 6,509 1,(b7
大 井 町 19,0149,6ゐ 洗 足 池 5,139 83雲
大 森 2},49817,050石 川 台 6,401 1,039 一 一



























61 `幽2 薩 65
o 62,500 86,670 569・000 87,500 9,624 815,300
O.01 54,520 86,670569000
, 87,500 6,659 804,300
0.02 61,750 7,039 138600
,
2a960 16,150 247,500
0.03 20,450 36,710 3003
■ 29,860 6,659 96,680
0.04 13,810 84,740 1998 39,320 6,659 146,500
0.05 ム2U9 127,500 12,250 39,320 q123 18,400
0.06 2,209 162,900 24,710 39,320 α123 229,300
0.07 U,081 212,600 46,100 39,320 2,016 300,100
0.08 0,081 212,600 64,110 25,540 2016 304,400
0.1U O,081 230,000 73,820 25,540 2,016 331,500
0.12 ユ,600 230,000 73,820 25,540 5,76i 336,700
0.14 1,600 311,800122,900 25,540 5,761 467,600
0.16 1,600 311,800122,900 25,540 5,761 467,600
0.18 1,600 399,300179,800 25,540 5,761 612,000
0.20 L600 399,300179,800 25,540 5,761 612,000
0.22 1,600 399,300179,800 25,540 5,761 612,000
0.24 1,600 554,100287,800 25,540 5,761 874,900
0.26 1,600 554,100287,800 25,540 5,761,874,900























































































































































































































































































































将 来OD表 徹 ㌃ 表)
撃 ミ陣 廼`お茶 の水2 神 田13 東 京4 銀 座15 有 楽 町16 新 橋7 晶川渋谷間8へ 1計
廓 轡 線1
・757 3,462 2,159 12,622 7,361 8,697 2,639 5,485 44,200
地下鉄荻窪線




6,261 2,999 17,325 9,310 10,666 3,245 3,455 58,201
中央快速線
4
9,591 22,169 15?159 61,264 24,143 19,072 5,789 9,312166,499
京 王 線
5
2,093 3,501 2,103 11,346 6,039 6,733 2,050 2,135 36,000
』
小 田急線
6 a738 4,578 2,746 14,593
7,659 8,449 2,573 864 44,200
一





11 i1 ll li
1。 っ1
旨
















〇 卜 oo oり H n N釦 の 卜 の o 寸 寸 り
謎 。。 団 弛 呪 党 笹 笹 『
…
壕
目 同 目 咽 同 目 囲
運
㊤ oり 卜 亭う 頃 oO o
o ① 卜 寸 り ⑩ 寸卜 晩 門 競 寸 筑 筑 蒐
廉 目 囲 同 H H H 同
畠}。
「




















圖 囲 oり o o oう o 円
o ① 卜 寸 o o ゆゆ
呼 『 N 梵 N N oり
覇 H H 越 一 昌 瞬 肖
1[藁 N 寸 ① 卜 卜 o ①
ゆ ト 寸 ⊃ oり 寸 N寸
で 一 N 『 等 『 の
朕 一 肖 肖 円 一 同 昌
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生 収 1 2 3 4 5 6 7
1 713 817 713 0 354 463
2 1,1141,2561,114 0 327 929
3 694 775 694 0 125 650
4 3,6651,3583,665 0 484 871
1
5 5,3373,2365,337 0 7442,492
6 4,6401,0834,640 0 507 376
9
7 L420 3621,420 0 155 177






0 0 917 0 0 0
2 0 0 1,434 0 0 0
3 0 0 892 0 0 0
4 0 0 4,706 0 0 0
2
5 0 0 6,872 0 0 0
6 0 0 5,971 0 0 0
7 0 0 1,830 0 0 0






1 0 0 374 3743,641 525


















5 0 0 1,8871,8874,425む
覇 〆
6 0 0 2,4312,4315,ら
7 0 0 745 745
8 0 0 124 螺









































口 吸 〃Zπ ノα
1生 収 1 2 3
印













7 1,5062,139 544 2,139
8 1,459 346 5,139 346
計 1].,51326,37218,09026,372
1 1,061 0 0 973
2 1,178 0 0 1,689
3 L179 0 0 1,052
4 1,174 0 0 5,525
2
i 5 1,193 0 0 8,198
6 L200 0 0 7,165
7 1,193 0 0 2,183
8 1,177 0 0 359
計 9,355
・ 【 0 27,144













! 3 1,409 0
き 4 1,397 0
}・



































































































































































































































































































































































































































































































































































付 図 ・ 付 表
付9-1
付 表9-5-1
東京通 勤圏に おける鉄道 路線の記号対照表
環 状 線
およびその内部
東 郊 北 郊 西 郊 南 郊




総 武 線 東 北 線
lf中央線 億)
ls中央線(緩)
東 海 道 線
2 中 央 線環内)常 盤 線 高 崎 線 西 武 池 袋 線 東 急 東 横 線
3 赤 羽 線 京 成 線 東 武 東 上 線 〃 新 宿 線 東 急 目蒲 線
4 銀 座 線 菓武伊勢崎線 京王帝都京王線
5 丸ノ内綴 環内) 東京都営1号線 〃 野 田 線 〃 井ノ頭線 東急田園都市線
6 日 比 谷 線 新 京 成 電 鉄 小田急小田原線 京浜急 行本線
7 東 急 玉 川 線 相 模 本 線
8 丸ノ内荻 窪線 横 須 賀 線
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山 0・29 2 26 i1




S2 48 謎 28 98・11 1000 39 8
S3 3 150 118 0・31 1000 ～2
S5 4 3 11 8・15 78 3 1000 36







「 1・08 11 1000
Sg 3 6 7 58・00 29 1 、耐'、2
S10 10 2 253 14・07 1005
豆
I
l
付9--5
(Xij一 表)
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